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茨城県日立市内において,一般国道 6号 (日 立バイパス)の改築工

事が,建設省によって計画されております。これは従来の路線より東

側にバイパス道を新設するものでありますが,そ の予定地内に金木場

遺跡・向畑遺跡が所在しております。

財団法人茨城県教育財団は,建設省と埋蔵文化財発掘調査事業につ

いての委託契約を結び,昭和63年 1月 から同年 9月 まで両遺跡の発掘

調査を実施いたしました。そして,こ の調査によって,貴重な遺溝・

遺物が検出され, 日立市の歴史を解明する上で多大な成果を上げるこ

とができたものと思います。

本書が,研究の資料としてはもとより,郷上の歴史の理解を深め,

ひいては教育・文化の向上の一助として,広 く活用されることを希望

いたします。

なお,発掘調査及び整理を進めるにあたり,委託者である建設省を

はじめ,茨城県教育委員会, 日立市教育委員会等関係各機関及び関係

各位からいただいた御指導・御協力に対し,衷心より感謝の意を表し

ます。

平成 2年 3月 31日

財団法人 茨城県教育財団

理事長 感 田   勇
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本書は,発掘担当者のヵ力を得て,

本書に使用 した記号等については,

吉川明宏が執筆・編集を担当した。

第 3章第 1節 2の記載方法の項を参照されたい。
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第 1章 調 査 経 緯

第 1節 調査に至る経過

一般国道 6号は,水戸市 。日立市・土浦市など主要都市を結んで茨城県を南北に縦断し,並行

するJR常磐線とともに,県内交通網の中軸を成す道路である。近年の産業・経済の発展,車社

会の発展により本国道の交通量の増加は著 しく,日 立市内においても慢性的な交通渋滞がみられ,

早急な対策が待たれる現状にある。この様な状況の中で,建設省は,増大する交通量の緩和を図

るため,「 日立バイパス」の建設を計画した。

昭和61年 7月 17日 ,建設省関東地方建設局常陸工事事務所は,茨城県教育委員会に対し,建設

＼用地内における埋蔵文化財の有無について照会 し,同年 9月 2日 ,金木場遺跡と向畑遺跡が所在

するとの回答を得た。そこで,両者は遺跡の取 り扱いについて協議を重ねたが,現状保存が困難

であることから,発掘調査による記録保存の措置が講じられることになった。茨城県教育委員会

は,建設用地内において試掘調査を行い,記録保存を必要とする範囲を明確にして,それを建設

省に示すとともに,調査機関として財団法人茨城県教育財団を紹介した (昭和61年 12月 25日 )。

当教育財団は,建設省 と詳細な調整を重ね,埋蔵文化財発掘調査に関する業務の委託契約を結

び,昭和63年 1月 1日 から9月 30日 にかけて,金木場 。向畑両遺跡の発掘調査を実施することに

なった。

第 2節 調査方法

1 地区設定

発掘調査を実施するにあたり,遺跡及び遺構の位

置を明確にするため,調査区を設定した。

日本平面直角座標第IX座 標系,X軸 (南 北)十

68,040m,Y軸 (東西)+75,840mを基準′ミとして40

m方限を設定し,こ の40m四方の区画を大調査区(大

グリッド)と した。さらに,この大調査区を東西・

南北に各々十等分 して, 4m四方の小調査区 (小グ

リッド)を設定した。

調査区の名称は,アルファベットと算用数字を用 第 1図 調査区呼称方法概念図

一―ユーー



いて表記した。大調査区は,上記の基準点から北へ200m,西へ120mの点を起点とし,北から南

へA,B,C… ,西から東へ 1, 2, 3… とし,「Al区」「B2区」のように呼称した。刻ヽ調査区は,

北から南へ a, b, C… …・j,西から東へ 1, 2,3・……0と し,大調査区の呼称と合わせて「A

lb2区」「B2eO区」のように呼称した。前述の基準′ミは「F4al区」の基準杭の位置に当たる。

2 基本層序の検討

金木場遺跡の中央部,E3h9区内にテス トピットを設定し,遺跡地下の土層を観察 した。

1層は耕作土 (表土)で,15～ 25cmの厚さがある。 2層 はハー ドローム層だが,植物の根など

が入り込み, もろく崩れやすい。スコリアを微量混入する。本層の上面が「遺構確認面」に当た

る。 3層 もハー ドローム層で,鹿沼軽石 (KP)を 多量に含む。 4・ 5層 は鹿沼軽石層である。

4層は極めて多量の鹿沼軽石 とロームが均質に混入した層で,特に鹿沼軽石がブロック状に集積

した部分を5層 とした。

6層 はハー ドローム層で,部分的に鹿沼軽石を混  2“m――

入する。 7・ 8層 もハー ドローム層で,微量の砂や

細礫が混入している。 9層 もロームだが,上層より
260-

も軟らか く,粘性が強い。

さらに下層は,台地を形成する段立堆積物 (礫層)

と,その基盤を成す凝灰質泥岩層が続 く。なお,1・

2層の間に,他地域で見られる漸移層やソフトロー  盗0-一

ム層に相当するものが確認できなかったが,こ れは,

畑の耕作などで地表面が長い問風雨にさらされてき

たために,表上が失われ,そ の分耕作が除々に下層

に及び,ロ ーム層上部が削られたものと考えられる。 第 2図 基本土層図

3 遺構 確 認

調査前の遺跡の現況は畑地として耕作されてきた状況にあり,表面から土師器や須恵器の破片

が採集されていることから,奈良・平安時代の遺構の存在が予想された。

調査区域全域にグリッドを設定し,調査面積の16分の 1, 8分の 1の割合で試掘を行った。そ

の結果,調査区域のほぼ全域に遺構 (住居跡・土坑等)が存在することが認められたので,担当

者間で協議し,重機を導入して速やかに調査を進められるよう図った。そして,バックホーによ

る表土除去 と作業員による遺構確認作業を行い,多数の住居跡や土坑・濤などを確認した。

なお,昭和62年度分 (金木場遺跡中央部)の調査では,人力によって表土除去を実施した。
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4 遺緯調査

両遺跡における遺構調査は,次のようにして実施 した。

竪穴住居跡は,平面プラン確認後,長軸方向とそれに直交する方向に土層観察用ベル トを設定

し,ベル トによって区画された 4つの区画を床面まで掘 り下げることを原則 とした。区画の名称

は,北東部から時計回りで 1～ 4区 と呼称 した。

土坑は,長軸 (径)方向で三分 して,先ず南側 または東側 を掘 り込み,土層観察の後,残 りの

2分の 1を 掘 り込むことを原則 とした。濤は,適宜な位置に土層観察用ベル トを設定 して,掘 り

込んだ。

土層観察は,色調,含有物の種類 と量,粘性等を記録 した。色調については,「新版標準土色帳」

(小山正忠・竹原秀雄編著, 日本色研事業株式会社)を使用 して観察記録 した。

遺物は,柱状に出上位置を残 し,遺構の掘 り下げ後,遺構平面 と共に位置を図化 し, レベルを

測定 して取 り上げた。

遺構平面図は,水糸方限地張測量により,20分の 1の縮尺 (カ マ ドは10分の 1)で図化 した。

第 3節 調査経過

金木場遺跡・向畑遺跡の発掘調査は,昭和63年 1月 1日 から同年 9月 30日 までの 9か月間にわ

たつて実施された。(3月 末で年度が切 り換わるため,昭和62年度及び昭和63年度の 2年度にかけ

ての調査 となった。)以下,調査の経過について,月 ごとに記述する。

昭和62年度 (金木場遺跡中央部,2,890m2の調査)

1 月   発掘調査に必要な,現場事務所 。倉庫の設置,調査器材類の搬入に次いで,鍬入式

を挙行 し,直ちに作業に入った。青作や雑草などを取り除き,グ リッド発掘による試

掘を実施して,住居跡・土坑・濤等の遺構の存在を確認した。

2 月   人力による表土除去,遺構確認作業を進めながら,遺構調査に入った。月末までに

8号住居跡まで調査 した。

3 月   引き続き遺構調査を実施 した。そして,竪穴住居跡14軒のほか,土坑,濤,集石を

検出して,昭和62年度分の調査を終了した。

昭和63年度 (金木場遺跡の北側及び南側部8,747m2と 向畑遺跡1,480m2の 調査)

4 月   新たな調査体制を編成する。テント設営,ア ルミタワー組立などの諸準備に続いて,

伐開,清掃,試掘 (グ リッド発掘)を実施した。各地区から,住居跡・土坑等多数の
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7  月

8 月

5 月

遺構が検出された。

重機による表土除去,遺構確認作業を実施した。その結果,遺構が調査区域のほぼ

全域に分布すること,特に金木場遺跡の南側部に住居跡が密集していることが認めら

れた。

向畑遺跡の遺構調査を先に実施 した。竪穴住居跡 3軒,掘立柱建物跡 1棟のほか,

土坑,濤, ピットを検出して調査を終え,下旬には,調査の主力を金木場遺跡の南側

部へ移 した。

金木場遺跡に多数の住居跡の存在が確認され,期間内での調査終了が困難であると

判断されたので,建設省 と協議を持ち,そ の結果,作業員を増員して,期間内に終了

させることが確認された。遺構調査は住居跡を優先して進められ,月末までに,64号

住居跡まで調査した。

南側部は,カマ ド調査や平断面図作成などの記録作業が中心となり,掘 り込み作業

の主力は北側部へ移った。住居跡の調査はほぼ終了に向かい,月 末には,土坑や濤の

調査に重点が置かれるようになった。

6   月

9   月 住居跡や土坑の調査 を進める一方,航空写真撮影のための清掃 移笑施 した。 17日 に

は現地説明会を開催し,遺構・遺物を一般公開した (見学者284名 )。 20日 に航空写真

を撮影した後,補足調査,資料整理を行い,27日 に作業員による作業を終了した。そ

して,調査器材類・資料の搬出,事務所・倉庫の撤去などを行い,30日 にはすべての

作業を終えた。

なお,昭和63年度分の金木場遺跡においては,竪穴住居跡76軒のほか,土坑,濤 ,

ピットが検出された。
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第 2章 位 置 と 環 境

第 1節 地理的環境

金木場遺跡は,日 立市滑川町金木場1,650番地ほかに所在 し,そ の北西側に隣接 して,向畑遺跡

が同市滑川町向畑1,658番地ほかに所在する。

日立市は,茨城県北東部,県都水戸市の北東約30kmに位置する,面積153.18贈,人 口203,638人

(平成元年 5月 1日 現在)の工業都市である。北は十王町 と里美村,西は水府村 と常陸太田市,

そして,南は久慈川を挟んで東海村,那珂町に接 し,東は,南北約25kmの 海岸線 をもって太平洋

に面 している。当市は, 日立鉱山や 日立製作所 をはじめ とする鉱工業によって発展 して きた地域

で,JR日 立駅や夕賀駅付近を中心に市街地が形成されてきたが,現在は,海岸地域全域か ら丘陵

部まで開発が延びている。

地形的にみると, 日立市は次の 4地域に区分される。市域の大半を占める多賀山地,海岸線に

沿って南北に細長い範囲に分布する海岸台地,北西部山間地域 (里川流域),そ して,南部,久慈

川下流域の沖積低地である。

多賀山地は,古生代の花商岩質岩石や変成岩で構成された,隆起準平原といわれる起伏の少な

い高原状の地形である。この多賀山地を水源 とする多数の小河川が樹枝状に山肌を刻み,東流し

て太平洋へ注ぎ込んでいる。高鈴山 (623.3m)と 神峯山 (598m)と の間を流れる宮田川の峡谷

には, 日立地方の近代化の基礎を築いた日立鉱山がある。

多賀山地の東側に続 く海岸台地は,第二紀層 (凝灰質岩石)の基盤の上に砂礫層やロームをの

せる海成あるいは河成の段丘である。多賀山地から流出する刈ヽ河川によって開析され,ひ とつひ

とつが舌状の様相を示す台地が北から南へ連続的に分布しており,それらが海岸では波に削られ

標高20m前後の海食崖を成している。 日立の海岸線は全体 として単調ではあるが,海食崖 と台地

を刻む月ヽ河川の谷とが交互に続き,変化に富んだ景観をみせている。この海岸台地が,南部の久

慈川下流域の沖積低地と併わせ,人々の主な生活の舞台となっており,JR常磐線や国道 6号など

の幹線道路が走 り,工場群や住宅地が密集 している。

金木場 。向畑遺跡は, 日立市街地の北東部, 日立市役所から北東へ約 3 kmの海に面した台地上

に位置している。この台地も南北両側に谷が入 り込み,周囲の低地から20m程の比高をもって,

ひときわ高 く区画されている。標高は24～ 30m程で,北西から南東に緩やかに傾斜 している。こ

の付近では比較的広 く平坦面の残された所で,一面が畑として利用されてきた。金木場 。向畑両

遺跡の間は,市道の走る切通しによって切断されているが,も ともとはひと続きの台地であった。
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周囲の低地は,10年程前までは水田として利用されていたが,現在は住宅地が増えてきている。

第 2節 歴史的環境

『茨城県遺跡地図(lj」 によれば, 日立市内には,先土器時代から近世にかけての遺跡が多数所左

しており,発掘調査の行われた遺跡も数多い。

まず,先上器時代の遺跡では,線刻礫の出上した宮脇遺跡②や,ネバ山遺跡,上笹目遺豚0な ど

が知られているほか,鹿野場遺跡④,六ツケ塚遺跡(5七 橋の作遺跡(6Ⅲ 泉前遺跡年)な どの調査夕Jが

ある。この中で,鹿野場遺跡は,高鈴山麓の丘陵上に位置し,不定形石器,掻器,敲き石などが

鹿沼軽石層直上の地層から出上しており,県内でも最古層に属する遺跡として位置づけられてい

る。

縄文時代の遺跡は,多賀山地東縁の丘陵部,及び山沿いの地域に多く所在する。まず,早期で

は,鹿野場遺跡から鵜ケ島台式～茅山式期の住居跡が,そ して遠下遺跡からは茅山式期を中心 と

した住居跡が多数検出されている。前期では,遠下遺跡KBlか ら浮島式期のものとみられる住居跡が 1

軒検出されている程度で,確認されている遺跡も泉原貝塚など数が少ない。それが中期に入ると,

遺跡数が増大し,上の代遺跡(。ち 南高野貝塚(1の,諏訪遺跡(10な ど,調査例も増える。上の代遺跡

からはカロ曽利EH～Ⅳ式期の住居跡が検出され,南高野貝塚からは,中 ～後期の上器のほか,骨

角器や赤色顔料が塗布された貝輪などが出上している。また,諏訪遺跡からは多数の袋状土坑が

検出され,阿玉台式や大木7b式などの上器 とともに,石器や炭化 したクルミなどが出上している。

しかし,後・晩期になると,ま た遺跡数が減少して くる。その中で,鹿野場遺跡から堀之内式期

の柄鏡型住居跡が検出されているのは貴重な資料である。

弥生時代の遺跡は,海岸台地上に点在 してお り,その数は少ない。ここでは,大沼遺跡(121か ら,

初期弥生式土器が出土しているのが特筆される。遺構は伴わず,数点の破片が出上しているだけ

だが,県内の弥生式土器では最古のものに属する土器であるといわれている。そのほかでは,横

内遺跡(10か ら中期後半の上器棺墓が 2基,曲松遺跡,金井戸遺跡(1つから住居跡が 1軒ずつ検出さ

れている。

古墳時代では,多数の古墳や横穴が確認されているが,その多くは,海岸線に沿った地域に並

ぶように分布 している。古墳としては, 6世紀中葉の馬具が出土した西大塚古墳群(15)ゃ 六ツケ塚

遺跡(10な どの調査例がある。横穴では,壁画で知 られるかんな り穴横穴群や相田横穴群(17ち 耳ヒの

台横穴群(1め などが北部に,ま た,南部には,赤羽横穴群(19七 千福寺下横穴墓群●0な どの調査例が

ある。これらはほぼ 7世紀代に造られたものとされているが,中には9世紀ごろまで埋葬が継続

されたものもみられる。古墳時代の集落跡としては,曲松遺跡,金井戸遺跡(21)で大規模な調査が
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行われている。

奈良・平安時代の遺跡は,海岸台地上を中心に約90か所ほど確認されており,調査例 も多い。

古墳時代末から8世紀前半の集落が検出された泉前遺跡(221を はじめ,8世紀後半から9世紀代の

横内遺跡(23)ゃ遠下遺跡(2り,吹上遺跡90,大沼遺跡(2o,鹿野場遺跡(2つ などから多数の遺構が検出さ

れている。当時の日立地方には,久慈郡 (高月郷,助川郷,高市郷)及び多珂器 (道 口郷,伴部

郷)が置かれい 29ち 9世紀初頭まで活発に行われていた蝦夷攻略の交通路として重要な役割を担っ

ていたものと思われる。 (金木場・向畑遺跡の所在する滑川町付近は,多珂郡道口郷に属 していた

ものと推定されている。)

中世の遺跡としては,久慈城跡,要害城跡や滑川浜館遺跡などの城館跡が挙げられる。また,

泉前遺跡Oωの調査で,地下式羨が検出され,内耳土器片が出上している。

近世の遺跡としては,助川海防城跡や初崎砲台跡などがある。

注

(1)茨城県教育委員会『茨城県遺跡地図』 昭和62年

121 0D 茨城県『茨城県史 原始古代編』 昭和60年

●)日 立市『日立市史』 昭和34年

に)90 日立市教育委員会『日立市鹿野場遺跡発掘調査報告書』 昭和54年

(5)10 日立市教育委員会『日立市六ツケ塚遺跡発掘調査報告書』 昭和54年

6)10 日立市教育委員会『橋の作遺跡 北の台横穴墓』 昭和57年

9)9D 日立市教育委員会『泉前遺跡 (第二次)』  昭和57年

僣)90 日立市教育委員会『日立市遠下遺跡発掘調査報告書』 昭和50年

0)10 茨城県『茨城県史料 考古資料編 先土器 縄文時代』 昭和54年

10 日立市教育委員会『諏訪遺跡発掘調査報告書』 昭和55年

19 99 日立市教育委員会『日立市小木津町横内遺跡発掘調査報告書』 昭和54年

10 00 Q, 9ゆ 茨城県『茨城県史料 考古資料編 古墳時代』 昭和49年

19 日立市教育委員会『日立市赤羽横穴墓群発掘調査報告書』 昭和52年    十

90 日立市教育委員会『久慈千福寺下横穴墓群』 昭和60年

90 日立市教育委員会『久慈吹上』 昭和56年

90 日立市教育委員会『日立市大沼遺跡発掘調査報告書』 昭和53年

90 久信田喜―「和名抄に見える常陸国久慈郡の・21に ついて」『日本歴史』482 昭和63年

90 久信田喜―「古代常陸国多珂郡の郷について」『茨城史林』12 昭和63年

90 日立市教育委員会『泉前遺跡 (第一次)』  昭和57年
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第 3図 金木場 。向畑遺跡周辺遣跡位置図
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表 1 金木場・ 向畑遺跡周辺遺LII地名表

番
号 遺 跡 名

遺 跡 の 時 代 番
号 遺 跡 名

遺 跡 の 時 代

先土器 縄文 弥生 古損
奈 損
平 銭 中世 近世 先土器 縄文 弥生 古墳

換
霰

奈
平 中世 近世

1 金 木 場 遺 跡 ○ ○ 曲 松 遺 跡 ○ ○ ○

向 畑 遺 跡 ○ ○ 金 井 戸 遺 跡 ○ ○ O ○

3 宮 脇 遺 跡 ○ ○ ○ 西大塚 古 墳群 ○

4 ネ バ 山 遺 跡 ○ かんなり穴横穴群 ○

5 上 笹 目 遺 跡 ○ 相 日 横 穴 群 ○

鹿 野 場 遺 跡 ○ ○ ○ 北 の 台横 穴群 ○

六 ツ ケ塚 遺 跡 ○ ○ 赤 羽 横 穴 群 ○ ○

橋 の 作 遺 跡 ○ ○ 千福寺下横穴墓群 ○ ○

泉 前 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ 吹 上 遺 跡 ○ ○ O ○

遠 下 遺 跡 ○ ○ 久 慈 城 跡 ○

泉 原 貝 塚 ○ 要 害 城 跡 ○

上 の 代 遺 跡 ○ 滑 川浜 館 遺 跡 ○ ○ ○

南 高 野 貝 塚 ○ 助 川 海 防城 跡 ○

諏 訪 遺 跡 ○ ○ 初 崎 砲 台 跡 ○

大 沼 遺 跡 ○ ○ ○ 成 沢 窯 跡 ○

横 内 遺 跡 ○ ○
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第 3章 金 木 場 遺 跡

第 1節 遺跡の概要と遺構・遺物の記載方法

1 遺 跡 の概 要

金木場遺跡は, 日立市の北部海岸地域,標高24～ 27mの 台地上に位置する,奈良・平安時代を

中心に集落の皆まれた遺跡である。『日立市史』によると,当遺跡から,縄文式土器片 ljJ日 曽利E

H式)や土師器・須恵器の破片が出上しており,須恵器不の底部に衝書きされたものも報告され

ている。縄文時代,及び奈良・平安時代の遺跡として周知の遺跡であったものであるが,今回の

発掘調査により,ほぼ同時期の遺構 。遺物が多数検出された。

台地上全面が「金木場遺跡」として捉えられているが,調査区域はその西側部分,面積11,637

m2の範囲である。検出された遺構は,竪穴住居跡90軒,掘立柱建物跡 1棟,濤 2条,土坑71基 ,

集石 2基,性格不明遺構 1基, ピット69か所である。竪穴住居跡は,縄文時代前期のものが 2軒

で,その他はすべて奈良・平安時代に属するものである。土坑の中には,陥 し穴とみられるもの

も含まれる。これらの遺構は調査区域のほぼ全域に分布 しているが,特に南側著Ь分に多く検出さ

れている。

出土遺物は,遺物収納箱 (54× 34× 20cm)に 126箱程度である。内容は,縄文式上器片 (早～後

期)や弥生式上器片 (中・後期)が少量みられるほかは,奈良・平安時代の上師器・須恵器が主

体である。土師器不の中には塁書土器も含まれる。陶器片も少量出土してお り,猿投系の短頸壺

がある。また,細片ではあるが,緑釉陶器片も出土している。土器以外では,紡錘車や祗石,鉄

製品 (斧,鎌,刀子,鏃,焼印など)のほか,銅製品 (帯金具=巡方)が 1点出上している。

2 遺構 。遺物の記載方法

本書における遺構・遺物の記載方法は,下記の要領で統一 した。

(1)使用記号

本書で使用した遺構・遺物に関する記号は,

竪穴住居跡 SI 掘立柱建物跡 SB

性格不明遺構 SX 撹乱土層 K 土器

(2)遺構 。遺物の表示

次のとお りである。

濤 SD｀ 土坑 SK 集石 SS ピット P

P 上製品 DP 金属製品 M 石器・石製品 Q

本書で使用した遺構・遺物の実測図中の表示は,次のとおりである。
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EIl功
押

翻
知 轟

■
癖 m

囲
=黒色処理

   國
=施釉部分

・ 土  器

。 上 製 品

。 石器・石製品

'金 属製品

遺構実測図の作成方法 と掲載方法

(実測図例 )

〇 各遺構の実測図は,縮尺1/20の原図 (カ マ ドは1/10)を 浄写して版組し,それをさらに1/3に

縮小して掲載することを原則とした。

○ 実測図中のレベルは標高であり,m単位で表示した。

〇 遺構からの出土遺物は,遺構平面図及び断面図中にその位置をドットで表示し,接合でき

たものは実線で結んだ。出土遺物に付 した数字は遺物実測図及び拓影図の番号 と符号する。

“

)遺物実測図の作成方法と掲載方法

○ 土器の実測図は,原則として中心線の左側に外面,右側に内面と断面を図示した。遺物の

法量については,次のように計測した。

(実測図例 )

A 口 径

B 器 高

C 底 径

D 高台径

E 胴部最大径

F つまみ径

G 高台高

H つまみ高
←○→ 磨 りの範囲
←□→ 敲きの範囲卜刃部幅‖
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○ 土器拓影図は,右側に断面を図示した。

O 遺物は,実測図を浄写したものを1/3に 縮小して掲載すること

については「S=1/4(縮 尺4分の1)」 のように表記した。

＼

を原則 とし,そ れ以外のもの

(0 上層の分類について

各遺構における堆積上の上層については,調査時に,色調 。含有物・粘性・締まり具合などの

観点から層を区分 し,観察記録を行った。整理の段階では,色調と特に記載を要する含有物等に

ついて実測図の横に掲載し,覆上の堆積状況については,遺構解説本文の中に記載した。なお,

金木参遺跡及び向畑遺跡の覆土には,基本的に微～少量のローム粒子,炭化粒子,焼上粒子が含

まれている。

俗)遺構の解説について

○ 遺構番号は,調査の過程で種類別・調査順に付 したものである。

○ 位置は,小調査区名で記載した。複数の調査区にまたがる場合は,遺構の占める面積の割

合が最 も大きい調査区名を記載した。

O 重複関係は,重複する遺構名 と,本跡と比較しての新旧の別を記載した。

○ 平面形は,長軸 :短軸の値が1.1を 越えるものについては,長方形とし,それ以下のものは

方形とした。円形,楕円形の区別もこれに準じた。

○ 規模は,平面図の上端で計測した,長軸 (径),短軸 (径)の値である。〔 〕で表示してある

ものは,重複あるいはエリア外へ遺構がのびる場合の計測可能な範囲での値である。

○ 主軸方向は,カマ ドの造られた壁とその対面に当たる壁を結ぶ線を主軸とし,座標北に対

してどの方向へどれだけ傾いているかを,「N-12°一W」 (座標北から西へ12°傾 く)の ように

角度で表示 した。縄文時代の住居跡及び土坑については,長軸 (径)方向で表示した。

○ 壁は,壁高とその傾 きを記載した。傾 きは,床面からの立ち上が りの角度が80°～90°のもの

を直立,80°未満のものを外傾 とした。

○ ピットの規模については,上端径 と深さを「Pl(30× 25,-40cm)」 (長径30cm× 短径25cm,

深さ40cm)の ように記載した。

○ 遺物は,その種類と出上した破片の数を記載した。 ( )内 には,器種名を記した。

○ 所見・備考の項目には,遺構の特記事項について記載した。

9)表の見方

<住居跡一覧表>

―-12-―



○ 各項 目の記載については,遺構解説の内容に準 じた。

○ 覆土は,人為堆積, 自然堆積の区別 を記載 した。

○ 備考には,重複関係等を記載 した。

<土坑一覧表>

○ 各項目の記載については,遺構解説の内容,住居跡一覧表の記載方法に準じた。

○ 底面の形状は,平坦,凹凸,皿状に区分 した。

<土器観察表>

○ 法量は,A―口径,B―器高,C―底径,D―高台径,E―胴部最大径,F一つまみ径,

G―高台高,H一つまみ高を示し,現存値には〔 〕,推定値には( )を付 した。

O 色調については,土層調査時に使用した土色帳を使用した。

○ 備考は,残存率 と遺物整理番号 (P,Mな ど),出土地′く,写真図版番号 (PL)等 を記載した。

<金属製品観察表>

<土製品,石器・石製品観察表>

〇 法量及び重量の欄全 〔 〕を付した数値は,一部を欠損しているものの現存値である。

長軸 ×短軸 (m)

器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴

長さ × 幅 × 厚さ(cm) 重量 (g)

-13-



第 2節 竪穴住居跡

当遺跡から,90軒の竪穴住居跡が検出されている。このうち,縄文時代前期に属するものが2

軒で,いずれも調査区域の南部に位置している。その他の88軒は奈良・平安時代に属するもので,

調査区域のほぼ全域に分布しているが,特に南部から多く検出されている。

1 縄文時代

第84号住居跡 (第 4図 )

位 置 14i4区。重 複 関 係

SI-23よ り古い。平面形 楕

円形。規膜  4.85× 4.00m(推

定値 )。 長径方向 N-85°一

W。 壁 外傾。壁高 5～ 18cm。

壁落 無。床 ゆるい起伏。

ビッ ト 6か所。Pl(30× 22,

-24cln)P2(19× 18,-22

cln)P3(22× 18,-20cm)

P4(14× 12, -12cIII)P5(25×

25,-17cln)P6(22× 17,一

33cIIl)炉 床面 中央か ら東

寄 り。上端径 50× 35clll,深 さ

■calの楕円形の地床炉。覆土

への焼上の混入は極少量では

あるが,周囲の床が焼けてい

ることや,す ぐ横に焼けた礫

s123

A25.Om

土層解脱表

1.黒褐色 粘性弱い

2.明褐色 粘性弱い

o               2m

・がまとまって出土しているこ  第 4図 第64号住居跡実測図

とから,炉跡と思われる。覆上 自然堆積。

遺物 縄文式土器片116′く。石器 (祗石 2,磨石 2,敲石 1)5′く。第 5図 1の小型の深鉢は,

北西壁際の床面に細か く潰れた状態で出土している。

所見 本跡は,出土遺物から縄文時代前期前半に比定される。

-14-
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第 5図 第64号住居跡出土遣物実測図・拓影図

第04号住居LTt出 土遺物 (第 5図 )

1は縄文式上器の深鉢である。口径 (13.6)cm,器高15.6cnl,底 径 6.2clll。 平底で,胴部はほぼ直

線的に立ち上がる。胴部全面に羽状縄文が施されているが,上半 と下半とでは原体が異なる。底

部にも縄文が施されている。 2～ 4は胴部片で, 3には羽状縄文, 2・ 4に はループ文が施され

ている。いずれの上器 も,胎土に繊維が含まれている。(PL60)

〇

-15-



図版番号 種  類 長さ × 幅 × 厚さ(clll) 重量 (g) 備 考

第 5図 5 祗  石 140 × 23 × 35 砂岩。1面 に使用痕が認められる。北東部覆土下層出土。PL60・ Q14

6 祗  石 129 × 3_4 × 10 流紋岩。3面に使用痕が認められる。北東部覆上下層出土。PL60。 Q15

7 磨  石 115 × 70 × 39 砂岩。1面に使用痕が認められる。南東部覆土下層出上。PL60・ Q27

8 磨  石 143 × 88 × 4.6 砂岩。 2面に使用痕が認められる。北京都覆上下層出上。Q28

9 敲  石 200 × 2_6 × 1.0 流紋岩。先端部に使用痕が認められる。北東部覆上下層出土。Q31

出土遺物観察表

第68号住居跡 (第 6図 )

位置 14h5区。重複関係 SI-19,SK-72よ り古い。平面形 楕円形。規模 3.95× 〔2.98〕 m。

長径方向 N-10°一W。 壁 外傾。壁高 5～ 20om。 壁薄 無。床 ゆるい起伏。二段掘 り込み。

上段υ帥J)と 下段 (内側)と の比高は10～ 20cm程度。上段は,壁から床面まで比較的なだらかに傾

斜しているのに対し,下段はほぼ垂直に掘 り込んでいる。ビット 2か所。Pl(42× 30,-20cm)

P2(30X18,-59cln)炉  SI-19に 西側を削平され,炉の有無は不明。覆上 自然堆積。

――-25.Om

土層解脱表

1.黒褐色  硬 くしまる

2.黒褐色  柏性弱い

3.赤褐色  焼土粒子 多量 粘性 。しまり弱い

4.褐色   ローム粒子中量 粘性弱い

5.暗褐色  ローム粒子中量 粘性弱い 硬 くし

まる

6.黒褐色  粘性弱い 硬 くしまる

7.暗褐色  ローム粒子中量

o          2m

第 6図 第68号住居跡実測図
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遺物 縄文式上器片15点。石器 (磨石 1,敲看 2)3′く。土器はいずれも小破片で,覆土から

出上 している。

所見 本跡は,出土遺物から縄文時代前期前半に比定される。

海

川

″

４

鶏静〃

(｀

＼十
″と`

i＼

7

0              10Cm

第 7図 第68号住居LII出 土遺物実測図・拓影図

第68号住居跡出土遺物 (第 7図 )

1～ 5は縄文式上器である。 1は胴部片で,縄文原体が弧状に押圧されている。 2は 口縁部片

全 上半に羽状縄文,下半にループ文が施されている。 3～ 5は胴部片で,羽状縄文,ループ文

が施されている。いずれの土器 も,胎土に繊維が含 まれている。

出土遣物観察表

図版番号 種  類 長 さ 幅 × 厚さ(cn) 重量 (g) 備 考

第 7図 6 敲  石 19.0 × 62 × 44 723 4 流紋岩。2面に使用痕が認められる。北部床面直上に瞬隻)。 PL60・ Q32

7 磨  石 14.6 × 83 X 3.5 932 9 流紋岩。1面に使用痕が認められる。南部覆土中層出土。PL60。 Q33

―-17-



2 奈 良 ・平安 時代

第 1号住居Ltt(第 8図 )

位置 F412区。平面形 方形。規模 2.83× 2.63m。 主軸方向 N-18°一W。 壁 外傾。壁高

11～ 17cln。 壁濤 無。床 ほぼ平坦。北東コーナー付近がわずかに窪む。ピット 無。カマ ド 北

壁東寄 り。粘上で構築。焚き日部に凝灰岩を使用。全長94om,幅 81cln,煙道部の壁面への掘 り込

みは約70cm。 火床は床面より10cm程深 く掘 り窪められている。覆土 自然堆積。

遺物 土師器片 (甕,ITh)84点 。須恵器片 (甕,不,高台付不)21点。上製品 1点。鉄滓 1点。

カマ ド付近,及び北西部を中心に出上している。

ё l

A

A 26.6m

Ｅ
ゆ
．０
劇

″
―

刊

o               2m

第 8図 第 1号住居跡・ カマ ド実測図

く
|

0

土層解説表

1.褐色   ローム粒子極めて多量 ロームガヽプロック中量

2.暗褐色  ローム粒子多量 ロームガヽプロック中量

3.褐 色   ローム粒子多量 硬 くしまる

4.褐 色   ローム粒子多量 ローム小アロック中量 焼土粒子中量

硬 くしまる

5.暗褐色  口
=ム

粒子多量 粘性弱い

カマ ド土層解説表

1.褐色   ローム粒子中量 ロームガヽプロック中量

粘土ブロック多量

2.褐色   ローム粒子多量 焼土粒子中量

3.暗赤褐色 焼土粒子多量 焼土小プロック中量

4.赤褐色  焼土

5,暗褐色  ローム粒子中量 焼土粒子中量

6.褐色   ローム粒子多量 しまり弱い

口
|

出土遣物観察表

図版番号 器  種 法量 (c ll) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第 9図

1

甕

土 FT 器

A(19.2)

B(150〕

E(208)

胴部は内彎しながら立ち上がる。

頸部は「く」の字状に外反し,

日縁端部は外上方へつまみ出さ

オtる 。

回頸部内・外面,横ナデ。胴部

内面,縦位のヘラナデ。外面,

継・斜位のヘラ削り。

砂粒・雲母

によい橙色

普通

10%  Pl
中央部覆上下層
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0              1ocm

第 9図 第 1号住居跡出土遣物実測図

図版番号 器  種 法量 (c tl) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第9図

2

養

須 .恵 器

A(222)

B〔 45〕

口縁部は外反しながら立ち上が

る。日縁端部は短く上方へ屈曲

し,外面に強い稜をもつ。

内・外面,横ナデ。 蠅
晦
魏

5%  P3
北東コーナー付

近覆上下層

3

高 台付 不

須 恵 器

A(12.9)

B 56
D(73)
G l.4

平底。「ハ」の争伏に開く高台が

付 く。体部は外傾 して立ち上が

り, 日縁部で外反する。下位に

鈍い稜をもち,高台部との間に

幅広の画を成す。

底部,回転ヘラ削り後,高台貼

り付け。

砂粒

青灰色

良好

45%  P4
カマ ド覆土

ヘラ記号 PL55

4

不

須 恵 .器

B〔 18〕

C(8_2)
平底。体部 は外傾 して立 ち上が

る。底部 との境 は九味 をもつ。

底部,回転ヘラ切り後,軽いナ

デ 。

砂粒

灰オリーブ色

普通

10%  P5
北東コーナー付

近覆土下層

図版番号 種  類 長さ × 幅 × 厚さ(cm) 重量 (g) 備 考

不型土製品 小型の不状を呈する。東部覆土中層出上。PL59・ DPl
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第 2号住居LII(第 10図 )

位置 F4,1区。平面形 方形。規模 3.04× 2.93m。 主軸方向 N-39°一W。 壁 外傾。壁高

4～ 7 cal。 壁落 無。床 平坦。ピット 無。カマ ド 北壁中央。粘上で構築。規模不明。境乱

で大半が失われ,焼土化した火床の一部を検出。覆土 境乱。

遺物 土師器片 (甕)88点。須恵器片 (不)7点。鉄滓 1点。いずれも小破片で,主に北西部

の覆土から出上している。

備考 耕作によって大きく境乱され,遺存状態は良 くない。

A26.6m

上層解説表

1.暗褐色  ローム粒子多量 ローム小ブ

ロック多量 ローム中プロッ

タ中量 しまり53い

2.暗褐色  ローム粒子多量 しまり弱い

0             2m

第10図 第 2号住居跡実測図

第 3号住居Ltl(第 ■図)

位置 G4a4区。平面形 長方形。規模 4.34× 3.80m。 主軸方向 N-36°一W。 壁 直立。壁

高34～ 43cln。 壁薄 全周。上幅17～ 27cln,深 さ 5 cm程度。床 平坦。ビット 2か所。Pl(30×

23,-25cln)P2(36× 30,-32cnl) カマ ド 北壁中央。粘上で構築。焚き口部に凝灰岩を使

用。全長,幅ともlm程度。撹乱のため詳細は不明。覆上 自然堆積。

遺物 土師器片 (甕,不,平鉢)830′く。須恵器片 (不,盤)14′点。鉄製品 (器種不明)1′ミ。

遺構内全体に散乱した状態で出土している。

備考  トレンチャーによる境乱が床面まで達 し,遺存状態は良くない。貼床下の堀 り方は,中

央部を残し,周辺部が深 く掘 り窪められている。

―-20-―
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A26.8m

土層解説表

1.暗褐色  ローム粒子多量 しまり弱い

2.暗褐色  ローム粒子中量

3.暗褐色  ローム粒子中量 硬 くしまる

0               2m

嘲
2

10Cm

第11図 第 3号住居 LTI・ 出土遺物実測図
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図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色詞・焼成 備   考

第■図

1

菱

土 師 器

A(142)

B〔118〕

丸く張った胴部から頸部は外反

し, 日縁部は外上方へ開く。ロ

縁端部は上方へ屈曲し, 国唇部

は九くおさめられる。

日頸部内・外面,横ナデ。

胴部内面,横位のヘラナデ。外

面,縦位のヘラ磨き。

砂粒・スコリア

にぶい褐色

普通

10%  P6
北東コーナー付

近床面直上

2

平   鉢

土 師 器

B〔 4.6〕

C(114)

平底。体部はわずかに外傾して

立ち上がる。

体言Ь内面,横位 のナデ。外面 ,

ナデ。外面に輪積み痕 を明瞭に

残す。

砂粒

にぶい橙色

普通

10%  P8

南西 コーナー付

近床面

3

不

須 恵 器

A(■ 4)

B 44
C(66)

平底。体部 は外傾 して立 ち上が

り, 日縁部で外反す る。

底部,回転ヘ ラ切 り後 , ナデ。 砂粒

灰黄色

普通

30%  P10

北東部床面直上

PL52

4

盤

須  恵 器

A(167)

B 43
D(113)

G 13

平底。「ハ」の字状 に開 く高台が

付 く。体部はほぼ直線的に立 ち

上が る。口縁部 は軽 く外反す る。

底部,回転ヘラ削り後,高台貼

り1甘け。

砂粒

灰責色

普通

35%  P9
南東コーナー付

近覆土下層

出土遣物観察表

第 4号住居跡 (第12図 )

位置 G4al区。平面形 方形。規模  3.28× 3.19m。 主軸方向 N-32°一W。 壁 外傾。壁高

5～ 15cm。 壁滞 西・北 。東壁際に検出。上幅14～ 26cm,深 さ 3～ 4 cm。 床 ほぼ平坦。北東 コ

ーナー付近が若千円形に窪む。ピッ ト 無。カマ ド 北壁中央。粘上で構築。全長77cm,幅 115cm,

煙道部の壁面への掘 り込みは約 45cm。 火床は床面より10cm程深 く掘 り窪められている。火床中央

部に凝灰岩製の支脚が立った状態で出上している。覆上 自然堆積。

遺物 土師器片 (甕,不,高台付不)41点。須恵器片 (不)3点。主に北部の床面から覆土下

層にかけて出上している

出土遣物観察表

図版番号 器   種 法畳 (ctll) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備   考

第12図

1

高 台付 不

土 師 器

D 80
G 13

平底。「ハ」の字状に開く高台が

付く。

ロクロ整形。底部,回転ヘ ラ削

り後,高台貼 り付 け。内面,ヘ

ラ磨 き,黒色処理。

砂粒・ 雲母

にない橙色

普通

20%  P■

北東部床面直上

―-22-―
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A26.4m

0                1m

住居跡土層解説褒

1.暗褐色  ローム粒子多量 粘性・ しまり弱い

2 褐色   ローム粒子極めて多量 ロームガヽプロッ

ク中量 硬 くしまる

3 暗褐色  ローム粒子多量

カマ ド土層解説表

1.暗赤褐色   焼土粒子多量

2 赤掲色    焼土粒子極めて多量 焼土イヽプロッ

ク多量

3.に 獣い赤褐色 焼土粒子多量

粘土多量

0               2m

第12図 第 4号住居跡・カマ ド・ 出土遺物実測図

第 5号住居跡 (第 13図 )

位置 G4c4区。平面形 方形。規模 4.58× 4.25m。 主軸方向 N-32°一W。 壁 外傾。壁高

30～ 38cm。 壁滞 全周。上幅 6～ 25cm,深 さ 2～ 10cIIl。 床 平坦。 ピット 1か所。Pl(40× 37,

-31cm) カマ ドA 北西壁東寄 り。粘上で構築。焚 き口部に凝灰岩を使用。全長■5cm,幅137

cm,煙道部の壁面への掘 り込みは約 70ctl。 火床は,床面より10cm程深 く掘 り窪め られている。遺

存状態は良好で,燃焼部からは赤 く焼けた粘土の側壁 も検出されている。 カマ ドB 北東壁南

寄 り。粘土で構築。全長135cIIl,幅 mocm,煙道部の壁面への掘 り込みは約 65clll。 火床は,床面 と

ほIF同 じ高さである。表面が粘上で買占り固め られてお り,廃棄 された状態で検出されている。覆

上 自然堆積。

遺物 土師器片 (甕,不)447点。須恵器片 (甕,不,高台付不,盤,蓋)50点。鉄滓 1点。第

―
ｌ
　
　
　
ｍ

―-23-―



15図 3の不は,カマ ドA焚き口付近の床面直上から斜位で出土している。その他はいずれも月ヽ破

片で住居跡全体に散らばって出上している。

備考 本跡は,カマ ドの作 り換えが確認された点で注目される遺構である。また,貼床につい

て調査 したところ,床はロームを主体 とした土で固められ,掘 り方はSI-3と 同様に,中央部を

平坦に高 く残し,周辺部は深 く掘 り窪められていた。

A 26.6m

Ａ
一
Ｂ
一

|_1阻  
二

上層解説喪

1.暗褐色  ローム粒子多量 ローム旭ヽブロック多量

2.暗褐色  ローム粒子極めて多量 ローム小ブロック多量

3.褐色   ロィム粒子中量 焼土粒子中量 粘土極めて多量

4.暗褐色  ローム粒子多量 硬 くしまる

5.黒褐色  ローム粒子多量 しまり弱い

第13図 第 5号住居Ltl実測図

0               2m

帥

―-24-―
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刊

カマ ドA上層解脱衰

1.褐色   ローム粒子多量

2 褐色   ローム粒子多量 焼上粒子中量

3.褐色   ローム粒子中量 粘土多量

4.暗褐色  ローム粒子中量

5.暗赤褐色 ロィム粒子中景 炭化粒子中量 焼土粒

子多量 焼土小プロック多量

6.暗褐色  焼主少量

7.暗褐色  口_ム粒子多量 粘土小ブロック多量

8.黒褐色  口rム粒子中量

9.暗褐色  焼土粒子中量 炭化物中量 砂粒 多量

粘土多量

カマ ドB土層解脱表

1.灰褐色  焼上粒子中量 焼土 Jヽプロック中量 粘

上多量 粘性強い 硬 くしまる

2.暗赤褐色 焼土粒子多量 焼上小ブロック多量

3.暗赤褐色 焼上粒子多量 焼土小ブロック中量 粘

土少量

4r暗褐色  ローム粒子多量 ロームイヽアロック中量

0               1m

く
|

く
|

第 14図 第 5号住居跡 カマ ドA

出土遣物観察表

Ｅ
寸
．Ｏ
Ｎ

副
刊

・ B実測図

図版番号 器  種 法量 (onl) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第15図

1

養

土 師 器

A(208)

B〔 48)

頸部から口縁部にかけて丸味を

もって外反し,日縁端部は上方

へつまみ上げられる。

口頸部内・外面,横ナデ。 砂粒・婁母

にない橙色

醜

5%  P12
南部床面

2

甕

器

型

師

小

土

A(17.3)

B〔 63〕

九く張った胴部から,頸部は「く」

の字状に屈曲し,短い口縁部が

付く。日縁端部は極 く短 く直立

し,口碁部は九い。

口頸部内・外面,横ナデ。

胴部内面,横位のナデ。外面,

ナデか (磨滅)。

砂粒・雲母

本褐色

普通

5%  P13
カマ ド覆土

不

須  恵 器

A 137
B 51
C 65

平底。体部は外傾 して立ち上が

り,日縁部でわずかに外反する。

口唇部は九い。

底部,回転ヘラ切り。 砂粒

灰 白色

良好

70%  P20
カマ ド前床面直

上

ヘラ記号 PL52

―-25-―



5    
°Cm

第15図  第 5号住居跡出土遺物実測図

第 8号住居LTI(第 16図 )

位置 G4j6区。重複関係 SI-7・ 8よ り新 しい。平面形 方形,あ るいは長方形。規模  3.80×

(2.78〕 m。 主軸方向 N-24°一W。 壁 直立。壁高45clll。 壁滞 北・西壁際に検出。上幅10～ 27

cln,深さ 6 cm。 床 平坦。 ピッ ト 2か所。Pl(44× 34,-10cm)P2(40X30,-15cm) カマ

ド 北壁中央 (方形の住居跡なら,若千西寄 りか)。 粘土で構築。焚き口部に凝灰岩を使用。全長

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第15図

4

高 台付 邪

須 恵 器

A(143)

B 5,1
D(88)
G 09

平底。ほぼ直立する高台が付 く。

体部は外傾して立ち上がる。下

位に鈍い稜をもち,高台部との

間に幅広の面を成す。

底部の調整は不明。 砂粒

灰白色

普通

20%  P17
中央都覆土下層

5

高 台 付 杯

須 恵 器

D(68)
G 12

平底。「ハ」の字状に開く高台が

イト,く 。

底都,回転ヘラ切 り後,高台貼

り付け。

砂粒

灰色

普通

lo%  P18

南部覆土下層

6

盤

須 恵 器

A(171)

B 3,7
D(99)
G 14

平底。わずかに外側へ開く高台

が付く。体部は直線的に立ち上

がる。日縁部は外反し, 口暮部

は九い。

底部,回転ヘラ削り後,高台貼

り1甘け。

砂粒

灰色

普通

20%  P16
北東部床面直上

7

盤

須  恵 器

A(162)

B 38
D(98)

底部は平底。「ハコの字状に開く

高台が付く。体部はほぼ直線的

に立ち上がる。日縁部は軽く外

反し, 回唇部は九い。

底部,回転ヘラ削り後,高台貼

り付け。

砂粒・長石

灰責色

普通

40%  P15
南東部貼床下

―-26-―



127cln,幅80cHl,煙 道部の壁面への掘 り込みは約80cal。 火床は床面とほぼ同じ高さである。覆上 自

然堆積。

遺物 土師器片 (甕,不,高台付郭,鉢,甑)599点。須恵器片 (甕,不,高台付辱,甑)75点。

祗石 2点。鉄製品 (斧 1,刀子 1,板状鉄製品 2)4点。いずれも破片で,床面から覆土上層に

かけて,住居跡全体から出上している。

01

26.2m 0               2m

い

　

　

３A

く
|

E
劇

0
劇

く
| lm

住居跡上層解説表

1.暗褐色  ローム粒子多量 焼土粒子中

畳 焼土小ブロック中量

2.暗褐色  ローム粒子多量

3.暗褐色  炭化粒子中量 硬 くしまる

4.暗褐色  ローム粒子中量

カマ ド土層解説表

1.暗褐色   ローム粒子多量 焼土粒子

中量

2.暗赤褐色  ローム粒子多量

3.暗赤褐色  ローム粒子多量 焼土粒子

中量

4.暗赤褐色  焼土

5.極暗赤褐色 焼上粒子極めて多量 焼土

小ブロック中豊

6.黒褐色   ローム粒子中量 焼土中ブ

ロック中量

第16図 第 6号住居跡・ カマ ド実測図
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第17図 第 6号住居LTI出 上遺物実測図



出土遣物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 色調・焼成 備    考

第17図

1

甕

土 師 器

A(209)

B〔 198〕

胴部は内彎 しなが ら立ち上がる。

頸部は「 く」の字状 に大 きく屈

曲 し, 日縁部 は外方へ開 く。

日頸部内・外面,横ナデ。胴部

内面,縦位のヘラナデ。外面,

ナデか。

砂粒・雲母

にぶい橙色

普通

35%  P23

中央・北部の覆

土中 。上層

2

甕

土 師 器

A(154)

B〔 53〕

胴音馬上位はわずかに内傾して立

ち上がる。頸部は「くJの字状

に屈曲し, 日縁端部は外上方へ

つまみ出される。

口頸部 内・外面,横ナデ。胴部

内面,横位 のヘ ラナデ。外面 ,

ナデ。

砂粒・雲母

橙色

普通

15%  P25

北部覆土中層

3

菱

土 師 器

B〔■ 5)

C 95
平底。胴著印ま軽 く内彎 しなが ら

外傾 して立 ち上 が る。

胴部外面,維位のヘラ削り。下

端部は横位のヘラ削り。内面ナ

デ。底部,外周部を除いて,て
いねいなナデ。

砂粒・雲母・ス

コリア

橙色

普通

20%  P26

北部覆土中層

4

鉢

土 師 器

A(162)

B〔 94〕

胴部は外傾 して立ち上がり,

縁部でわずかに外反する。

部は九い。

日唇

ロクロ整形。

胴部内面,ヘラ磨き,黒色辺理。

外面,部分的に斜位のナデがみ

られる

砂粒・雲母・ス

コリア

にない橙色

普通

10%  P29

中央部床面

5

平   鉢

土 師 器

B〔 34〕

C(100)

平底。胴部 は直立 し,下端部は

外方へ軽 くつ まみ出され る。

胴部外面,粗いナデ。 内面,横

位 のヘ ラナデ。底部 ,無調整。

砂粒・長石・ス

コリア

にない橙色

普通

5%  P27
北部覆土中層

6

FTN

土 師 器

A(135)

B 41
C(78)

平底。体部は外傾 して立ち上が

り, 日唇部は九い。

ロクロ整形。内面,ヘ ラ磨き,

黒色処理。底部,回転糸切 り後,

外周部回転ヘラ削り。休部下端

手持ちヘラ削り。

砂粒・スコリア

にない橙色

普通

60%  P32

中央部覆土上層

PL49

7

不

土 師 器

A(138)

B 42
C 61

平底。体部 は内彎 しなが ら外傾

して立 ち上が り, 日縁部 で軽 く

外反す る。

ロクロ整形。 内面,ヘ ラ磨 き,

黒色処理。底部,体部下位 ,回

転ヘ ラ削 り。

砂粒・ スコ リア

にぶい橙色

普通

30%  P34

北東部覆土

8

不

土 師 器

A(138)

B 49
C(70)

平底。体部は内管しながら外傾

して立ち上がり,日唇部は九味

をもつ。

ロクロ整形。 内面,ヘ ラ磨 き,

黒色処理。底部,体部下位 ,回

転ヘ ラ削 り。

砂粒・スコリア

にない橙色

普通

40%  P33

中央部覆土中層

PL49

9

杯

土 師 器

B〔 38〕

C(66)
平底。体言Ыよゆるやかに内彎し

ながら立ち上がる。

ロクロ整形。 内面,ヘ ラ磨 き,

黒色処理。底部,体部下端付近

回転ヘ ラ削 り。

砂粒・スコリア

浅責色

普通

40%  P36

西部覆土中 。上

層

高 台付 jTh

須 恵 器

B〔 25〕

D 65
G 13

平底。外側へふんばる高台が付

く。

底部回転ヘラ切 り後,高台貼 り

付け。体部下端,回転ヘラ削り。

砂粒

灰黄色

普通

20%  P37

中央部覆土上層

高 台 付 lTh

須 恵 器

B〔 29〕

D(88)
G ll

平底。「ハ」の字状 に開 く高台が

付 く。体部下位 に鈍 い稜 をもち,

高台部 との間に幅広の面を成す。

底部調整不明。 砂粒

灰色

普通

10%  P39

北西部覆土

―-29-―



図版番号 種   類 法       量   (cn) 捕 考

板状鉄製 品 全長78 最大幅59 最大厚08 器面がわずかに彎曲する。北東部覆土中層上。M4

刀   子 全長 〔73〕  最大幅 12 最大厚03 刀身,及ぴ茎の一部を欠損。北東部覆上中層出土。M3

板状鉄製品 全長53 最大幅37 最大厚0.6 北東部覆土中層出土。M5

斧 全長 102 刃都幅42 基部幅37 基部厚22 有袋式。袋部に本質付着。西壁際覆土中層出上。PL61・ M2

第 7号住居LII(第 19図 )

位置 G4i5区。重複関係 SI-6よ り古い。平面形 長方形。規模 3.56× 3.18m。 主軸方向 N

-9°一W。 壁 直立。壁高26～ 40cm。 壁滞 全周。上幅14～ 18cm,深さ4～ 8cm。 床 平坦。中央部

に上端径120～ 130cm,深 さ30cm程度の円形の落ち込みがある。ビット 無。 カマ ド 北壁中央。

粘上で構築。焚き口部に凝灰岩を使用。全長140cm,幅115cm,煙道部の壁面への掘 り込みは約85

cm。 火床は床面より10cm程度深 く掘 り窪められている。覆土 自然堆積。

遺物 土師器片 (甕,不,高台付lTh)241点 。須恵器片 (甕,不,高台付不,蓋)71点。カマ ド

付近及び中央部を中心に,大半は覆土から出上している。

0              10Cm

第18図 第 7号住居跡出土遺物実測図

出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

図・ ８

　

１

第 甕

器

型

師

小

土

A(104)

B〔 4_3)

やや九味のある胴部か ら,頸部

1ま 「 く」の字状 に屈曲 し,口縁

端部 は上方へつ まみ上げられる。

口頸部内・外面,横ナデ。胴部

内面,横位のナデ。外面,不明。

砂粒・雲母

橙色

普通

5%  P42
覆土

2

甕

土 師 器

B〔 61〕

C(85)
平底。胴部は外傾して立ち上が

る。

胴部下位 横位 のヘ ラ削 り。 内

面,横位 のヘ ラナデ。底部,木

葉痕。

砂粒・雲母

褐灰色

普通

％
盈

-30-―
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第19図 第 7号住居跡・

住居蘇土層解説表

1.黒褐色  ローム粒子多量

2.黒褐色  ローム粒子多量 焼上粒子中量 粘土中

量

3.暗褐色  ローム粒子多量

4.黒褐色  ローム粒子多量

5。 褐色   ローム粒子題めて多量

0               2m

カマ ド土層解説表

1 極暗赤褐色 ローム粒子多量 炭化粒子中量 焼土

粒子中量

2.赤褐色   焼土

3.暗赤褐色  焼土粒子多量

4.暗赤褐色  焼上粒子多麗 焼土小プロック中量

5.黒褐色   炭化粒子極めて多量 焼土粒子多量

6.暗褐色

7.暗褐色   ローム粒子中量

0               1m

カマ ド実測図

―-31-一



阻 辞 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第18図

3

甕

土 師 器

B(28〕

C 61
平底。胴部は,外傾して立ち上

がる。

胴部下端付近,縦位 のヘ ラ削 り

後,横位 のナデ。 内面,ヘ ラナ

デ。

砂粒・雲母

にない褐色

普通

5%  P44
覆土

4

高 台 付 不

須 恵 器

A 140
B 53
D 74
G 10

平底。「ハ」の字状 に開 く高台が

付 く。体部は軽 く外反 しなが ら

立ち上が る。下位 に稜 をもち,

高台部 との間に幅広の面を成す。

底部,回転ヘラ切り後,高台貼

り付1)。

砂粒・長石

灰色

良好

70%  P48

中央部床面直上

斜位  PL55

5

高 台付 lTh

須 恵 器

A(140)

B 55
D 72
G 13

平底。「ノ＼コの字状に開く高台が

付 く。体部は外傾して立ち上が

り,日 唇部でわずかに外反する。

下位に稜をもち,高台部との間

に幅広の面を成す。

底部,回転ヘ ラ切 り後,ナデ ,

高台貼 り付 け。

砂粒・長石

灰責色

普通

50%  P49

北東部・西部覆

上下層

6

高 台 付 邪

土 師 器

D(60)
G 08

平底。「アヽJの字状に開く高台が

イヽ「く。

ロクロ整形。内面,ヘ ラ磨 き,

黒色処理。底部,回転ヘ ラ切 り

後,高台貼 り付け。

砂粒・雲母

にない橙色

普通

10%  P45

中央部床面直上

7

高 台 付 杯

須 恵 器

A 131
B 55
D 80
G 10

平底。「ハ」の字状に開く高台が

付く。体部は外傾して立ち上が

り,日 縁部はわずかに外反する。

体部下位に稜をもち,高台部と

の間に幅広の面を成す。

底都,回転ヘラ切り後,高台貼

り付け。

砂粒

灰色

良好

90%  P47

カマ ド付近 西

部覆土中層

PL55

8

高 台 付 17N

須 恵 器

B〔 46〕

D(76)
G 10

平底。「ハ」の字状に開く高台が

付く。体部下位に稜をもち,高

台部との間に幅広の面を成す。

底部,回転ヘラ切 り後,高台貼

り付け。

砂粒

灰色

普通

20%  P50

カマ ド内覆土

第 8号住居跡 (第20図 )

位置 G4j6区。重複関係 SI-6よ り古い。平面形 方形。規模 4.47× 〔2.48〕 m。 主軸方向 N

-4°一W。 壁 直立。壁高44～ 48cm。 壁薄 西壁際に検出。上幅7cm,深さ4cm。 床 平坦。ピット

2か所。Pl(17× 15,-12cm) P2(38× 28,-12cm) カマ ド 北壁中央。構築材は粘土と凝

灰岩 (床面上に散乱)。 規模,形状等不明。SI-6構築時に破壊され,火床 (焼土化したローム,

床面とほぼ同じ高さ)のみが確認される。覆土 人為堆積。

遣物 土師器片 (甕,不,高台付不)49点。須恵器片 (甕,不,高台付lTh,蓋)105点。祗石 1

点。鉄製品 (刀子)1点。土製紡錘車 1′く。床面から覆土上層にかけて,住居跡全体に散らばっ

た状態で出土している。

備考 3軒重複 (SI-6～ 8)の 中で,最大規模の住居跡である。本跡の北側部分に,SI-6の貼

床が検出される。
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A26.2m

土層解説表

1.暗褐色  ローム粒子多量 ローム中ブ

ロック中量

2.暗褐色  ローム粒子中量 焼土粒子極

めて多量

0               2m

第20図 第 8号住居跡実測図

―‐趣
一

取
４

第21図 第 8号住居跡出土遺物実測図

出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第21図

1

高 台付 不

須 恵 器

A 138
B 58
D 79
G 15

平底。「ハ」の字状 に開 く高台が

付 く。体部 は外反 しなが ら立 ち

上が る。下位 に稜 をもち,高台

部 との間に幅広の面 を成す。

底部,回転ヘラ切り後,高台貼

り付け。

砂粒 ,長石

青灰色

普通

60%  P56

北西部覆土

ヘ ラ記号 PL55
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図版番号 器   種 法量 (cn) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第21図

2

高 台付 界

土 師 器

B〔 24〕

D 80
G 16

平底。「ハ」の字状に開く高台が

付く。

ロクロ整形。内面,ヘラ磨き,

黒色処理。底部,回転ヘラ削り

後,高台貼り付け。

砂粒・雲母・パ

ミス

浅黄橙色

普通

20%  P54

南西コーナー付

近覆上下層

3

高 台 付 不

須 恵 器

B〔 21〕

D 8,7
G l.2

「″ヽ」の字状に開く高台が付く 底部,回転ヘラ切り後,高台貼

り付け。中央部,ナデ。

砂粒

灰色

普通

20%  P57

西壁際覆上下層

4

蓋

須 恵 器

F 25
H l,0

つ まみ。擬宝珠形。 砂粒

灰責色

普通

5%  P58
北東部覆土

醜 器 種  類 長さ × 幅 × 厚さ(cn) 重量 (g) 備 考

5 土製紡錘車 5,7× 5.6× 20 71.6 孔径0.9clll。 南西部覆上下層出土。PL59,DP2

図版番号 種  類 法       量  (cm) 備 考

6 刀 子 全長 〔37) 最大幅13 最大厚02 刀身の一部。覆土出上。PL61 M6
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第 9号住居跡 (第23図 )

位置 H4c6区。平面形 長方形。規模 5。 46× 4.12m(推定)。 主軸方向 N-7°一W。 壁 直立。

壁高40～ 48cm。 壁滞 北。東壁際に検出。上幅15～ 24cm,深 さ9cm。 床 平坦。 ビット 無。カマ

ド 北壁西寄 り。粘上で構築。焚き口部に凝灰岩を使用。全長95cm,幅 90om,煙道部の壁面への

掘 り込みは約80cm。 火床は床面とほぼ同じ高さである。覆土 人為堆積。覆上中に炭化物が点左

している。

遺物 土師器片 (甕,不,甑)70′ミ。須恵器片 (甕,不)8点。鉄製品 (斧 1,鏃1)2点。土

器は大半が覆土から小破片で出土。第22図 2の鉄斧は北東部床面から出土している。土師器不の

中には墨書が 1点含まれるが,河 片ヽのため判読は不可能である。

備考 第一年次に北東部,第二年次に南西部を調査。遺構の主要部は調査区域外のための詳細

は不明である。

0              1ocm

第22図 第 9号住居Lli出 土遺物実測図

出土遺物観察表

ノ

ｆヽヽヽ‐う

ク

Ｄ一

Ｈ
オー
　

　

　

　

　

　

日
――

一

回版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

図２ ２

　

１

第
甑

土 師 器

B〔 66〕

C 122
多孔式。 胴部内・外面,ナデ。 砂位・雲母・パ

ミス

橙色

普通

5%  P62
北東部覆上下層

図,振番号 種  類 法       量  (olll) 備 考

2 斧 全長92 刃部幅73 基部幅51 基部厚30 有袋式。袋部に木質付着。北東部床面出土。PL61・ M7

3 鏃 全長 〔68〕  最大幅04 最大厚04 茎部破片。南西コーナー付近覆土出土。PL61,M8
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0               2m

第23図 第 9号住居Ltl・ カマ ド実測図

A25.8m

O lm

上層解説豪

1.極暗褐色 ロー ム粒 子 多量 砂 粒 多量

粘性弱い (表土 )

2.暗褐色  ローム粒子極めて多量 炭化

物 多量

3.極暗褐色  ローム粒子 多量 炭化物多量

焼土粒子中量

カマ ド土層解脱楽

1.灰褐色  粘性強い

2.黒褐色  ローム粒子中量 炭化物中量

3.暗赤褐色 焼土粒子 多量 焼土小ブロッ

ク中量  しま り弱い

4.暗赤褐色 焼土粒子中量 焼■/1hプ ロッ

ク中量  しま り弱い

1

|

I

I

I

I

I

I

I

B25.9m
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第10号住居跡 (第24図 )

位置 G4i4区。重複関係 SI―■,SX-1よ り古い。平面形 方形。規模 3.70× 〔3.20〕 m。 主

軸方向 N-27°一W。 壁 外傾。壁高30～ 36cm。 壁濤 南壁際に検出。上幅25～ 36cm,深 さ3cm。

床 ゆるい起伏。 ビッ ト 無。カマ ド 北壁中央。粘上で構築。焚 き口部に凝灰岩を使用。全長

105cln,幅 70cln,煙道部の壁面への掘 り込みは約 45cm。 大 きく境乱され,遺存状態は良 くない。覆

土 人為堆積。

遺物 土師器片 (甕,不 )486′ミ。須恵器片 (甕,不)41点。鉄製品 (板状鉄製品)L点。中央

部から西部の床面及び覆土下層に出土 している。

所見 東壁南寄 りの壁面に,幅95cm,奥行45cm程の三角形の掘 り込みが検出された。壁際が15

cm程掘 り窪められてお り,一見カマ ドの掘 り方に似た形状 を示す。上部に凝灰岩の切石 (58.0×

25.0× 8.5cm)を のせてお り,ま た,こ の前面の床面より若千高まり,硬 く踏み締められているこ

とから,入 り日の施設 という見方 もできるが,現時点では,そ の性格 を特定することはできない。

第11号住居跡 (第25図 )

位置 G芍 3区。重複関係 SI-10。 12,SX-1よ り新 しい。平面形 方形。規模 4.06× 3.75m。

主軸方向 N-6°一W。 壁 外傾。壁高42～ 57cm。 壁滞 東壁際に検出。上幅14～ 30cm,深 さ4cm。

床 平坦。ピット 2か所。Pl(52× 36,-20cln)P2(46× 40,-14cm)カ マ ド 北壁中央。

粘上で構築。焚き口部から側壁にかけて凝灰岩を使用。右壁部分 (奥行53cnl,幅 10om,高 さ26cm),

左壁部分 (奥行72cm,幅 10cm,高 さ28cm),左右壁間40～ 48cm。 全長96cm,幅 77cln,煙道部の壁面

への掘 り込みは約65cln。 火床は床面とほぼ同じ高さで,灰が厚 く (層厚5～ 6cm)堆積 している。

覆上 自然堆積。

遺物 土師器片 (甕,辱,高台付郭)1,248点 。須恵器片 (甕,不,高台付不,盤,壺)128点。

第27図 4の長頸壷と6の高台付不は,いずれも北東コーナー付近から並んで出上している。その

他は小破片がほとんどで,全体に散乱した状態で出土している。

所見 カマ ドが,SI-12の 軟かい覆土を切って構築 されたので,壁面を補強するために凝灰岩

を使用したものと思われる。
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0               2m

住居跡土層解説表

1 暗褐色  ローム粒子中量 しまり弱い

2.褐色   ローム粒子多量 ローム小ブロ

ック中量

3.暗褐色  ローム粒子中量 硬 くしまる

4.褐色   ローム粒子多量 ローム小プロ

ック中量

5.黒褐色

6.暗褐色  ローム粒子多量

7.暗褐色  ローム粒子中量

8.暗褐色  ローム粒子中量

9.黒褐色  ローム粒子中量

10.暗褐色  ローム粒子中量 しまり弱い

カマ ド土層解説表

1.黒褐色  焼土粒子中量 焼土小プロック中量 義灰岩小プロック

極めて多量 灰多量 粘性・ しまり弱い
0               1m

第24図 第10号住居跡 。カマ ド実測図
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住居跡土層解説表

1.暗褐色  ローム粒子中量

2.暗褐色  ローム粒子中量

3 暗褐色  ローム粒子多量 ローム小プロック中量 焼土粒子中量

4.暗褐色  ローム粒子多量 ローム小プロック中量

5.暗赤褐色 ローム粒子中量 焼土粒子中量

6.暗褐色  ローム粒子中量

7.黒褐色  ローム粒子中量

8.暗褐色  ローム粒子多量

9.黒褐色  ローム粒子中量 炭化粒子中量 しまり弱い

10。 暗褐色  ローム粒子中量 ローム小アロック中量 硬 くしまる

11.暗褐色  ローム粒子中量 硬 くしまる

12.黒褐色  ローム粒子中量 しまり弱い

カマ ド土層解説表

1.褐 色    焼土粒子中量 粘土多量 凝灰岩ブロック多量

2.暗赤褐色  焼土粒子中量 粘性強 く しまり弱い

3.暗褐色   焼土粒子多量 粘性 。しまり弱い

4.に ぶい褐色 粘性 。しまり弱い

5,暗褐色   ローム粒子多量 焼土粒子中量

6.によVヽ赤褐色 焼土粒子多量 粘性 。しまり弱い

7.明褐色   ローム

0               1m

第25図 第11号住居跡・ カマ ド実測図
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第26図 第10号住居跡出土遺物実測図

第10号住居Ltl出 土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第26図

1

甕

土  師  器

A(204)

B(75〕

頸部は強く屈曲し,日縁部は外

方へ開く。日縁端音騨ま外上方へ

つまみ出される。

口頸部内・外面,横ナデ。頸部

直下内面,横位のヘラナデ。頸

部外面に,粘上のナデつけ痕。

砂粒

橙色

普通

5%  P61
南西部床面直上

2

不

須  志 器

B〔 2.8〕

C(80)
平底。体都は外傾 して立ち上が

る。

底部,回転ヘ ラ切 り後,回転ヘ

ラ肖けり。

砂粒

灰色

普通

30%  P63
南部覆土上層

3

IFh

須 忘 器

B〔 16〕

C(76)
平底。 底部,回転ヘ ラ切 り後,ナデ。 砂粒

灰白色

普通

10%  P64

南西部覆土

ヘ ラ記号

図版番号 種  類 法       量   (cln) 備 考

4 不    明 全長 〔4_1〕  最大幅16 最大厚07 細長い板状を呈する。北西部覆土出土。PL61・ M9

第11号住居跡出土遺物観察表

晰 需 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土。色詞・焼成 備 考

第27図

1

甕

土 師 器

A(216)

B〔 95〕

頸部は「 く」の字状に屈曲する。

口縁端部は上方へ軽くつまみ上

げられ,外面には内傾する面を

成す。

回頸部内・外面,横ナデ。その

他,ナデ。

砂粒・雲母・ス

コリア

にない橙色

普通

5%  P66
南部覆上中層

甕

器

型

師

小

土

A(130)

B〔 52〕

張りの弱い胴部から頸部は「く」

の字状に屈曲する。口縁部は上

方へ屈曲し, 日唇部は九い。

口頸部及び胴部上位 内・外面 ,

横ナデ。

砂粒・雲母

によい橙色

普通

5%  P67
北部床面直上

甕

須  恵 器

A(214)

B〔 63〕

口縁部片。外反しながら立ち上

がり, 日縁端部は下方へ突出す

る。

砂粒

にない橙色

普通

5%  P68
南東コーナー付

近覆上下層
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第27図 第11号住居 LII出土遺物実測図

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第27図

4

士霊

器

頸

恵

長

須

B〔 16.7)

D ■ o

G lo

平底。「ハ」の字状に開く高台が

付 く。胴部は内彎しながら立ち

上がり,中位よりやや上に最大

径をもつ。口頸部欠損。

底部,回転ヘラ削り後,高台貼

り付け。

砂粒

灰色

普通

40%  P65

北東コーナー付

近覆土下層横位

PL51

5

不

土 師 器

A(126)

B 43
C(66)

平底。体部は外傾 して立ち上が

り,日唇部は丸い。

ロクロ整形。内面,ヘラ磨き,黒

色処理。底部,多方向のヘラ削

り。体部下端,手持ちヘラ削り。

砂粒・雲母

浅黄橙色

普通

50%  P69

カマ ド付近床面

直上   PL49

6

高 台付 不

土 師 器

A 142
B 56
D 84
G 14

平底。外側へふんばる高台が付

く。体部は外傾して立ち上がり,

日縁部で外反する。下位に鈍い

稜をもち,高台部との間に幅広

の面を成す。

ロクロ整形。 内面,ヘ ラ磨 き,

黒色処理。底部,回転ヘ ラ削 り

後,高台貼 り付け。

砂粒

にない橙色

普通

80%  P77

北東部床面

ヘラ記号 PL49

―-41-―



図版番号 器   種 法量 (clll) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色詞・焼成 備   考

第27図

7

不

須 恵 器

A(14.6)

B 47
C(78)

平底。体部 は内彎気味に外傾 し

なが ら立 ち上が り, 日縁部で軽

く外反す る。

底部,回転ヘ ラ切 り後,ナデ。

色
卵
廉
説

30%  P71

カマ ド付近覆土

中層  PL52

8

不

須 恵 器

A(134)

B 5.4
C(72)

平底。体部は外傾して立ち上が

る.

底部,回転ヘ ラ切 り後,ナデ。 帥

にない赤褐色

普通

10%  P72

カマ ド覆土

ヘ ラ記号

9

不

須 恵 器

B〔 25〕

C(60)
平底。体部下端付近は内彎気味

に外傾して立ち上がる。

底部,回転ヘ ラ削 り。 伽
随
魏

10%  P74

中央部覆上下層

ヘラ記号

第12号住居Lti(第 29図 )

位置 G中区。重複関係 SI―■より古い。平画形 方形。規模 3.69× 3.66m。 主軸方向 N

-26°一W。 壁 直立。壁高25～ 34cm。 壁滞 西壁際に検出。上幅15～22cm,深 さ3cm。 床 平坦。

ピット 無。カマ ド 北壁中央。粘上で構築。焚き口部に凝灰岩を使用。全長103cln,幅 80cra,煙

道部の壁面への掘 り込みは約40cm。 火床は,床面とほぼ同じ高さである。火床中央に支脚と思わ

れる晩灰岩の痕跡が残る。覆土 自然堆積。

遺物 土師器片 (甕,高台付不)171′点。須恵器片 (甕,不,高台付不)17′く。祗石 1′く。カマ

ド横の床面に須恵器甕の破片が出上している。大半が小片で,覆土から出上している。

備考 カマ ド前面 (左側)の床が,周堤状にわずかに盛 りあがっている。

P
O           Scm

ー第28図 第12号住居跡出土遺物実測図

出上遺物観察表

酌 需 器   種 法量 (cfll) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第28図

1

邦

土 師 器

B(19〕

C(102)

平底。体部下端は底部との境に

鈍い稜をもち,内彎しながら立

ち上がる。

内面,ヘラ磨き,黒色処理。底

部,多方向のヘラ削り。体部下

端手持ちヘラ削り。

砂粒・婁母

橙色

普通

10%  P78

南西部覆土

-42-



B

/

土層解脱表

1.褐 色   ローム粒子多量

2.褐色   ローム粒子極めて多量 ロームイヽアロック多量 ロ

ーム中ブロック中量

3.黒褐色

4.暗褐色  ローム粒子多量 ローム小プロッ

5。 暗褐色  ローム粒子多量 ロームガヽプロッ

る

夕中量

夕中量 硬 くしま

。               2m

く
|

カマ ド土層解脱表

1.暗褐色  ローム粒子多量 しまり弱い
2.黒褐色  粘土極 めて 多量 粘性強 く

硬 くしまる

3.暗褐色  ローム粒争踵めて多量
4.黒褐色  凝灰潮 プヽロック中量 粘性

強 く 覆 くしまる
5,暗赤褐色 焼土粒子中量 しまり弱い
6.暗赤掲色 焼土粒子多量 焼土小ブロッ

ク中量 しまり弱い

0               1m

①

第29図 第12号住居跡・ カマ ド実測図
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第13号住居畝 (第 30図 )

位置 F4d3区。平面形 。規模・壁 不明。

床 硬 く締まった床面の一部 (1.85× 1.25m

の範囲)を検出。 ビット 無。カマ ド 焼土

化 した火床の一部 (径0.45× 0.35m)の みを

検出。覆土 不明。

遣物 土師器片 (甕)4点。いずれも小破片

で,床面,及び撹乱土層からの出上である。

所見 遺構確認の段階で,床面が露出して

いる。火床と硬い床面との位置関係からみて,

一辺3～ 3.5m程度で,N-35°一W前後の主軸

方向をもつ住居跡と推測される。
0               2m

第30図 第13号住居跡実測図

第14号住居跡 (第31図 )

位置 G3h9区。平面形 方形。規模  3.10× 〔2.72〕 m。 主軸方向 N-53°一W。 壁 直立。壁

高44～ 62cm。 壁滞 南東壁際に検出。上幅12～ 18cln,深さ2～ 5cm。 床 平坦。 ビッ ト 2か 所。

Pl(11× 10,-17cm)P2(28× 22,-10cm) カマ ド 北西壁中央。粘土で構築。焚 き口部に

凝灰岩を使用。全長112cm,幅138cm,煙道部の壁面への掘 り込みは約75cm。 火床は床面 より10cm

程深 く掘 り窪められている。覆上 自然堆積。

遺物 土師器片 (甕,不,鉢)125点。須恵器片 (不,高台付不)11点。不類は極少量で,土師

器甕が大半を占めている。第32図 1。 2の甕は,いずれも床面近 くから潰れた状態で出上してい

る。カマ ド付近の覆土中・上層からも多数出上している。

備考 凝灰岩の切石でカマ ドの焚き口部を構築した状態が良好に残されている。

第14号住居跡出土遺物観察表

A

A26.3m

図版番号 器  種 法量 (cn) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第32図

1

甕

土  師  器

A(198)

B(284〕

E(247)

底部欠損。胴言Ыよ内彎 しなが ら

立 ち上が り,上位 に最大径 をも

つ。頸部 は「 く」の字状 に屈 曲

し, 日縁端部 は外上方へ軽 くつ

まみ出され る。

口頸部内・外面,横ナデ。胴部

内面,ヘ ラナデ。外面,縦位 の

ヘ ラ削 り。下端付近は横位のへ

ラ肖Uり 。

砂粒・雲母・長

石

にない橙色

普通

80%  P79
中央部床面直

上・カマ ド付近

覆上下層 PL44

一-44-―



ぼ
一

住居跡上層解説表

1.暗褐色  ローム粒子極めて多量 炭化

物中量

2.暗褐色  ローム粒子 多量

3.暗褐色  ローム粒子極めて多量  ロー

ム中ブ ロック中量

4 暗褐色  ローム粒 子極めて多量 ロー

ム小アロ ック中量 粘土中量

硬 くしまる

5,暗褐色  ローム粒子多量 炭化物中量

焼土粒子極めて多量 粘性強

6.黒褐色  ローム粒子中量 しまり弱い

7 暗褐色  ローム粒子極めて多量 ロー

ム小ブロック中量

0               2m

カマ ド土層解説表

1.暗褐色  ローム粒 子多量 炭化物中量

2.褐色   ローム粒子 多景  しまり弱い

3.暗掲色  ローム粒子 多量 炭化物中量

焼■hi子 中量 粘土極めて多

量 粘性強い

4.暗褐色  ローム粒子 中量 炭化物極め

て多量 焼土粒子中量

5.暗褐色  ローム粒子 多量 焼土粒子中

量・ しま り弱い

6.褐色   焼土粒子 中量  ローム粒子中

量

7.極暗赤褐色 ローム粒子 中量 焼土粒子極

めて多量 粘性・ しまり弱い

8.褐色   焼土粒子少量 焼けたローム

粒子 プ ロック多量

9.褐色   ローム粒子 中量 凝灰岩極め

て多量

10.褐色   ローム粒子 中量 粘土中量

11.褐色   焼土粒子 中量  ローム粒子中

量

12.褐色   ローム粒 子 多量

0               1m

口
|

口
|

A25,9m

第31図 第14号住居跡 。カマ ド実測図
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10Cm

第33図 第14号住居跡出土遺物実測図(2)

幽 需 器  種 法量 (oll) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第32図

2

甕

土 師 器

A(21_2)

B〔 20.0〕

E(265)

胴部は内彎しながら立ち上がる。

頸部から日縁部にかけて九味を

もって外反し, 日縁端部は上方

へつまみ上げられる。

口頸部内・外面,横ナデ。胴部

内面,横位のヘラナデ。外面,

磨滅が著しく,調整痕は不明。

砂粒・長石・雲母

に h・ い橙色

不良

35%  P80

北東部床面

3

甕

土 師 器

A(21.4)

B〔150〕

胴部は内彎しながら立ち上がる。

頸部は九味をもって外反し,ロ

縁端部は上方へつまみ上げられ

る。

日頸部内 。外面,横ナデ。胴部

内面,ナデ。外面,縦位のヘラ

削り。上位はヘラ削り後,ナ デ。

砂粒・雲母 。長石

に h・ い橙色

普通

20%  P81

カマ ド付近覆土

中層
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図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 色調・焼成 備    考

第32図

4

甕

土 師 器

B〔 63〕

C(94)
平底。胴部は外傾して立ち上が

る。

胴部 内面,横位のヘ ラナデ。外

面,維・籍位 のヘ ラ磨 き。底部 ,

木葉痕。

砂粒・雲母

にない橙色

普通

5%  P88
カブト付近覆土

中層

5

高 台 付 杯

須 恵 器

A(173)

B 66
D ■ 1

G 16

平底。軽 く外側へ開 く高台が付

く。体部 は外傾 して立 ち上が る。

下位 に稜 をもち,高台部 との間

に幅広の面 を成す。

底部,回転ヘラ削り後,高台貼

り付1)。

砂粒

灰色

普通

70%  P90

中央部床面

PL55

6

盤

須 恵 器

A(166)

B 37
D(100)

G ll

平底。「ハJの字状に開く高台が

付く。体部は直線的に立ち上が

り,端部で軽く外反する。日縁

部は外反して立ち上がる。

底部,回転ヘラ削り後,高台貼

り付け。

砂粒

灰責色

普通

20%  P91

覆土

7

17N

須 恵 器

A(130)

B 45
C 78

平底。体部は外傾 して立 ち上が

り,日唇言Ыよ丸 い。

底部,回転ヘ ラ切 り後,多方向

のナデ。体部下端,手持 ちヘ ラ

肖」り。

砂粒  長憑

灰 白色

不良

50%  P92

中央部覆土上層

PL52

第33図

8

甕

土 師 器

A(230)

B〔 83〕

胴部は内彎しながら立ち上がる。

頸部は緩く「 く」の字状に屈曲

し, 日縁端部は外上方へつまみ

出される。

口頸部 内・外面,横ナデ。 その

他,ナデ。

砂粒・雲母

明赤褐色

普通

5%  P87
カマ ド付近覆土

上層

9

甕

土  師  器

A(206)

B〔 87〕

頸部か ら口縁部 にかけて九味 を

もって外反 し, 日縁端言口よ外上

方へつ まみ出され る。

日頸部内・外面,横ナデ。その

他,ナデ。

砂粒・雲母・

ミス

浅黄橙色

普通

5%  P84
北コーナー付近

覆土上層

鉢

土 師 器

A(212)

B〔 82〕

胴部は内彎しながら立ち上がる。

口縁部は直立し, 日唇部は九く

おさめられる。

口頸部 内・外面,横ナデ。 その

他,ナデ。外面 に,輪積み痕 を

残す。

砂粒・ 雲母

橙色

普通

10%  P86

カマ ド付近覆土

中層

甑

須 恵 器

B(130〕

C(166)

胴部 は外傾 して立 ち上が る。底

部 に透 し孔 をもつ。孔数 は不 明。

胴部外面,斜位の平行 叩 き。下

端,横位 のヘ ラ削 り。 内面,ナ

デ。

砂粒

灰色

普通

5%  P93
カマ ド覆土

第15号住居跡 (第34図 )

位置 14g2区。平面形 方形。規模 3.47× 3.22m。 主軸方向 N-4°一W。 壁 直立。壁高

45～ 50cm。 壁濤 東壁際に検出。上幅18～ 29cm,深 さ3～ 4cm。 床 平坦。ビット 無。カマ ド 北

壁中央。粘上で構築。焚き口部と燃焼部の側壁に凝灰岩を使用。全長■2cm,幅92cm,煙道部の壁

面への掘 り込みは約80cm。 火床は床面より5om程深 く掘 り窪められている。覆上 自然堆積。

遺物 土師器片 (甕,不)379点。須恵器片 (甕,不,高台付不,蓋)34点。祗石 2点。鉄製品

(板状鉄製品)2点。第35図 4の不は,体部に墨書 (『進九』)があり,北東コーナー付近の床面上

から伏せた状態で出土している。

一-48-―



A

佳居跡土層解脱表

1.褐 色   ロー ム粒 子 中量

粘性弱い 硬 くし

まる

2.褐色   ロー ム粒 子 中量

粘性 。しまり弱い

3.褐色   ロー ム粒 子 中量

硬 くしまる

4.暗褐色  ロー ム粒 子 多量

ローム小プロ /ク

中量

5,暗褐色  ローム粒子中量

6.褐色   ロー ム粒 子 中量

しまり弱い

7.極嗜褐色 ロー ム粒 子 多量

粘性 。しまり弱い

8.褐色   ローム粒子多量

0               2m

A

A 24.9m

0                1m

第94図 第15号住居跡・ カマ ド実測図

カマ ド土層解脱表

1 褐色   粘止中量

2.褐色    しまり弱い

3.褐色   焼土粒子中量 粘土中量

4.によヤ功鵡色炭化粒子中量 焼土粒子中量 焼土小プロック中長

粘性 。しま り弱い

5.褐色   ローム

口
| _  口

|

8
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Ц
２

3

』 J

第35図 第15号住居跡出土遣物実測図

出土遺物観察表

図膿需 器  種 法量 (clll) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土。色調・焼成 備   考

図３５

　

１

第
甕

土 師 器

A(220)

B〔 96)

胴部は内彎しながら立ち上がり,

頸部から口縁部にかけて九味を

もって外反する。口縁端部は外

上方へつまみ出される。

口頸部内・外面,横ナデ。その

他,ナデ。

砂粒・雲母

にない橙色

普通

5%  P96
カマ ド付近覆土

下層

2

甕

土 師 器

A(206)

B(50〕

頸部は「く」の字状に屈曲し,

日縁端部は外上方へつまみ出さ

イとる。

口頸部内・外面,横ナえ 砂粒・雲母

橙色

普通

5%  P95
カマド覆土
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図版番号 器  種 法量 (om) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第35図

3

甕

土 師 器

A(16.7)

B〔 79〕

九味のある胴部から,頸部はrく 」

の字に屈曲する。日縁端部は上

方へ軽くつまみ上げられる。

口頸部 内・外面,横ナデ。胴部

内面,ナデ。外面,縦位のヘ ラ

肖Jり 。

砂粒・雲母

にぶい赤褐色

普通

5%  P94
カマ ド付近覆土

下層

4

不

土  師  器

A 135
B 56
C 54

平底。体部 は内彎 しなが ら外傾

して立 ち上が り,日唇部 は九 い。

ロクロ整形。内面,ヘラ磨き,

黒色処理。底部,静止糸切り後,

外周部回転ヘラ削り。体部下端

手持ちヘラ削り。

砂粒

にぶい黄橙色

普通

80%  P103

北東コーナー付

近床面逆位

PL49

昼書「進九」

5

不

土 師 器

A(134)

B 56
C(57)

平底。体部は内彎しながら立ち

上がり,口唇部は九い。

ロクロ整形。内面,ヘラ磨き,

黒色処理。底部,回転ヘラ削り。

砂粒

浅責橙色

普通

20%  P97

カマ ド付近覆土

中層

ヘラ記号

不

土 師 器

A(13_5)

B 57
C(58)

平底。体部は内彎しながら立ち

上がり, 日唇部は九い。

ロクロ整形。内面,ヘラ磨き,

黒色処理。底部,静止糸切 り後,

回転ヘラ削り。体部下端,手持

ちヘラ削り。

砂粒・雲母

浅責橙色

普通

40%  P98

カマ ド付近覆土

下層

不

須 恵 器

B(37〕

C(94)
平底。体部 は内彎気味に外傾 し

て立ち上が る。

底部,回転ヘラ切り後,雑なナ

IΓ。

砂粒・雲母

橙色

不良

10%  P99

カマ ド覆土

高 台付 杯

須 恵 器

A(130)

B 55
D 77
G 12

平底。「ハ」の字状に開く高台が

付く。体部は外傾して立ち上が

る。下位に稜をもち,高台部と

の間に幅の狭い面を成す。

底部,回転ヘ ラ切 り後,高台貼

り付 け。切 り離 し痕 を明瞭に残

す。

砂粒

灰色

普通

60%  P100

カマ ド付近覆土

中層  PL55

9

高 台付 不

須 恵 器

B〔27〕

D 6_4
G l,1

平底。「ハコの字状に開く高台カ

付く。

底部,回転ヘ ラ切 り後,回転ヘ

ラ削 り,高台貼 り付 け。

砂粒

灰色

普通

40%  P101

南東部床面逆位

図版番号 種  類 法       量   (cln) 備 考

板状鉄製品 全長82 最大幅65 最大厚11 カマ ド付近床面出土。PL61・ M■

板状鉄製品 全長66 最大幅54 最大厚08 東部床面 出土。PL61・ M10

第 16号住居跡 (第36図 )

位置 14el区。平面形 方形。規模  3.53× 3.48m。 主軸方向 N-4°一W。 壁 直立。壁高33～ 42

cm。 壁滞 東・南・西壁際に検出。上幅13～ 33cm,深 さ6～ 10cln。 床 平担。 ピッ ト 3か所。

Pl(46× 45,-26cln) P2(30× 27,-19c14) P3(23× 18,-12cm)  Plは貯蔵穴か。カマ

ド 北壁東寄 り。粘上で構築。全長116cal,幅138cm,煙道部の壁面への掘 り込みは約 50ctl。 火床

は,床面より10cla程深 く掘 り窪められている。燃焼部側壁の粘上が強 く焼けている。 覆上 自

然堆積。

遺物 土師器片 (甕,不,平鉢)193点。須恵器片 (甕,不,高台付不)28点。第37図 1の甕 と

2の平鉢が,カマ ド前面 (右側)の床面上に並んで出上 している。甕は一部底部が欠損 し,カ マ

ドの方へ傾いた状態である。
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A

01

0               2m

色居跡上層解説楽

1 褐色   ローム粒子中量

2.褐色   ローム粒子多量

3.褐 色   ローム粒子中畳

4.褐 色   ローム粒子多量

5。 褐色   ローム粒子中量

6.褐色   ローム粒子中量

7 黒褐色  粘性強い

8.暗褐色  粘性強い

9 褐色   ローム粒子多量

ローム小プロック中量

ロームイヽプロック中量

ローム小プロック中量

ローム刀ヽプロック中量

しまり弱い

しまり弱い

ローム小プロック多量

カマ ド土層解説喪

1.褐 色    ローム粒子中量 粘土多量 しまり弱

ローム粒子・ 中プロック多量

粘上

焼土小プロック中量 粘土多量

粘性 。しまり53い

ローム粒子・小プロック中量

ローム粒子中量 粘性 。しまり弱い

褐色土中量

焼土小ブロック中量

焼土中プロック中量 粘土多量

褐色土多量  しまり弱い

2 褐色

3. に h・い黄褐色

4.に h・い黄褐色

5,明 褐色

6.黒褐色

7 褐色

8.灰褐色

9. によい黄褐色

10.灰褐色

11.暗赤褐色

12.明 赤褐色

13.明 褐色

14.明 褐色

E
0
吟

く
|

0               1m

カマ ド実測図

く
|

添

第38図 第16号住居 Ltl・
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0              10cm

第37図 第16号住居跡出土遺物実測図

出土遺物観察表

第 17号住居跡 (第38図 )

位置 14il区。重複関係 SI-20よ り新 しく,sI-22よ り古い。平面形 方形。規模 5.50× 5.03

m。 主軸方向 N-9°一E。 壁 直立。壁高0～ 25cm。 壁滞 北・東壁際に検出。上幅8～ 18cm,深

さ7～ 8cm。 床 平坦。 ビット 5か所。Pl(55× 45,-67伽 )P2(70× 57,-85cm) P3(床

面位置での上端径不明,-62cm) P4(55× 50,-74cm)P5(40× 35,-20cm) Pl～ P4が主

柱穴。カマ ド 北壁中央。粘土で構築。全長117cm,幅143cm,煙道部の壁面への掘 り込みは約45

cm。 火床は床面 とほぼ同じ高さである。覆土 人為堆積。

遺物 土師器片 (甕,辱)140点。須恵器片 (甕,不,高台付辱)37点。祗石 1点。鉄滓 1点。

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第37図

1

甕

土 師 器

A 206
B 283
C(66)

平底。胴部は内彎しながら立ち

上がり,上位に最大径をもつ。

頸部から日縁部にかけて九味を

もって外反する。回唇部は丸い。

口頸部内・外面,横ナデ。胴部

内面,ナデ。輪積み痕を残す。

外面,維位のヘラ削り,及びナ

デ。底部,木葉痕。

砂粒・_r母・石英

蔚橙色

普通

90%  P■ 0

カマ ド付近床面

余Htt    PL44

2

平   鉢

土 師 器

A 174
B 80
C 146

平底。体部 は,わずかに外傾 し

て立 ち上 が る。 口唇部 は狭 く平

坦な面 を成す。

体部内面,横位のヘラナデ。外

面,ナデ。輪積み痕を残す。底

部,ナデ。

砂粒

にぶい橙色

普通

95%  P109

カマ ド付近床面

正位   PL48

3

鉢

土  師  器

A(■ 6)

B 7_1
C 66

平底。体部 は内彎 しなが ら立 ち

上が り,日 縁部 でほぼ直立す る。

口唇部 は丸 い。

口縁部外面,ナデ。 内面,横位

のナデ。体都外面,斜・横位 の

ヘ ラ削 り。底部,ナデ。

砂粒・雲母

橙色

普通

30%  P105

耳ヒ西 コーナー付

近床 面正位
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〇 |

1.褐 色   ローム粒子多量 ローム小プロック中量

2.暗褐色  ローム粒子中量 しまり弱い

3.褐色   ローム粒手極めて多量 ロームプロック

多量 粘佐・しまり弱い

4.暗褐色  ローム粒子中量 粘性・ しまり弱い

5 褐色   ローム粒子多量 しまり弱い

6.明褐色

7.暗褐色  ローム粒子中量

0             2m

24.8m

第38図 第17号住居跡実測図
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第40図 2の高台付不は,北東部東壁際の床面直上から2つに割れた状態で出上している。その他

は,小破片が多く,住居跡全体に散らばって出土している。

備考 床面中央部から南西部にかけて撹乱されている。P3付近は方形の土坑状の撹乱があり,

柱穴の規模,形状等を正確に捉えることはできない。

Ｅ

Ｏ
．守
Ｎ

コ

刊

カマ ド土層解説喪

1.灰褐色   粘土多量  しま り弱い

2.灰褐色   粘土多量

3.赤褐色   焼土

4.に h・ヤ坊鵡 色 焼土粒子多量 粘性 。しまり弱い

5.明 褐色   焼けたローム土

6.褐色    粘土中量 粘性・ しま り弱い

7.暗赤褐色  焼土粒子中量 粘性・ しま り弱い

8.赤褐色   焼土粒子極めて多量 粘性 。しまり弱

0               1m

0            10cm

く
|

第39図 第17号住居RIIカ マ ド実測図

第40図 第17号住居跡出土遺物実測図

出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cll) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第40図

1

甕

須 恵 器

A(230)

B〔 51〕

頸部から口縁部にかけて外反し

て立ち上がる。日縁端部は下方

へ突出し,外面は九味をもった

面を成す。

砂粒・雲母

にぶい褐色

普通

5%  P■ 2

北東部覆土

2

高 台付 ITh

須 恵 器

A 104
B 50
D 64
G l_o

平底。「ハ」の字状に開く高台が

付く。体部は外傾して立ち上が

り,上位で軽く外反する。下位

に稜をもち,高台部との間に面

を成す。

底部,回転ヘラ切り後,高台貼

り付1)。

砂粒

灰色

普通

90%  P■ 1

東壁際北部床 面

積 1立    PL55

―-55-―



第18号住居跡 (第 42図 )

位置 14i3区。重複関係 SI-19,SK-15・ 68・ 69よ り古い。平面形 方形。規模  5.20× 4.95

m。 主軸方向 N-19°一W。 壁 直立。壁高40～ 46cm。 壁滞 全厨。上幅15～ 30cm,深さ2～ 4cm。

床 平坦。 ビッ ト 7か所。Pl(19× 16,-47cm) P2(35× 28,-50cnl)P3(34× 30,-58

cm) P4(40× 37, -46(�) P5(40× 29, -19cm) P6(46× 36, -20cln) P7(33× 32, ――

17cm)Pl～ P4が主柱穴。 カマ ド 北壁中央。粘上で構築。全長137cm,幅155cm,煙道部の壁

面への掘 り込みは約 80cm。 火床は床面 とほぼ同じ高さである。覆土 人為堆積。

遺物 上師器片 (甕,不)453点。須恵器片 (甕,不,蓋)56点。石製紡錘車 1点。鉄滓 1点。

遺物はカマ ド付近及び南東部に多 く,大半は覆土か ら出土 している。

所見 カマ ド前面の床面に焼土・炭化物が堆積 してお り,カ マ ド内からかき出されたもの と思

われる。

く
|

第41図 第18号住居跡カマ ド実測図

カマ ド上層解説褒

1.褐色   ローム粒子中量

2.褐色   ローム粒子中量

3.暗褐色  ローム粒子中量

4.褐色   ローム粒子中量 焼土粒子中

量

5.褐色   ローム粒子多量

6.褐色   焼土粒子中量 粘上粒子 粘

土プロック多量

7 赤褐色  しまり弱い

8.暗赤褐色 焼土粒子多量 焼土小 ブロッ

ク中量

9.赤褐色  焼土粒子極めて多量

10.暗褐色  ローム粒子中量 粘土粒子中

量

11 褐色   ローム粒子多量

0               1m
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一

土層解説要

1.褐色   ローム粒子多量

2.褐色   ローム粒子多量

3.黒褐色  粘性強い

4.暗褐色  ローム粒子中量

5.褐色   ローム粒子多量

6.褐色   ローム粒子多量

7.褐色   ローム粒子中量

8.明褐色  ローム粒子極めて

多量

暗褐色  ローム粒子多量

褐色   炭化物多量 焼上

粒子多量

褐色   ローム粒子中量

全体に,粘性 。しまり弱い

2m

第42図 第18号住居跡実測図
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一

⑮

一

亀

一

鬱

第43図 第18号住居 Ltl出 土遺物実測図

第19号住居跡 (第44図 )

位置 14h4区。重複関係 SI-18,SI-68(縄文)よ り新 しく,SK-16・ 72よ り古い。平面形

不整方形。規模 3.97× 〔3.85〕 m。 主軸方向 N-75°一E。 壁 直立。壁高34～ 40cm。 壁滞 北・

南壁際に検出。上幅24～ 26cm,深 さ3～ 4cm。 床 凹凸。カマ ド付近は東へ傾斜。ピット 無。カ

マ ド 東壁中央。粘上で構築。焚き口部に凝灰岩を使用。全長122cm,幅 84ctl,煙 道部の壁面への

5

O           SCm

―

a邑

出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cFn) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第43図

1

甕

土 師 器

A(240)

B(136〕

丸 く張った胴部か ら,頸部は「 く」

の字状 に屈 曲 し,日唇部 はやや

尖 る。

口頸部内・外面,横ナデ。胴部

内面,横位のヘラナデ。外面,

ナデ

砂粒・長石

橙色

普通

5%  P■ 3

南部覆上下層

2

邪

土 師 器

B〔 25〕

C(65)
平底。体部は内彎 しなが ら立ち

上が る。

ロクロ整形。 内面,ヘ ラ磨 き,

黒色処理。底部,体部下端,回

転ヘ ラ削 り。

砂粒・雲母

橙色

普通

10%  P■ 5

北東部覆土

3

不

須 恵 器

A(152)

B 45
C(112)

平底。体部はわずかに外反しな

がら立ち上がる。

底都,回転ヘ ラ削 り。 砂粒

灰 白色

不良

30%  P l17

中央部覆土上層

4

不

須 恵 器

B〔 29〕

C 83
平底。体部との境は九味をもつ。 底部.回転ヘ ラ削 り。 砂粒・ 礫

灰 白色

普通

20%  P■ 6

南東部覆上下層

図版番号 種  類 長 さ × 幅  × 厚 さ (伽 ) 重量 (g) 備 考

5 石製紡錘草 37× 37× 16 31.7 滑石。全面に線刻が施される。東部覆土中層出土。PL59・ Q34
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住居跡上層解説表

1.黒褐色  ロー ム粒 子 少 量

粘性・ しまりあ り

2.黒褐色  炭 化 物 中 量 粘

性 。しまり弱い

3.黒褐色  炭化物中量 しま

り葛3Vヽ

4.暗褐色  ローム粒 子 中量

粘性弱い

5.暗褐色  ローム粒子中量

6.暗褐色  ロー ム粒子 多量

粘性・ しまり弱い

0               2m

カマ ド土層解説喪

1.暗褐色   ローム粒子中量 粘性 。しま

り弱い

2.によ,坊需色焼土粒子極めて多量 粘性

しまり弱い

3.赤褐色  焼土

4.黒褐色  焼土粒子中量 粘性弱い 硬

くしまる

5.黒赤褐色 焼土粒子多量 焼上小ブロッ

ク中量 粘性弱い

6.黒褐色  粘性弱い 硬 くしまる

7.暗赤褐色 焼上粒子中量 粘性 。しまり

弱い

8.暗褐色  ローム粒子中量 しまり弱い

0               1m

Ｅ

Ｏ
．
ゆ
Ｎ

引

刊

第44図 第19号住居跡・ カマ ド実測図
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掘 り込みは約 80cm。 火床は床面より15cm程深 く掘 り窪め られている。火床の奥に凝灰岩製の支脚

が立った状態で出上 している。覆上 自然堆積。

遣物 土師器片 (甕,不,高台付不,高台付皿)968点。須恵器片 (甕,不 )88点。鉄製品 (板

状鉄製品 3,欽具 1,足金具 1)5点。鉄津 1点。北壁際の床面直上に,第45図 3の不が斜位で,

4の不が伏せた状態で出土 している。 9の高台付皿は北東部の床面か ら逆位で出上 している。板

状鉄製品が 3点 と多いが,ヤ ずヽれ も覆土から出上 している。

備考 当遺跡では例の少ない東壁際にカマ ドをもつ住居の 1つ。北東コーナーの形状が歪む。

0              10Cm

第45図 第19号住居跡出土遺物実測図
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出土遺物観察表

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備    考

第45図

1

甕

土 師 器

A(198)

B(124〕

胴部は内彎しながら立ち上がり,

頸部から口縁部にかけて九味を

もって外反する。口唇部は丸い。

口頸部 内・外面,横ナデ。胴部

内面,横位 のナデ。外面,維・

斜位 のヘ ラ削 り。

VJ/N粒・雲母・石英

によい橙 色

普通

10%  P■ 8

カマ ド覆土

2

菱

土 師 器

B〔 85〕

C(80)
平底。胴部 は内彎気 に外傾 して

立 ち上が る。

胴部 内面,横位 のナデ。外面 ,

縦位 のヘ ラ削 り。下位 はさらに

横位 のヘ ラ削 り,及びナデ。

砂粒 ・雲母

にな い橙色

普通

10%  P■ 9

北東 コーナー付

近床面・床面直

上

3

不

土  師  器

A 126
B 43
C 62

平底。体部 は内彎 しなが ら立 ち

上が り,口 唇部 は九 い。

ロクロ整形。 内面,ヘ ラ磨 き,

黒色処理。底部,回転系切 り後 ,

外周部 回転ヘ ラ削 り。

砂粒

に A・ い黄 橙色

普通

100%  P124

北壁際西部床面

直上斜位 PL49

4

不

土 師 器

A 130
B 45
C 56

平底。体部 は内彎 しなが ら立 ち

上が り, 日唇部 はやや尖 る。

ロクロ整形。内面,ヘ ラ磨 き,

黒色処理。底部及び体部下端 ,

回転ヘ ラ削 り。

砂粒

浅黄橙色

普通

100%  P125

北壁際中央部床

面逆位  PL49

不

土 師 器

A 134
B 39
C 64

平底。体部は内彎しながら立ち

上がり, 日唇部は九い。

ロクロ整形。内面,ヘラ磨き,

黒色処理。底部,体部下位,回

転ヘラ削り。

砂粒

橙色

普通

70%  P127

西部覆土上層

PL49

6

不

土 師 器

A(140)

B 45
C(62)

平底。体部は内彎しながら立ち

上がり, 回唇部は九い。

ロクロ整形。 内面,ヘ ラ磨 き,

黒色処理。底部,及び休部下位 ,

回転ヘ ラ削 り。

砂粒・雲母

橙色

普通

50%  P126

北真部覆土中層

PL49

7

杯

土 師 器

A(144)

B 60
C(76)

平底。体部 は内管 しなが ら立 ち

上 が り,口縁部 で外反す る。

ロクロ整形。内面,ヘラ磨き,

黒色処理。底部,多方向のヘラ

削り。体部下端,手持ちヘラ削

り。

砂粒

にな い橙 色

普通

40%  P129

西部覆土中層

PL49

8

杯

土 師 器

A 140
B 42
C 65

平底。体部 は内彎気味に外傾 し

て立 ち上が り,日唇部はやや尖

る。

ロクロ整形。 内面,ヘ ラ磨 き,

黒色処理。底部,体部下端,回

転ヘ ラ削 り。

砂粒

灰褐色

普通

60%  P128

西部覆土中・上

層

9

高 台 付 皿

土 師 器

A 131
B 32
D 62

平底。ほぼ直立す る高台が付 く。

体部 は直線的に立 ち上が り,日

縁部 は短 く直立す る。

ロクロ整形。内面,ヘラ磨き,

黒色処理。底部,回転ヘラ切 り

後,高台貼り付け。

砂粒・雲母

浅黄 燈色

普通

80%  P121

北東部床面逆位

PL49

高 台付 皿

土 師 器

A(126)

B 34
D 56

平底。「ノ＼」の字状に開く高台が

付 く。 体部から口縁部 |こ かけて

ほぼ直線的に立ち上がる。

ロクロ整形。内面,ヘ ラ磨 き,

黒色処理。底部,回転ヘ ラ切 り

後,高台貼 り付 け。

砂粒・婁母

浅責橙 色

普通

20%  P122

北東部覆土

図版番号 種   類 法        量  (cm) 備 考

板 状 鉄 製 品 全長82 最大幅55 最大厚06 器面がわずかに彎山する。北壁際覆上下層出土。PL62・ M12

12 板 状 鉄 製 品 全長61 最大幅32 最大厚10 器面がわずかに彎曲す る。 カマ ド覆土 出土。 PL62・ M14

帯金具 (鉄具 ) 全長 〔34〕 枠 と刺金の一部 と思われ る。南部覆土 出土。 PL61,M15

板 状 鉄 製 品 全長 109 最大幅80 最大厚 12 器面がわずかに彎曲する。北東部覆土下層出土。PL61・ M13

足  金  具 全長61 最大幅35 最大厚26 西壁際覆土中層出上。PL61,M84
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第20号住居跡 (第46図 )

位置 14j2区。重複関係 SI-17よ り古 く,SI-21よ り新 しい。平面形 方形。規模 5.70× 5.28

m。 主軸方向 N-5°一W。 壁 直立。壁高13～ 35cll。 壁滞 全周。上幅13～ 22cm,深さ4～ 6clla。

床 平坦。ピット 5か所。Pl(75× 74,-86cm)P2(29× 27,-85cln)P3(47× 37,-79

cm) P4(80× 72,-86cm) P5(32× 30,-14cal) Pl～ P4が主柱穴。カマ ド 北壁中央。粘

土で構築。全長■7cm,幅 138cm,煙道部の壁面への掘 り込みは約55cm。 火床は床面より10cm程深

く掘 り窪められている。覆土 人為堆積。

遺物 土師器片 (甕,不 )503点。須恵器片 (甕,不,高台付不)43′点。転用硯 1点。鉄製品(鎌)

1点。硯 (第48図 9)は 須恵器高台付不から転用したもので,南東コーナー付近の覆上下層から正位

で出上している。11の鉄鎌は南西部南壁際の床面から出土している。土器類はカマ ド付近を中心

に出土している。

備考 当遺跡の住居跡の中では,最大規模の住居跡である。

第21号住居跡 (第46図 )

位置 」4a2区。重複関係 SI-20よ り古い。平面形 方形。規模 3.80× 〔2.00〕 m。 南北軸方向

N-13°一W。 壁 直立。壁高18～ 31cln。 壁薄 全周。上幅10～ 22cln,深さ4～ 6ctl。 床 平坦。ビ

ット 1か所。Pl(22× 20,-20clla)カ マ ド 北側がSI-20に 削平され,カマ ドの位置は不明。

覆上 自然堆積。

遺物 土師器片 (甕,不)29点。須恵器片 (甕,不)3点。住居跡全体にまばらに散らばって

出上している。

備考 本跡は北側半分をSI-20に よって切られており,南側半分のみを調査する。
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土層解説表

、 1.暗褐色

2.褐色

3.褐色

4.褐色

5。 褐色

6.褐色

7.暗褐色

m&悟君色

粘性強い

ローム粒子 中量

ローム粒子 中量

ローム粒子 多量 粘性強い

ローム粒子 多量  ローム小ア

ロッタ多量  粘性 。しまり弱

ローム粒子 多量  ローム小ブ

ロック中量  しまり強い

粘性強い

ローム粒子 中量 粘性弱い

ローム粒 子中量 粘桂弱い

第46図 第20021号住居跡実測図
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カマ ド土層解脱棄

1.褐 色

2.暗赤褐色 焼土粒子多量

3.赤褐色  焼上粒子多量 焼土小ブロック多量

4 赤褐色  焼土粒子中量

5 暗赤褐色 焼上粒子多量

6.灰黄褐色

7.暗赤褐色 ローム粒子中量 焼土粒子中量

0               1m
く

|

第 47図 第 20号住居 LIIカ マ ド実測図

出土遣物観察表

図版番号 器   種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第48図

1

甕

土 師 器

A(234)

B〔 103〕

胴部は内彎しながら立ち上がる。

頸部は「 く」の字状に屈曲し,

日縁端部は外上方へつまみ出さ

れる。

口頸部内・外面,横ナデ。胴部

上位外面,ナデ。

砂 位・雲母・石英

にない澄色

普通

5%  P136
中央部覆上下層

2

甕

土 師 器

B〔 65〕

C(82)
平底。胴部は外傾 して立ち上が

る。

胴部 内面,横位 のヘ ラナデ。外

面,維・斜位 のヘ ラ磨 き。底部 ,

木葉痕。

砂粒・雲母・石英

褐色

普通

10%  P141

北東部覆土中層

3

甕

土 師 器

A 215
B(180〕

胴部は内彎 しなが ら立ち上がる。

頸部か ら口縁部 にかけて九味 を

もって外反 し, 日縁端部 は外上

方へつ まみ出され る。

口頸部内・外面,横ナデ。胴部

内面,ナ デ。外面,中位以下に,

縦位のヘラ磨き。

砂粒 雲母

にぶい褐色

普通

25%  P135

西部床面,覆土

下層  PL44

4

鉢

土 師 器

A(■ 3)

B ■ 7

C 68

平底。胴部はゆるやかに内彎し

ながら立ち上がり, 日縁言いでわ

ずかに外反する。

胴部 内面,横位 のヘ ラナデ。外

面,ナ デ。底部,木葉痕 か。 (磨

滅が著 しく,不明瞭 )

砂粒・パ ミス・

石英

にない橙色

普通

50%  P143

北東部覆土下層

PL48

5

甑

土 師 器

A(286)

B 296
C 125

単孔式。胴部 は内彎気味に外傾

して立 ち上が る。頸部 は「 く」

の字状 に外反 し,日 縁部 は端部

を外上方へつまみ出すようにし

て,わずかな段を成す。

口頸部内・外面,横ナデ。胴部

内面,横位のヘラナデ。外面,

ナデ。下位は,横・斜位のヘラ

肖」り。

砂粒・石英・雲母

にない橙色

普通

60%  P148

西部・北東部の

床面・覆土下層

PL50

6

ITN

土 師 器

A(142)

B 65
C(64)

平底。体部は内彎しながら立ち

上がる。日唇部は丸い。

内面,ヘ ラ磨き,黒色塑理。底

部,磨減が著しく,調整不明。

砂粒・雲母

橙色

普通

40%  P144

北東部覆土
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第48図 第20号住居跡出土遺物実測図
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図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第48図

7

不

須 恵 器

B〔 47〕

C(72)
平底。体部は外傾して立ち上が

る。

底部,回転ヘ ラ切 り後 , ナデ。 砂粒

灰色

普通

10%  P147

北東部床面直上

ヘラ記号

8

高 台 付 不

須 恵 器

B(23〕

D 76
G 06

「アヽ」の字状 に開 く高台が付 く。

体部下位 に稜 をもち,高台部 と

の間に幅の狭 い面 を成す。

底部,回転ヘラ削り後,高台貼

り付1す 。

砂粒

灰 白色

普通

30%  P146

北東部床面

ヘ ラ記号

9

高 台 付 杯

(転用硯 )

須  恵 器

B(21〕

D 92
平底。「ハ」の字状に開く高台が

付く。

砂粒

灰 白色

普通

30%  P703

南東コーナー付

近覆上下層

PL58

盤   か

須 恵 器

B(17〕

D 107
G ll

九底。「ハ」の字状に開く高台が

付く。

底部,回転ヘラ削り後,高台貼

り付け。

砂 位

灰色

普通

20%  P145

南部覆土中層

図版番号 種  類 法       量   (cln) 備 考

11 鎌 全長187 最大幅35 最大厚02 基端部折り返し。接柄部に本質付着。南西部覆上下層。PL62・ M16

プ

0           10Cm

第49図 第21号住居跡出土遺物実測図

第22号住居跡 (第50図 )

位置 131o区。重複関係 SI-17よ り新しい。平面形 方形。規模 3.17× 3.15m(推定値)。 主

軸方向 N-38°一W。 壁 外傾。壁高0～ 8cm。 壁滞 無。床 平坦。ビット 無。カマ ド 北壁

中央。粘上で構築。全長85cln,幅90cln,煙道部の壁面への掘 り込みは約40cln。 火床は床面より15

第21号住居跡出土遺物観察表

酌 需 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備   考

第49図

12

甕

土 師 器

A(238)

B〔 91〕

頸部から口縁部にかけて丸味を

もって外反する。日縁端部は外

上方へつまみ出される。

日頸部 内・外面,横ナデ。 砂粒・雲母・石英

橙色

普通

10%  P149

南壁際中央部覆

土中層

甕

土 師 器

B〔 41〕

C 48
平底。胴部は内彎しながら立ち

上がる。

内面,ヘ ラナデ。外面,磨減が

著 しく,調整 は不明瞭。底部 ,

ナデ。

砂泣・雲母

13ない責橙色

普通

10%  P150

東部覆上下層
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cln程深 く掘 り窪められている。覆土 本来の覆土は削平され,堆積状況は不明。

遺物 土師器片 (甕:郭)15点。須恵器片 (不)2点。いずれも小破片全 北東部を中心に出

土している。

備考 本跡は,遺構確認の段階全 北東部を残し,削平されている。

s117

土層解説表

1.褐色

2.褐色

3.褐色

4.褐色

5.赤褐色

6.黒褐色

ロー ム粒子 中量

焼土プロック中量

粘桂・ しま ,弱い

ロー ム粒子 中量

粘性 。しまり弱い

ローム粒 子 多量

しまり弱い

焼土粒子中量

ローム小アロック

中量 焼■71ヽ ブロ

ック多最 粘性弱

い 硬 くしまる

ローム粒 子 中量

炭化粒子中量 焼

上粒子中量

＼

01
A24.8m

7.に謹い方鶴色 ローム粒子中最

8,明褐色   しまり弱い

0               2m
B

第50図 第22号住居跡実測図

出土遺物観察表

も リ
ー第51図 第22号住居跡出土遣物実測図

図版番号 器  種 法量 (cld) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土,色調・焼成 備 を

第51図

1

甕

器

型

師

小

土

B〔 4.8〕

C(3.4)

平底。胴部は外傾して立ち上が

る。

胴部下端外面,横・斜位のヘラ

削り,及びナデ。底部,ナデ。

砂粒

にぶい橙色

普通

5°/O  P 151

カマト覆土
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第23号住居跡 (第52図 )

位置 J4a4区。重複関係 SI-31よ り古 く,SI-64(縄文)よ り新 しい。平面形 方形。規模

5.12× 4.95m。 主軸方向 N-4°一W。 壁 直立。壁高25～ 42cm。 壁滞 ほぼ全周。上幅16～ 30om,

深さ9～ 14cm。 床 平坦。 ピッ ト 5か所。Pl(68× 56,-83cm)P2(47× 35,-77cln)P3(30×

24,-78cm) P4(35X33,-81cln)P5(32× 28,-30cm)Pl～ P4が主柱穴。カマ ド 北壁

中央。粘上で構築。焚き口部に凝灰岩を使用。全長200cm,幅 165cm,煙道部の壁面への掘 り込み

は約85cm。 火床は,床面より15cln程深 く掘 り窪め,粘土等を含む上で整地 した後,そ の上面を使

用 している。JF_道
部に上端径25× 22cm,深 さ21cmの小 ピットが検出された。覆上 自然堆積。

遺物 土師器片 (甕,不,鉢,甑)1,620点。須恵器片 (甕,不,高台付不,蓋,三)205`く 。

陶器片 (短頸壺)1点 。鉄製品 (刀 子 2,斧 1,鏃 1,小札 1)5点 。多数の遺物が住居跡全体

から出上している。第56図 11の短頸壺は猿投系の灰釉陶器 (半完形品)で,第 55図 10の不 ととも

に,北東コーナー付近の床面から出土している。第56図 8の甕は外面に同心円叩きをもつ もので,

北東コーナー付近 と南東部の覆上下層から出上 した破片が接合 している。

備考 須恵器や鉄製品に良好な資料が多いほか,灰釉陶器が出土したという点で特徴的な遺構

である。

第31号住居跡 (第52図 )

位置 J4a4区。重複関係 SI-23よ り新 しい。平面形 長方形。規模 2.83× 1.95m。 主軸方向

N-6°一W。 壁 直立。壁高10～ 14cm(SI-23の 床面からの掘 り込み。確認面からの深さは38～ 40

cm)。 壁濤 全周。上幅7～ 15cm,深 さ2～ 7cln。 床 平坦。 ピッ ト 1か所。Pl(23× 22,-28cm)

カマ ド 北壁中央。粘上で構築。焚き口部に凝灰岩を使用。全長 86cm,幅 57cm,煙道部の壁面ヘ

の掘 り込みは約 35cln。 火床は,床面より15cm程深 く掘 り窪められている。覆上 自然堆積。

遣物 土師器片 (甕,不)228点。須恵器片 (甕,邪)35点。土製紡錘車 1点。第57図 18の 不は

中央部覆上下層から出上している。カマ ド付近の床面に上師器片が散乱 しているが,器形は復元

できなかった。ほとんどの遺物は覆土から出土 している。

備考 SI-23の南西部 を掘 り込んで築かれた小型の住居跡である。
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土層解説衰

1.褐色

2.暗褐色

3.褐色

4.暗褐色

5.暗褐色

6.暗褐色  粘性弱い

7.褐色   ローム粒子多量 粘性・ しま

o        り弱い   2m

ローム粒子中量 粘性弱い

ローム粒子小量 粘性・弱い

E

i31

中◎
1,   PI
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第53図 第23号住居跡カマ

0                1m

ド実測図

カマ ド上層解説表

1.褐 色    焼土小アロック多量

2.暗赤褐色  焼土粒子中量

3.赤褐色   焼土粒子極めて多量 焼土小プロック多量

多量

4.暗赤褐色  焼土粒子多量

5.にない方弱 色 焼土粒子中量

6.によい赤褐色 焼土粒子中量 粘土多量

7.褐色

8.赤掲色   焼土粒子多量  しまり弱い

9 暗褐色   粘土 多量 粘性・ しま り弱い

10,暗褐色   粘性 。しま り弱い

11.暗赤掲色  焼土粒子多量 焼h/Jhプロック中量

12.暗赤褐色  焼土粒子中量

13.明 褐色   焼五粒子中量

14.褐色    焼土粒子中量

15.暗褐色

16.にぶV功鵡色 ローム粒子中量 焼土粒子中量 粘土中量

17.褐色    粘土中量 。しまり弱い

18.によい赤褐色 粘性・ しまり弱い

19。 明褐色   焼けたローム

カマ ド土層解脱表

1.黒褐色   ローム粒子中量

2.によい>鵡色 焼土粒子中量

3.暗赤掲色  焼土粒子中量

4.褐色    粘上アロック少量

5.褐色    ローム粒子中量

く
|

0      50Cm

中

第54図 第31号住居跡カマド実測図
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第55図 第23号住居 Ltl出 土遺物実測図(1)
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第23号住居跡出土遺物観察表

図ナ振需 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第55図

1

甕

土 師 器

A(222)

B(164〕

胴部は内彎しながら立ち上がる。

頸部から口縁部にかけて九味を

もって外反し, 日縁端部は外上

方へつまみ出される。

日頸部 内・外面,横ナデ。胴部

内面,積位 のヘ ラナデ。外面 ,

ナデ。

砂粒・雲母

橙色

普通

10%  P155

北東コーナー付

近覆上下層

2

甕

土 師 器

A 238
B〔 134〕

胴部は内彎しながら立ち上がる。

頸部から日縁部にかけて九味を

もって外反し,日縁端部は外上

方へつまみ出される。

口頸部 内・外面,横ナデ。胴部

内面,横位 のヘ ラナデ。外面 ,

ナデ。

砂粒・雲母

橙色

普通

20%  P153

北東部覆土中・

下層  PL44

3

甕

土 師 器

A(202)

B〔 83〕

頸部 は「 く」の字状 に屈 曲 し,

日縁端部 は,上方へ軽 くつ まみ

出され る。

口頸部 内・外面,横ナデ。 砂粒・長石・石英

にな い橙色

普通

5%  P157

北西部覆上下層

4

甕

土 師 器

B〔 78〕

C(86)
平底。胴部は外傾して立ち上が

る。

内面,ナデ。外面,維・斜位の

ヘラ磨き。

砂粒・雲母

にな い橙色

普通

5%  P158

北東コーナー付

近覆土中層

5

鉢

土 師 器

A(204)

B〔 57〕

胴部上位 はわずかに外傾 して立

ち上が り, 日縁都はほぼ直立す

る。

口縁部 内・外面,横ナデ。胴部

内面,横位 のヘ ラナデ。外面 ,

ナデ。輪積み痕 を残す。

砂粒

橙色

普通

5%  P160

東壁際南部覆土

下層

第56図

6

甑

土 師 器

B(175〕

C(134)

無底式。胴部は内彎気味に外傾

して立ち上がる。

胴部内面,ナデ。外面,て いね

いな維位のヘラ磨き。

砂粒

にな い橙色

普通

10%  P159

北東部覆土

PL50

第55図

7

甕

須 恵 器

A(189)

B〔 69〕

頸部から日縁部にかけて丸味を

もって外反する。口縁端部はわ

ずかに下方へ突出し,外面には

内傾する面を成す。

頸部 内面,横位のヘ ラナデ。 砂粒

灰色

普通

5%  P164

南東部覆土中層

第56図

8

甕

須 恵 器

B(278〕 丸底。胴部は内彎しながら立ち

上がり,上位に最大径をもつ。

日頸部欠損。

胴部外面,同心 円叩 き。内面 ,

軽 いナデ。

砂粒

灰 白色

普通

30%PL51 P162

北東コーナー付

近覆上下層,商

東部床面

第55図

9

不

須 恵 器

A(128)

B 41
C 97

平底。体部は外傾して立ち上が

り, 日唇部は九い。

底部,回転ヘ ラ切 り後,回転ヘ

ラ肖Jり 。

砂粒

灰褐色

普通

50%  P168

南東部覆土中層

PL52

不

須 恵 器

A(121)

B 32
C 72

平底。体部 は外傾 して立ち上が

り, 日縁部 で軽 く外反す る。体

部下位 に鈍 い稜 をもち,底都 と

の間に面 を成す。

底部,体部下端,回転ヘ ラ削 り。 砂粒

灰色

普通

80%  P167

北東 コーナー付

近床面逆位

ヘ ラ記号 PL52

第56図

11

短 頸 壺

灰 釉 陶 器

A(122)

B 130
D(142)

G 10

平底。「ハ」の字状に開く高台が

付く。胴部は内彎しながら立ち

上がり,肩部が強く張る。日縁

部はわずかに外傾して立ち上が

り, 日唇部は九い。

底部,回転ヘ ラ削 り後,高台貼

り付 け。日縁部,胴部上位外面 ,

底部 内面 に灰釉が施 され る。

砂粒

灰色

普通

45%  P172

北東コーナー付

近床面横位

PL65

甕

須 恵 器

】同音hザキ。 外面,平行叩き。内面,同心円

の当て具痕。

砂粒

灰色

普通

2%PL51 P165

東部床面,西壁

際覆上下層

刻書

一-73-



図版番号 種  類 法       量  (cm) 備 考

刀 子 全長 〔83) 刀身幅 (11〕  刀身重ね02 刀身部破片。南部覆土出土。M20

鏃 全長 (46〕  茎幅04 茎厚04 茎部破片。覆土 出土。M21

斧 全長71 刃都幅 (40) 基部幅34 基部厚17 刃部の先端部疲損。基部に木質付着。南束部覆土上層。

PL62・ 1ヽ18

/1ヽ     ホ七 全長 〔53〕  最大幅14 最大厚02 穿孔 1か所。北西部覆土中層出上。PL62・ M19

刀 子 全長203 刀身長129 刀身幅1_9 刀身重ね04
茎長74 茎幅17 茎重ね05

ほぼ完存。

茎に,本質付着。北東部床面出土。PL62・ M17

9

0

―

輸
  ▼

卜

第57図 第31号住居跡出土遺物実測図

第31号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調 。焼成 備    考

第57図

18

j7h

土 師 器

A(146)

B 52
C(78)

平底。体部は内彎気味に外傾し

て立ち上がる。口唇部は九い。

ロクロ整形。内面,ヘ ラ磨 き,

黒色処理。底部,回転ヘ ラ削 り。

体部下端,手持 ちヘ ラ削 り。

砂粒

浅黄橙色

普通

25%  P161

中央部覆上下層

不

須  志 器

B(30〕

C(86)
平底。体部はタト傾して立ち上が

る。底部との境は九味をもつ。

底部,回転ヘ ラ削 り。 砂粒

灰自色

普通

15%  P169

中央部覆土上層

高 台 付 不

須  恵 器

B〔 37〕

D(104)

G 06

平底。「ハ」の字状に開く高台が

付く。体部下位に鈍い稜をもち,

高台部との間に面を成す。

底部,回転ヘラ削り後,高台貼

り付け。

砂粒

灰白色

普通

10%  P166

中央部覆上下層

図版番号 種   類 長 さ × 幅  × 厚 さ (cnl) 重量 (g) 備 考

土製紡錘草 56× 55× 2_0 孔径1 0cm。 北西部覆上下層出土。PL59・ DP3

―-74-―



第24号住居跡 (第58図 )

位置 13co区。平面形 長方形。規模 4.78× 4.20m。 主軸方向 N-81°一E。 壁 直立。壁高

32～ 44cm。 壁薄 全周。上幅10～ 18cm,深 さ4～ 8 cm。 床 平坦。ピット 1か所。Pl(37× 34,一

34cm) カマ ド 東壁南寄 り。粘土で構築。焚き口部に凝灰岩を使用。全長133cm,幅 141cm,煙

道部の壁面への掘 り込みは約55cm。 火床は,床面より20cm余深 く掘 り窪めた後,凝灰岩製の支脚

(直径 8 cln,長さ25cln程度)を立て,粘土や焼上を含む土で整地した後,その上面 を使用してい

る。覆上 自然堆積。

遺物 土師器片 (甕,不)597点。須恵器片 (甕,不,高台付不,蓋)37点。鉄製品 (刀子)1
点。上製品 1点。中央部から南部にかけての覆土から主に出上している。南壁際東寄 りの床面上

に,第60図 1の甕が九看に押しつぶされたような状態で出上しており,す ぐ横に 2・ 3の不が出

01

働
|。 |

働
|

土層解説表

1.褐色

2.褐色

3.褐色

4.褐色

5.褐色

6.褐色

ローム粒子多量 ローム小

ブロック中量

ローム粒子多量

ローム粒子中量

ローム粒子多量 粘性・ し

まり弱い

ローム粒子中量

ローム粒子中量 粘性・ し

まり弱い

0               2m

第58図 第24号住居Ltl実測図
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土 している。10の上製品は,カ マ ドの奥壁に貼 り付 くようにして出上してお り,カ マ ドの構築の

際に埋め込まれたものとも考えられる。

備考 当遺跡では例の少ない東壁にカマ ドをもつ住居の 1つである。

A

カマ ド土層解説表

1.褐 色   ロー ム粒 子 多量

粘土粒子 粘土ブ

ロック多量

2.によい責褐色 粘土多量

3.に h・ い黄褐色 粘土小プロック中

量 粘性強い

粘性強い

粘土極めて多量

炭化粒子中量 炭

化物 中量 焼上粒

子中量 粘土中量

焼上粒子多量
ml

4 明黄褐色

5. にない偶色

6.褐色

7.暗赤褐色

8 にI・ い褐色

9,赤褐色  焼土粒子極めて多

量 焼土小プロッ

ク多量

10.灰褐色  娩土粒子中量

4.に よい瀧 色 ロー ム粒 子 中 量

焼土粒子中量 粘

土多量

12灰 褐色   ロー ム粒 子 中 量

ローム刀ヽブロック

多量

A25.Om

第関図 第24号住居節カマ ド実測図

出土遣物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第60図

1

甕

土 師 器

B〔 23.0〕 胴部は内彎しながら立ち上がり,

上位に最大径をもつ。

胴部内面,横・斜位のヘラナデ。

外面,継・斜位のヘラ磨き。

砂粒・スコリア・

雲母

にぶい橙色

普通

40%  P173

南壁際東寄り床

面直上

2

不

土 師 器

A(140)

B 65
C 8_9

平底。体部は内彎気味に外傾し

て立ち上がる。下位に鈍い稜を

もち,底部との間に幅の狭い面

を成す。日唇部は九い。

ロクロ整形。内面,日 縁部外面 ,

ヘラ磨 き,黒色処理。底部,体

部下端,回転ヘ ラ削 り。

砂粒・ ス コ リア

橙色

普通

50%  P175

南壁際東部床面

逆位   P L49

3

●
FN

土 師 器

A(130)

B 53
C(70)

平底。体部 は外傾 して立 ち上が

り,日唇部 はやや尖 る。体部 と

底部 との境 はやや丸み をもって

屈 曲す る。

ロクロ整形。内面,ヘラ磨き,

黒色処理。底部,回転ヘラ削り

砂粒

浅黄橙色

普通

45%  P176

南壁際東部床面

直上  P L49
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図版需 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第60図

4

杯

土 師 器

A(129)

B 58
C(62)

平底。体部 は内彎 しなが ら立 ち

上が り,日縁部 でほぼ直立す る。

口縁部内・外面,横ナデ。体部

外面中・下位,横位のヘラナデ。

底部,静止糸切り後,外周部へ

ラナデ。

砂粒 ,ス コリア

にない責橙色

普通

20%  P174

中央部覆土上層

5

不

須 恵 器

A(148)

B 54
C 79

平底。体部は外傾して立ち上が

り,日唇部は九い。

底部,回転ヘ ラ削 り。 砂粒

にお い橙色

不良

50%  P177

北東部覆土・ カ

マ ド覆土 P L52

6

不

須 恵 器

A(136)

B 49
C 74

平底。体部は外傾して立ち上が

り,日縁部でわずかに外反する。

日唇部は九い。

底部,回転ヘ ラ切 り後 ナデ。 砂粒

灰色

普通

45%  P178

南西部床面直上

正位   P L52

＼

⑩
‐ψ

S=%

II

10Cm

第60図 第24号住居跡出土遺物実測図
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図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第60図

7

高 台付 不

須 忘 器

B(34〕

D(92)
G 12

平底。ほぼ直立する高台が付 く。

体部下位に稜をもち,高台部と

の間に幅の狭い面を成す。

底部,回転ヘラ削り後,高台貼

り付け。

砂粒

灰色

普通

30%  P182

南西部床面直上

正位

8

高 台付 邪

須 恵 器

B〔 13〕

D 83
G l.3

平底。ほぼ直立する高台が付く 底部,回転糸切り後,外周部回

転ヘラ削り,高台貼り付け。

砂粒

灰色

普通

20%  P181

北部覆土

P L56

蓋

須  恵 器

A(164)

B〔 18〕

天丼部は浅い。なだらかに下降

し,外周部で軽く外反する。日

縁部は短く垂下する。つまみ欠

損。

天丼部,回転ヘ ラ削 り。 砂粒

にない橙色

不良

20%  P183

南壁際東部覆上

下層

図版番号 種  類 長さ × 幅 × 厚さ(cm) 重量 (g) 備 考

皿形土製品 46× 4.OXl_1 13 7 小型の皿状を呈する。カマ ド内壁面出土。     P L59・ DP4

図版番号 種   類 法       量   (cln) 備 考

11 刀 子 全長 (49〕  最大幅09 最大厚02 刀身部破片。南東部覆土出上。               M22

―-78-



第25号住居跡 (第 61図 )

位置 13ao区。平面形 方形。規模  4.57× 4.25m。 主軸方向 N-26°一W。 壁 直立。壁高

14～ 23cm。 壁滞 東・北・西壁際に検出。上幅14～24cm,深 さ 4 cm。 床 ゆるい起状。北西部の

方形の落ち込みは境乱。 ピッ ト 5ヶ所。Pl(33× 33,-48cln)P2(20× 18,-57cm)P3(21×

18,-57cm)P4(32× 26,-47cm)P5(28× 25,-13cm)Pェ ～P4が主柱穴。P2,P3は 内側へわ

ずかに傾 くように掘 られている。壁濤に沿った月、さな落ち込みは,極浅い窪み程度の ものcカマ

A25.2m

土層解説喪

1.褐 色   ローム粒子中量 硬 くしまる

2.褐 色   ローム粒子中量 粘土ブロッ

ク多量 粘性強 く硬い

3.褐色   ローム粒子多量

4.暗褐色  ローム粒子多量

0              2m

第61図 第25号住居跡実測図
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ド 北壁中央。粘上で構築。全長110cln,幅 145cm,煙道部の壁面への掘 り込みは約 20cln。 火床は,

床面より20cln程深 く掘 り窪められている。覆土 人為堆積。

遺物 土師器片 (甕,JTh,鉢 ,甑、小型鉢 )185点。須恵器片 (甕,壺,ITh,高 台付不)39点。

主に北東部及び南西部か ら出土 している。

備考 第63図 3の鉢や 6。 7の小型鉢など,粗製の上器の多いことが本跡の特徴である。 また,

内傾する柱穴 も,当遺跡では本跡のみに認められる。

《
|

第62図 第25号住居跡カマ ド実測図

カマ ド土層解説喪

1.黒褐色   焼土粒子中量

2.極暗赤褐色 焼土粒子多量

3.褐色    ローム粒子中量

4.赤褐色   焼土

5.に h・い赤褐色 ローム粒子中量 焼土粒子多量 ロー

ム小プロック多量

6 暗褐色   ローム小プロック多量 焼けたローム

粒子極めて多量

0               1m

Ｅ

．
寸
劇

引

刊
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I

鞠

第83図 第25号住居RII出 土遺物実測図(1)

一
　

イ
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0              10Cm

第64図 第25号住居跡出土遣物実測図(2)

出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (側 ) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第63図

1

甕

土 師 器

A(289)

B〔 144〕

胴都は内彎 しなが ら立ち上がる。

頸部 はゆる く外反 し, 日唇部 は

九い。

回頸部 内・外面,横ナデ。胴部

内面,横位 のヘ ラナデ。外面 ,

縦位 のヘ ラ削 り。

砂粒・石英

黒褐色

普通

10%  P187

北東コーナー付

近覆上下層

2

甕

土 師 器

A(228)

B(94〕

月同著躊は内彎しながら立ち上がる。

頸部から口縁部にかけて,丸味

をもって強く外反し, 日縁端部

は外上方へ軽くつまみ出される。

口頸部内・外面,横ナデ。胴部

内面,横位のヘラナデ。外面,

ナデ。

砂粒・雲母・石

夫

橙色

普通

5%  P186
カマ ド付近床面

3

鉢

土 師 器

A(9.2)

B 96
C 50

平底。胴部は内彎気味に立 ち上

が り,中位か らほIF直立す る。

日縁端部 は外上方へつ まみ出す

ように して整 えられている。

胴部 内面上半,横位 のナデ。下

半,縦位 の指頭 に よるナデ。外

面,多方向のナデ。下端,横位

のヘ ラ削 り。 内外面 に輪積 み痕

を残す。底部,木美痕。

砂粒

浅黄橙色

普通

90%  P188

北壁際東部床面

直上横位

P L48

4

鉢

土 師 器

A 108
B ■ 5

C(59)

平底。胴部 は内彎気味に立 ち上

が り,中位か らほぼ直立す る。

日縁部 は器厚が薄 く,軽 く外反

す る。

日縁 ～胴部 内面,ナデ。外面 ,

ナデ。胴部下端,横位 のヘ ラ削

り。胴部 内外面に輪積 み痕 を残

す。

砂粒

にぶい赤橙色

普通

50%  P190

北壁際東部床面

直上   P L48

5

鉢

土 師 器

A 143
B 82
C 69

平底。胴部 は内彎 しなが ら立 ち

上が り, 回縁部 で外反す る。手

握状の歪んだ器形 を呈す る。

口縁～胴部内面,横・斜位のナ

デ。外面ナデ。胴部下端,横位

のヘラ削り。底部,ナデ。胴部

内外面に輪積み痕を残す。

砂粒

に漆い橙色

普通

80%  P189

南東部覆土下層

正位   P L48

6

鉢
　
器

型

師

小

土

A 5,9
B 44
C 38

平底。胴部 は器厚 を減 じなが ら

ほぼ直立す る。下位 に稜 をもち,

底部 との間に面 を成す。 口唇部

はやや尖 る。

日縁 ～胴部 内面,横・継位 の指

頭 によるナデ。外面,ナデ。胴

部下端,横位 のヘ ラ削 り。底部

木葉痕。

帆

にない黄橙色

普通

9o%  P192

北東部覆上下層

横位  P L48

7

鉢
　
器

型

師

小

土

A(65)
B 50
C(40)

平底。胴部は内彎しながら立ち

上がり, 日縁部はわずかに外反

し, 回唇部はやや尖る。

口縁～胴部内面上半は横位,下

半は縦位の指頭によるナデ。外

面,ナデ。輪積み痕をわずかに

残す。底都,木葉痕。

砂粒

浅責澄色

普通

40%  P191

南西部覆土

P L48
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図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調 。焼成 備 考

第63図

8

甑

上 師 器

A(258)

B〔295〕

無底式。胴部は内彎しながら立

ち上がり,頸部は綬く外反する。

口縁端部は外上方へつまみ出さ

れる。

口頸部内・外面,横ナデ。胴部

内面,横位のヘラナデ。外面上

位ナデ。中位以下,縦位のヘラ

磨き。内面に輪積み痕を残す。

砂粒・雲母

にない黄橙色

普通

30%  P193

北東部床面,南

西部床面直上

P L50

第64図

9

不

須 恵 器

A(13.8)

B 35
C(8_2)

平底。体部は外傾して立ち上が

り,底部との境は九味をもつ。

底部,回転ヘ ラ削 り。 砂粒・雲母

灰色

普通

40%  P194

南西部床面直上

正位  P L52

j7N

須 志 器

A(14_0)

B 42
C(96)

平底。体部は外傾して立ち上が

る。日唇部は丸い。

底部,回転ヘラ削り。 砂粒

灰 白色

不良

30%  P196

北西部,カマ ド

覆土

不

須  恵 器

A(144)

B 44
C 9,7

平底。体部は外傾 して立ち上が

る。日唇部は丸い。   
′

底部,回転ヘ ラ切 り後,回転ヘ

ラ肖Uり 。

砂粒

灰 白色

普通

50%  P195

南東部,南西部

床面直上P L52

杯

須  恵 器

A(14,2)

B 5,0
C 89

平底。体部は器厚を減じながら

外傾して立ち上がる。

底部,一定方向のヘ ラ削 り。 砂粒

灰白色

不良

70%  P197

カマ ド付近床面

正位

P L52

三   か

須 恵 器

B〔 87〕

C(92)
平底。胴部はわずかに外傾 して

立 ち上が る。

底部,て いねいなナデ。 砂粒

灰色

普通

5%  P198
南部床面直上

第26号住居Ltt(第 65図 )

位置 J4e3区。平面形 長方形。規模 4.42× 3.98m。 主軸方向 N-8°一E。 壁 外傾。壁高

7～ 28cm。 壁滞 ほぼ全周。上幅13～ 20cm,深 さ3～ 7 clll。 床 凹凸。ビット 無。カマ ド 北

壁中央。粘土で構築。焚き口部に凝灰岩を使用。全長167cm,幅 95ctl,煙道部の壁面への掘 り込み

は約90cm。 火床は,床面より20om程度深 く掘 り窪められている。カマ ド前面の床 も楕円形に大き

く掘 り窪められている。覆土 自然堆積。

遺物 土師器片 (甕,不,高台付不)296点。須恵器片 (養,不,高台付不,甑)65点。陶器片

2点。鉄製品 (鏃 2,器種不明 1)3点。祗石 1点。第66図 3。 4の甕と9の不は,カマ ド付近

の床面にまとまって出上している。 1の甕は,南東部南壁際の床面につぶれた状態で出上してい

る。

所見 カマ ド前面の掘 り込みは,灰の掻き出し口と考えられる。
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第65図 第26号住居跡・ カマ ド実測図
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第66図 第26号住居跡出土遺物実測図

出土遺物観察表

鴎 需 器   種 法量 (clll) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第66図

1

菱

土 師 器

A(210)

B(209)

E(244)

胴部は内彎しながら立ち上がる。

頸部から口縁部にかけて丸味を

もって外反し,日縁端部は外上

方へつまみ出される。

口頸部内・外面,横ナデ。胴部

内面,横位のヘラナデ。外面上

位,ナデ。下位 縦位のヘラ磨

き。

砂粒・_‐母・石

英

にない橙色

普通

20%  P210

南壁際東部床面
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図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備   考

第66図

2

甕

器

型

師

小

土

A(154)

B(57〕

丸 く張 った胴部か ら,頸苫Ыよ「 く」

の字状 に屈曲す る。 日縁端部 は

上方へつ まみ上 げ られ る。

口頸部 内・外面,横ナデ。胴部

内面,横位 のヘ ラナデ。外面 ,

ナデ。

砂粒

にな い橙色

普通

5%  P201
北西部覆土

3

甕

器

型

師

小

土

A(136)

B〔 86〕

胴部は内彎しながら立ち上がる。

頸部は「く」の字状に屈曲し,

日縁端部は上方へつまみ上げら

オ生る。

胴部内面,ナデ。外面下端,横

位ナデ。外面,縦位のヘラナデ。

砂粒

にぶ い澄色

普通

5%  P212
北壁際西部床面

4

小 型 甕

土 師 器

A(106)

B 91
C(56)

平底。胴部 は内彎 しなが ら立 ち

上が る。 頸吉bか ら口縁部 |こ かけ

て器厚 を増 して外反 し,日縁端

部 は外上方へつ まみ出 され る。

口頸部 内・外面,横ナデ。胴部

内面,ナデ。外面,横位 のヘ ラ

肖」り。

砂粒・雲母 石

英

にない橙色

普通

50%  P211

北壁際西部床面

横位   P L45

5

甕

土 師 器

B〔 48〕

C(88)
平底。胴部は外傾 して立ち上が

る。

胴部内面,横位 のナデ。外面下

位 ,横位 のヘ ラ削 り。底部,木

棄痕。

砂粒,雲母

橙色

普通

5%  P203
カマ ド覆土

ITh

土 師 器

B(20〕

C(58)
平底。体部は外傾 して立ち上が

る。

ロクロ整形。内面,ヘ ラ磨き,

黒色処理。底部,静止糸切 り後

外周部,及び体部下端,回転ヘ

ラ肖」り。

砂粒

にな い橙色

普通

lo%  P204

北西部覆土

7

高 台付 不

土 師 器

B〔 33〕

D 62
G 12

平底。ほぼ直立する高台が付 く。

体部は外傾して立ち上がる。底

部との境は九味をもって屈曲す

る。

ロクロ整形。内面,ヘ ラ磨 き。

黒色処理。底部,回転ヘ ラ肖」り

後,高台貼 り付 け。

砂粒・雲母 ・ス

コ リア

にぶい橙色

普通

50%  P213

南東部床面直上

逆位

8

IFN

須 恵 器

A(144)

B 42
C(72)

平底。体部は内彎気味に外傾 し

て立 ち上が る。 日唇部 は丸い。

底部,回転ヘ ラ切 り後,ナデ。 砂粒

灰色

普通

20%  P207

南西部覆土

P L52

9

不

須 恵 器

A(140)

B 45
C(72)

平底。体部は内彎気味に外傾し

て立ち上がり, 口縁部でわずか

に外反する。

底部,回転ヘ ラ切 り後,ナデ。 砂粒

責灰色

普通

50%  P214

北壁際西都床面

逆位  P L52

17N

須 恵 器

A(13_6)

B 42
C(75)

平底。体部 は内腎気味に外傾 し

て立 ち上が る。

底部,ナデ。 砂粒,長る

灰色

普通

20%  P215

カマ ド付近覆土

下層

11

高 台付 不

須 恵 器

B〔 51〕

D(80)
G 10

平底。外判へふんばる高台が付

く。下位に強い稜をもち,高台

部との間に面を成す。

底部,回転ヘ ラ切 り後,高台貼

り付 け。

砂粒

浅黄橙色

普通

30%  P217

カマ ド前面床面

直上正位 P L55

12

高 台付 不

須 恵 器

A(124)

B〔 44)

底部欠損。体部 は外反 しなが ら

立 ち上が る。下位 に稜 をもち ,

高台部 との間に面 を成す。

砂粒

灰色

普通

lo%  P216

北西部床面直上

高 台 付 不

須 恵 器

A(128)

B 54
D(78)
G 14

平底。「ハ」の字状に開く高台が

付く。体音日は外傾して立ち上が

る。下位に丸味をもった稜をも

ち,高台部との間に面を成す。

砂粒

褐灰色

普通

lo%  P209

南西部覆上

図版番号 種  類 法       量  (cn) 備 考

鏃 全長 〔75〕 鏃身長67 鏃身幅 〔45〕

茎長 〔07〕  茎幅05
雁股式。東部覆上下層出土。            P L62 M26

鏃 全長 〔44〕 茎の一部。 M26と 同一個体か。南西部覆土出土。       M25
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第27号住居LI(第 68図 )

位置 J4e5区。 重複関係 SK-17・ 20よ り古い。平面形 方形。規模 5.07× 4.75m。 主軸

方向 N-4°一W。 壁 直立。壁高12～ 36cm。 壁滞 全周。上幅10～ 25cm,深さ4～ 5 cm。 床 平

坦。 ピット 7か所。Pl(25× 25,-70cln)P2(29× 27,-61clll)P3(30× 28,-71cm)P4(23×

19,-63cm)P5(40× 36,-23cm)P6(26× 24,-18om)P7(32× 30,-10cIII)Pl～ P4が主柱

穴。カマ ド 北壁東寄 り。粘上で構築。全長112c41,幅97cm,煙道部の壁面への掘 り込みは約65cm。

火床は,床面より15cln程深 く掘 り窪められている。覆上 自然堆積。

遺物 土師器片 (甕,不 )239点。須恵器片 (甕,郭,高台付不)16点。鉄製品 (鏃)1点。鉄

滓 1点。第69図 1の甕片は、カマ ドの横 (覆土中層)に 内面を上に向けて出上している。

備考 中央部から南西部の床面,及び覆上下層に,長径 5～ 20clll程 の礫が多数 (25′ミ以上)散

乱した状態で出土している。

カマ ド土層解説表

1.黒褐色

2.暗褐色

3.暗褐色

4.灰褐色   焼土粒子中量

5.黒赤褐色  焼土粒子中量 粘性 。しまり弱い

6.灰黄褐色  粘土多量

7.暗赤褐色  ローム粒子多量 焼土粒子多量 焼けたローム中

プロック中量  しまり弱い

8.に 4.・ V功硝色 焼土粒子極めて多量 粘性 。しまり弱い

9,明褐色   焼けたローム層

E
tO

守

く
|

第67図 第27号住居 Ltlカ マ ド実測図

く
|

0               1m

―-87-―



‐

脇

Ｈ

酢

‐
・
―

凪

―――

即

日

Ｙ
０

1.黒褐色  ローム粒子中量 粘性・ しまり弱い

2.黒褐色  ローム粒子中量 凝灰岩プロック少量 格性弱い

3.暗褐色  ローム粒子多量 粘性・弱い

第88図 第27号住居跡実測図

0               2m
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第69図 第27号住居LTt出 土遣物実測図

第28号住居跡 (第70図 )

位置 J4g5区。平面形 方形。規模 4.02× 4.02m。 主軸方向 N-4°一W。 壁 直立。壁高

0～ 20cm。 壁濤 北 。東壁際に検出。上幅12～ 20cm,深 さ 5～ 10ctl。 床 平坦。北東コーナー付

近が10cm程 円形に窪む。ビット 6か所。Pl(28X18,-42cm)P2(40× 40,-50cm)P3(25×

24,-40cln) P4(30× 25,-49cm) Ps(45× 40,-28cm) P6(27× 24,-14cm) Pl～ P4が主

柱穴。カマ ド 北壁中央。粘上で構築。全長120cm,幅90cm,煙道部の壁面への掘 り込みは約50clll。

火床は,床面より10cln程掘 り窪められている。煙道部に,上端径30X25cm,深 さ31cmの小ピット

を検出。覆土 自然堆積。

出土遺物観察表

図1振番号 器  種 法量 (cn) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備    考

第69図

1

甕

土  師  器

A(204)

B〔231)

胴部は内彎しながら立ち上がり,

上位に最大径をもつ。頸部から

口縁部にかけて外反し,日唇部

は九い。

日頸部 内・外面,横ナデ。胴部

内面,縦・横位のナデ。外面 ,

縦位 のヘ ラ削 り,及びヘ ラナデ。

砂粒・雲母・ス

コリア

橙色

普通

30%  P199

カマ ド付近覆土

中層

P L45

2

甕

土 師 器

A(206)

B(39〕

頸部は九味をもって外反する。

日縁部は上方へわずかに立ち上

がり,日唇部は平lHな 面を成す。

口頸部 内・外面,横ナえ 砂粒

にない橙色

普通

5%  P202
北西部床面直上

3

不

土 師 器

B(43) 丸底。底部から体部にかけて内

彎しながら立ち上がる。口縁部

は体部との境に稜をもち,わず

かに内傾して立ち上がる。

内面,横ナデ。 日縁部外面,横

ナデ。体部・底部外面,ナ デか

(内外面 とも磨滅が著 しい )。

砂粒

灰褐色

普通

50%  P240

カヤ ド付近床面

直上

図版番号 種  類 法       量  (cm) 備 考

4 鏃 全長 〔50〕  最大幅06 最大厚0.4 茎の一部。北西部覆上出土。            P L62 M27

―-89-



―
】
Ｈ
ＩＩ
は
口
＝
＝
脂
＝
――
――
サ
ー

０

A24.4m

0             2m

佳居懲土層解説表

1.褐色   粘性 。しまり弱い

2.褐色

3.褐色   ローム粒子中量 しまり弱い

4.褐色   ローム粒子中量 しまり弱い

カマ ド土層解説表

1,に おV功囀色 ローム粒子多量

2.暗褐色   ローム粒子中量

く
|

0               1m

第70図 第28号住居跡 。カマ ド実測図

3.黒褐色

4.に よヤ耕鴫 色

5。 暗褐色

6.褐色

7.褐色

8.褐色

9.褐色

10.明褐色

焼土ブ●ックタ量

IP― ム粒子中量

ローム粒子中量

ローム粒子中量

ローム粒子中量 粘性 。し

まり弱い

ローム粒子中量

娩けたローム

○
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遺物 土師器片 (甕,甑,不)234点。須恵器片

上 している。

(不,蓋)2点。大半力朔 破ヽ片で,覆土か ら出

0            10Cm

第71図 第28号住居Ltt出 土遣物実測図

出土遺物観察表

図版需 器  種 法量 (clll) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第71図

1

甕

土 師 器

A(23.0)

B〔 85)

張りの強い胴部から,頸部は九

味をもって外反する。日縁端部

は外上方へつまみ出される。

口頸部内・外面,横ナデ。胴部

内面,横位のヘラナ民 外面,

ナデ。

砂粒・雲母・石

英

橙色

普通

5%  P222
北東部覆土

2

甕

土 師 器

A(169)

B(98〕
胴部は内彎しながら立ち上がる。

頸部は「 く」の字状に屈曲し,

日縁端部は外上方へつまみ出さ

オtる 。

回頸部内・外面,横ナデ。胴部

内面,横・斜位のヘラナえ 外

面ナデ。

砂粒・雲母

橙色

普通

10%  P221

北東部覆土

甑

土 師 器

B〔 77〕

C(10.0)

底部から胴部下位にかけての破

片。

胴部 内・外面,ナデ。 砂粒・石英

にない橙色

普通

5%  P223
北西部覆土
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第20号住居跡 (第72図 )

位置 J4f4区。平画形・規模・壁 不明。床 カマ ド前面に硬い

ロームの床面がわずかに残る。ビット 無。カマ ド 火床のみ検

出。上端径52× 51cm,深 さ12cmの 円形に掘 り窪められ,底面のロ

ームが焼土化 している。覆上 遺構確認の段階で住居跡の大半が

削平されているため,本来の覆土は不明。

遺物 土師器片 (甕)30′ミ。須恵器 (不)2ィミ。確認面上に散

乱した状態で出上している。

1.褐色   ローム粒子多量

2 明褐色

O      SOcm

―第27図 第29号住居麒

カマ ド実測図第30号住居LIl(第 73図 )

位置 J4g2区。平面形 長方形。規模 5.85× 4.93m。 主軸方向 N-4°一E。 壁 直立。壁高

0～ 26cm。 壁滞 ほぼ全周。上幅15～ 24cm,深 さ 4～ 10cm。 床 平坦。ビット 5か所。Pl(55×

52,-79cm) P2(78× 53,-74,-81cm) P3(48× 40,-50cm) P4(90× 70,-87,-90cm)P5

(32× 19,-30cm)Pl～ P4は 主柱穴。P2,P4に は 2段の掘 り込みがある。カマ ド 北壁中央。粘

上で構築。焚き口部に凝灰岩を使用。全長220cm,幅180cm,煙 道部の壁面への掘 り込みは約80cm。

火床は,床面より30c/m程深 く掘 り窪め,ロームや粘土を含む上で整地した後,その上面を使用し

ている。覆土 人為堆積。

遺物 土師器片 (甕,年)386点。須恵器片 (甕,lTh,高 台付郭,蓋,高不)62点。鉄製品 (刀

子 1,斧 1)2点。第74図 6・ 8の不はカマ ド前面の床面直上にまとまって出上している。10の

高不,11の蓋, 9の高台付辱は,いずれも中央部の覆上下層から出土している。

所見 粘上が南部の床面に貼 り付 くようにして堆積 している (1.5× 1.Om,厚 さ 8 cmの 範囲)。

P2,P4の二段掘 り込みから,建て替えが行われたことが推測される。

―
隠
牌
ν
ｌ

ｌ

ｌ

　

　

　

　

　

Ｅ

劇
．守
Ｎ

引
判

住居跡土層解説表

1.褐色   ローム粒子多量 しまり弱い

2 褐色   ローム粒子多量 ローム小ブロック中量

硬 くしまる

3.褐 色   ローム粒子中量 粘性・ しまり弱い

4 褐色   ローム粒子中量 粘性強い

5.褐 色   ローム粒子中量 粘性 。しまり弱い

6 明褐色  粘性弱い 硬 くしまる

7 褐色   ローム小ブロック中量 粘性強い

8.褐色   ローム粒子中量

9.褐色   ローム粒子中量 粘土中量 粘性 強い

10 褐色   ローム粒子中量 粘性強い

11.灰黄掲色 粘土

12 褐色   硬 くしまる

13.褐色   粘性 。しまり弱い
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第73図 第30号住居跡・ カマ ド実測図

o               2m

カマ ド土層解説表

1.褐色    ローム粒子中量 粘土中量

2.暗褐色   ローム粒子中量 焼土粒子中量

粘上粒子・粘土ブロック多量

3.褐色    ローム粒子多量 焼土粒子中量

粘土粒子・粘土ブロック多量

4 暗赤褐色  焼土粒子中量

5.褐 色    ローム粒子中量 粘土中量 粘性

弱い

6.褐色    粘土多量

7.赤褐色   焼土

8.に よヤ坊鵜色 焼土粒子中量

9.褐 色    ローム粒子 ロームアロック中量

粘土多量

10.暗赤褐色  焼土粒子中量・粘土中量

11.灰褐色   粘と極めて多量

12.になV功鵠色 ローム粒子・焼土粒子中量

13.明 褐色   焼けたローム層

0                1m

④

Ｅ
Ｏ
．吋
劇

‘―
「
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第74図 第30号住居跡出土遺物実測図

〇
‐闇
妙

…
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……

出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (c/m) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第74図

1

甕

土 師 器

A(196)

B〔 76〕

張りの強い胴部から,頸部は九

味をもって外反する。日縁端部

は外上方へつまみ出される。

口頸部内・外面,横ナデ。胴部

内面,ナデ。外面,磨滅が著し

く調整は不明瞭。

砂粒・雲母

橙色

普通

5%  P224
カマ ド覆土

2

小 型 甕

土 師 器

A(13.4)

B(43)
頸部は「く」の字状に屈曲し,

日縁端部は外上方へつまみ出さ

オτる。

回頸部 内・外面,横ナデ。 砂粒・雲母

暗赤灰色

普通

5%  P228
北東部覆上上層

3

小 型 甕

土 師 器

A(■ _2)

B〔 51〕

張 りの弱い胴部か ら,頸部は「 く」

の状 に屈曲す る。 日縁端部は上

方へつ まみ上げ られ る。

口頸部 内・外面,横ナデ。胴部

内面,ナデ。外面上位 ,横ナデ。

中位 ,ヘ ラ削 り。

砂粒・雲母

にぶい橙色

普通

5%  P226
をマ ド覆土
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図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第74図

4

甕

器

型

師

小

土

A(144)

B〔 62)

胴部は内彎 しなが ら立ち上がる。

頸著騨よ外反 し, 回縁端部 は外上

方へつ まみ出され る。

口頸部内・外面,横ナデ。胴部

内外面,ナデ。

砂粒・雲母

にない橙色

普通

5%  P225
カマ ド覆土

5

17N

須 恵 器

A(144)

B 50
C(71)

平底。体部は外傾 して立ち上が

り,底部との境はやや丸味をも

底部,回転ヘ ラ切 り後 , ナデ。 砂粒

灰色

普通

45%  P231

P4覆上

P L52

6

不

須  恵 器

A(143)

B 52
C 76

平底。体部は外傾して立ち上が

り,日 縁部でわずかに外反する。

体部下端に鈍い稜をもつ。

底部,回転ヘ ラ切 り後 , ナデ。 砂粒

灰自色

普通

60%  P229

カマ ド前面床面

直上斜位 P L52

7

不

須 恵 器

A(146)

B 46
C(78)

平底。体部は外傾して立ち上が

り, 日唇部は丸い。

底部,体部下端,手持ちヘラ削

り。

砂粒・長石

灰色

普通

10%  P232

中央部覆土中層

8

jTN

須 恵 器

A 130
B 45
C 69

平底。体部は外傾して立ち上が

る。

底部,多方向のヘ ラ削 り。体部

下端,手持 ちヘ ラ削 り。

砂粒・長石

青灰色

普通

60%  P230

カマ ド前面床面

直上逆位 P L52

9

高 台付 不

須 恵 器

A ■.2

B 55
D(64)
G 08

平底。外側へふんば る高台が付

く。体部 は外傾 して立み上が る。

下位 に鈍 い稜 をもち,高台部 と

の間に幅広の面 を成す。

底部,調整不明。 砂粒

灰色

普通

80%  P233

中央部覆上下層

逆位   P L55

10

高   不

須 恵 器

A(212)

B〔124〕

脚部は円筒形状で,裾部は大き

く開く。不部は,底部から体部

にかけて緩やかに内彎しながら

立ち上がる仏 口縁部は軽く外反

した後,上方へ屈曲し, 日唇部

は九くおさめられる。

杯部底部,回転ヘ ラ削 り後 ,

苫臣貝占リイ↓け。

砂粒・長石

灰色

普通

40%  P237

中央部覆土下層

横位  P L58

ll

蓋

須  恵 器

A(180)

B 43
F 29
H ll

天丼部はやや深い。なだらかに

下降し,外周部で軽く外反する。

口縁部は短く垂下し, 日唇部は

九い。

天丼部,径 10cmに わたって回転

ヘラ削り。

砂粒

灰色

普通

50%  P236

中央部覆上下層

舶

図版番号 種  類 法       量   (cln) 備 考

刀 子 全長 〔4.2〕  最大幅12 最大厚03 刀身の一部。中央部覆土中層出土。             M28

斧 全長60 刃部幅37 基部幅33 基部厚17 有袋式。東壁際覆土中層出土。           P L62 M29

第32号住居跡 (第75図 )

位置 J4g7区。平面形 方形。規模 3.72× 〔2.02〕 m。 主軸方向 N-14°一E。 壁 直立。壁

高21～ 36cm。 壁滞 無。床 平坦。ピット 無。カマ ド 北壁中央。粘土で構築。焚き口部に凝

灰岩を使用。全長100cm,幅 〔47〕 cm,煙道部の壁面への掘 り込みは約30cm。 火床は,床面より10

om程深 く掘 り窪められている。覆上 自然堆積。

遺物 土師器片 (甕,年 ,′ 鉢)280点。須恵器片 (不)4ィミ。図示した遺物は,北西部の床面,

及び覆上下層からまとまって出土している。出土遺物の大半を土師器甕が占めている。
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備考 本跡の大部分は,東測 (調査区域外)へ延びてお り, 西側部分の調査に留まる。

B

A

A24.6m

E
守

寸
劇

く
|

lm

第75図 第32号住居跡・ カマ ド実測図

住居蘇土層解説表

1.暗褐色  ローム粒子中量

2.黒褐色  ローム粒子中量 硬 くしまる

3 灰褐色  粘性強い

4.黒褐色   しまり弱い

5.褐色   ローム粒子多量 粘性弱い

6.褐色   ローム粒子中量 粘性強い

o              2m

カマ ド土層解説表

1.黒褐色

2.に としヽ赤褐色 ローム粒子多量 焼上粒子中量

3.暗褐色   焼土粒子中量

4.赤褐色   焼土粒子 多量 焼土小 ブ ロック中量

黒色土中量

5.褐色    ローム粒子極めて多量

6.褐色    焼けたローム層

く
|

0
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第32号住居詠出土遣物観察表

図版番号 器  種 法量 (cF「 ) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第76図

1

甕

土  師  器

A 161
B 288
C(70)
E 181

平底。胴部は長胴形を呈し,中

位に最大径をもつ。頸部から口

縁部にかけて九味をもって外反

し, 日唇部は丸い。

口頸部 内・外面,横ナデ。胴部

内面,ナデ。輪積 み痕 を残す。

外面,上半 は縦位,下位 は斜・

横位 のヘ ラ削 り。部分的にヘ ラ

磨 きが施 され る。

砂粒・長石・雲

母

にぶい橙色

普通

50%  P239

北部床面直上

P L44

2

甕

土  師  器

A 189
B(229〕

E(199)

底部 欠損。胴部は長胴形 を呈 し,

中位 に最大径 をもつ。頸部か ら

口縁部にかけて緩やかに外反 し,

口唇部 は九▼ヽ。

日頸部 内・ 外面,横ナデ。胴部

内面,ナデ。外面,縦位 のヘ ラ

削 り,ナデ。

砂粒 石英・雲

母

にぶい橙色

普通

80%  P238

北部床面,床面

直上   P L44

3

甕

土 師 器

A(170)

B〔174〕

胴著Бは緩やかに内彎 しなが ら立

ち上 が る。 頸音臣か ら日縁部 にか

けて丸味 を帯びて外反 し,日 唇

部 は九い。

口頸部 内 ,外面,横ナデ。胴部

内面,横位 のヘ ラナデ。外面 ,

縦位 のヘ ラ削 り,及 びヘ ラナデ。

砂粒・雲母 看

英

にぶ い橙色

普通

25%  P241

北部床面直上

4

ガヽ  型 甕

土 師 器

A(136)

B 154
C(75)
E(157)

平底。胴部は内彎しながら立ち

上がり,中位に最大径をもつ。

頸部から口縁部にかけて丸味を

もって外反し,日唇部は丸い。

日頸部 内・外面,横ナデ。胴部

内面,斜位 のヘ ラナデ。外面 ,

斜 ・横位 のヘ ラ削 り。底部 ,ナ

デ。

砂粒・雲母 。長

石

赤橙色

普通

40%  P242

北部床面直上 ,

西部床面 P L44

5

鉢

土 師 器

A 165
B〔 73〕

月同部は内彎しながら立ち上がり,

上位はほば直立する。口縁部は

軽 く外反し, 口唇部は九い。

口縁部 内・外面,横ナデ。胴部

内面,横位 のヘ ラナデ。外面 ,

横・斜位 のヘ ラ削 り。

砂粒・雲母

赤橙 色

普通

50%  P245

北西部覆土下

層,北部床面直

上

6

甕

土 師 器

B(60〕

C 80
平底。胴郡は内彎しながら外傾

して立ち上がる。

内面,ナデ。外面,底部,磨滅

のため,調整不明。

砂粒

にな い赤褐色

普通

5%  P244

北部・西部床面

直上

第33号住居跡 (第77図 )

位置 J4e7区 。平面形 方形。規模 4.05× 〔1.13〕 m。 主軸方向 N-12°一W。 壁 直立。壁

高29～ 39cm。 壁薄 無。床 平坦。 ピッ ト 無。カマ ド 不明。北壁際の床面直上に凝灰岩ブロ

ックが散乱 してお り,北壁にあったものと推測される。覆土 人為堆積。

遺物 土師器片 (甕)76点。須恵器片 (甕,不)74点。第78図 1の甕は北西部の床面から出土

している。その他は大半が小破片で,覆土に散 らばって出上 している。

備考 本跡の大部分が東側 (調査区域外)へ延びてお り,西側の一部の調査に留まった。
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Ｂ
一

望生24.6m

土層解説棄

1.黒褐色

2.黒褐色

3.黒褐色

4 暗褐色

5.暗褐色

6.暗褐色

7.黒褐色

8,黒褐色

ローム粒子多量 ローム刀ヽブロッ

ク中量

ローム粒子中量 硬 くしまる

ローム粒子中量 硬 くしまる

ローム粒子多量

ローム粒子極めて多量 ローム小

プロック多量

ローム粒子多量 ローム小プロッ

ク多量

ローム粒子中量 粘性強い 硬 く

しまる

ローム粒子多量 硬 くしまる

第77図 第33号住居Ltl実測図

第78図 第33号住居跡出土遺物実測図

出土遺物観察表

0              2m

0              10Cm

β
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
ＩＩ
＝

(――   |    
ガ

3

図版番号 器  種 法量 (clll) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第78図

1

甕

土 師 器

A(20_8)

B〔125〕

胴部は緩やかに内彎しながら立

ち上がる。 頸部から口縁部にか

けて丸味をもって外反し,日唇

部は丸い。

口頸部 内・外面,横ナデ。胴部

内面,チデ。タト面,縦位 のヘ ラ

削 り,ナデ。

砂粒・雲母・石

央

にない橙色

普通

10%  P246

北西部床面

2

鉢

土 師 器

A(184)

B〔 81〕

胴部上位から頸部にかけて,ほ

ぼ直立して立ち上がり,日縁部

で軽く外反する。胴部と頸部と

の境はわずかな段を成す。

口頸部内面,横ナデ。胴部内面,

ナデ。外面,縦位のヘラナデ。

砂粒・雲母・石

英

橙色

普通

5%  P247
覆土
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図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備    考

図７８

　

３

第 邪

須 恵 器

B〔 18〕

C(88)
平底。体部は,底部との境に九

味をもって立ち上がる。

底部,回転ヘ ラ削 り。

色
卵
座
幾

10%  P249

北部覆上

第34号住居Ltl(第 79図 )

位置 J4c7区。平面形 方形。規模 2。 95× 〔2.82〕 m。 南北軸方向 N―■
°
一W。 壁 外傾。

壁高22～ 34ctl。 壁海 無。床 平坦。ビット 無。カマ ド 北東コーナー。粘上で構築。全長120

cm,幅87cm,煙道部の壁面への掘 り込みは約50cm。 火床は,床面とほぼ同じ高さである。燃焼部

側壁の粘上の焼けた状態が良く残る。覆土 人為堆積。

遺物 土師器片 (甕,不)131点。須恵器片 (甕,不,蓋)17点。いずれも小破片で,覆土から

の出上である。

備考 コーナー部にカマ ドをもつ住居跡としては,ほかにSI-86が ある。

口
|

土層解説表

1 黒褐色  粘性 しまり弱い

2.暗褐色  ローム粒子中量 粘性弱い

3.暗褐色  ローム粒子多量 ローム小プロック中量

粘性強い 硬 くしまる

4.黒褐色  ローム粒子中量

5.黒褐色  粘性強い 硬 くしまる

6.暗褐色  ローム粒子中量 ロームガヽアロック中量

粘性強い 硬 くしまる

0               2m

A24,9m

第79図 第34号住居跡実測図
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5.灰 黄褐色

6.暗褐色

7 赤褐色

8.暗赤掲色

9.灰褐色

10.黒 褐色

11.に驚い赤褐色

12.黒褐色

13.黒 褐色

14. にない黄褐色

15.黒 色

16.黄褐色

カマ ド土層解説喪

1 に h・い黄褐色 粘性強い

2.黒褐色   ローム粒子多量 硬 くしまる

3 におヤ坊鵡色 赤変 した粘土層

4.暗褐色   ローム粒子多量 ローム刀ヽプロック多

壷

粘土

ローム粒子中量 粘性強い

焼土粒子極めて多量

焼上粒子中量

ローム粒子多量

粘性強い

焼土粒子 多量 焼土小 プ ロ ック多量

粘と極めて多量

ローム粒子中量

粘土

ローム粒子極多量

0              1m

8

0              1ocm

く
|

第 00図 第 34号住居 LIIカ マ ド実測図

芝
第81図 第34号住居LII出 土遺物実測図

出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (clll) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第81図

1

甕

土 師 器

A(22.8)

B〔 64〕

頸部から口縁部にかけて九味を

もって外反する。口縁端部は外

上方へつまみ出される。

口頸部内 。外面,横ナデ。 砂粒・富母・長

石

にない責橙色

普通

5%  P250

南西部覆上下層

2

甕

土 師 器

B〔 25〕

C(11_0)

平底。 底部,木葉痕。胴部下端,横位

のヘラ削り後,従・斜位のヘラ

磨き。

砂粒 。石英

橙色

普通

5%  P252
北東部覆土

3

蓋

須  恵 器

A(14_1)

B〔 15〕

天丼部は浅い。平坦な頂部から

なだらかに下降し,日縁部はわ

ずかに垂下する。

天丼部,回転ヘラ削り。 砂粒

灰色

普通

10%  P253

南西部覆土
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第35号住居跡 (第82図 )

位置 J4a7区。重複関係 SI-36・ 38よ り古い。平面形 方形。規模 3.34× 〔1.19〕 m。 南北

軸方向 N-1°一W。 壁 直立。壁高25～ 30om。 壁薄 無。床 ゆるい起伏。ビット 無。カマ

ド 不明。覆上 自然堆積。

遺物 土師器片 (甕,不)228点。須恵器片 (甕,不)20点。いずれも小破片で,覆土からの出

土である。

備考 跡の大部分は東側 (調査区域外)へ延びている。南北にはSI-36。 38が重複しているた

め,遺存状態は悪 く,カマ ドの所在についても不明である。

第38号住居跡 (第82図 )

位置 J4b7区。重複関係 SI-35よ り新しい。平面形 方形。規模 〔2.74 X l.30)m。 南北軸

方向 N-3°一W。 壁 外傾。壁高15ctl。 壁落 無。床 平坦。 ピット 無。カマ ド 不明。

覆土 自然堆積。

遺物 土師器片 (甕,jTh)28点。須恵器片 (甕,不)6点。いずれも小破片で,覆土からの出

上である。

SI-35の上にのる本跡の貼床が確認される。本跡の大部分は東側 (調査区域

カマ ドの所在についても不明である。

Ю
上層解説表

1.黒褐色

2.果褐色

3.黒褐色

4 黒褐色

-   5.黒
褐色

6.黒褐色

備考 土層から,

外)へ延びており,

A _「___~~~~

II

II

Si 36
A25,3m

II    Si 38
耕作土

砂中量

ローム粒子 中量

硬 くしまる

口;ム粒子中量

7.黒褐色  ローム粒子中量

8.黒褐色  ローム粒子多量

9.暴褐色  ローム粒子多量

lo.黒褐色  ローム粒子中量

11.黒褐色  ローム粒子多量

12_暗褐色  ローム紅子中量0              2m

第82図 第35・ 38号住居跡実測図

-102-



K All河↑l

0           10cm

第83図 第35号住居跡出土遣物実測図

第38号住居Ltl(第 84図 )

位置 I芍 7区。重複関係 SI-35よ り新しい。平面形 長方形。規模 5.70× 〔4.07〕 m。 主軸

方向 N-79°一E。 壁 直立。壁高12～ 25cln。 壁濤 全周。上幅 6～ 25cm,深さ10～ 18cm。 床 平

坦。ピット 5か所。Pl(20X18,-55cm)P2(18× 10,-17cm)P3(48× 40,-42cln)P4(45×

35,-67clll) Ps(25× 20,-39clll) Pl・ P3～ PSが主柱穴。いずれも壁際に検出。カマ ド 東壁

南寄 り。粘上で構築。焚き口部に凝灰岩を使用。火床は,床面より10cm程深 く掘 り窪められてい

るが,主要部が調査区域外へ延びているため,詳細は不明。覆土 人為堆積。

遣物 土師器片 (甕,甑,鉢,不)882点。須恵器片 (甕,壺,郭,蓋)53点。鉄製品 (斧)1

点。北部から北西部を中心に出上している。

所見 中央部から東・南部の床面に焼土・炭化物が堆積している。大きな炭化材はみられない

が,焼失住居の可能性が考えられる。壁際に柱穴を巡らしている例は,当遺跡では他に無い。

第35号住居跡出土遺物観察表

酌 需 器   種 法量 (oln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

図８３

　

１

第 甕

土 師 器

A(218)

B〔170〕

E(25.6)

胴部は内彎しながら立ち上がる。

頸部から口縁部にかけて九味を

もって外反する。日縁端部は外

上方へつまみ出される。

口頸部内・外面,横ナデ。胴部

内面,ナえ 外面,ナデち中位

以下,縦位のヘラ磨き。

砂粒・婁母・石

英

にない橙色

普通

Ｐ％

面

１０

床
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Шヽ

ヽ
⑬

５

庁

‐
ｉ ３

　
‐
‐
‐

一
　

Ｓ

ご
一
パ
一

A25.2m

ざ
一

D

土層解説楽

1.暗赤褐色

2.黄褐色

3.黒褐色

4.褐色

5。 暗赤褐色

6.暗赤褐色

7 暗褐色

8.暗褐色

9 黒褐色

10 暗褐色

ローム粒子多量

ローム粒子申量 ロームガヽアロック中量

粘性 。しまり弱い

焼土粒子中量

焼土粒子多量 しまり弱い

ローム粒子多量 しまり弱い

炭化物多量

ローム粒子中量 ロームイヽプロック中量

粘性・ しまり弱い

0              2m

第84図 第38号住居Rtl実測図

hl予
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第85図 第36号住居跡出上遺物実測図(1)
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0              1ocm

第86図 第36号住居跡出土遺物実測図(2)
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出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第85図

1

甕

土 師 器

A(238)

B〔 85〕

胴部は内彎 しなが ら立 ち上がる。

頸部か ら回縁部 にかけてわずか

に外傾 して立 ち上が り, 日縁端

郡 は上方へつ まみ上 げ られ る。

口頸部 内・外面,横ナデ。胴部

内面,横位 のヘ ラナデ。外面 ,

ナデ。

砂 位・石英

橙色

普通

5%  P258
北西部床面直上

2

甕

土 師 器

A(214)

B(127〕

胴部上位 は内傾す る。頸部か ら

口縁部にかけて九味 をもって外

反 し、 口縁端部 は外上方へつ ま

み出され る。

口頸部 内 ,外面,横ナデ。胴部

内面,及び外面,ナ デ。

砂粒・る 英

にない橙色

普通

5%  P260
北西部床面直上

3

甕

土 師 器

A(21,8)

B(72)
頸著るか ら口縁部 にかけて丸味 を

もって外反す る。 日縁端部 は外

上方へ軽 くつ まみ出 され る。

口頸部 内・外面,横ナデ。 砂粒・雲母

橙色

普通

5%  P262
中央部覆上下層

4

甕

土  師 器

A 235
B〔 74〕

頸部か ら回縁部 にかけて丸味 を

もって外反す る。 日縁端部 は上

方へつ まみ上げ られ る。

口頸部 内・外面,横ナデ。頸部

直下 内面,横位 のヘ ラナデ。

砂粒・雲母

にない橙色

普通

10%  P257

南東部覆土

5

甕

土  師  器

A(238)

B〔 99〕

胴部上位 はわずかに外傾 して立

ち上が り,日縁部 は外反す る。

日唇部 は丸 い。

H縁部 内・外面,横ナデ。胴部

内面,ナデ。外面,縦位 の粗 い

ナデ。内外面に輪積み痕 を残す。

砂粒・石英

橙色

普通

10%  P259

覆土

6

甕

土 師 器

B〔 52〕

C(82)
平底。胴部は内彎しながら立ち

上がる。

胴部内面,横位のヘラナデ。輪

積み痕を残す。外面,横位のヘ

ラ削り。底部,木葉痕。

砂粒・憑英

赤橙色

普通

5%  P267
東部覆土

第86図

7

甑

土 師 器

A 245
B 226
C 93

無底式。胴部は外傾 して立ち上

がり,中位からわずかに内彎す

る。日縁部は九味をもって外反

し, 日唇部は丸い。

口縁部 内・外面,横ナデ。胴部

内面,横・斜位 のナデ。外面 ,

縦位 のヘ ラ磨 き。

砂粒・雲母

に h・ い責橙色

普通

60%  P272

東部床面,床 面

直上   P L50

甑

土 師 器

A(272)

B〔146〕

胴部 は外仮 して立 ち上が る。 ロ

縁部 は胴部か ら「 く」の字状 に

屈曲 して開 く。 日唇部は丸い。

ロクロ整形。胴部内面,横位の

ヘラナデ。縦・斜位のヘラ磨き。

外面,中位以下に部分的にヘラ

磨き。

砂粒

にな い赤橙色

普通

10%  P264

北壁中央部床面

P L50

第85図

9

不

土 師 器

A(184)

B 42
C 82

平底。体部 は外傾 して立 ち上 が

る。底部 との境 は丸味 をもつ。

口唇部 はやや尖 る。

ロクロ整形。 内外面 とも摩滅が

著 し く,調整不明。

砂粒

明褐灰色

不良

50%

西部覆土

２６

　
　
　

」

Ｐ

　
　

　

Ｐ

不

上 師 器

B〔 56〕 九底。底部か ら体部 にかけて ,

内彎 しなが ら立 ち上が る。

内面,ヘ ラ磨き,黒色処理。

外面,ナデ。

砂粒

にぶい橙色

普通

20%  P270

西部覆土

11

鉢

土 師 器

A(lo 9)

B〔 77〕

胴音るか ら口縁部 にかけて緩や か

に内彎 しなが ら立 ち上が る。 日

唇音Ыま尖 る。

日縁部内 ,外面,横ナデ。胴部

内外面,ナデ。内外面に輪積み

痕を残す。

砂粒

橙色

普通

20%  P263

西都覆上下層

鉢

土 師 器

B〔 44〕

C 56
上げ底。胴音騨ま内彎しながら立

ち上がる。

胴部 内面,ナデ。外面,維位 の

ヘ ラ削 り後,粗いナデ。底都外

周部,高台状 に粘土貼 り付 け。

砂粒・パ ミス

浅黄澄色

不良

10%  P265

西部覆土

第86図

13

甕

須  恵 器

A(205)

B〔303〕

E 352

丸底。胴部は内彎しながら立ち

上がり,上位に最大径をもつ。

頸音臣から回縁部にかけてタト反し

て立ち上がる。

日頸部 内・外面,横ナデ。胴部

内面下伍 ナデ。外面,斜位 の

平行 叩 き。

砂粒 。長看

灰赤色

普通

60%  P276

南東都・ カマ ド

付近覆土 P L51
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図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 。色調・焼成 備   考

第85図

14

杯

須  恵 器

A(14.2)

B 47
C 80

平底。体部は外傾して立ち上が

り,日縁部でわずかに外反する。

日暮部は九い。

底部.回転ヘ ラ切 り後 , ナ え

色
婉
購
魏

２７

　
　
　

」

Ｐ

　

　

Ｐ

上覆

％

部

３０

東

第86図

15

壺

須 恵 器

A(16_0)

B(15,9〕

胴部上位は内傾する。頸部から

口縁都にかけて,器厚を減じな

がら外傾して立ち上がる。

砂粒 。長石

灰色

良好

20%   P273

南東部覆上下層

壺

須  恵 器

B(114)

E(23,7)

胴部片。肩部が強く張る。

色
瑯
級
餅

50%  P274

東部・カマ ド覆

土,SI-37覆土

P L51

図版番号 種  類 法       量   (c ll) 備 考

第85図

17

斧 全長73 刃部幅42 基部幅3_4 基部厚 16 有袋式。北東部覆上下層出土。           P L62 M30

第37号住居跡 (第87図 )

位置 14お区。重複関係 SB-1,SK-28(新 旧不明)。 平面形 方形。規模 3.68× 3.42m。

主軸方向 N-14°一W。 壁 外傾。壁高45～ 57cIIl。 壁滞 無。床 平坦。ピット 1か所。Pl(43×

35,-27cm)カマ ド 北壁中央。粘上で構築。補強に凝灰岩を使用。全長165cIIl,幅130cm,煙道

部の壁面への掘 り込みは約60cm。 楚き口部前面を床面より20clll程深 く掘 り窪め,ロームや焼上を

含む上で整地した後,その上面を火床 としている。覆上 自然堆積。

遺物 土師器片 (甕,甑,不,高台付不,平鉢)590点。須恵器片 (甕,不,高台付不,蓋)91

点。鉄製品 (刀子 1,器種不明 1)2点。南東部の床面直上から,第 89図 3の小型甕が出上 して

いる。大半は小破片で,覆土からの出上である。土師器不には墨書のあるものが 1′ミ含まれてい

るが,小破片のため文字の一部しか認められず,判読不可能である。

―-108-



A
25.lm 土層解説表

1.暗褐色 ローム粒子多量

くしまる

2.黒褐色 ローム粒子中量

3.黒褐色 ローム粒子多量

性強い

4.暗褐色 ローム粒子多量

性強い

0               2m

硬

粘

　

　

粘

第87図 第37号住居DIl実測図

出土遣物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第89図

1

甕

器

型

師

小

土

A(158)

B(34)
胴部は内彎しながら立ち上がる。

頸部は「く」の字状に外反し,

口縁端部は外上方へつまみ上げ

らオτる。

口頸部内・外面,横ナデ。胴部

内面,横位のナデ。外面頸部直

下,横位のナデ。その他 縦位

のヘラ削り。

砂粒・雲母・石

英

にない橙色

普通

10%  P277

東壁際北部覆土

下層

2

甑

須 恵 器

B〔 9.6〕

C(124)

綱 部 は外傾 して立 ち上が る。 外面,平行叩き,下端は横位の

ヘラ削り後,横ナデ。内面,同

心円の当て!臭痕,横ナデ。

砂粒

橙色

普通

5%  P281

南部覆土

3

甕

器

型

師

小

土

B〔 60〕

C 79
平底。胴部は内管しながら立ち

上がる。

胴部内面,横位のナデ。外面,

縦伍 下端部は横位のヘラ削り。

底部,木葉痕,ナデ。

秒粒・石英

にない褐色

普通

20%  P278

南東部床面直上
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Ｎ
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刊

カマ F土層解説表

1.褐 色    ローム粒子中登 硬 くしま

る

2.灰黄褐色  砂多量

3.褐 色    疑灰岩プロック・粘土多量

4.果褐色

5.に h・い赤褐色 ローム粒子中量 焼土粒子

中量

6.黄褐色   ロームプロック

7 暗赤褐色  焼土粒子多量 焼土プロ ノ

ク中量

8.灰褐色   焼 土粒 子 中量 粘 土 中量

しまり弱い

9.に ない赤褐色 焼土粒子多量

10.赤褐色

■.黒褐色   ローム粒子中量 しまり弱

12 暗褐色   ローム粒子中量 焼土小プ

ロック多量 硬 くしまる

13.褐色    ローム粒子多量 ローム小

プロック中量 硬 くしまる

0               1m
く

|

第88図 第37号住居跡カマ ド実測図

第関図 第37号住居跡出土遺物実測図

出土遺物観察表

=4             5

10Cm

図版番号 器  種 法量 (cnl) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

図８９
　
４

第 蓋

須 恵 器

Ｆ

　

Ｈ

つまみ。偏平4中 央が盛り上

がる。 色
砂
附
範

5%  P283
西部覆土

一 ■0-



図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備    考

図８９
　
５

第 蓋

須  恵 器

Ｆ

　

Ｈ

07

38

つまみ。偏平で,中央がわずか

に盛り上がる。
蠅
胞
魏

5%  P282
カマ ド覆土

図版番号 種  類 法       量   (cn) 備 考

6 不    明 全長50 最大幅32 最大厚09 板状 を呈 し,下端部 は丸味 をもつ。南東部覆上下層。 P L62 M31

7 刀    子 全長181 刀身長109 刀身幅23

刀身重ね03 茎長72

カマ ド付近覆土中層出上。             P L63 M32

第39号住居跡 (第90図 )

位置 14g6区。重複関係 SI-41よ り新しい。SK-80(新 旧不明)。 平画形 長方形。規模 3.90×

3.43m。 主軸方向 N-8°一W。 壁 外傾。壁高30～ 57clll。 壁薄 全周。上幅25～ 35cm,深 さ 3

～10cm。 床 ゆるい起伏。ビット 3か所。Pl(55× 35,-10cm)P2(52× 47,-28cm)P3(25X

22,-10cln) カマ ド 北壁中央。粘土で構築。焚善口部に凝灰岩を使用。全長205cm,幅 175cm,

煙道部の壁面への掘 り込みは約90cm。 煙道部に深さ20cm程度の小ピットを検出。火床は,床面よ

り30cm程深 く掘 り窪められ,焼土が多量に堆積 している。覆土 自然堆積。

遺物 土師器片 (甕,不,高台付不,蓋,皿)1207点。須恵器片 (甕,不,高台付不,蓋,盤 ,

壺)123点。鉄製品 (刀子 1,板状鉄製品 1)2点。鉄滓 1点。上師器不片の中に墨書が 1点含ま

れるが,刻 破ヽ片のため判読不可能。第92図 1・ 2の甕は,カ マ ド前面の床面上にまとまって,そ

の他の遺物は覆土中・下層から出上している。

備考 大型のカマ ドをもつ住居跡で,南側に隣接するSI-37と 同様な形態をもつ。 3か所のピ

ットのうち,柱穴と認められるのはP2のみである。
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第90図 第39号住居LI実測図

土層解説衰

1.暗褐色  ローム粒子中量

2.暗褐色  ローム粒子中量 しまり強い

3.黒褐色  炭化物極めて多量 粘性 。しまり弱い

4.暗褐色  粘土中量

5.暗褐色  ローム粒子中量 粘性強い

6.晴褐色  しま,弱 い

7.黒褐色  しま,弱い

8.暗褐色  ローム粒子多量 粘性 。しまり弱い

0            2m

-112-



Ｅ
Ｏ
．め
劇

コ
刊

カマ ド土層解説乗

1.暗褐色   ローム粒子中量

2.褐色    粘性弱い

3.灰黄褐色  粘性弱い

4.暗赤褐色  焼上粒子多量 粘性 。しまり弱い

5.暗褐色   粘性 。しまり弱い

6.におい赤樗色 焼土少量

7 にぶい黄褐色 粘土

8.になV功鶉 色 焼土粒子極めて多量 焼土小プロ

ック中量

9.によV坊鵡 色 焼土粒子多量 粘上中量

10.暗赤褐色  焼土粒子極めて多量 焼上小プロ

ック多量

11.に h・い赤褐色 焼土粒子極めて多量

12 暗赤褐色  焼上粒子多量

13.極暗赤褐色 ローム粒子中量 焼土粒子多量

14.明褐色

15.黒褐色   ローム小プロック中量 炭化物多

量

16.褐色    ローム粒子多量 粘性・ しまり弱

0               1m

第91図 第39号住居Ltlカ マ ド実測図

出土遺物観察表

図版番号 器   種 法量 (clll) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第92図

1

甕

土 師 器

A(246)

B〔 56〕

張りの強い胴部から,頸部は九

味をもって強く外反し,日縁部

は外方へ開く。口唇部は九い。

口頸部 内・外面,横ナデ。 砂粒 。長石・ス

コリア

橙色

普通

5%  P286
方マ ド付近床面

2

甕

土 師 器

A(204)

B〔 9_0〕

胴部 (上位 )は 内傾 して立 ち上

が る。頸部か ら口縁部 にかけて

丸味 をもって外反 し, 日縁端部

は上方 につ まみ上 げ られ る。

口頸部内・外面,横ナデ。胴部

内面,横位のヘラナデ。外面,

ナデ。

砂粒・長石

橙色

普通

5%  P284
カマ ド付近床面

3

不

土 師  器

A(14.0)

B 4.6
C 6_4

平底。体部は内彎しながら外傾

して立ち上がり, 日縁部でわず

かに外反する。

ロクロ整形。内面,ヘ ラ磨き,

黒色処理。底部,及び体部下端,

回転ヘラ削り。

砂粒

浅黄橙色

普通

50%  P289
中央都覆土中層

P L49

不

土 師 器

A(132)

B 4.5
C(68)

平底。体部は内彎しながら外傾

して立ち上がり,日縁部でわず

かに外反する。

ロクロ整形。内面,ヘ ラ磨き,

黒色処理。底部,及び体部下伍

回転ヘラ削り。

砂粒・婁母・ス

コリア

淡橙色

普通

40%  P290

北東部覆土

P L49

5

不

土 師 器

B(19〕

C 52
平底。 ロクロ整形。内面,ヘラ磨き,

黒色処理。底部,体部下伍 回

転ヘラ削り。

砂粒

浅黄橙色

普通

30%  P291

北西部覆土

ヘラ記号

高 台 付 不

土 師 器

A(14.8)

B〔 4.2〕

高台部欠損。平底。体部は内彎

気味に外傾 して立ち上がる。

ロクロ整形p内面,ヘ ラ磨 き,

黒色処理 。底部,回転ヘ ラ削 り

後,高台貼 り付 け。

砂粒・雲母

にない橙色

普通

60%  P288

南部覆土中層正

位

P L49
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図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色詞・焼成 備   考

第92図

7

高 台 付 不

上 師 器

B(24〕

D(76)
G 12

平底。「ハ」の字状に開く高台が

付 く。

ロクロ整形。内面,ヘラ磨き,

黒色処理。底部,回転ヘラ削り

後,高台貼り付け。

砂粒

浅責橙色

普通

10  P298

南東部覆土中層

逆位

高 台付 不

土 師 器

B(20〕

D 76
G l_1

平底。「ハコの字状に開く高台が

付 く。

ロクロ整形。内面,ヘラ磨き,

黒色処理。底都,回転ヘラ削り

後,高台貼り付け。

砂粒・雲母

橙色

普通

20%  P297

西壁際北部床面

直上

高 台付 不

須 恵 器

B(24〕

D(68)
G 08

平底。「ハ」の字状に開く高台が

付 く。

底部,回転ヘラ切り後,高台貼

り付1)。

砂粒

浅責橙色

不良

lo%  P299

東部覆土
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図版番号 器   種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備    考

第92図

10

皿

土 師 器

A(132)

B 22
C(68)

平底。体部はほぼ直線的に立ち

上がる。 日唇部は丸しヽ。

ロクロ整形。内面,ヘ ラ磨 き,

黒色処理。底部,及び体部下半 ,

回転ヘ ラ肖」り。

砂粒・雲母・ス

コリア

にぶい橙色

普通

20%  P298

カマ ド覆土

11

皿

土  師 器

A(130)

B 15
C(60)

平底。体部は軽 く内彎 しなが ら

立 ち上が る。 日唇部 は九い。

ロクロ整形。内面,ヘ ラ磨 き,

黒色処理。底部,及び休部下半 ,

回転ヘ ラ削 り。

砂粒・雲母 ・ス

コ リア

にぶ い橙色

普通

40%  P292

カマ ド覆土

P L49

12

高 台 付 皿

土 師 器

A(136)

B 29
D(58)

平底。ほぼ直立す る高台が付 く。

体部 は直線的に立 ち上が り, 口

唇部 は九い。

ロクロ整形。内面,ヘ ラ磨 き,

黒色塾理。底部,及び体部下端 ,

回転ヘ ラ削 り後 ,高台貼 り付 け。

砂粒

褐灰色

普通

40%  P296

北西部覆土

P L49

不

土 師 器

体 詈Б片。 内面,ヘ ラ磨 き,黒色処理。 砂粒

にない橙色

2%  P295

北西部覆土

塁書

14 須 恵 器

B〔 55〕

D 103
G 08

平底。短く,ほぼ直立する高台

が付 く。胴部は内彎気味に外傾

して立ち上がる。

底部,ナデ整形後,高台貼 り付

け 。

砂粒・長石

にぶ い橙色

普通

10%  P300

北西部覆土

ヘ ラ記号

図版番号 種  類 法       量   (cm) 備 考

15 板状鉄製品 杢長56 最大幅40 最大厚10 器面がか る く彎曲す る。 カマ ド覆土出土。      P L62 M34

鏃 全長 〔73〕  茎幅04× 03 茎の一部。木質付着。南部覆土中層出土。          M33

第40号住居跡 (第93図 )

位置 14e6区。重複関係 SK-56よ り古い。平面形 方形。規模 5.05× 4.75m。 主軸方向 N

-8°一W。 壁 直立。壁高35～ 53cm。 壁滞 東壁際に検出。上幅16～ 30cm,深 さ 3～ 5 cm。  床

平坦。 ピット 6か所。Pl(55× 41,-67cln)P2(30× 28,-70cm)P3(30× 30,-60cm)P4

(42× 36,-54cm)P5(46× 40,-13cm)P6(20× 20,-22cm)Pl～ P4が主柱穴。 カマ ド 北

壁中央。粘上で構築。全長155cm,幅125cm,煙道部の壁面への掘 り込みは約65cm。 火床は,床面

より20cm程度深 く掘 り窪め,多数の粘上を含む土で整地 して,そ の上面を使用 している。覆上 自

然堆積。

遺物 土師器片 (甕,不,鉢)857′く。須恵器片 (甕,ITh,高 台付不,蓋,壺)68点。鉄製品 (鏃)

1点。カマ ド付近及び南部の覆土中・下層に多 く出上 している。南壁際の床面直上に凝灰岩製の

支脚が横位で出上している。
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01 bl

土層解説装

1 黒褐色

2.暗褐色

3 黒褐色

4 褐色

5.赤褐色

01

ローム粒子中量

ローム粒子多量

ロー ム粒 子 中量

粘性強い

ローム粒子多量

ロー ム粒 子 多量

粘土小ブロック中

量

6.黒褐色  ロー ム粒 子 多量

粘性強い

7.暗褐色  粘土極めて多量

粘性強い

8 灰褐色  ロー ム粒 子 中 量

粘土多量 粘性強

9.黒褐色  ローム粒子中量

o              2m

３
／

第93図 第40号住居跡実測図
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カマ ド土層解説表

1.黒褐色   ローム粒子中量

2 にない黄褐色 粘土 粘性強い

3 暗褐色   ローム粒子多量

4 灰黄褐色  粘上 粘性強い

5.暗褐色   ローム粒子多量 焼土

粒子中量

6.によい黄褐色 焼土粒子中量 粘土極

めて多量 粘性強い

7 暗赤褐色  焼土粒子中量 粘土小

ブロック中量

8.にない赤褐色 焼 土粒 子極 め て 多量

焼土ガヽプロック多量

9 赤褐色   焼上粒子多量 焼土小

ブロック多量

10 褐色    ローム粒子中量 焼土

粒子中量 焼土小ブロ

ノク多量 粘土多量

褐色    粘性強い

暗褐色   粘土中量

に驚い赤褐色 焼土粒子多量 ローム

土中量

暗赤褐色  焼土粒子中量 焼土小

ブロック中量 粘上ブ

ロック中量

明褐色   ローム土多量

褐色    焼 土小 ブ ロ ッ ク多量

粘上中量

黒褐色   ローム刀ヽブロック中量

炭化粒子中量

Ｅ
Ｔ．め
Ｎ

″
―

刊

14

５

．

６

．
　

　

７
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0               1m

第94図 第40号住居跡カマ ド実測図

出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (9n) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第95図

1

甕

土 師 器

A(266)

B〔 101〕

胴部 (上位)は わずかに外傾し

て立ち上がる。頸部から口縁部

にかけて九味をもって外反し,

日縁端音Ыよ外上方につまみ出さ

オをる。

口頸部内・外面,横ナえ 胴部

内外面,ナデ。

砂粒・雲母・長

石

にな い橙色

普通

5%  P303
カマ ド付近覆土

中層

2

甕

土 師 器

A(211)

B〔 92〕

胴部は緩やかに内彎しながら立

ち上がり, 日縁部で外反する。

口唇部は丸い。

回縁部内・外面,横ナデ。胴部

内外面,ナデ。 内面に,部分 的

に輪積み痕 を残す。

砂粒・ 礫・事母

橙色

普通

5%  P302
北真部覆上下層

3

甕

土 師 器

A(208)

B〔 90〕

胴部 (上位)はわずかに内傾し

て立ち上がる。頸部は九味をも

って外反し,日縁部は外方へ開

く。

口頸部,及び胴部内面,横位の

ナデ。外面,縦位のヘラ削り。

内面に輪積み痕を残す。全体に

組い作りである。

砂粒・雲母

灰褐色

普通

10%  P301

カマ ド付近覆土

上層

4

甕

土 師 器

B(11.2〕

C l1 2

平底。胴部は,内彎気味に外傾

して立ち上がる。

胴部 内面,ナデ。外面,継・斜

位 のヘ ラ磨 き(磨滅 )。 底部粗 い

ヘ ラ削 り。

砂粒・石央・ 長

石

にない橙色

普通

10%  P304

中央部覆土 中

層,南東コーナ

ー付近中層

5

甕

土 師 器

B〔 63〕 丸底。底部から胴部にかけて,

内彎しながら立ち上がる。

内面,横・斜位のヘラナデ。外

面,継位のヘラ削り。

砂粒・石英

橙色

普通

10%  P305'

南西部覆上下層
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図版碁号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色詞・焼成 備   考

第95図

6

イ

土 師 器

B〔 41)

C(70)
平底。体部は外傾 して立ち上が

り, 日縁部は器厚を減じながら

直立する。

日縁部 内・外面,及び体部 内面 ,

横位 のナデ。外面,ナ デ。底部

及び体部下端 ,手持 ちヘ ラ削 り。

砂粒にぶい橙色

普通

30%  P307

中央部覆土中層

ヘラ記号

7

不

須 恵 器

A(108)

B 35
C 73

平底。体部は軽く外反しながら

立ち上がり,回唇部は丸い。体

部と底部との境に九味をもつ。

底部,回転ヘ ラ削 り。 砂粒

灰色

普通

70%  P309

南東部覆土中層

正位  P L53

8

不

須 恵 器

A 126
B 37
C 84

平底。体部 は外傾 して立 ち上が

り, 日唇部 は丸 い。体部 と底部

との境 は九味 をもつ。

底部,回転ヘ ラ削 り。 砂粒

灰色

普通

70%

P L53 P308

南壁際東部覆土

中層逆位

ヘラ記号

9

不

須 恵 器

A(137)

B 43
C 72

平底。体音Ыま外傾 して立 ち上が

り,日 唇部 は九 い。体部下位 に

鈍い稜 をもつ。

底部,回転ヘ ラ削 り 砂粒

浅黄橙色

普通

50%  P310

中央部床面,覆

土

P L53

lTh

須 恵 器

A(142)

B 49
C(68)

平底。体部 は外傾 して立 ち上が

り,回 縁部 でわずかに外反す る。

体部下位 に鈍 い稜 をもち,底部

との間に幅の狭 い面 を成す。

底部,ナデ。 砂粒・長石

灰黄色

普通

40%  P311

カマ ド覆土

不

須 恵 器

A(124)

B 42
C(76)

平底。体部 は外傾 して立 ち上が

り,日唇部 はやや尖 る。

底部,一定方向のヘ ラ削 り。 砂粒

灰色

普通

30%  P312

南西部覆土

高 台 付 不

須 恵 器

A 106
B 48
D 62
G ll

平底。体部は外反しながら立ち

上がり, 日唇部は丸い。体部下

位に稜をもち,底部との間に面

を成す。

底部,回転ヘラ切り後,高台貼

り付け。

砂粒

灰色

普通

80%  P317

北東部覆土中層

P L55

杯

須 恵 器

B〔 17〕

C 85
平底。体部と低部との境は九味

をもつ。

底部,回転ヘラ削り。 砂粒

灰 白色

普通

20%  P313

南東部覆上下

層,北東部覆上

ヘラ記号

不

須 恵 器

B〔 09〕

C 88
平底。 底部,回転ヘ ラ切 り後,手持 ち

ヘ ラ削 り。

砂粒

灰黄色

普通

30%  P314

南部覆土中層

ヘラ記号

士笠

器

頸

恵

長

須

B〔 104〕 口頸部片。頸部か ら日縁部にか

けて外反 しなが ら立 ち上が る。

砂 位

灰色

良好

10%  P318

南西部床面横位

図版番号 種   類 法       量   (cm) 備 考

鏃 全長 〔102〕  最大幅04 最大厚04 茎の一部。南部床面出土。             P L62 M35
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第41号住居跡 (第96図 )

位置 14g7区。重複関係 SI-39・ 42よ り古い。平面形 長方形。.規模 5。 51× 4.05m(推定値 )。

主軸方向 N-77°一E。 壁 外傾。壁高15～ 30cm。 壁滞 全周。上幅18～ 22cm,深さ 3～ 12cal,床

平坦。 ビッ ト 9か所。Pl(24× 20,-38om)P2(21× 20,-22cm)P3(35× 30,-13cln)P4

(37× 30,-27cm)P5(44× 42,-44cm)P6(25× 22,-43cm)P7(15× 15,-27cal)P8(30×

18,-53cm) P。 (床面位置での平面規模不明,-30cm) カマ ド 東壁南寄 り。SI-42に 切 られ

てお り,詳細は不明。周辺の床が焼け,凝灰岩プロックや焼上が散舌としていることか ら,カ マ ド

跡 と判断した。覆上 自然堆積。

遺物 土師器片 (甕,不,銚 平鉢)2,063,点。須恵器片 (甕,不,高台付不,蓋,盤)39′点。

土製品 1点。土師器甕を主に,遺構全域に散舌とした状態で出土 している。

所見 ピットは 9か所検出されたが,規模や位置関係か らみて,主柱穴を組む と思われるもの

は特定できない。平面形,カ マ ドの位置などか らみると,SI-36に類似 している。

第42号住居LI(第 96図 )

位置 14g7区。重複関係 SI-41よ り新 しい。平面形 方形。規模 3.18× 〔1.60〕 m。 主軸方

向 N-18°一W。 壁 外傾。壁高55cln。 壁薄 全周。上幅10～ 23clll,深 さ 4 clll。 床 平坦。ピッ

ト 無。カマ ド 北壁中央。粘土で構築。焚 き口部に凝灰岩を使用。全長 130cm,幅 〔60〕 cll,煙

道部の壁面への掘 り込みは約 70cll。 火床は,床面 とほぼ同じ高さである。火床左奥には凝灰岩製

の支脚 (径 8 cm,長 さ20cm程度)が立って出上 している。覆土 自然堆積。

遺物 土師器片 (甕,不,甑)599点。須恵器片 (甕,郭,蓋)35点。鉄製品 (鏃 1,小札 1)

2点。いずれも小破片で,覆土か ら出上 している。

備考 遺構が東側の調査区域外へ延びているため,全体 を捉えることはできなかった。
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土層解醜喪

1.暗褐色  ローム粒子中量

2.黒褐色  ローム粒子中量 凝灰岩小プロック極めて多量

3.黒褐色  ローム粒子多量 粘性弱い

4.暗褐色  ローム粒子多量 粘性・ しまり弱い

5。 褐色   ローム粒子極めて多量 ローム小ブロック中量 粘

性 。しまり弱い

6 黒褐色  ローム粒子多量 粘性 。しまり弱い

7.黒褐色  粘土中量 粘性強い

第98図 第41042号住居鯨実測図

ヽ

al

8.黒褐色  ローム粒子中量 焼土粒子中量 粘性強い

9.暗褐色  ローム粒子多量 ローム小ブロック中量 粘性・ し

まり弱い

10.黒 褐色  粘性・ しまり弱い

11.暗赤褐色 焼土粒子中量 粘性 。しまり弱い

12.暗褐色  ローム粒子多量

0              2m
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0              1ocm

第97図 第41号住居LTl出 土遺物実測図(1)
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れ
司/ゾ劉

第98図 第41号住居Ltl出 土遺物実測図(2)

0              1ocm

?訂てく

第41号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器   種 法量 (c ll) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色詞・焼成 備 考

第97図

1

甕

土 師 器

A(208)

B〔 6.3〕

頸部から日縁部にかけて丸味を

もって外反する。日縁端部は外

上方へつまみ出される。

口頸部内・外面,横ナ民 砂粒・婁母・ス

コリア

によい橙色

普通

5%  P285
北壁際西寄 り覆

土上層

甕

土 師 器

A(210)

B〔 6.3〕

直立気味に立ち上がった頸部が

上位で鋭 く屈曲し,日縁部はほ

ぼ水平方向へ開く。日唇部は九

くおさめられる。

口頸部内面,横ナデ。胴部内面

に輪積み痕を残す。外面は剣離

が著しく,調整不明。

砂粒・雲母

橙色

普通

5%  P32ユ

南東部覆土
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図版番号 器   種 法量 (cn) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第97図

3

甕

土 師 器

A(232)

B〔 81〕

張 りの弱い胴部か ら,頸部は「 く」

の字状 に屈 曲す る。 口縁端部 は

軽 くつ まみ上げ られ,日 縁部内

面には凹線 を巡 らす。

口頸部内・外面,横ナデ。胴部

内・外面,ナデ。

砂粒・雲母

ミス

橙色

普通

10%  P320

北東部覆土上層

4

甕

土 師 器

A(220)

B〔 45〕

頸部は「くJの字状に屈曲し,

日縁端部は外上方へつまみ出さ

イ■る。

口頸部 内・外面,横ナデ。 砂粒  雲母

にな い橙色

普通

5%  P324
商部床面直上

5

甕

土 師 器

A(206)

B〔 55〕

頸部から口縁部にかけて九味を

もって外反する。日縁端部は下

方へ軽く突出し, 日唇部は九く

おさめられる。

日頸部 内・外面,横ナデ。胴部

内面,横位 のヘ ラナデ。外面は

劉離のため,調整不 明。

砂粒・長石・ス

コリア

橙色

普通

5%  P325
南部覆上中層

6

甕

土 師  器

A(212)

B〔 61〕

張 りの強い胴部か ら,頸部は「 く」

の字状 に属 由す る。 口縁端部は

外上方へつ まみ出され る。

胴部 内面,横位 のヘ ラナデ。そ

の他,調整不明。

砂粒・雲母・長

石

にない橙色

普通

5%  P326
北東部覆土中層

7

甕

土 師 器

A(204)

B〔 40〕

張りの強い胴部から,頸部は「く」

の字状に屈曲する。口唇部は,

わずかに丸味を帯びる。

頸部直下 内面 ,横位 のヘ ラナデ。

その他 はナデか。

砂粒・長石・石

英

浅黄橙色

普通

5%  P327
北東部覆土中層

8

甕

土 師 器

A(224)

B〔 48〕

張 りの強い胴部か ら,頸部は「くJ

の字状 に屈 曲 し,口縁端部は ,

外上方へ軽 くつ まみ出され る。

口頸部 内・外面,横ナデ。胴部

内面,横位 のヘ ラナ デ。

砂粒・石英

橙色

普通

5%  P328
北東部覆土中層

甕

器

型

師

小

土

A(126)

B〔 48〕

頸音卜から口縁部にかけて綬く外

反して立ち上がり,日唇部は九

くおさめられる。端部外面には,

幅の広い沈線を巡らす。

口頸部 内・外面,横ナデ。胴部

内面,横位 のヘ ラナデ。外面 ,

維位 のハ ケ ロ整形。

砂粒・雲母

淡赤橙色

普通

5%  P329
東部覆土

第98図

10

甕

土 師 器

A(229)

B〔 88〕

頸音bか ら日縁部 にかけて緩 く外

反 して立 ち上が り, 日縁端部 は

外上方へ軽 くつ まみ出される。

口頸部 内・外面,横ナデ。胴部

内面,ナデ。外面,ll離が著 し

く調整不 明。

砂粒・雲母

橙色

普通

5%  P323
覆土

甕

土 師 器

A(206)

B〔 93〕

頸部か ら口縁部にかけて九味 を

もって外反す る。 日縁端部 は上

方へ軽 くつ まみ上げ られ る。

口頸部 内・外面,横ナデ。胴部

内面ナデ。外面,維位 のヘ ラ削

り。

砂粒 ・雲母・長

石

にない橙色

5%  P322
北東部覆土中層

蟹

土 師 器

A(220)

B〔 71〕

頸部から口縁部にかけて丸味を

もって外反する。日縁端部は外

上方へつまみ出される。

日頸部内・外面,横ナデ。胴部

内・外面,磨減のため調整不明。

砂粒・雲母・長

石

橙色

普通

10%  P319

北都覆上中・上

層

第97図

13

甕

土 師 器

B〔 57〕

C(100)

平底。胴部は,内彎気味に外傾

して立ち上がる。

内面,ナデ。外面,斜位のヘラ

磨き。底都,多方向のヘラ削り。

砂粒・雲母

にない橙色

普通

5%  P331
南東部覆土中層

甕

土 師 器

B〔 64〕

C 8_8
平底。胴部は,内彎気味に外額

して立ち上がる。

内面,ナデ。下端部に幅の狭い

ヘラナデの痕跡が残る。外面,

斜・積位のヘラ削り。底部,木

葉痕。

砂粒 。長石

にぶい橙色

普通

15%  P330

中央部・北部の

覆土 中層
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図版番号 器  種 法量 (clll) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備   考

第98図

15

鉢

土 師 器

A(238)

B〔 74)

胴部は内彎しながら立ち上がり,

日縁部で直立する。日唇部は働

くおさめられる。

口縁部内・外面,横位のナデ。

その他,ナデ。内・外面に輪積

み痕を残す。

砂粒

浅黄橙色

普通

5%  P332
北東コーナー付

近覆上下層

第97図

16

平   鉢

土 師 器

A(17.2)

B 68
C(148)

底部は平底。胴部はわずかに外

傾して立ち上がり,中位で外反

する。日唇部は平坦である。

内・外面 ともナデ。外面に輪積

み痕 を残す。底部,ナデ。

砂統

橙色

普通

20%  P333

南部覆土

不

須 恵 器

B〔 28〕

C(82)
底部は平底。体部は外傾 して立

ち上がる。

底部,多方向のヘラ削り。 砂粒

灰 白色

普通

30%  P334

南東コーナー付

近床面

高 台付 不

須 恵 器

B〔 38〕

D(112)

G 15

底部は平底。わずかに外側ヘエ

んばる高台が付く。体部下位に

鈍い稜をもち,高台部との間に

幅広い面を成す。

底部,回転ヘラ削り後,高台貼

り付け。

砂粒・ 長石

灰色

普通

20%  P336

北東コーナー付

近上層

盤

須 恵 器

B(2,7〕

D 12.0

G ll

底部は平底。外側にふんばる高

台が付 く。体部は綬やかに外傾

して立ち上がる。

底部,回転ヘラ削り後,高台貼

り付け。

砂粒

灰白色

普通

40%  P335

南東部床面

蓋

須  恵 器

A(126)

B 32
天丼部は緩やかに下降し,日縁

部はわずかに内側へすぼまるよ

うにして垂下する。

天丼部外周部 に 自然釉。 砂粒

灰色

普通

40%  P337

北東部覆土上層

図版番号 種  類 長 さ × 幅  × 厚 さ (cn) 重量 (g) 備 考

第98図

21

婉状土製品 口径 高 さ 小型の婉状を呈する。北東部覆土上層出土。   PL59 DP5

l④

0               1m

第99図 第42号住居LIIカ マ ド実測図

Ｅ
Ｏ
．蛉
劇
引
刊

カマ ド土層解説表

1.褐色    ローム粒子中量

2.灰褐色   ローム粒子中量 粘と極多量 粘性強い

3 褐色    ローム粒子中量

4.に h・サ翠破 色 粘性強い

5.に h・ Vヽ赤褐色 ローム粒子中量 焼土粒子多量

6.灰褐色

7.灰褐色   ローム粒子中量 炭化粒子中量 焼主粒子多量

焼土小プロック中量

暗褐色   焼土粒子中量

にとヤヽ赤褐色 焼土粒子極めて多量 焼土小プロック中量

によい言鶉色 粘土多畳

明褐色   焼土粒子中量 ローム土多量

８

９

１０

■

|

|

t_
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第100図  第42号住居跡出土遺物実測図

第42号住居跡出土遣物観察表   '
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図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色詞・焼成 楠   考

第100図

1

甕

土 師 器

A(188)

B〔 43)

頸部は「く」の字状に屈曲する。

日縁端部は内上方へつまみ上げ

られ,端部外面は内傾する。

口頸部内・外面,横ナデ。 砂粒・雲母

褐色

普通

10%  P338

南西部覆土

2

甕

土 師 器

B〔 45〕

C(96)
平底。胴部は外額 して立ち上が

る。

内面,ナデ。下端付近 に輪積み

痕。外面の調整 は不明瞭だが ,

縦位 のヘ ラ磨 きと思 われ る。底

部,木葉痕の上にナデ を施す。

砂粒・雲母

褐色

普通

5%  P339
カマ ド覆土

5

甕

土 師 器

B〔 25〕

C(6_2)

平底。胴部は外傾して立ち上が

る。

内面,ヘラナデ。外面下端付近 ,

横位のヘラ削り。底部,一定方

向のヘラ削り。

砂粒

にぶい橙色

普通

20%  P340

南西部覆土

4

不

須 恵 器

A(140)

B 48
C(78)

平底。体部は外傾 して立ち上が

り,日縁部で軽く外反する。日

唇部は九い。

底部 , ナデ。 砂粒

灰白色

普通

20%  P341

南西部覆土

5

不

須 恵 器

B〔 10〕

C(70)
平底。 底部,回転ヘ ラ切 り後 , ナデ。 砂粒

灰白色

普通

5%  P343
ヘラ記号

西部覆土P L52
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図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備 考

第100図

6

甑   か

須 恵 器

A(29.2)

B〔156)

胴部は,わずかに内彎しながら

井傾して立ち上がり,九 く屈曲

する口縁部が付 く。日縁端部は

上方へ軽 くつまみ上げられ,下

方へもわずかに突出する。

口縁部内・外面,横ナデ。胴部

内面,横ナデ。外面,斜位の平

行叩き後,横ナデ。

砂粒 。長石

灰白色

普通

10%  P345

カマ ド付近床面

直上

蓋

須 恵 器

F(31)
H〔 1_9〕

つまみ。隈高で,中央がわずか

に盛 りあがる。

砂粒

灰 色

普通

5%  P344
南西部覆土

図版番号 種  類 法       量  (cm) 備 考

8 鉄 全長 (56〕  最大幅0.4 最大厚03 茎の一部。西部覆土出上。 M37

9 /1ヽ     オし 全長 〔4_1〕  最大幅 〔1.6〕  最大厚 〔02〕 穿孔 1か所。西部覆土出土。           P L63 M36

第43号住居跡 (第 101図 )

位置 J4h3区。平面形・規模・壁。床 不明。カマ ド 火

床部のみ検出。上端径1.00× 80cm,深さ15clnの不整楕円形

で,底部のロームは焼けている。遺物 無。

備考 調査区域南端部の傾斜地に位置している。遺構確

認の段階で,床面以下まで削平されてお り,カマ ドの火床

部のみが検出される。

カマ ド土層解説表

1.にない瀧 色 焼土粒子多量 焼土小プロ

ック中量 粘土粒子中量

2 赤褐色   焼土粒子極めて多量

3,明褐色   焼けたローム

O       SOcm

中

第101図 第43号住居跡カマ ド
実測図

④ l

Ｅ
Ｏ
．Ｏ
Ｎ
引
刊
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備考 調査区域南端部の傾斜地に位置する。カマ ドと北東

部の床面が残存 し,西側か ら南側にかけては,遺構確認の段

階で既に削平されている。北東 コーナー付近の床面はカマ ド

付近よりやや低 く,焼土や炭化物が堆積 している。

出土遺物観察表

第44号住居跡 (第102図 )

位置 J4h3区。平画形・規模・壁・床 不明。カマ ド 火床部の

み検出。上端径 75× 55cra,深さ10cmの楕円形で,底面のロームが

焼けている。構築材の粘上がわずかに残る。遣物 無。

所見 SI-43の 南東2.5mに 隣接 してお り,遺構全体が残ってい

れば,SI-43と 重複 していたと考 えられる。

カマ ド土層解説表

1 赤褐色  焼土粒子極めて多量

2.明褐色  焼けたローム

3.褐 色   ローム粒子中量 粘土多量

中

第102図 第44号住居Ltl

カマ ド実測図

第45号住居跡 (第 104図 )

位置 J4hl区。平面形 方形。規模  〔3.50× 2.50〕 m。 主軸方向 N-19°一E。 壁 外傾。壁

高 0～ 86m。 壁滞 無。床 平坦。北東コーナー付近がやや窪む。ピット 無。カマ ド 北壁。

火床部のみ検出。上端径66× 64cm,深さ10cm。 焼上の周囲に粘土を検出(構築材)。 覆土 ローム

粒子を夕量に含む褐色土。残 りがわずかなため,堆積状況は不明。

遺物 土師器片 (甕)10点。須恵器片 (甕,郭,高台付j7h)

8点。第103図 1の高台付不は北東コーナーイ寸近の床面から,

他の刻ヽ破片とともに出上している。

O           SCm

ー第103図 第45号住居跡

出土遺物実測図

醜 需 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・娩成 備   考

図０３

　

・

第 高 台 付 杯

須 恵 器

A(132)

B 51
D 92
G l.4

平底。44R」 へふんばる高台が付

く。体部は軽 く外反しながら立

ちあがる。下位に鈍い稜をもち,

高台都との間に面を成す。

底部,回転ヘラ切 り後,高台貼

り1寸け。 色
鋭
願
魏

40%  P346

北東コーナー付

近床面

P L55
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A

く
|

O       socm

―

カマ ド土層解説衰

1.に 輩V坊鵡色 焼土粒子多量

2.によい方鵡色 ローム粒子中量 焼土粒子

多量

3.褐色    ローム粒子多量

4.灰褐色   粘土多量

5.明 褐色   ローム粒子多量

6.明褐色   焼けたローム層

7 明褐色   焼土ガヽプロック極めて多量

0               2m

第104図 第45号住居跡・ カマ ド実測図

第46号住居LII(第 105図 )

位置 14f4区。重複関係 SK-83よ り古い。平面形 方形。規模 4.71× 4.56m。 主軸方向 N

-19°一W。 壁 直立。壁高46～ 55cm。 壁溝 全周。上幅12～ 20cm,深 さ3～ 6 cm。 床 平坦。ピ

ット 5か所。Pl(25× 22,-65cm) P2(32× 25,-60cln)P3(28× 25,-66cm) P4(26× 25,一

66cm)P5(40× 31,-32cm)Pl～ P4が主柱穴。カマ ド 北壁中央。粘上で構築。焚き口部に凝

灰岩を使用。全長142cm,幅■3cm,煙道部の壁面への掘 り込みは約90cln。 火床は床面より10clla程

深 く掘 り窪められている。覆上 自然堆積。

遺物 土師器片 (甕,不,平鉢)1,640点。須恵器片 (甕,不,高台付不,盤,高台付皿,壺 )

144点。石製紡錘車 1点。第108図 5の甕 (口縁部片)は 中央部の床面から正位で, その横に第107

図 3の甕が潰れた状態で出土している。カマ ド内にも土師器甕の破片が多数出土 している。第108

図26の短頸壺はミニチュア土器 ともいえる刻ヽ形のもので,北西部の覆土から出上 している。

備考 床面中央部に,不整楕円形の浅い落ち込み (-10cm程度)を検出する。覆上に焼土を含

み,底面も焼けているので,鍛治に関する施設と想定 して調査を進めた力ヽ それに関する遺物も

無 く,性格を明らかにすることはできていない。

Ｅ

ｏ
．
Ｏ
Ｎ

A 23.7m
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B

A25.2m

B

上層解説表

1.黒褐色

2.黒褐色

3.暗褐色

4.暗褐色

5.黒褐色

6.黒褐色

7.黒褐色

8,褐色

ローム粒子中量

ロー ム粒 子 中量

炭化粒子多量

ローム粒子多量

ローム粒子多量

ローム粒子多量

ローム粒子多量

ローム粒子中量

ローム粒子多量

ローム小プロック

中量

2m

第105図 第46号住居跡実測図
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カマ ド土層解説表

褐色    硬 くしまる

褐 色

3.褐色

4 極暗赤褐色

5.赤掲色

6 黄褐色

7.極暗赤褐色

8.褐 色

9 にない黄褐色

10 褐色

11 にない黄褐色

12.にない黄褐色

13.褐色

14 にない赤褐色

15 灰褐色

16.にぶい黄褐色

17褐 色

18 にない赤褐色

19 黒褐色

ローム粒子中量 焼土

ブ ロック中量 粘性強

ローム粒子中量 粘土

中量 焼土粒子中量

焼 土粒子中量

焼 土極めて多量

焼 けたローム土

焼土 多量

ローム粒子中量

粘性強い

ローム粒子中量

粘性強い

粘土極 多量

ロー ム粒子中量

焼土粒子多量

焼土 多量

ロー ム粒子多量

ロー ム粒子中量 粘性

弱 しヽ

焼土粒子中量

焼土粒子中量 粘性弱

A25.2m
口

|

第 108図  第48号住居跡カマ ド実測図

出土遣物観察表

口
|

0               1m

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第107図

1

甕

土 師 器

A(246)

B〔224〕

E(272)

底部欠損。胴部は内彎しながら

立ち上がり,胴部上位に最大径

をもつ。頸著臣から口縁部すこかけ

て外反し,口唇部は九い。

口頸部 内・外面,横ナデ。胴部

内・外面,ナデ。部分 的に輸積

み痕 を残す。

砂粒・長石

橙色

普通

30%  P350

中央部・東部覆

上下層

2

甕

土 師 器

A 222
B〔 271〕

E 271

底部欠損。胴部は内彎しながら

立ち上がり,胴部上位に最大径

をもつ。頸部から口縁部にかけ

て九みをもって外反し, 口縁端

部は外上方へつまみ出される。

口頸部 内・外面,横ナデ。内面 ,

ナデ。外面,稚位 のヘ ラ磨 き。

砂粒・雲母・石英

にない橙色

普通

40%  P348

カマ ド付近覆土

中層  P L45

3

甕

土 師 器

A 217
B 285
C(107)

E(233)

平底。胴部 は内彎 しなが ら立 ち

上が り, 月同言卜上位 に最大径 をも

つ。頸部 は「 〈」 の字状 に屈 曲

し,日唇部 は丸 い。

日頸部内・外面,横ナデ。胴部

内面,横位のナデ。外面,斜位

の平行叩き後,ナデ。底部はへ

ラ削りか。

砂粒 。長石・雲母

にない橙 色

普通

80%  P347

北東部床面直上

P L45

第103図

4

甕

土 師 器

A 217
B〔114〕

九く張った胴部から,頸部から

口縁部にかけて大きく外反して

開き, 日縁端部は外上方へ軽 く

つまみあげられる。

口頸部内・外面,横ナデ。胴部

外面,ナデ。中位以下はヘラ削

り (磨滅が著しいため不明瞭)。

砂粒・長石・婁母

ス コ リア

にない橙色

普通

40%  P349

北西部覆土中層
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3S=ン4

0        10 Cm

第107図 第46号住居跡出土遺物実測図(1)

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色詞・焼成 備 考

5

甕

土 師 器

A 225
B〔 132〕

E(275)

張りの強い胴部が内彎しながら

立ち上がる。頸部から口縁部に

かけて九味をもって外反し, ロ

縁端部は外上方へつまみ上げら

オ生る。

口頸部 内・外面,横ナデ。 その

他,ナデ。

砂粒・雲母

にぶい褐色

不良

30%  P352

中央部床面直上

6

甕

土 師 器

A 214
B〔 98〕

張 りの強い胴部か ら,頸部は「 く」

の字 に屈 曲す る。 日縁端部 は外

上方へつ まみ出され る。

日頸部 内・外面,横ナデ。 その

他,ナデ。全体 に磨滅が著 しい。

砂粒・雲母・石央

にない橙色

普通

15%  P355

カマ ド覆土

7

甕

土 師 器

A(218)

B〔 81〕

頸部から口縁部にかけて外反 し,

日縁端部 は外上方へ軽 くつ まみ

出され る。

日頸部 内・外面,横ナデ。男Π部

内面,横位 のヘ ラナデ。外面 ,

ナデか。

砂粒

にぶい橙色

普通

25%  P351

中央部・南東部

覆土中・下層
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0             1ocm

第108図 第46号住居跡出土遺物実測図 (2)
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0              10Cm

24

第109図 第46号住居跡出土遺物実測図(3)
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図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第108回

8

甕

土 師 器

A(25 0)

B〔 69〕

頸部から日縁部にかけて,九味

をもって外反する。日碁部は九

口頸部 内・外面,横ナデ。頸部

直下 内面,横位 のナデ。外面 ,

Vjt位のヘ ラ削 り (剥離のため不

明瞭 )。

砂粒・雲母

橙色

普通

15%  P356

カマ ド覆土

養

器

型

師

小

土

A(142)

B(135〕

E(151)

胴部は内彎しながら立ち上がり,

上位に最大径をもつ。頸部は「く」

の字に鋭 く屈曲し,口縁端部は

外上方へつまみ出される。

日縁部から胴部上位まで,内外

面積ナデ。

砂粒・長石

灰褐 色

普通

30%  P353

カマ ド付近覆土

中層

第109図

10

甕

土  師  器

A(210)

B〔 99〕

胴部は内彎しながら立ち上がる。

頸部から口縁部にかけて丸味を

もって外反する。日縁端部は上

方へつまみ上げられる。

口頸部内・外面,横ナデ。胴部

内面,横位のヘラナデ。外面,

ナデ。

砂粒・雲母

橙色

普通

5%  P361
カマ ド覆土

甕

土 師 器

A(240)

B〔 92〕

胴言るはわずかに内彎 しなが ら立

ち上が り,頸部は「 く」の字状

に屈曲する。日縁端部は細くつ

まみ出され,外面に鈍い稜をも

口頸部内・外面,横ナデ。胴部

内面,横位のナデ。外面,維位

のヘラ削り。

砂粒・雲母 。長石

にな い燈色

普通

5%  P359

中央部中層

養

土 師 器

A(240)

B〔 73〕

頸部から回縁部にかけて丸味を

もって外反する。日縁端部は外

上方へ軽くつまみ出さんる。

口頸部 内・外面,横ナデ。 その

他 ナデ。

砂粒・雲母 。長石

にな い赤褐 色

普通

5%  P360
中央部床面直上

第108図

13

甕

土 師 器

B〔 8,7〕

C 60
平底。胴部 は内彎気味に外傾 し

て立 ち上が る。

胴部 内面,ナデ。外面,斜・縦

位のヘ ラ削 り。底部 ,ナデ。

砂粒

にな い橙色

普通

30%  P354

北東部覆土中層

不

土 師 器

A(142)

B〔 47〕

C 80

平底。体部は外傾 して立ち上が

り, 日唇部は九い。

ロクロ整形。内面,ヘ ラ磨き,

黒色処理。底部,回転ヘラ削り。

砂粒

浅責橙色

普通

30%  P864

北西部覆土

不

土 師 器

B(19〕

C(78)
平底。 ロクロ整形。内面,ヘ ラ磨き,

黒色処理。底部,一定方向のヘ

ラ肖Jり 。

砂粒  ス コ リア

橙色

普通

10%  P365

北東部覆土

第109図

16

鉢

土 師 器

A(236)

B〔 89〕

胴部はゆるやかに内彎しながら

立ち上がり,日 縁部で外反する。

日唇部は九い。

胴部 内面,横位 のナ デ。外面 ,

縦位 のヘ ラ削 り(磨滅が著 し く,

不明瞬 )。

砂粒

橙色

普通

5%  P357
カマ ド付近覆土

中層

第108図

17

平   鉢

土 師 器

A(185)

B 6_8
C 144

平底。胴部はわずかに外傾 して

立ち上がる,口唇部は平坦な面

である。

底部,胴部 内外面 ともナデ。胴

部 内外面に,部分 的に輪積み痕

が残 る。

砂粒・雲母・長石

にぶい橙色

普通

30%  P363

カマ ド付近覆土

中層

第109図

18

不

須 忘 器

A(138)

B 44
C(84)

平底。体部は軽く外反しながら

立ち上がる。日唇部は九い。

底部,回転ヘラ切 り後,軽いナ

デ。

砂粒

灰 自色

普通

30%  P368

中央部覆土

ヘラ記号P L53

不

須 恵 器

A(135)

B 4_8
C(70)

平底。体部は外傾して立ち上が

り,日縁部でわずかに外反する。

底部,回転ヘ ラ切 り後 , ナデ。 砂粒・長石

灰 白色

普通

40%  P366

中央部覆土中層

P L53
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図版番号 器   種 法量 (伽 ) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

不

須 志 器

B(41〕

C(76)
平底。体部は外傾してたち上が

る。

底部,回転ヘラ切 り後,一定方

向の雑なナデ。

砂粒

灰色

普通

40%  P370

北西部覆土

ヘラ記号

IFN

須 恵 器

B〔 25〕

C 80
平底。体部 は外傾 して立 ち上が

る。下端付近 に稜 をもつ。

底部, 回転ヘ ラ切 り後 , ナデ。 砂粒

灰色

普通

50%  P367

中央部覆上下層

高 台 付 不

須 恵 器

A(144)

B 57
D(88)
G l_4

平底。「ハ」の字状 に開 く高台が

付 く。体部 は軽 く外反 しなが ら

立 ち上が る。下端付近に稜 をも

ち,高台部 との間に幅狭 な面 を

成す。

底部,回転ヘラ切り後,高台貼

り付1す。

砂粒

にない橙色

普通

30%  P371

北東部覆土

高 台 付 不

須 恵 器

B(35〕

D 71
G 10

平底。「ハ」の字状 に開 く高台が

付 く。体部は外傾 して立 ち上が

る。下端付近 に稜 をもち,高台

部 との間に幅狭 な面 を成す。

底部,回転ヘラ切 り後,高台貼

リイ寸1)。

砂粒

黄灰色

普通

50%  P372

北西部覆土中層

ヘラ記号

盤

須 恵 器

A(167)

B 45
D 106

平底。外刹へ軽 くふんばる高台

が付 く。体部は緩やかに外傾 し

て立ち上がる。日縁部は外反し

て開き, 日碁部は丸い。

底部,回転ヘラ削り後,高台貼

り付1)。

砂粒

にぶい赤褐色

普通

80%  P378

西部床面直上

ヘラ記号P L57

盤

須 恵 器

A(172)

B 40
D l1 8

G ll

平底。「ハ」の字状に開く高台が

付 く。体部は緩やかに外傾して

立ち上がる。口縁部は軽く外反

し, 日唇部は九い。

底部, 回転ヘラ削り後,高 台魅

り付け。

砂粒

灰色

普通

60%  P379

南部床面直上

ヘ ラ記号 P L57

第108図

26

小型短頸壷

須 恵 器

B〔 52〕

C(50)
平底。わずかに内彎気味に外傾

して立ち上がり,肩部が強く張

る。頸喜騨よ上方へ屈曲し,短い

口縁部が直立する。

体部下端,手持ちヘラ削 り。底

部,多方向のヘラ削り。

砂粒

褐灰色

普通

35%  P376

北部覆土

図版番号 種  類 長 さ×幅 ×厚 さ (cm) 重量 (g) 備 考

土製紡錘車 58× 57× 14 南東コーナー付近覆土上層。  PL59 DP6
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第47号住居跡 (第 111図 )

位置 14a7区。平面形 方形。規模 4.51× 〔2.82〕 m。 主軸方向 N-18°一W。 壁 直立。壁

高30～ 32cm。 壁滞 全周。上幅 8～ 15cm,深 さ6～ 10cm。 床 平坦。ビット 1か所。Pl(62×

52,-32cm)カ マ ド 北壁。粘土で構築。補強に凝灰岩を使用。全長128cm,幅 110cm。 煙道部の

壁面への掘 り込みは約90cm。 水床は,床面より15cm程深 く掘 り窪められている。底面のロームが

火熱を受けて焼土化 した層は10cm程にもなる。覆上 自然堆積。

遺物 土師器片 (甕,高台付不)244点。須恵器片 (甕,郭,高台付不,蓋)38点。祗石 1点。

鉄製品 (焼印)1点。土器はいずれも破片の状態で,北東部を中心に出上 している。第■0図 9の

焼印は『子』の字を象ったもので,北壁際西寄 りの床面直上から出上している。

備考 本跡は東側の調査区地域外へ延びている。

第110図 第47号住居 Ltl出 土遣物実測図

出土遺物観察表

9

10Cm

図版番号 種  類 法     量 (cm) 備 考

第■0図

9

焼   FΠ 全長■ 1 最大幅82 最大厚03 「子Jの字状を呈する。中央に柄を差し込んだと思われ

る小孔 (04× 0 3cm程 度)を もつ。北壁際西部床面直上

出上。                P L63 M38
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0                1m

第111図 第47号住居跡・ カマ ド実測図

住居跡土層解説表

1.暗褐色  ローム粒子多量

2.黒褐色  ローム粒子多量

3.暗褐色   ローム粒子多量  ローム小プロック中量

4.灰褐色  ローム粒子中量 粘性強い

5.明褐色  粘性強い 硬 くしまる

6.黒褐色  ローム粒子中量 粘土多量  しまり弱い

7.明赤褐色 焼土粒子多量 粘性・ しまり弱い

8.灰褐色  粘土極めて多量 粘性強い

9.褐色   ローム粒子中量

10.黒 褐色  ローム粒子中量

11.暗褐色  ローム粒子中量  しまり弱い

12.褐 色   ローム粒子中量 焼土粒子中量 粘性 。しまり

弱い

13.褐 色   ローム粒子多量 粘性 。しまり弱い

14.暗褐色  ローム粒子少量

カマ ド土層解説表

1.黒褐色

2.黒褐色  ローム粒子中量

3.黒褐色  ローム粒子中量 粘土多量 粘性強い

4.暗褐色  ローム粒子中量 粘土中量

5.暗褐色  ローム粒子中量 粘土中量

6.暗褐色  焼土粒子中量 粘土多量 粘性強い

7.黒褐色  ローム粒子中量 粘土中量

3.暗赤褐色 焼土粒子中量 粘土多量

9.暗褐色  ローム粒子多量

10.褐 色   ローム粒子多量

11.暗褐色  焼土粒子中量 焼土小ブロック中量 粘土中量

12.暗赤褐色 焼土粒子極めて多量 焼ニプロック少量

13 暗赤褐 色 炭化粒子多量 炭化物中量 焼土粒子多量

14.明褐色  焼けたローム粒子 極めて多量
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回版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第■0回

1

甕

土 師 器

B〔 76〕

C(92)
平底。胴部は外額 して立ち上が

る。

胴部 内面,横位 のナデ。外面 ,

維位 のヘ ラ磨 き。底部,一定方

向のヘ ラ削 り。

砂 位

褐灰色

普通

20%  P382

南壁際床面

2

高 台 付 邪

土 師 器

B〔 18〕

D 86
G 12

平底。「アヽ」の字状に開く高台が

1「ヽく。

ロクロ整形。 内面,ヘラ磨 き,

黒色処理。底部,回転ヘ ラ削 り

後,高台貼 り付け。

砂粒・雲母

橙色

普通

30%  P384

中央部床面

3

不

須 恵 器

A 132
B 47
C 65

平底。体部は外傾 して立 ち上が

り,上位 で軽 く外反す る。

底部,回転ヘ ラ切 り後,粗いナ

デ 。

砂粒

灰責色

普通

100%  P385

北西部床面直上

P L53

4

不

須 恵 器

A(138)

B 43
C 78

平底。体部 は器厚 を減 じなが ら,

外傾 して立ち上が り,上位か ら

口縁部にかけて軽 く外反す る。

底部,回転ヘ ラ切 り後,ナデ。 砂粒

灰色

普通

70%  P386

北西部,カマ ド

付近覆土中層

ヘラ記号

P L53

5

不

須 恵 器

A 135
B 48
C 73

平底。体部 は外仮 して立ち上が

る。 口唇部は九 い。

底部,回転ヘ ラ切 り後,ナ デ。 砂粒

灰色

良好

65%  P387

カマ ド仕近,中

央部覆土中層

P L53

郭

須 恵 器

A(142)

B 51
C 80

平底。体部は外傾 して立ち上が

り,回縁部でわずかに外反する。

底部,回転ヘ ラ切 り後 , ナデ。 砂粒

にぶい褐色

普通

40%  P388

南部覆上下層

ヘラ記号P L52

7

郭

須 恵 器

B〔 26〕

C(82)
平底。体部は外傾して立ち上が

る。

底部,回転ヘ ラ切 り後 , ナデ。 砂粒

灰 白色

普通

10%  P390

北西部覆土

ヘラ記号

高 台 付 17N

須  恵 器

B(29〕

D 68
G 13

平底。「ハ」の字状に開く高台が

付く。体部下位に稜をもち,高

台部との間に幅の狭い面を成す。

底部,回転ヘ ラ切 り後,高台貼

り付 け。底部,ナ デ。

砂粒・長石

灰色

普通

50%  P391

南西部床面直上

第48号住居跡 (第112図 )

位置 14b5区。重複関係 SK-42(新 旧不明)平面形 方形。規模 4.72× 4.45m。 主軸方向

N-14°一W。 壁 直立。壁高38～ 47cln。 壁滞 ほぼ全周。上幅 5～ 18cm,深 さ 3～ 5 cm。 床 平

坦。 ピッ ト 6か列Fo Pl(22× 20,-64cm)P2(20× 15,-70cm)P3(25× 22,-68cm)P4(20×

20,-57cm)P5(28× 27,-38cm)P6(25× 16,-25cm)Pl～ P4が主柱穴。カマ ド 北壁中央。

粘土で構築。焚 き口部に凝灰岩を使用。全長195cm,幅94cm,煙道部の壁面への掘 り込みは約 110

cm。 火床は床面 とほぼ同じ高さである。覆土 人為堆積。

遺物 土師器片 (甕)59点。須恵器片 (不)2点。出土量は極めて少ない。第114図 1の甕は中

央部付近の覆土から出上 した破片を接合 したものである。

備考 カマ ドの煙道部が他に比べて細長 く,緩やかに掘 り込まれていること,袖部が壁面より

も内側へ突き出すようにして構築されていることなどが特徴的である。
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A25.2m

土層解脱表

1.褐色   ローム粒子多量

2.暗褐色  ロー ム粒 子 中量

粘性弱い

3.暗褐色  ロー ム粒 子 多量

粘性弱い

4.暗褐色  ロー ム粒 子 多量

ローム小プロック

中量

5.暗褐色  ローム粒子極めて

多量 ロームイヽブ

ロック中量 硬 く

しまる

6.暗褐色  ロー ム粒 子 多量

ローム中プロック

中量 粘上ブロッ

ク中量

7.褐 色   ロー ム粒 子 多量

ローム小プロック

多量

8.暗褐色  ロー ム粒 子 多量

黒褐色上プロック

中量

9.暗褐色

10.褐 色

ロー ム粒 子 中量

粘性強い

ロームイヽプロック

多量 ローム粒子

極 め て 多量 粘

性・ しまり弱い

第112図 第48号住居ltl実測図
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カマ ド土層解説表

1.黒褐色

2.に よい黄調色 炭化粒子中量 粘上多量

3.黒褐色   ローム粒子中量  ローム小 ブ ロック中

量

4.暗褐色   ローム粒子中量

5 褐色    ローム粒子多量 粘性 。しま り弱い

6.に よい黄栂色 粘土極めて多量 粘性強い

7.暗褐色   ローム粒子極めて多量

8.褐色    ローム粒子多量 粘土 中量

9.黒褐色   粘土中量

10.にない黄褐色 粘性強い

■.に ない芸消色 粘土極めて多量

12.褐 色    粘上粒子中量 焼土プロック中量 粘

土中量

13.暗 赤褐色  ローム粒子中量 焼土粒子中量

14.褐 色    ローム極めて多量 ローム小 プロック

中量

15。 暗赤褐色

16.によい赤褐色

17 暗赤褐色

18. にない赤褐色

19.明 褐色

20.黄褐色

焼土粒子中量  しまり弱い

焼土粒子極めて多量  しま り弱い

焼土粒子多量 ローム粒子 多量

焼土粒子多量

粘性・ しまり弱い

0               1m

第113図 第48号住居跡カマ ド実測図

Scm

ー第114図 第48号住居跡出土遺物実測図

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第■4図

1

甕

器

型

師

小
　
土

A(148)

C 59
平底。胴部は内彎しながら立ち

上がり,頸部は「 く」の字状に

ゆるく屈曲する。日唇部は丸い。

口頸部内・外面,横ナデ。胴部

内外面,ナデ。わずかに輪積み

痕を残す。

弧

灰褐色

普通

50%  P392

中央部覆上に散

舌し
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第49号住居跡 (第 115図 )

位置 14c4区。平面形 長方形。規模 2.75× 2.38m。 主軸方向 N-12°一W。 壁 直立。壁高

43～ 50cm。 壁滞 全周。上幅11～ 25cm,深さ 4～ 10cal。 床 平坦。ピット 1か所。Pl(23× 20,一

37clll)。 カマ ド 北壁東寄 りを粘上で構築。焚き口部に凝灰岩を使用。全長104cm,幅110cm,煙道

部の壁面への掘 り込みは約75cm。 火床は,床面より5 cln程深 く窪められている。覆土 人為堆積。

遺物 土師器片 (甕,不)103点。須恵器片 (甕,郭,高台付不,蓋,盤)13点。祗石 1点。第

117図の3の蓋は,内面を斜め上方へ向けるようにして,カ マドの上から出土している。1の甕は,

カマ ドにかけられていたものが押し潰されたような状態で出上している。

備考 凝灰岩の切石でカマ ドの焚き口部を構築 した状態が良好に残っている。

45.2m

土層解説表

1.暗褐色

2.褐色

3.黒褐色

4.褐色

5.褐色

6.褐色

7.暗褐色

8.褐色

9.黒褐色

Ю.褐色

パ
一Ｔ ローム粒子中量 硬 くしまる

ローム粒子多量 ロームオヽプロッタ

多量 硬 くしまる

ローム粒子多量 ロームイヽプロック

多量 硬 くしまる

ローム粒子多量

ローム粒手極めて多量 ローム小ブ

ロック多量 硬 くしまる

ローム粒子中量 粘性強い

ローム粒子多量 粘性 。しまり弱い

ローム粒子多量 粘性強い

硬 くしまる

ローム土多量

o              2m

第115図 第49号住居跡実測図
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A249m

4.灰褐色

5.に hrぃ黄褐色

6.暗褐色

7 褐色

8.褐色

9. にない黄栂色

10.灰黄褐色

11. に h・い黄褐色

12.灰褐色

13.にオい赤褐色

14 暗褐色

15 暗褐色

16.に ない褐色

17.赤褐色

18.明褐色

19.明 褐色

20.に 鎌いA4B色

21.褐色

22.褐色

第116図 第49号住居跡・ カマ ド実測図

口
|

0               1m

ls=%

カマ ド上層解説表

1.に h・い黄鵡色 粘性強い

2.黒褐色   ローム粒子中量

3.暗褐色   ローム粒子極めて多量 ロームガヽブロ

ック中量 黒色土プロック中量 粘性

しまり弱い

ローム粒子中量 粘土多量

粘性極めて強い 硬 くしまる 粘土多

量

硬 くしまる

ローム粒子極めて多量 ローム小プロ

ック中量 粘性強い

ローム粒子多量 ローム小プロック中

量 粘土中量 粘性強い

粘性極めて強い

粘性強い

粘性強い

焼土粒子中量 粘土多量

粘性 。しまり弱い

ローム粒子中量 炭化粒子中量 焼土

粒子中量

焼土粒子中量 焼土中量  しまり弱い

凝灰岩ブロック多量

焼土粒子極めて多量

焼けたローム

粘性 。しまり蕩い

粘性強い

ローム粒子多量

ローム粒子多量 粘土多量 粘性強い

0              10Cm

Φ
一

口
|

第117図 第49号住居跡出土遺物実測図
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図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色詞・焼成 備   考

第117図

1

甕

土  師  器

A 206
B〔 218〕

底部欠損。胴部 は内彎 しなが ら

立 ち上が り,上位 に最大径 をも

つ。頸部 は「 く」の字状 に屈曲

し, 日縁端部 は外上方へつ まみ

出され る。

口頸部 内 外面,横ナデ。胴部

内面,横・斜位 のナデ。外面 ,

維位 のヘ ラ削 り (磨減が著 しく

詳細 は不明 )。

砂粒・宴母・ス

コリア

にない橙色

普通

30%  P393

カマ ド覆土

2

甕

土 師 器

B(35〕

C(98)
平底。胴部は外傾して立ち上が

る。

胴部下端外面,指頭圧痕。

胴部 内面,横位 のヘ ラナデ。

底部 , ナデ。

砂粒

にな い橙色

普通

5%  P395
北西部覆土

3

蓋

須  恵 器

A 154
B〔 27〕

天丼部は浅い。頂部からなだら

かに下降し,外周部で軽く外反

する。日縁部は短く垂下する。

つまみ欠損。

天丼部,径 10cmに わた り回転へ

ラ肖Uり 。

粒

色

通

砂

灰

普

95%  P396

カマ ド上面

出土遺物観察表

第50号住居跡 (第 119図 )

位置 14a3区 。平面形 方形。規浪  4.02× 3.82m。 主軸方向 N-10°一W。 壁 直立。壁高

35～ 43cm。 壁滞 全周。上幅15～ 30cm,深 さ 3～ 4 cm。 床 平坦。ピッ ト 4か所。PI(45× 20,一

38cm)P2(27× 26,-37cm)P3(30× 23,-52cm)P4(40× 30,-47cm)Plの 周囲は直径70

cm程度の範囲で浅 く (-10cm)落 ち込んでいる。P2は やや外側へ傾 く。P3,P4の深さは確認面か

らの深さである。カマ ド 北壁中央。粘土で構築。焚き口部に凝灰岩を使用。全長128cm,幅■5

cm,煙道部の壁面への掘 り込みは約60cm。 火床は,床面より5 cm程 深 く掘 り窪め られている。火

床中央に,凝灰岩製の支脚が 2本,縦に並んで据えられて出土 してお り,そ の周囲に灰が多量に

カマ ド土層解説表

1 褐色    焼土粒子多量 粘土多量

2.にない赤褐色 焼土粒子中量

3.褐色    焼土粒子中量 粘土多量

4.に筆い赤褐色 焼土ガヽプロック多量

5.褐色    焼土粒子中量 粘上多量

6 赤褐色   焼土粒子極めて多量 焼土小ブロック多

量

0               1m

第118図 第50号住居跡カマ ド実測図

赤褐色   焼上粒子極めて多量

におい赤褐色 焼土粒子多量 焼土小プロック中量

にとい方絹色 焼土粒子多量 焼土小プロック多量

暗褐色   ローム粒子中量 焼土粒子多量

暗褐色   ローム粒子中量  ローム小ブロック中量

赤褐色   粘性弱い 硬 くしまる

暗赤褐色  焼土粒子多量 焼土小プロック中量

明褐色

く
|
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Ａ
一
一
Ｂ

堆積 している。覆土 自然堆積。

遺物 土師器片 (甕,不,高台付不)744点。須恵器片 (甕 ,

片 1点。鉄製品 (鏃 3,鎌 1)4点。須恵器の高台付不が多く,

には 4点 (第 120図 6。 7・ 8。 10)ま とまって出土している。

A25.2m

不,高台付不,蓋)146点。陶器

カマ ド付近から北東部の床面上

al   
土層解説表

1.暗褐色   ローム粒子中量 硬 くしま

る

2.暗褐色   ローム粒子多量 ローム小

プロック中量

3.に よ▼坊鵡色 炭化粒子中量 炭化物中量

焼土粒子極めて多量 焼土

ガヽプロック多量 粘性 し

まり弱い

4.暗褐色

5,暗褐色   ローム粒子多量 ローム小

プロック中量

6.黒褐色

7.暗褐色   ローム粒子中量

8.褐色    ローム粒子極めて多量 粘

性・ しまり弱い

9.黒褐色   ローム粒子中量 硬 くしま

る

10.暗褐色   ローム粒子中量 粘性弱い

0               2m

じ
一
下

多

・ i」 帥

『

C ご
一

第119図 第50号住居跡実測図
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第120図 第50号住居跡出土遺物実測図

出土遺物観察表

回版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第120図

1

甕

土 師 器

A(216)

B〔 56〕

頸部は「く」の字状に屈曲し,

日縁端部は外上方へつまみ上げ

らオをる。

口頸部内・外面,横ナデ。 砂粒・雲母

橙色

普通

5%  P399
カマド覆土
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回版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色詞・焼成 備 考

2

甕

土 師 器

A(181)

B〔 88〕

胴言Mま 内彎しながら立ち上がる。

頸部は「く」の字状に屈曲し,

口縁端部は上方へつまみ上げら

ヤ■る。

口頸部 内・外面,横ナデ。胴部

内面,横位 のヘ ラナデ,外面 ,

ナデ。

砂粒 雲母

にない赤褐 色

普通

5%  P398
カマ ド付近覆土

下層

3

甕

器

型

師

小

土

A(138)

B 109
C 74

平底。胴部は球形を呈し,中位

に最大径をもつ。頸部は「 く」

の字状に外反する。口縁部は上

方へ屈曲し,日唇部は九くおさ

められる。

回頸部 内・外面,横ナデ。胴部

内面,横位のヘ ラナデ。外面 ,

ナデ。胴部下端付近,横位 のヘ

ラ削 り。底部,木葉痕。

砂粒 ,雲母・ 石

英

にぶい赤橙 色

普通

70%  P397

東壁際北部覆土

下層  P L45

4

高 台 付 不

土 師 器

B〔 24〕

D 80
G 15

平底。「ハ」の字状に開く高台が

付く。

ロクロ整形。 内面,ヘラ磨 き,

黒色処理。底部,回転ヘ ラ削 り

後,高台貼 り付け。

砂粒・ ス コ リア

に h・ い橙色

普通

30%  P400

北壁際東部床面

直上

杯

須 恵 器

A(138)

B 45
C 79

平底。体部は内彎気味に外傾 し

て立ち上がり,口縁部で軽く外

反する。

底部,回転ヘ ラ切 り後 , ナデ。 砂粒

灰 白色

普通

30%  P401

カマ ド付近覆土

中層  P L53

6

高 台 付 邪

須 恵 器

A 198
B 59
D 79
G 15

平底。「ハ」の字状 に開 く高台が

付 く。体言臣は外傾 して立 ち上が

り, 日縁部 で外反す る。体部下

位 に鈍 い稜 をもち,高 台部 との

間に面 を成す。

底部,回転ヘラ削り後,高台貼

り付け。

砂粒・ 長石

灰色

普通

80%  P410

北壁際東部床面

逆位  P L55

7

高 台 付 不

須 恵 器

A 130
B 59
D 74
G 15

平底。「ハ」の字状に開く高台が

付 く。体言巨は外傾 して立ち上が

り,日縁部で外反する。体部下

位に稜をもち,高台都との間に

幅広の面を成す。

底部,回転ヘラ削り後,高台貼

り1寸け。

砂粒 。長石

責灰 色

不良

95%  P402

北京都床面逆位

P L55

8

高 台付 不

須 恵 器

A(142)

B 48
D 86
G 12

平底。「ハ」の字状 に開 く高台が

付 く。体部 は外反 しなが ら立 ち

上が る。下位 に鈍 い稜 をもち,

高台都 との間に面 を成す。

底部,回転ヘラ切り後,回転ヘ

ラ削り,高台貼り付け。

砂粒灰色

普通

70%  P404

カマ ド付近床面

直上北西部覆土

ヘ ラ記号 P L55

9

高 台付 lTN

須 恵 器

A 130
B 61
D 78
G 13

平底。「ノ＼」の字状 に開 く高台が

付 く。体音団ま外反 しなが ら立 ち

上が る。下位 に強 い稜 をもち,

高台部 との間に幅広の面を成す。

底部,回転ヘ ラ切 り後,ナデ ,

高台貼 り付 け。

砂粒・長石

灰色

良好

100%  P409

南壁際東部覆土

下層横位

ヘラ記号P L55

高 台 付 不

須 恵 器

A 125
B 61
D 77
G 13

平底。「ハ」の字状に開く高台が

付 く。体部は外反しながら立ち

上がる。下位に稜をもち,高台

部との間に面を成す。体部が大

きく歪む。

底部,回転ヘラ切り後,ナ几

高台貼り付け。

砂 位

灰色

普通

80%  P403

北東部床面

ヘラ記号P L55

高 台付 ●
FN

須 恵 器

B(40〕

D 78
G 14

平底。外制へふんばる高台が付

く。体部下位に稜をもち,高台

部との間に面を成す。

底部,回転ヘ ラ切 り後,回転へ

ラ削 り,高台貼 り付け。

砂粒

灰 白色

普通

20%  P407

中央部覆上下層

ヘラ記号
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図版番号 種   類 法    量 (cn) 備 考

鏃 全長 〔61〕  最大幅06 最大厚04 茎の一部,北東部床面 出土。                M39

鏃 全長 〔6_1) 最大幅04 最大厚03 茎の一部。東部床面出土。                 M40

鏃 全長 〔88〕 最大幅12 最大厚04 鏃身基部から茎にかけての破片。南東部覆土出土。  P L63・ M41

鎌 全長 〔46〕  基端部幅32 基端部厚 03 接柄部破 片。基端部折 り返 し。 カマ ド覆土出土。   P L63・ M42

第51号住居跡 (第 122図 )

位置 H4jl区。平面形 長方形。規模 2.84× 2.48m。 主軸方向 N-88°一E。 壁 直立。壁高

29～ 35cm。 壁滞 全周。上幅20～ 35cm,深さ 8～ 10cm。 床 平坦。ピット 2か所。Pl(20× 20,一

13cm)P2(16× 16,-19cm)カ マ ド 東壁南寄 り。粘上で構築。全長105cm,幅 100cm,煙道部の

壁面への掘 り込みは約60cm。 火床は,床面より10om程深 く掘 り窪められている。覆上 自然堆積。

遣物 土師器片 (甕,不,平鉢)805点。須恵器片 (甕,不,高台付不,蓋)93点。祗石 1点。

いずたも小破片で,覆土から出上している。

備考 東壁にカマ ドをもつ住居跡の 1つ。床面の硬い部分はカマ ド前面の限られた範囲で,周

辺部はあまり硬 くなく,西・北側は壁濤に向かって緩 く傾斜している。

3

0              10Cm

第121図 第51号住居Ltl出 土遺物実測図

出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 色調・焼成 備   考

第121図

1

甕

土 師 器

A(220)

B〔 171〕

E(233)

胴部の張りは弱い。頸部から口

縁部にかけtroる く外反する。

日碁部は九くおさめられる。

口頸部内・外面,横ナデ。胴部

内面,横・斜位のヘラナデ。外

面,縦位のヘラ削り。

砂粒・看英

に h・ い橙色

普通

10%  P41
南東部床面直上
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住居跡土層解説喪

1.暗褐色  粘性・ しまり弱い

2.褐色   ローム粒子中量 粘性・ しま

り弱い

3 褐色   ローム粒子多量  ロー ム小ブ

ロック中量 粘性弱い

4.暗褐色  粘性 。しまり弱い

5.暗褐色  ローム粒子中量 粘性 。しま

り弱い

6.暗褐色

7.暗褐色  ローム粒子中量 粘性 。しま

り弱い

8.暗褐色  ローム粒子多量 炭化粒 子中

量 粘性弱い

9.暗褐色

10.褐色   ローム粒子中量  ローム小 ブ

ロック中量 覆 くしまる

■.明褐色

12 暗褐色  粘性 。しまり弱い

0              2m

A

カマ ド土層解説表

1.に驚V環調色 粘性強い

2.褐色    ローム粒子多量 粘土中量

3.に h・V渡鵡色 ローム粒子中量 粘土多量 粘性強 い

4.灰褐色   粘土中量 しまり弱い

5.黄褐色   粘性  しま り弱い

6.に h・し功鵠 色 焼土粒子中量

7.暗赤褐色  焼土粒子多量 焼と小ブロック多量

8.黒褐色

9.に 驚い赤鵜色 焼土粒子極めて多量 焼土小プロック

多量

10。 褐色    焼けたローム

11.に h・ヤ功鵡 色 焼土粒子中量

12.にない黄褐色

A

0               1m

第122図 第51号住居LTt eヵ マ ド実測図

Ａ
一
一
Ｂ

01

需
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図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第121図

2

甕

器

型

師

小

上

A(114)

B〔 52〕

頸部か ら口緑部 にかけて丸味 を

もって外反す る。 口縁端部 は上

方へ軽 くつ まみ上げ, 日碁部 は

九 くお さめ られてい る。

口頸部 内・外面,横ナデ。胴部

内面,横位 のヘ ラナデ。外面 ,

ナデか。

砂粒・雲母

橙色

普通

5%  P412
南部覆土

3

不

須  恵 器

B(25〕

C(88)
平底。体部は外傾 して立ち上が

る。

底部,回転ヘ ラ切 り後 , ナデ。

色
効
願
魏

20%  P413

北西部覆土

第52号住居跡 (第 124図 )

位置 H4i3区。 重複関係 SI-83よ り新 しい。平面形 方形。規模 4.74× 4.72m。 主軸方向

N-7°一W。 壁 直立。壁高19～ 35cm。 壁滞 全周。上幅14～ 25cm,深 さ 2～ 10cm。 床 平坦。

ピッ ト 4か所。Pl(52× 50,-22cm) P2(44× 34,-18cm) P3(53× 24,-10cm) P4(40×

36,-8 cm) カマ ド 北壁中央。粘上で構築。焚 き口部に凝灰岩 を使用 (付近の床に散乱 )。 全

長142cm,幅100cm,煙道部の壁面への掘 り込みは約 80cm。 火床は,床面より15cm程度深 く掘 り窪

められている。火床中央部からやや右寄 りに凝灰岩製の支脚が立った状態で出上している。覆土

自然堆積。

遣物 土師器片 (甕,不,甑)1,467点 。須恵器片 (甕,不,高台付不,蓋,盤)90点。鉄製品

(板状鉄製品 1,恭種不明 1)2点 。第125図 2の甕は東壁際の床面から横位で出土している。

カマ ド土層解説表

1.暗褐色   ローム粒子中量 粘性弱い

2 暗赤褐色  焼土粒子中量 粘土中量

3.暗赤褐色  焼土粒子多量 焼土小プロック中量

4 暗褐色   焼土粒子中量 粘土多量

5.に 驚い方鴻色 焼土粒子多量 焼土小プロック中量

6.暗褐色

7 にない赤褐色 焼土粒子多量 焼土小プロック中量

8 明褐色   焼土粒子極めて多量

9.赤褐色   焼土粒子極めて多量 焼土小プロック

多量

粘土多畳

ローム粒子中量 焼土粒子中量

ローム粒子多量

0               1m

色

色

褐

色

褐

暗

褐
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第123図 第52号住居跡カマ ド実測図
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所見 本跡の調査終了後,貼床下からSI-83を 検出。本跡 とほぼ同じ主軸方向をもち,四方の

壁がそれぞれほぼ等間隔 (0.8～ lm)に位置 していることなどから,本跡はSI-83を拡張 して構

築 したもの と考えられる。

斗

A25.3m
0「

土層解説表

1 暗褐色 ローム粒子多量

2.暗褐色 ローム粒子中量

3.明褐色 ローム粒子極めて多

量 粘性 。しまり弱

0              2m

第124図 第52号住居跡実測図
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出土遺物観察表

0              10Cm

第125図 第52号住居跡出土遺物実測図

唖 辞 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 T■k 胎上。色調・焼成 備   考

第125図

1

甕

土 師 器

A(22.1)

B〔 5.0〕

頸部は「 く」の字状に届由して,

日縁部は外方へ開き, 日縁端部

は外上方へつまみ出される。

口頸部内・外面,横ナデ。 砂粒・婁母・石

英

橙色

普通

5%  P418
北部覆土
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図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

2

甕

土 師 器

A(17:0)

B 154
C 122
E 172

平底。胴音Ыま緩やかに内彎 しな

が ら立 ち上が る。 日縁部 は外反

して外上方へ開 き, 日唇部 は丸

口縁部内・外面,横ナデ。内面,

ヘラ磨き,黒色処理。外面,横

位のヘラ削り,及びナデ。底部,

ナデ。

砂粒

浅責橙色

普通

80%  P417

東壁際北部床面

積位   P L45

3

甕

土 師 器

A(190)

B 322
C(66)
E(235)

平底。胴部は内彎しながら立ち

上がり,上位に最大径をもつ。

頸部は九味をもって外反し, 日

縁端部は上方へつまみ上げられ

る。

口頸部 内・外面,横ナデ。胴部

内面,ナ デ。外面,縦位 のヘ ラ

削 り。上位 はヘ ラ削 り後,ナ デ。

下端,横位のヘ ラ削 り。底部 ,

木葉痕。

砂粒・雲母・ス

コリア

橙色

普通

30%  P416

カマ ド付近床面

P L45

4

甑

土 師 器

A 309
B〔145〕

胴部 (上位 )は 内彎 しなが ら立

ち上が り, 日縁部 で外反す る。

日縁端部 は軽 くつ まみ出され ,

端部外面に平坦 な面 を成す。胴

部上位 に一対の把手 をもつ。

口縁部 内・外面,横ナデ。胴部

内面,ナ デ。外面上半は縦位 ,

下半 は斜・横位 のヘ ラ削 り。

砂粒 雲母・石英

橙色

普通

50%  P415

カマ ド覆土

P L50

5

j7N

須 恵 器

A(140)

B 47
C(60)

平底。体部は外反しながら立ち

上がり, 日唇部は丸ヤヽ。

底部.回転ヘ ラ切 り後,ナ デ。 砂粒

にな い橙色

不良

30%  P419

北部覆土

6

高 台付 郭

須 恵 器

A 130
B 50
D 75
G 09

平底。「ハ」の字状に開く高台が

付 く。体部は外傾して立ち上が

る。下位に稜をもち,高台都と

の間に面を成す。

底部,回転ヘラ切り後,高台貼

り付け。

砂粒

灰色

普通

70%  P420

南壁際東部覆土

下層横位

P L56

図)振番号 種   類 法     量 (cm) 備 者

7 板状鉄製品 全長 〔62〕  最大幅 〔36〕  最大厚 〔07〕 器面が彎曲する。カマ ド付近覆土中層出土。   M44

第53号住居跡 (第 126図 )

位置 H4h3区。平面形 方形。規模 3.46× 3.42m。 主軸方向 N-3°一W。 壁 直立。壁高

23～ 35cm。 壁滞 東 。南・西壁際に検出。上幅 7～ 20cm,深 さ 2～ 4 cm。 床 ゆるい起伏。 ピッ

ト 1か所。Pl(10× 10,-8 cm)カ マ ド 北壁中央。粘上で構築。側壁に凝灰岩を使用。全長

110cm,幅115cm,煙道部の壁面への掘 り込みは約 75cm。 火床は床面 とほぼ同じ高さである。 覆

上 自然堆積。

遺物 土師器片 (甕,邪,高台付郭)1,035点。須恵器片 (甕,不,高台付不,蓋,盤,壺)127

点。鉄製品 (刀 子 1,器種不明 1)2点 。祗石 1点。大半が小破片で,中央部やカマ ド内からの

出上が多い。第128図 4の不 と3の高台付不は中央部床面から出上 している。

所見 カマ ドの側壁に凝灰岩が使用されているのは,カ マ ド周辺が軟らかい黒色土層に当たる

ので,壁面を補強するため と考えられる。

―-15g__



第126図 第53号住居跡実測図

Ъ
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25.3m 口|。 |

口
|

01

0               2m

01

A

土層解説表

1.暗褐色  ローム粒子

中量

2.暗褐色  粘性強い

3.暗褐色  粘土中量

粘性強い

4.暗褐色  ローム粒子

中量

5。 暗褐色  粘性強い

6 暗褐色  ローム粒子

多量  しま

り弱い

A

カマ ド土層解脱表

1.褐 色    ローム粒子中量 粘土多量

粘性強い

2.にないA4B色 ローム粒子多量、粘性強い ,

3.暗褐色   ローム粒子中量 焼上小プ

ロック多量 粘上多量 粘

性強い

4.黒褐色   炭化粒子多量 焼土小プロ

ック多量

5.暗赤褐色  焼上多量

6.に オヤ坊弱色 ローム粒子中量

7.暗褐色   焼けたローム中量

8.黒褐色   粘土粒子中量

9.黒褐色   粘土中量

10,褐色    焼土粒子中量

11.によVヽ芸調 色 粘性強い

12.褐色

13.暗褐色

14.に h・い黄褐色 しまり強い

15.褐色    ローム粒子中量

16.暗赤褐色  焼上小プロック中量 粘土

中量

17.にぶしヽ赤褐色 焼土粒子多畳 焼土小プロ

ック多量
m 

と 屍糧
g   

口_ム粒子中量 焼土粒子

中量 焼と 可ヽプロック中量

20.明褐色   粘性53い

一-154-

第127図 第53号佳居 LIIカ マ ド実測図
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第128図  第53号住居Ltl出 土遺物実測図

出土遺物観察表

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第128図

1

甕

土 師 器

A(23.2)

B(16_4)

E(273)

胴部は内彎しながら立ち上がる。

頸部から口縁部にかけて九味を

もって外反し, 日縁端部は外上

方へつまみ出される。

口頸部内・外面,横ナデ。胴部

内面,ナデ。外面,ナデ。

砂粒・婁母・石英

橙色

普通

15%  P422

カマ ド覆土

2

甕

土 師 器

A(226)

B〔 86〕

胴部 (上位)は内傾して立ち上

がる。 頸部から口縁部|こ かけて

丸味をもって外反し, 日縁端部

は上方へ軽くつまみ上げられる。

口頸部内・外面,横ナデ。胴部

内外面,ナデ。

砂粒・雲母・石英

明赤褐色

普通

5%  P423
カマ ド覆土

3

高 台付 ●
FN

土 師 器

B(2_0〕

D 78
G 13

平底。「ハ」の争伏に開く高台が

付 く。底部中央に穿孔 (径06
cm)。

ロクロ整形。 内面,ヘ ラ磨 き,

黒色処理。底部,磨滅が著 しく

調整不明。

砂粒・ 雲母

にな い澄色

普通

20%  P424

中央部床面直上

逆位

4

不

須 恵 器

A(140)

B 47
C 66

平底。体部は外傾して立ち上が

り,日唇部は丸い。

底部,回転ヘ ラ切 り後 , ナデ。 砂粒

オリープ灰色

普通

30%  P425

中央部床面正位

P L53

杯

須  恵 器

A(13_6)

B 5.0
C 70

平底。体部は外額 して立ち上が

り,日唇部は九い。

底部,回転ヘラ切 り後 ナデ。

色
蠅
晦
魏

40%  P426

北西部覆土中層

P L53

―-155-―



図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

6

不

須 恵 器

B(24〕

C 86
平底。 底部 ,一定方向のヘ ラ削 り。 粒

色

通

砂

灰

普

10%  P427

西部覆土中層

剛 辞 種   類 法     量 (cm) 備 考

7 刀   子 全長 〔92〕  最大幅11 最大厚03 刀身先端部欠損。南部覆土中層出土。  P L63 M45

第54号住居跡 (第 129図 )

位置 H411区 。平面形 長方形。規模 3,92× 3.58m。 主軸方向 N-9°一W。 壁 外傾。壁

高54～ 67cm。 壁薄 西・南壁際に検出。上幅10～ 12cm,深 さ 2～ 3 cm。 床 平坦。ピット 無。

カマ ド 北壁中央。粘上で構築。焚き口部に凝灰岩を使用。全長120cm,幅145cm,煙道部の壁面

への掘 り込みは約55cm。 火床は,床面より5 cm程深 く掘 り窪められている。覆上 自然堆積。

遺物 土師器片 (甕,ITh,鉢)1,549点 。須恵器片 (甕,不,高台付不,盤,蓋)54点。銅製品

(帝金具=巡方)1点。遺構全域から多量の遺物が出土している。第132図 10。 11の甕は口頸部片

で,北西部の床面から口縁部がほぼ水平になるように据えられた状態で,第 130図 4の甕は北東部

の床面から横位に潰れた状態でそれぞれ出上している。覆土中・下層に多量の焼土・炭化物を含

む層がレンズ状に堆積 しており,そ の周辺に遺物が多く,第 132図 21・ 22な どの完形品もみられる。

第133図31の巡方は,南西部の覆土から出土している。

住居鯨土層解説表

1 褐色   ローム粒子中量

2.褐 色   ローム粒子多量 ローム小ブ

ロック中量 炭化粒子中量

粘性 。しまり弱い

3 黒褐色  ローム粒子中量 炭化粒子多

量 炭化物 中量 砂 多量

4 暗褐色  ローム粒子中量

5.暗褐色  凝灰岩ブロック中量 粘性・

しまり弱い

6.褐色   ローム粒子多量 ローム小ブ

ロック多量

出土遣物観察表

7.暗褐色  ローム粒子中量  しまり弱い

8.褐 色   ローム粒子多量

9.暗褐色  ローム粒子多量

10 明赤褐色 焼けた義灰岩ブロック

11 暗褐色  ローム粒子中量

12 灰褐色  炭化粒子中量 粘土中量 粘

性強い

13.褐 色   ローム粒子中量

14.によい褐色 焼土粒子中量 粘性強い

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第130図

1

甕

土 師 器

A(236)

B 323
C 104
E(273)

平底。胴部 は内彎 しなが ら立 ち

上が り,上位 に最大径 をもつ。

頸部か ら口縁部にかけて九味 を

もって外反 し,日縁端部 は外上

方へつ まみ出され る。

口頸部内 外面,横ナデ。胴部

内面,ナデ。外面上位,ナデ。

中位以下,縦・斜位のヘラ磨き。

底部,木葉痕。

砂粒・雲母

にない橙色

普通

60%  P431

東部床面直上・

覆上下層,南壁

際東部覆土中層

P L46
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カマ ド土層解説表

1.暴褐色   ローム粒子中量

2 褐色    ロー ム粒 子 中 量

粘 土極 め て 多量

硬 くしまる

3 暗褐色   ローム粒子中量

4.灰褐色   粘土中量

5 灰褐色   焼土粒子中量 粘

土極めて多量 硬

くしまる

6.黒褐色   粘土極め て 多量

硬 くしまる

7.黒褐色   焼土粒子中量

3.になV功弱色 焼土粒子中量

9 によい赤褐色 焼土粒子多量 硬

くしまる

10 暗褐色

n 赤褐色   焼土粒子極めて多

量

12 暗赤褐色  ローム粒子中量

13.になVヽオ鵡色 焼土粒子中量 粘

土中量く
|

第 129図 第 54号住居跡・ カマ ド実測図 0                1m
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第130図 第54号住居跡出土遺物実測図(1)
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第131図 第54号住居跡出土遺物実測図(2

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第130図

2

甕

土 師 器

A 226
B 31_5

C 97
E(283)

平底。胴部は内彎しながら立ち

上がる。上位に最大径をもち,

やや強く張る。頸部は「 く」の

字状に屈曲し,口縁端部は外上

方へつまみ出される。

日頸部内・外面,横ナデ。胴部

内面,ナデ。外面,全体に磨滅

が著しく,調整は不明瞭。底部,

木葉痕。

砂粒・長石・ス

コリア

橙色

不良

60%  P461

中央部覆土中層

P L46

3

甕

土 師 器

A 220
B(24_1〕

E 257

胴部は内彎しながら立ち上がり,

上位に最大径をもつ。頸部から

口縁部にかけて九味をもって外

反する。日唇部は九い。

口頸部内・外面,横ナデ。胴部

内面,ナデ。外面,縦・斜位の

ヘラ削り,及びナデ。内外面に

輪積み痕を部分的に残す。

砂粒・スコリア

橙色

普通

70%  P460

中央部覆土中層

P L46
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第132図 第54号住居跡出土遣物実測図(3)
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第133図 第54号住居 Ltl出 土遺物実測図(4)

図版番号 器  種 法量 (cnl) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 。色調・焼成 備 考

第130図

4

甕

土 師 器

A 258
B(176〕

E(294)

胴部 は内彎 しなが ら立ち上がる。

頸部か ら口縁部 にかけて丸昧 を

もって外反 し,日縁端部 は上方

へつ まみ上 げ られ る。

口頸部 内・ 外面,ヨ コナデ。胴

部内・外面,ナデ。

砂粒・長石・石

英

橙色

普通

40%  P437

北東部床面積位

5

甕

土  師  器

A(212)

B(255〕

E(24,2)

胴部は内彎しながら立ち上がり,

上位に最大径をもち,やや強く

張る。頸部から口縁部にかけて

丸味をもって外反し,日縁端部

は外上方へつまみ出される。

口頸部内・外面,横ナデ。胴部

内面,ナデ。外面上半,ナデ。

下半,縦位のヘラ磨き。

砂粒・スコリア・

石英

にぶい赤潟色

普通

20%  P434

カマ ド付近覆土

中層

第131図

6

甕

土 師 器

A(236)

B〔271)

E(234)

胴部は内彎しながら立ち上がり

上位に最大径をもつ。頸部は「く」

の字状に届曲し,口縁端部は外

上方へつまみ出される。

口頸部内・外面,横ナデ。胴部

内面,横位のヘラナデ。外面上

半,ナデ。下半,縦位のヘラ磨き。

砂粒・石葵

にぶい橙色

普通

30%  P485

南東部覆土中 `

下層
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図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼 成 備 者

7

菱

土 師 器

A(220)

B(284)

E(263)

胴音るは内彎 しなが ら立ち上が り,

上位 に最大径 をもつ。頸部か ら

口縁部 にかけて丸味 をもって外

反 し, 日縁端部 は外上方へつ ま

み出され る。

口頸部 内 外面,横ナデ。胴部

内面,ナデ。外面上半,ナデ。

下半,維位 のヘ ラ磨 き。

砂粒 雲母・石英

にぶい赤褐色

普通

30%  P436

東部覆土中層

8

甕

土 師 器

A(238)

B〔275〕

E(259)

胴部は上位に最大径をもつ。頸

部から日縁部にかけて丸味をも

って外反し,口縁端部は上方へ

つまみ上げられる。

口頸部,胴部上位 内・外面,横

ナデ。胴部内面下半,ナ デ。外

面,縦位 のヘ ラ削 り。

砂粒・スコリア・

石英

にない橙色

普通

20%  P438

北東部覆上下層

P L45

9

甕

土 師 器

A(270)

B〔220〕

E(260)

胴部は内彎しながら立ち上がる。

頸部から日縁部にかけて九味を

もって外反し, 日唇部は丸い。

口頸部 内・外面,横ナデ。胴部

内面,ナデ。外面,縦・斜方向

のヘ ラ削 り (磨滅が著 し く,不

明瞭 )。

砂粒・長石・ス

コリア

橙色

普通

40%  P439

中央部覆土中層

P L46

第132図

10

甕

土 師 器

A 238
B〔 68〕

頸部か ら口縁部 にかけて丸味 を

もって外反 し, 日縁端部 は上方

へ軽 くつ まみ上げ られ る。

日頸部 内・外面,横ナデ。 砂粒・石英 。長石

にな い橙 色

普通

20%  P429

西壁際北部床面

正位

甕

土  師  器

A 230
B〔 95〕

胴部 (上位)は 内傾して立ち上

がる。 頸部から口縁部にかけて

丸味をもって外反し, 日縁端部

は上方へ軽くつまみ上げられる。

口頸部 内・外面,横ナデ。胴部

内面,横位 のヘ ラナデ。外面 ,

ナデ。

砂粒・長石・ 石

英

にぶ い橙色

普通

25%  P430

北壁際西部床面

正位

甕

土 師 器

A(228)

B〔 86〕

胴部 (上位 )は 内傾 して立 ち上

が る。 頸音Бか ら回縁部 にかけて

丸味 を もって外反 し,口縁端部

は外上方へつ まみ上 げ られ る。

日頸部内・外面,横ナデ。胴部

内・外面,ナデ。

砂粒・雲母・石 英

橙色

普通

5%  P444
南東都覆土中層

甕

土 師 器

A(204)

B〔 74〕

胴部 (上位)は 内傾して立ち上

がる。 頸部から日縁部にかけて

九味をもって外反し,口縁端部

は外上方へつまみ上げられる。

口頸部 内 外面,横ナデ。胴部

内・ 外面,ナ デ。

砂粒・石英

橙色

普通

5%  P451
南部覆土中層

甕

土 師 器

A(208)

B〔 64〕

頸音騨ま「 く」の字状 に外反 し,

日縁端部 は外上方へつ まみ出さ

オ■る。

口頸部 内・外面,横ナデ。胴部

内面,横位のヘ ラナデ。外面 ,

磨滅が著 しく,調整不明。

砂粒・雲母

橙色

普通

5%  P443
東部床面,覆土

中層

甕

土  師  器

A(186)

B〔 66〕

頸著Ыよ緩 く「 く」の字状に外反

する。日縁端部は上下に突出し,

外面には四線を巡らす。

回頸部内・外面,横ナデ。頸部

直下内面,ヘラナデ。

砂粒・雲母

にない橙色

普通

5%  P446
北東部覆上下層

第133図

16

オヽ  型 甕

土 師 器

A(146)

B〔 104〕

胴部は内彎 しなが ら立ち上が り,

頸著卜か ら口緑部 にかけて緩やか

に外反す る。

口頸部 内・外面,横ナデ。胴部

内外面,ナデ。 内面頸部直下に

輪積 み痕 を残す。

砂粒

橙色

普通

10%  P445

東部覆土中層

イヽ  型 甕

土 師 器

A(136)

B〔145〕

胴髯ドはわずかに内管 しなが ら立

ち上が り,頸部か ら口縁部 にか

けて軽 く外反す る。

口頸部 内 ,外面,横ナデ。胴部

内面,横・斜位のヘ ラナデ。外

面,縦位 のヘ ラ削 り。

砂
'位

・スコ リア

にぶ い橙色

普通

20%  P455

北西部覆土
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図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

甕

土 師 器

B〔133〕

C 91
平底。胴部 は内彎気味に外傾 し

て立 ち上が る。

胴部 内面,横位のヘ ラナデ。外

面,縦 斜位 のヘ ラ磨 き。底部 ,

木業痕。

砂粒・ 雲母

にぶ い橙色

普通

20%  P457

北東部覆土中層

不

土 師 器

A(158)

B 43
C ■ 6

器高が低 く盤状を呈する。九底

気味で,体部との境は九味をも

内面,ヘラ磨 き。体部外面,横

ナデ。底部 ,多 方向のヘ ラ削 り,

ナデ。

砂粒・雲母 ・ ス

コ リア

にな い橙色

普通

80%  P459

東壁際中央部覆

土中層 P L49

甕

須 恵 器

A(246)

B〔 93)

強 く張 った胴部か ら,頸部 は外

反 して立 ち上が り, 日縁部 は外

上方へ開 く。 日縁端部 は下方へ

突 出 し,外面に平坦 な面 を成す。

口頸部 内・外面,横ナデ。胴部

内面 ,同心 円の当て具痕。外面 ,

平行 叩 き。

砂粒

灰色

普通

10%  P462

中央部覆上中・

下層

第132図

21

不

須 恵 器

A 108
B 36
C 67

平底。体部 は内彎気味に外傾 し

て立 ち上が り,上位 でわずかに

外反す る。

底部,回転ヘ ラ切 り 砂粒

灰責色

普通

90%  P619

北西部覆土中層

正位  P L53

不

須 恵 器

A 130
13 41
C 82

平底。体部は外傾して立ち上が

る。日唇部は九い。

底部 . ナデ。 砂粒

赤灰 色

普通

100%  P618

北西部覆土中層

正位 ヘラ記号

P L53

邪

須 恵 器

A(144)

B 48
C 86

平底。体部 は外傾 して立 ち上が

る。下位 に稜 をもち,底部 との

間に面 を成す。 日唇部 は九 い。

底部,一定方向のヘ ラ削 り。体

郡下端,回転ヘ ラ削 り。

砂粒・長石

灰色

普通

40%  P466

中央部覆上下層

P L53

不

須 恵 器

A 139
B 50
C 82

平底。体部は外傾して立ち上が

る。下位に稜をもち,底部との

間に面を成す。日唇吉Ыよ九い。

底部,一定方向のヘラ削り。 砂粒

灰色

普通

80%  P464

東部覆土中層

P L53

郭

須 恵 器

A(143)

B 43
C 84

平底。体部は外傾 して立ち上が

る。底部との境は九味をもつ。

口唇部は九い。

底部,回転ヘ ラ切 り後,ナデ。 砂粒 。長石

灰色

普通

60%  P467

カマ ド付近覆土

下層逆位 P L53

不

須 恵 器

A 137
B 48
C 82

平底。体部は外傾して立ち上が

る。下位に鈍い稜をもつ。日唇

部は九い。

底部,回転ヘラ切り後,ナデ。

外周部,多方向のヘラ削り。

砂粒

灰 色

普通

90%  P463

南西部覆土中層

P L53

不

須 恵 器

A(136)

B 40
C(80)

平底。体部は内彎気味に外傾 し

て立ち上がり, 日縁部で外反す

る。

底部、多方向のヘラ削り。体部

手持ちヘラ削り。下端 ,

砂粒

灰色

普通

20%  P468

北西部覆土

不

須 恵 器

A(144)

B 51
C(76)

平底。体言Ыよ外傾 して立 ち上が

る。下位 に鈍 い稜 をもつ。 日唇

部 は九 い。

底部,一定方向のヘ ラ削 り。 砂粒

灰色

普通

60%  P465

東部覆土上層

P L53

高 台 付 不

須  恵 器

A(152)

B 55
D 102
G ll

平底。体部はわずかに外反しな

がら立ち上がる。下位に稜をも

ち,高台部との間に面を成す。

口碁部は九い。

底著卜,回転ヘ ラ切 り後,ナえ

高台貼 り付 け。

砂粒・長石

灰黄色

普通

90%  P469

南部覆土中層逆

位

P L56

第133図

30

蓋

須 恵 器

A 172
B(25〕

天丼部 は浅 い。頂部か ら外周部

にかけて なだ らかに下降 し,日

縁部 は短 く垂下す る。つ まみ欠

損。

天丼部,径 10 7cmに わたって回

転ヘ ラ削 り。

砂粒

灰色

普通

60%  P470

カマ ド付近床面

正位
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図版番号 種   類 法    量 (cm) 備 考

第133図

31

帯 金 具

(巡 方 )

縦24横 26厚 さ04透 し孔 (維04横 17) 銅製品。裏面の各コーナーにそれぞれ鋲が打たれている。

南西部覆土出土。            P L65 M47

第55号住居謝 (第 134図 )

位置 H4el区。平面形 台形。規模 4.30X3.76m。 主軸方向 N-9° 一W。 壁 外傾。壁高

47～ 48cm。 壁滞 全周。上幅 18～ 25cm,深さ 5～ 8 cm。 床 平坦。 ピッ ト 1か 所。 Pl(24×

22,-30cm) カマ ド 北壁中央。粘上で構築。焚 き口部に凝灰岩を使用。全長147cm,幅 125cm,

煙道部の壁面への掘 り込みは約 70cm。 火床は,床面より10cm程深 く掘 り窪め,ロ ーム等を含む土

で整地 した後,そ の上面を使用 している。覆土 人為堆積。

遺物 土師器片 (甕,不,鉢,平鉢)399点。須恵器片 (甕,不,高台付不,蓋)53点。鉄製品

(鏃 1,刀子 1)2点。土器は小破片が多 く,覆土中に散 らばって出土 している。第135図 4の平

鉢はカマ ドの覆土から出上 している。

備考 床面は硬く締まっているが,ち ょうど鹿沼軽石層に当たるためか,表面がザラザラして

いる。

出土遺物観察表

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・娩 成 備   考

第135図

1

甕

土 師 器

A(200)

B(183〕

胴部は内彎しながら立ち上がる。

頸部から口縁部にかけて九味を

もって外反し,口唇部は九い。

日頸部内・外面,横ナデ。胴部

内外面,ナデ。

砂粒・石英

橙色

普通

20%  P472

カマ ド付近覆土

下層

2

甕

土  師  器

A(220)

B〔 130〕

胴部 は内彎 しなが ら立 ち上がる。

頸部か ら口縁部 にかけて丸味 を

もって外反 し, 日縁端部 は外上

方へつ まみ出され る。

口頸部 内・外面,横ナデ。胴部

内面,横位 のヘ ラナデ。外面 ,

ナデ。

砂粒・雲母・石英

にぶい橙色

普通

10%  P473

カマ ド覆土

3

甕

土 師 器

A(232)

B〔 74〕

頸部は「 く」の字状に屈曲し,

日縁端部は上方へつまみ上げら

オtる 。

口頸部 内・外面,横ナデ。 砂粒・雲母・石 英

橙色

普通

5%  P477
南西部覆土

4

平   鉢

土 師 器

B〔 46〕

C(138)

平底。体部 はほぼ直立す る。 内面,横位 のヘ ラナデ。外面 ,

ナ几 輪積み痕 を残す。底部 ,

ナデハ

砂粒

橙色

普通

5%  P479
カマ ド覆土

5

杯

土 師 器

B(34〕

C(78)
平底。体部 は内彎気味に外傾 し

て立 ち上が る。

ロクロ整形。 内面,ヘ ラ磨 き,

黒色辺理。底部 ,回転ヘ ラ削 り。

砂粒・ ス コ リア

にな い黄橙 色

普通

10%  P478

南西部覆土

6

IFN

須 恵 器

A(140)

B(38〕

C(84)

平底。体者Ыま内彎気味に外額 し

て立 ち上が り, 回縁部 で外反す

る。

底部 ,回転ヘ ラ切 り後,ナデ。 砂粒・雲母・長石

灰色

普通

30%  P480

南東部覆土下

層,商部覆土中

層   P L53

―-164-―



A

Ｅ
Ｑ
．め
ミ

引
刊

住居跡土層解説表

1 黒褐色 ローム粒子中量

2.黒褐色 ローム粒子中量

3.黒褐色 ローム粒子中量

4.暗褐色  ローム粒子多量 ロ

ーム小ブロック中量

5 黒褐色

6.暗褐色 ローム粒子多量 ロ

ーム小・ 中プロック

中量

7.黒褐色 ローム粒子中量 ロ

ーム小プロック中量

8.黒褐色 ローム粒子中量

9.黒褐色 ローム粒子中量

10.黒褐色 ローム粒子中量 粘

土中量

11.暗褐色 ローム粒子多量

0            2m

カマ ド上層解説表

1.に 驚い言硝色 粘性強い

2.灰黄褐色  粘土極めて多量 粘性強い

3.暗褐色   粘土中量

4.によヤ■調色 粘土多量 粘性強い

5。 灰A4B色  粘と踵めて多量 粘性強い

6.黒褐色   粘土多量

7.灰褐色   粘土多量

8.褐 色    ローム粒子多量

9,灰褐色   焼土小アロック中量 粘土多量

10.暗褐色   焼土粒子極めて多量 粘土多量

且.赤褐色   焼土粒子極めて多量

12.赤褐色   炭化粒子中量 焼土粒子中量 焼

土小ブロック中量 粘土多量

13.にない赤褐色 焼土粒争極めて多量

14.黒褐色

0               1m
く

|

口
|

第134図 第55号住居Ltl・ カマ ド実測図
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第135図 第55号住居跡出土遺物実測図

図版器 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

図３５

　

７

第 盤

須  恵 器

A(165)

B 34
D(108)

G 12

平底。「ハ」の字状 に開 く高台が

付 く。体部は直線的に立 ち上が

る。 日縁部 は軽 く外反 し, 日唇

部は丸 い。

底部,回転ヘラ削り後,高台貼

り付1)。

卵
庭
魏

20%  P481

北西部覆土

図版番号 種  類 法 量 (clll) 偏 考

8
鏃 全長 〔78〕  鏃身長3_8 鏃身幅 〔32〕  箆被長1,9

箆被幅09 茎幅05 最大厚03

中央部覆上下層出土。          P L63 M48

9 刀    子 全長 (5_6〕  最大幅1.1 最大厚03 北東部覆土出土。                M49
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第56号住居Ltl(第 137図 )

位置 H4e4区。重複関係 SI-57よ り新 しく,sI-61よ り古い。平面形 長方形。規模  5。 28×

4.45m。 主軸方向 N-16°一W。 壁 直立。壁高22～ 37cm。 壁滞 ほぼ全周。上幅11～ 22cm,深

さ 5 cm。 床 ゆるい起状。 ビッ ト 4か所。Pl(18× 16,-35cm)P2(23× 16,-71om)P3(26×

23,-36cm)P4(22× 20,-45cm)Pl～ P4は 主柱穴。カマ ド 北壁中央。粘土で構築。焚 き日

部に凝灰岩を使用。全長125cm,幅170cm,煙道部の壁面の掘 り込みは約50om。 火床は,床面 より

20cm程深 く掘 り窪め,粘土等を含んだ上で整地 した後,そ の上面を使用 している。火床奥に凝灰

岩製の支脚が立てられて出上 している。覆土 人為堆積。

遺物 土師器片 (甕,郭,鉢,平鉢)628点。須恵器片 (甕,イ,蓋,壷,悟鉢)96′ミ。鉄製品

(鎌)1点。第138図 9の構鉢は,北西部,西壁際の床面上に横位に出土 している。全体的にみて,

遺物の出土は中央部から北側へ偏っている。

備考 揖鉢は,当遺跡では本跡の 1点 だけである。

カマ ド上層解説表

1.褐 色   粘土中量

2 褐色   粘上多量 焼土粒

子中量

粘土

ロー ム粒 子 中 量

粘土粒子中量

焼土粒子中量

ロー ム粒 子 中 量

焼土粒子多量 焼

上小ブロック中量

焼土粒子極 めて多

量 焼土小 ブ ロッ

ク多量

A 25.5m

8,暗赤褐色 焼土粒子中量 粘

土粒子・粘土プロ

ック中量

9 褐色   ロー ム粒 子 中 量

粘土多量

10.暗褐色  粘土中量

11.黒 褐色  ローム粒子中量

12 暗褐色  ローム粒子中量

13褐 色   粘 土 極 め て 多 量

覆 くしまる

14.暗 赤褐色 焼上位子中量 焼

土多量 硬 くしま

る

15.暗赤褐色

3 褐色

4.黒褐色

5.暗赤褐色

6 暗赤褐色

7 赤褐色

口
|

け               lm

婉艶蝉

焼土粒子中量 粘

土中量

焼土粒子中畳

ローム粒子中量

焼土粒子多量 粘

土中量第138図 第58号住居跡カマ ド実測図
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A 25.6m

C

住居跡土層解説妻

1.暴褐色  ローム粒子多量 粘性弱い

2.暗褐色  ローム粒子多量 粘性弱い

3.褐色   ローム粒子多量

4.暗褐色  ローム粒子中量

5.黒褐色  焼土粒子中量 ローム粒子中量 粘性弱い

6.暗褐色  ローム粒子中量

第197図 第58号住居跡実測図

0              2m

7.黒褐色  ローム粒子中量 粘土中量

8.暗褐色  ローム粒子多量

9.黒褐色  ローム粒子中量 硬 くしまる

10.褐色   ローム粒子中量 粘土多量

11.黒褐色  ローム粒子中量

12.褐色   コーム粒子多量
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0             10Cm

第138図 第56号住居跡出土遺物実測図(1)
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o              10Cm

煮 コ !10

第139図 第56号住居Ltl出 上遺物実測図(2)

出土遣物観察表

図版番号 器   種 法量 (cn) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第138図

1

甕

土  師  器

A 205
B〔202〕

E 260

胴部は内彎 しなが ら立ち上が り,

上位 に最大径 をもつ。頸部は「 く」

の字状 に屈 曲 し,口縁端音騨ま上

方へ軽 くつ まみ上げ られ る。

日頸部内・外面,横ナデ。胴都

内面,横位のヘラナデ。外面,

ナデ。中位以下,縦位のヘラ磨

き。

砂粒・雲母・石英

にぶい橙色

普通

30%  P483

北壁際西部床面

P L46

甕

土 師 器

A(194)

B〔 97〕

胴部 (上位 )は 内傾 して立 ち上

が る。 頸苫田か ら日縁部 にかけて

九味 をもって外反 し, 日縁端部

は上方へつ まみ上 げ られ る。

口頸部 内・外面,横ナデ。胴部

内面,維位 のナデ。外面,維位

のヘ ラ削 り後,ナデ。

砂粒・石英

橙色

普通

5%  P485

カマ ド付近床面

直上

甕

土 師 器

A(227)

B〔 170〕

胴部は内彎しながら立ち上がる。

頸部は「く」の字状に屈曲し,

日縁端部は外上方へつまみ出さ

オをる。

口頸部 内・外面,横ナデ。胴部

内面,ナデ。外面,維位 のヘ ラ

削 り後,ナデ。

砂粒・雲母

にぶい橙色

普通

20%  P484

カマ ド付近・中

央部床面直上

4

甕

土 師 器

A 229
B〔 90〕

張 りの強い胴部か ら、頸著Ⅲよ「 く」

の字状 に屈 曲 し, 口縁端部 は外

上方へつ まみ出され る。

口頸部 内・外面,横ナデ。胴部

内面,横位 のヘ ラナデ。外面 ,

ナデ。 内面,輪積 み痕 を部分 的

に残す。

砂粒・雲母・石英

にな い橙色

普通

20%  P492

北壁際西部床面

5

甕

土 師 器

B〔 104〕

C 85
平底。胴部 (下位 )は 内彎 しな

が ら外傾 して立 ち上が る。

胴部 内面,横位 のナデ。外面 ,

ナデ。下端 に横位 のヘ ラ削 り。

底部,ナデ。

砂粒・雲母・看英

にぶ い橙色

普通

20%  P489

中央部床面

甕

土 師 器

B〔 61〕

C(96)
平底。胴部 (下位)は外傾して

立ち上がる。

胴部 内面,ナデ。指頭状 の圧痕

有 り。外面,ヘ ラナデ。下端 ,

横位 のナデ。底部 ,ナデ。

砂粒 ・石英

浅責橙色

普通

10%  P491

南都覆土

第139図

7

甕

土 師 器

B(132〕

C 94
平底。胴部 (下位 )は 内彎気味

に外傾 して立ち上が る。

胴部 内面,横位 のヘ ラナデ。外

面,維・斜位 のヘ ラ磨 き。底部 ,

木葉痕。

砂粒・婁母・石英

にない橙色

普通

20%  P486

北壁際西部床面

第138図

8

不

須  恵 器

A 124
B〔 35〕

体部片。内彎気味に外傾して立

ち上がる。高台が付く可能性も

考えられる。

砂粒・長看

灰色

良好

20%  P493

南西部覆土
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図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

9

鉢
　
器志

信
　
須

B〔 69〕

C 86
径 86伽 ,厚 さ1 2cmの 円板状の

底部 に,下端部径 7 cnlで 外傾 し

て立 ち上が る胴部が付 く。底部

中央 に径 0 7cm程 の穿孔。

底部 に,ほ lF一定方 向 を向 く,

ヘ ラ状工具 に よる刺突痕 がみ ら

れ る。 内面,及び外面の一部 に

自然釉。

砂粒・長石

暗灰色

普通

70%  P702

西壁際北部床面

横位   P L58

第139図

10

蓋

須 恵 器

F 27
H 12

つ まみ。腰高で,中央がわずか

に盛 り上が る。 色

粒

褐

通

砂

灰

普

5%  P494
南西部覆土

図版番号 種  類 法    量 (cm) 備 考

11 鎌 全長 〔87〕  基端部幅39 最大厚02 基端部折り返し。西壁際覆上下層出上。 P L63 M50

第57号住居跡 (第 141図 )

位置 H4d4区 。重複関係 SI-56・ 61よ り古い。平面形 長方形。規模 4.02× 3.20m。 主軸

方向 N-5°一W。 壁 直立。壁高35～ 40cm。 壁濤 無。床 平坦。 ビッ ト 無。カマ ド 北壁

中央。粘上で構築。全長120cm,幅75cm,煙道部の壁面への掘 り込みは約50cm。 火床は,床面 とほ

ぼ同じ高さである。覆上 自然堆積。

遺物 土師器片 (甕,不 )76′く。須恵器片 (甕,辱,高台付不)17点。図示 した 2点の高台付

不は,北東 コーナー付近の床面からまとまって出上している。

備考 本跡の主要部はSI-56・ 61に 切 られてお り,北側及び東側部分だけが残っている。

第140図 第57号住居跡出土遺物実測図

出土遣物観察表

＼

＼

と 土 ギ 3と _J°
Cm

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・娩成 備   考

第140図

1

甕

土 師 器

B〔 77〕

C(70)
平底。胴部 (下位)は外傾して

立ち上がる。

胴部内面,横位のヘラナデ。外

面,維・斜位のヘラ磨き。底部,

木葉痕。

砂粒・ _‐母・石

英

にない橙色

普通

10%  P487

北東部床面直上

―-171-―



住居鯨土層解説妻

1.暗褐色  ローム粒子中量

2.暗褐色  ローム粒子多量

3.暗褐色  ローム粒子中量

4.暗褐色  ローム粒子中量

5,黒褐色  ローム粒子中量

6.掲色   ローム粒子多量

7.黒褐色  ローム粒子多量

8.暗赤鵜 色 ローム粒子多量

焼土粒子中量

褐色   ローム粒子多量

ロームオヽプロック

中量

黒褐色  ローム粒子中量

暗赤褐色 ローム粒子多量

褐色   ローム粒子多量

ローム小プロック

中量

褐色   ローム粒子極めて

多量

暗褐色  ローム粒子中量

黒褐色  ローム粒子多量

黒褐色  ローム粒子中量

黒褐色  ローム粒子多量

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

17.

く
|

第 141図 第 57号住居 Ltt・

0             2m

カマ ド土層解説表

1.黒褐色  ローム粒子中量 粘土中量

2.褐色   硬 くしまる

3.黒褐色  ローム粒子多量 粘土中量

4.暗赤褐色 ローム粒子中量 焼土粒子中量

5.暗赤褐色 焼土粒子中量

6.黒褐色

7.褐色   粘と面めて多量 硬 くしまる

8.暗赤褐色 焼土粒子多量

9,暗赤褐色 焼けたローム粒子中量 焼土粒子多量

10.黒褐色  ローム粒子中量

n.赤褐色  焼土粒子極めて多量

12.暗赤褐色 ローム粒子中量 焼土粒子中量

0                1m

カマ ド・第61号住居跡実測図

④
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図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備    考

図４０

　

２

第 高 台 付 不

須 恵 器

B〔 33〕

D 86
G 15

平底。外制へふんばる高台が付

く。

底部,回転ヘラ切 り後,ナデ,

高台貼り付け。

砂粒

灰 白色

良好

30%  P495

東壁際北部床面

正位

3

高 台 付 不

須 恵 器

B〔 28)

D 84
G l.4

平底。外側へふんばる高台が付

く。

底部,回転ヘラ切 り後,高台貼

り付け。

砂粒・ 礫

灰色

普通

25%  P496

東壁際北部床面

直上工位

4

蓋

須 恵 器

B(30〕

F 26
H 12

天丼部はなだらかに下降する。

腰高で,中央がわずかに盛り上

がるつまみが付 く。

天丼部,回転ヘ ラ削 り。 婉
庭
範

30%  P497

北西部覆土

第61号住居跡 (第 141図 )

位置 H4d4区。重複関係 SI-56・ 57よ り新 しい。平面形 方形。規模 2.96× 2.80m。 主軸

方向 N-4°一W。 壁 直立。壁高10ctl(SI-57の床面 との比高)。 確認面か らは50cm程度。壁滞

無。床 凹凸。 ビッ ト 無。カマ ド 北壁中央。粘上で構築。焚 き口部に凝灰岩 を使用。全長70

cm,幅80cal,煙道部の壁面への掘 り込みは約40cm。 火床は,床面 とほぼ同じ高さである。覆上 自

然堆積。

遺物 土師器片 (甕,不)192点。須恵器片 (甕,不,高台付邪,蓋)55点。鉄洋 2点。カマ ド

付近の床面に土師器の小破片が少量みられるほかは,主に覆土から出土 している。鉄津は,北西

部の床面 とカマ ド付近の覆土下層から出土 している。

備考  3軒重複の中で最 も新 しい住居跡。か

ドの焚き口部に使用されたとみられる凝灰岩の巧

石がカマ ド前面か ら, また,中央部からは,床F

にめり込むようにして凝灰岩ブロックが出土しЧ

いる。

中

カマ ド土層解競表

1.黒褐色

2.暗赤褐色  焼土粒子多量

3.黒褐色   ローム粒子中量

4.黒褐色

5.暗赤褐色  焼土粒子中量

第142図 第61号住居跡カマ ド実測図
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第143図 第61号住居LTl出 土遺物実測図

第61号住居跡出土遣物観察表

図版需 器   種 法量 (cn) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第143図

5

甕

土 師 器

A(186)

B〔 55)

胴部は内彎しながら立ち上がり,

日縁部 1よ 「く」の字状に外反す

る。

口縁部内・外面,横ナデ。 砂粒

にぶい橙色

普通

5%  P549
南真コーナー付

近覆土中層

6

不

土 師 器

A(136)

B 40
C 7.3

平底。体部は内彎気味に外傾 し

て立ち上がる。

ロクロ整形。内面,ヘラ磨き,

黒色処理。底部,及び体部下端

回転ヘラ削り。

秒粒

にない橙色

普通

50%  P550

中央部覆土

7

不

土  師  器

A 142
B 46
C 60

平底。体部は内彎気味に外傾 し

て立ち上がる。

ロクロ整形。内面,ヘラ磨き,

黒色処理。底部,回転糸切り4為

外周部,及び体部下端,回転へ

ラ肖」り。

卵

にない橙色

普通

50%  P551

南西部覆土

墨書

高 台 付 邪

須  恵 器

A(12.8)

B 5.1
D(7.6)

G 13

平底。「ハ」の字状に開く高台が

付く。体部は外傾 して立ち上が

る。下位に稜をもち,高台部と

の間に幅広の面を成す。

底部,回転ヘラ切 り後,ナえ

高台貼り付け。

砂粒

灰色

普通

20%  P552

南東部覆土
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第58号住居跡 (第145図 )

位置 H3f9区。重複関係 SI-59・ 62よ り古い。SK-79(新 旧不明)。 平面形 方形。規模 5.29×

5.08血。主軸方向 N-8°一W。 壁 直立。壁高64-71cm。 壁滞 ほぼ全周。上幅15～ 28cm,深

さ 7～ 14cm。 床 平坦。 ビッ ト 4か所。Pl(42× 35,-52cm)P2(44× 39,-50cm)P3(48×

35,-40cm)P4(35× 22,-52cm)Pl～ P4が主柱穴。カマ ド 北壁中央。粘上で構築。焚き口

部に凝灰岩を使用。全長170cm,幅132cm,煙道部の壁面への掘 り込みは約 70cm。 火床 は,床面よ

り25cm程深 く掘 り窪め,粘土や焼上を含む上で整地 した後,そ の上面を使用 している。覆土 自

然堆積 9

遺物 土師器片 (甕,年,鉢,平鉢)2,299点。須恵器片 (甕,ITh,高 台付不,盤,蓋)467点。

巧製紡錘車 1′く。鉄製品 (刀子 2,鏃 2,餃具 1)5′く。祗石 1′点。多量の遺物が,遺構全体に

散乱した状態で出土している。須恵器lThやその破片が多く,土師器平鉢の小破片も3～ 4個体分

出上している。第147図29の餃具は馬具の一部 とみられ,中央部やや西寄 りの覆土中層から出土し

ている。

備考 両軸 とも5mを越す大型の住居跡。焼上が南壁に沿った床面直上に堆積 している。覆土下

層には炭化物を含む層もみられるが,床面上に焼けた痕跡などは無 く,焼失住居 とは認められな

い。

カマ ド土層解説表

1 褐色     ローム粒子中量 焼土粒子中量 粘上中量

2.に ない黄褐色 焼土小プロック中量 粘土多量

3 にない赤褐色 焼土粒子中量 焼土小プロック中量 粘土多量

4.に h・ い赤褐色 炭化粒子多量 焼土粒子極めて多量 粘土小 プロッ

ク中量 粘土中量 粘性・ しま り弱い

5 赤褐色    焼土小ブロック多量 焼けたロー ムプロック多量

粘性  しまり弱い

6 赤褐色    焼土

7.に ない赤褐色 ローム小プロック中量 炭化粒子 中量 焼土粒子多

量 焼土小ブロック多量 粘土極め て多量  しまり

弱い

8 褐色     ローム粒子中量 炭化粒子中量 焼土粒子中量

9.赤褐色    焼土粒子多量 粘土中量 粘性強 い

10 黄褐色    ローム粒子多量 焼土粒子中量

0                1m

Ｅ

φ
．ゆ
劇

剖
刊

く
|

第144図 第58号住居跡カマ ド実測図
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01

A 25,4m

o              2m

土層解説表

1.褐 色    ローム粒子多量 粘性弱い

2.暗褐色   ローム粒子中量 粘性弱い

3.暗褐色   ローム粒子中量 焼土粒子多量

4.褐色    ローム粒子多量

5.褐色    ローム粒子中量 炭化物中量 焼土粒子中量

6.褐色    ローム粒子中量

'7.褐 色    ローム粒子中量 焼土粒子中量 焼土小プロック

中量 粘土小プロック多量 粘性強い

第145図 第58号住居跡実測図

8.褐色 ローム粒子多量 ローム小プロック中量 焼土粒

子中量 粘性強い

9.暗褐色   ローム紅子中量 炭化粒子中量 黒褐色土ブロッ

ク中量 粘性 。しまり弱い

10。 明赤褐色  炭化物多量 焼土粒子極めて多量 しまり弱い

■.褐色    ローム粒子多量 しまり弱い

12.に 難ラ蠣謁色 ローム粒子中量 ローム小プロック中量 粘性強
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第148図 第58号佳居跡出土遺物実測図(1)
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出土遣物観察表

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備 考

第146図

1

甕

土  師  器

A(178)

B〔 64〕

頸部か ら日縁部 にかけて緩やか

に外反 して立 ち上が る。 日縁端

部 は上 方へ つ まみ上 げ られ ,

08～ 1 2cm程 の間隔で刻み 目が

メ、る。

口頸部 内・外面,横ナデ。胴部

内 ,外面,ナデ。

砂粒・石 英。長石

にぶ い橙色

普通

5%  P501
南東部覆土中層

2

甕

土 師 器

A(233)
B〔 143〕

胴部 は内彎 しなが ら立ち上がる。

頸部か ら日縁部 にかけて丸味 を

もって外反 し,口縁端部 は外上

方へつ まみ出 され る。

口頸部 内・外面,横ナデ。胴部

内面,横位 のヘ ラナデ。外面 ,

ナデ。

砂粒・雲母・石英

にな い橙色

普通

10%  P500

カマ ド付近・東

部覆上下層

3

甕

土 師 器

A(218)

B〔 66〕

頸部 か ら口縁部 にかけて九味 を

もって外反 し, 日縁端部 は外上

方へつ まみ出され る。

口頸部 内・外面,横ナデ。 砂粒・雲母・石英

にな い橙色

普通

5%  P503
方マ ド覆土

4

甕

土 師 器

A(232)

B〔 79〕

胴部 (上位 )は 内傾 して立 ち上

が る。 頸言るか ら口縁部 にかけて

丸味 をもって外反 し, 日縁端部

は上方へつ まみ上げ られ る。

口頸部 内・外面,横ナデ。胴部

内面,横位 のヘ ラナデ。外面 ,

ナデ。

砂粒・雲母・石英

にな い褐色

普通

5°/O  P 502

南東 コーナー付

近床面直上

5

甕

土 師 器

A 198
B 237
C 76
E 222

平底。胴音団ま内彎 しなが ら立 ち

上が り,中位 に最大径 をもつ。

頸部 は「 く」の字状 に外反 し,

日唇部 は九い。

日頸部 内・外面,横ナデ。胴部

内面,横・斜位 のヘ ラナデ。外

面,維・斜位のヘ ラ削 り。底部 ,

木葉痕。

砂粒・雲母

にな い橙色

普通

95%  P498

南壁際中央部床

面直上横位

P L47

6

整

土 師 器

B〔 82〕

C 71
平底。胴部は内彎気味に外傾し

て立ち上がる。

胴部 内面,ナデ。外面,縦・斜

位,下端 は横位 のヘ ラ削 り。底

部,木葉痕。

砂粒・石英 。長

石

にな い赤褐色

普通

10%  P505

カマ ド付近覆土

中・下層

7

甕

土 師 器

B〔 54〕

C 86
平底。胴部は外傾 して立ち上が

る。

胴部内面,横ナデ。外面,縦位,

下端は横位のヘラ削り。底部,

ナデ。

砂粒

にぶい橙色

良好

10%  P506

南壁際中央都床

面直上

8

鉢

土 師 器

A(165)

B 102
C 70

平底。胴部は緩やかに内彎 しな

が ら立 ち上が り, 日縁部 で外反

す る。

日縁部 内・外面,横ナデ。胴部

内面,横・斜位 のナデ。外面 ,

ナデ。底部,ナデ。

砂粒

にぶい赤褐色

普通

60%  P499

北西部覆上下

層,南西部覆上

P L48

9

鉢

土 師 器

A(224)

B〔 110〕

月同苫Бは内彎しながら立ち上がり,

日縁部は器厚を減じながら,わ

ずかに外反する。

口縁部 内・外面,横ナデ。胴部

内面,ナデ。外面,縦位 のヘ ラ

削 り,及びナデ。

砂粒・婁母

にない橙色

普通

10%  P507

商西部覆上下層

第147図

10

邪

須 恵 器

A(129)

B 44
C 73

平底。体部は内彎気味に外傾し

て立ち上がり, 日縁部で外反す

る。 日唇音bは 丸い。

底部,回転ヘ ラ切 り後,多方 向

のヘ ラ削 り。体部下端,手持 ち

ヘ ラ削 り。

砂粒・長石

灰色

普通

40%  P510

南西部覆土

邪

須 恵 器

A  13 4

B 48
C 81

平底。体部は外傾 して立ち上が

り,上位でかるく外反する。底

部との境は九味をもつ。

底部,回転ヘラ切り後,外周部

回転ヘラ削り。

砂粒

灰色

普通

80%  P508

東部覆上下層正

位

P L53
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図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

不

須 恵 器

A(143)

B 42
C 83

平底。体部は外傾 して立ち上が

り,上位でわずかに外反する。

日唇部は丸い。

底部,一定方向のヘラ削り。体

部下端,手持ちヘラ削り。

砂粒・雲母

灰色

普通

40%  P509

中央部覆土中・

下層  P L53

不

須 恵 器

B〔 32〕

C 84
平底。体部は外傾して立ち上が

る。

底部,回転ヘラ切 り後,多方向

のヘラ削り。

砂粒  石英

灰責色

不 良

50%  P511

南東部覆土

不

須  恵 器

B〔 14〕

C 60
平底。 底部,回転ヘ ラ切 り後 , ナデ。 砂粒

褐灰色

普通

10%  P512

中央部覆土中層

ヘラ記号

不

須 恵 器

B(18〕

C 80
平底。 底部,ナデ。 砂泣 ・石英

灰 白色

普通

10%  P513

南西部覆上下層

ヘラ記号

高 台 付 不

須 恵 器

A(181)

B 79
D l1 6

G 13

平底。「ハ」の字状に開く高台が

付 く。体部はわずかに外傾して

立ち上がり,上位で軽く外反す

る。下位に稜をもち,高台部と

の間に幅広の面を成す。

底部,及び体部下端,回転ヘラ

削り後,高台貼り付け。

砂粒・長石

黄灰色

普通

70%  P514

南壁際中央部床

面直上

ヘラ記号

P L56

17

高 台 付 不

須 恵 器

A(158)

B 61
D 98
6 13

平底。「ハ」の字状に開 く高台が

付 く。体部 は外傾 して立 ち上が

る。下位 に稜 をもち,高台部 と

の間に幅広の面 を成す。

底部,回転ヘラ削り後,高台貼

り付け。

砂粒

灰 色

普通

70%  P515

南東コーナー付

近・南壁際中央

部床面直上

P L56

高 台付 不

須 恵 器

A(■ 6)

B 46
D 78
G 09

平底。「ハ」の字状に開く高台が

付く。体部は外傾 して立ち上が

る。下位に稜をもち,高台部と

の間に面を成す。

底部,回転糸切 り後,高台貼 り

付 け 。

砂粒

灰 色

普通

60%  P516

東部覆土中層

P L56

高 台付 不

須 恵 器

A 133
B 51
D(86)
G 09

平底。「ハ」の字状に開く高台が

付 く。体部は外傾 して立ち上が

り, 回碁部は丸い。体部下位に

稜をもち,高台部との間に面を

成す。

底部,回転ヘラ削り後,高台貼

り付
`す

。

砂粒・長石

褐灰色

普通

80%  P517

西部覆土中層逆

位

P L56

高 台 付 不

須 恵 器

B(32〕

D 121
G l_3

平底。「ハ」の字状に開く高台が

付く。

底部,回転ヘラ切り後,回転ヘ

ラ肖」り,高台貼り付け。

砂粒 ・長看

灰色

普通

30%  P521

Pl覆土

盤

須  恵 器

A(14_0)

B 37
D 92

平底。「ハ」の字状に開く高台が

付く。体言Ыま直線的に立ち上が

り,日 縁部はわずかに内傾する。

底部 . ナデ,高台貼り付け 砂粒

灰 色

普通

70%  P519

南壁際西部床面

直上正位

P L57

盤

須 恵 器

A(242)

B 42
D(142)

平底。「ハ」の字状 に開 く高台が

付 く。体部は直線的に立 ち上が

る。 日縁部は軽 く外反す る。

底部,調整不明。 砂粒・ 長看

灰色

普通

15%  P520

中央部覆土中層

高   盤

須 恵 器

B〔 34〕 不部片。底部か ら体部 にかけて

緩やかに内彎 しなが ら立 ち上が

る。脚部 には,四方に透 し孔が

メ、る。

外面に 自然釉がかか る。 砂粒

灰責色

普通

10%  P528

東部・南東部覆

上下層
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図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 捕    考

蓋

須 恵 器

A(164)

B 29
F 22
H 09

天丼部は浅い。頂部からなだら

かに下降し,外周部で軽く外反

する。日縁部は短く垂下する。

宝珠形のつまみが付く。

天丼部,径■ 5cmに わた り,回

転ヘ ラ削 り。 色
艶
麟
範

30%  P523

カマ ド付近覆土

中層

P L57

蓋

須 恵 器

B(33〕

F 30
H 12

天丼部はやや深い。腰高なつま

みが付 く。

天丼部,径■ crnに わたって回転

ヘ ラ削 り。

砂粒

紫灰色

普通

30%  P525

南東コーナー付

近覆上下層

蓋

須 恵 器

A 167
B〔 23〕

天丼部 は浅 く,丸い。頂部か ら

なだ らかに下降 し,外周部 で軽

く外反する。口縁部は短く垂下

する。つまみ欠損。

天丼部,径 10 2cmに わたって回

転ヘラ削り。

砂粒・長石

灰色

普通

70%  P522

南部覆上下層

P L57

蓋

須 恵 器

Ｆ

　

Ｅ

39

07

つまみ。

色

粒

白

通

砂

灰

普

5%  P527
南西部覆上下層

図版番号 種  類 法    量 (cm) 備 考

刀    子 全長 〔124) 刀身幅17 刀身重ね02 茎に木質付着。南西コーナー付近床面直上出上。

P L63 M54

帯 金 具

(欽 具 )

全長77 頭部幅4_5 基部幅35 廉」金長57 馬具の一部と思われる。中央部覆土中層出土。

P L63 M51

鏃 全長 〔70〕  最大幅04 最大厚03 茎の一部。中央部床面出土。          M52

刀    子 全長 〔25〕  刀身幅13 刀身重ね02 刀身部の一部。南東部覆土下層出土。      M53

鏃 全長 〔54〕  鏃身長26 鏃身幅33 箆被長16

箆被幅07 茎幅04 最大厚03
東部覆土出上。             P L63 M55

第関号住居跡 (第 148図 )

位置 H3f8区。重複関係 SI-58よ り新 しく,SI-60よ り古い。平面形 長方形。規模 4.27×

3.70m。 主軸方向 N-15°一W。 壁 直立。壁高75～ 82cm。 壁滞 全周。上幅10～ 24cm,深 さ 3

～ 5 cln。 床 凹凸。ピット 無。カマ ド 北壁中央。粘上で構築。焚き日部に凝灰岩を使用。全

長92cm,幅 74cm,煙道部の壁面への掘 り込みは約35cm。 火床は,床面より20cln程深 く掘 り窪め,

粘土,焼上を多量に含む上で整地した後,その上面を使用している。覆上 自然堆積。

遺物 土師器片 (甕,不,高台付不)502′ミ。須恵器片 (甕,jTh,高 台付不,盤,壺)146点。

祗石 1点。鉄製品 (刀子)1点。カマ ド付近の床面に,土師器甕の破片が多数出上している。カ

マ ドで疲用されたものか,あ るいはカマ ドの構築材として用いられたものと思われる。その他の

遺物は,ほ とんどが覆土から出土している。

備考 東部の床面上の一部に灰が薄 く堆積 している。北側にSI-60が重複 しており,本跡のカ

マ ドを削平し,その真上にSI-60の カマ ドが築かれている。
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口
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Ｅ
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刊

0               2m

‐

住居廊土層解説棄

1.褐色   ローム粒子多量 ローム小プロック中量

粘性弱い

2 暗褐色  ローム粒子中量 粘性弱い

3.褐 色   ローム粒子極めて多量 ローム小ブロッ

ク多量 粘性弱い

4.褐 色   ローム粒子多量 粘性弱い

5.褐色   ローム粒子中量 粘性強い

6.褐色   ローム粒子多量 粘性 。しまり弱い

7.暗褐色  粘性・ しまり弱い

カマ F土層解説襄

1.褐色

2.褐色

ローム粒子極めて多量 炭化物中量

焼土粒子中量 しまり弱い

炭化物極めて多量 焼土粒子中量 粘

性 。しまり弱い

3.褐 色    ローム粒子中量

4 におい縛 色 焼土粒子中量 粘性・ しまり弱い

5.に h・サ功絹 色 焼土粒子多量 境上小プロック中量

粘性・ しまり弱い

6.褐色    ロームプロッタ中量

7.暗赤褐色  焼土粒子中量 粘性・ しまり弱い

8.に 渉い赤褐色 焼けたローム粒子中量 焼土粒子中量

粘土多量
く

|

0               1m

第148図 第写9号住居 F/1・ カマ ド実測図

-182-



は

0        10cm

第149図 第50号住居Ltl出 土遺物実測図(1)

出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第149図

1

甕

土 師 器

A(18.2)

B 336
C(7.6)

E 232

平底。胴部は内彎しながら立ち

上がり,上位に最大径をもつ。

頸部から回縁部にかけて丸味を

もって外反し, 回縁端部は外上

方につまみ出される。

回頸部内・外面,横ナ几 胴部

内面,横位のヘラナデ。外面,

ナデ。下端,横位のヘラ削り,

下位,部分的にヘラ磨きの痕跡

が残る。底部,木葉痕。

砂粒・雲母 。長 石

橙色

普通

25%  P530

カ マ ド付 近 床

面・ 床面直上

2

甕

土 師 器

A 204
B(29,7)

E 234

胴部は内彎しながら立ち上がり,

上位に最大径をもつ。頸部から

口縁部にか1)て緩やかに外反し,

日縁端都は上方へつまみ上げら

れる。底部欠損。

口頸部内・外面,横ナデ。胴部

内面,横位のナデ。外面,縦・

斜位のヘラ削り,ヘラ磨き。

砂粒・礫・雲母

にない橙色

普通

80%  P529

カ マ ド付 近 床

面,北西部 。南

西部覆土

P L47

第1511図

3

甕

須 恵 器

A(208)

B(10_6〕

肩部が強く張る。頸部から口縁

部にかけて外反して立ち上がり,

口縁端部は上下へ突出する。

口頸部内面,横ナデ。

胴部内面,ナデ。外面,平行叩

き。

砂粒

褐灰色

普通

20%  P536

南壁際東部ほか

覆土中 ,下層
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0            10Cm

第150図 第59号住居LTI出 土遣物実測図(2)

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・娩成 備   考

図‐５０

　

４

第
甕

土 師 器

B(39〕

C 72
底
　
ｏ

平
　
る

胴部 は外傾 して立 ち上が 胴部内面,ナデ。外面,横位の

ヘラ削り。底部,木葉痕。

砂粒・雲母・石英

赤灰色

普通

5%  P531
カマ ド付近床面
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図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色詞・焼成 備 考

甕

器

型

師

小

土

B(34)
C 60

平底。胴部 は内彎気味に外傾 し

て立ち上が る。

胴部 内面,ナデ。外面,維位 の

ヘ ラ削 り,及びヘ ラナデ。底部

本葉痕。

砂 位・雲母・石英

にな い赤褐色

普通

10%  P532

南東部覆土

高 台 付 郭

土 師 器

B〔 21〕

D(70)
平底。「ハ」の字状に開く高台が

イヽ十く。

ロクロ整形。 内面,ヘラ磨 き,

黒色処理。底部 ,回転糸切 り後 ,

高台貼 り付 け。

砂粒

にない橙色

普通

5%  P535
カマド付近覆土

中層

7

高 台 付 邪

土 師 器

B〔 28〕

D 61
平底。「ハ」の字状 に開 く高台が

付 く。体部下端付近に稜 をもち,

高台部 との間に面 を成す。

ロクロ整形。内面,ヘラ磨 き,

黒色処理。底部,回転ヘ ラ削 り

後,高台貼 り付け。

砂粒・雲母

にない橙色

普通

20%  P534

南西部覆土上層

不

須 恵 器

A(143)

B 43
C 80

平底。床部は外傾 して立ち上が

り, 日唇部は九い。

底部,回転ヘ ラ切 り後,粗いナ

デ 。

砂粒

灰色

普通

90%  P537

カマ ド付近覆土

中層

P

不

須 恵 器

A 135
B 53
C 77

平底。体部 は外傾 して立 ち上が

る。 日唇部 は九い。

底部,回転ヘ ラ切 り後,粗いナ

デ 。

砂粒

灰色

普通

70%  P539

南東部床面直上

P L54

高 台 付 不

須 恵 器

A(134)

B 60
D(80)
G 13

平底。ほぼ直立す る高台が付 く。

体部 は外傾 して立 ち上が り,日

縁部 で軽 く外反す る。体部下位

に稜 をもち,高台部 との間に幅

の狭 い面 を成す。

底部,調整不明。 砂粒 。長石

灰色

普通

40%  P542

西部覆土

11

高 台 付 不

須 恵 器

A(123)

B 50
D(80)
G 12

平底。「ハJの字状に開く高台が

付 く。体部は外傾して立ち上が

り,日 縁部でわずかに外反する。

休部下位に強い稜をもち,高台

部との間に面を成す。

底部,回転ヘラ削り後,高台貼

り1寸け。

砂粒

青灰色

良好

40%  P540

東壁際中央部覆

土中層横位

P

12

高 台 付 不

須 恵 器

A 132
B 55
D 86
G 13

平底。外側へふんば る高台が付

く。体部 は外傾 して立 ち上が り,

日縁部 で外反す る。体部下位 に

稜 をもち,高台部 との間に幅広

の面 を成す。

底部,回転ヘラ切 り後,回転へ

ラ削り,高台貼り付け。

砂粒

灰色

普通

90%  P541

南東部・北部覆

土

ヘ ラ記号

P L56

高 台付 不

須 恵 器

B(30〕

D 87
G 13

平底。「ハ」の宇状に開く高台が

4+く 。

底部,回転ヘラ削り後,高台貼

り付け。

砂粒・_T母

にな い責橙色

不良

20%  P543

西部覆土上層

ヘラ記号

14

士霊

器

頸

恵

長

須

B〔 185〕

D(106)

E(199)

G 07

平底。「ハ」の字状 に開 く高台が

付 く。胴部 は内彎 しなが ら立 ち

上が り,上位 に最大径 をもつ。

日頸部欠損。

砂粒・長石

黒色

普通

30%P L51 P544

中央部覆土中層

(SI-62カ マ ド

付近覆土中層,

SI-60西 部 覆

土出土と接合)

図)振番号 種   類 法     量 (cm) 補 考

15 刀 子 全長 〔139〕  最大幅13 茎長52 最大厚03 刀身先端部欠損。南部覆上下層出土。  P L64 M56
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A

第68号住居跡 (第 151図 )

位置 H3f8区。重複関係 SI-59よ り新 しい。平面形 方形。規模 2.86X〔 2.54〕 m。 主軸

方向 N-83°一E。 壁 外傾。壁高45～ 50cln。 壁薄 無。床 平坦。ピット 無。カマ ド 東壁南

端。粘上で構築。焚き口部に凝灰岩を使用。全長131om,幅 〔105〕 cIIl,煙道部の壁面への掘 り込

みは約75cm。 火床は,床面とほぼ同じ高さである。覆上 自然堆積。

土層解脱表

1.褐色  ローム粒子中量 粘性弱い

2.褐色  ローム粒子多量 粘性弱い

3.褐色  ローム粒子中量 粘性弱い

4.褐色  ローム粒子極めて多量 粘性

弱い

5.褐色  ローム粒子中量 粘性弱い

6.暗褐色 ローム粒子中量 粘性弱い

7.褐色  ローム粒子極めて多量 ロー

ムイヽプロック多量 粘性弱い

8.褐色  ローム粒子中量

9.褐色   ローム粒子多量 ローム小ブ

ロック中量 粘性・ しまり弱

10,褐色  ローム粒子中量 粘性・ しま

り弱い

0             2m

第151図 第60号住居LTI実測図

禦
滞

0           1ocm

口
|

議

第152図 第60号住居跡出土遺物実測図
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遣物 土師器片 (甕,不,高台付lTh,平鉢)123点。須恵器片 (甕,不,高台付不,蓋)44点。

土製紡錘車 1点。ほぼ同じ器形をもつ平鉢が 3点出上している。第152図 2・ 3は 中央部 と北東部

の床面から正位で, 4は カマ ドの覆土から出上している。その他はいずれも小破片で,覆土から

出上している。

備考 カマ ドが壁の端部に位置しているのは,当遺跡では本跡だけである。カマ ドの主軸方向   _

(焚 き日から煙道部へ向かう軸)と 住居跡の主軸方向とがほぼ同一である点で, コーナー部のカ

マ ドとイよ区別さ才化る。

出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (m) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第152図

1

甕

土 師 器

A(191)

B〔 64〕

頸部から口縁部にかけて九味を

もって外反する。口唇部は丸い。

日頸部 内・外面,横ナデ。 砂粒・雲母・石英

にない赤褐色

普通

5%  P545
カマ ド覆土

2

平   鉢

土 師 器

A(114)

B 100
C ■ 0

平底。胴部はほぼ直立し,筒形

を呈する。

内面,ヘ ラナデ。ほぼ平滑に整

えられ る。外面,ナデ。指頭状

の圧痕 を残す。 内外面に輪積 み

痕 を残す。

砂粒

にぶい赤褐色

普通

90%  P546

北東コーナー付

近床面正位

P L48

3

平   鉢

上 師 器

A 102
B 97
C 10_4

平底。胴部はほぼ直立し,筒形

を呈する。

内面,ヘ ラナデ。外面,指頭 に

よるナデ。輪積み痕 を残す。

砂 位

にない赤褐色

普通

70%  P547

中央部床面正

位,南東部床面

P L48

4

平   鉢

土 師 器

A 99
B 105
C 100

平底。胴部はほぼ直立し,筒形

を呈する。(器形がやや歪む)

内面,ヘラナデ。外面,指頭に

よるナデ。輪積み痕を残す。

砂粒

にない橙色

普通

80%  P548

カマ ド覆土

P L48
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第62号住居LTl(第 153図 )

位置 H3e9区。重複関係 SI-58・ 63よ り新 しい。平面形 長方形。規模 4.98× 4.35m。 主

軸方向 N-14°一W。 壁 直立。壁高44～ 78cm。 壁濤 ほぼ全周。上幅10～ 27cm,深 さ 3～ 10cm。

床 平坦。北部は若干低 くなる。 ビッ ト 1か所。PI(20× 20,-30cln)カ マ ド 北壁中央。粘

土で構築。焚き口部,側壁に凝灰岩を使用。全長236cal,幅128cm,煙道部の壁面への掘 り込みは

れや

墨
藝

口

「

土層解説表

1.暗褐色

2.褐 色

3.果褐色

4.褐色

5.掲色

6 褐色

7.褐色

8.褐色

9.褐色

10.褐色

0              2m

粘性弱い

ローム粒子多量 焼土粒子中量

ローム粒子多量

ローム粒子中量 ローム小プロッ

ク中量  しまり弱い

ローム粒子中量 粘性強い

ローム粒子中量

L_

第153図 第62号住居跡実測図
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約110cm。 火床は,床面より20cm程掘 り窪め,ロ ームブロックを含む上で整地 してその上面を使用

している.火床左奥に凝灰岩製の支脚が立った状態で出上 している。覆上 自然堆積。

遣物 土師器片 (甕,不)1,008点。須恵器片 (甕,不,高台付郭,壺,盤,蓋,甑)204点。

上製紡錘車 1点。鉄製品 (鏃 2,器種不明 1)3点。鉄滓 1タミ。第155図 3の小形甕は,北東部東

壁際の床面直上か ら横位で出上 してお り,す ぐ横に 1の甕がつぶれた状態で出上 している。 7の

高台付 j7Nは 東壁際, 8の高台付辱は南部の,い ずれ も床面上から正位で出土 している。

所見 カマ ドの側壁まで凝灰岩を使用 しているのは,本跡がSI-63の軟 らかい覆土を掘 り込ん

で構築 されているので,壁面を補強するため と思われる。

カマ ド土層解説表

1.褐 色    ローム粒子中量 粘土中量 硬 くしまる

2 暗褐色   ローム粒子中量

3 によい黄褐色 粘土多量 粘性強い

4 明黄褐色  焼土粒子中量

5 に4い赤褐色 焼上粒子多量

6.明 赤褐色  焼上粒子中量 焼土小ブロック多量

7.暗掲色

8 に姑い赤褐色 焼上粒子中量 粘上中量

9 黒褐色   焼土粒子中量

10.赤褐色   焼土

■ 暗赤褐色  ローム粒子中量

12 褐色    ローム粒子中量

13.褐 色    ローム粒子中量

14 褐色    ローム粒子多量 ローム月ヽプロック中量

15.褐 色    ローム粒子中量 ローム刀ヽブロ /ク 中量

16.褐 色    ローム粒子中量 硬 くしまる

と7.褐色    ローム粒子多量 (SI-63覆上 )

く
|

第154図 第62号住居跡カマ

出土遺物観察表

E

く
|

ド実測図

0              1m

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第155図

1

菱

器

型

師

小

土

A 135
B 157
C 60
E 143

平底。胴部 は内彎 しなが ら立 ち

上が り,上位 に最大径 をもつ。

頸部 は「 く」の字状 に外反 し,

日縁端部 は上方へ軽 くつ まみ上

1デ らオtる 。

口頸部内・外面,横ナデ。胴部

内面,横位のヘラナデ。外面,

上位は縦位,中位以下は横位の

ヘラ削り。底部多方向のヘラ削

り。

砂粒 石英

にぶい赤褐色

普通

75%  P554

東壁際北部床面

P L47

甕

器

型

師

小

土

A(140)

B 151
C(65)
E(151)

平底。胴部 は内督 しなが ら立 ち

上が り,上位 に最大径 をもつ。

頸部から日縁部にかけて外反 し,

口縁端部 は上方へつ まみ上げ ら

れ る。

回頸部 内・外面,横ナデ。胴部

内面,ナデ。外面,上位 はナデ。

下半 は横位 のヘ ラ削 り。底部木

葉痕。

砂粒・雲母

にない橙色

普通

25%  P555

南東部,北西部

覆土
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図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

3

ガヽ  型 甕

土 師 器

A 121
B 101
C 76
E 122

平底。胴吉Ыよ内彎 しなが ら立 ち

上が り,上位 に最大径 をもつ。

頸音Ыよ丸味 をもって外反 し, 日

縁部は外上方へ直線的につ まみ

出され る。

口頸部 内・外面,横ナデ。胴部

内面,斜・横位 のナデ。外面 ,

縦位 ,下位 は横位 のヘ ラ削 り,

及びヘ ラナデ。底部,ナデ。

砂粒・雲母

にない橙色

普通

95%  P553

東壁際北部床面

横位  P L47
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図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 色調・焼成 備 考

4

甕

須  恵 器

B〔 73〕

C(142)

平底。胴吉Ыよ外額 して立ち上が

る。

胴部内面,ナデ。外面,斜位の

平行叩き。底部,ナデ。

砂粒

暗灰色

良好

10%  P556

北東コーナー付

近覆土中層

5

甑

須  恵 器

B〔 40〕

C 142
五孔式。 胴部 内面,ナデ。外面 (下端部 )

横位 のヘ ラ削 り。

砂粒・雲母

にな い褐色

普通

10%  P565

中央部床面, カ

マ ド覆土 P L50

6

邪

須  恵 器

A(141)

B 42
C 71

平底。体部は内彎しながら立ち

上がり, 日縁部で外反する。

底都,ナデ。体部下端,手持 ち

ヘ ラ削 り。

砂粒・長石

灰色

普通

45%  P557

西壁際中央部覆

上下層  P L54

7

高 台 付 17N

須  恵 器

A 130
B 51
D 72
G 10

平底。「′＼」の字状に開く高台が

付 く。体部は軽く外反しながら

立ち上がる。下位に稜をもち,

高台部との間に幅広の面を成す。

底部,回転ヘラ切り後,高台貼

り付1)。

砂粒

灰色

普通

90%  P559

東壁際中央部床

面正位 P L56

8

高 台 付 不

須  恵 器

A(132)

B 48
D 80
G 10

平底。「ハJの字状に開 く高台が

付 く。体部 は軽 く外反 しなが ら

立 ち上が る。下位 に鈍 い稜 をも

ち,高台部 との間に幅広の面 を

成す。

底部,回転ヘラ切り後,高台貼

り付イす。

砂粒

灰色

普通

60%  P560

南部床面正位

9

高 台 付 不

須 恵 器

A 126
B 52
D 74
G 12

平底。「ハJの字状に開く高台が

付 く。体部は外傾して立ち上が

り,上位で軽く外反する。下位

に稜をもち,高台部との間に幅

店の面を成す。

底部,回転ヘラ切り後,高台貼

り付け。

砂粒

灰色

普通

80%  P558

北東部覆土中層

斜位  P L56

蓋

須 恵 器

B〔 26〕

F 29
H 12

天丼部片。腰高で,中 央がわず

かに盛 り上が るつ まみが付 く。

天丼部,回転ヘ ラ削 り。 砂粒

灰色

普通

10%  P564

北東部覆土

図版番号 種   類 長 さ×幅 ×厚 さ (cm) 重量 (g) 備 考

土製紡錘車 56× 〔33〕 ×19 半欠品。孔径不明。南東部覆土出上。  DP8

図版番号 種  類 法     量 (cm) 備 考

鏃 全長 〔86〕  鏃身長25 鏃身幅23 最大厚03 北東部床面直上出土。          P L63 M59

鏃 全長 〔128〕  最大幅05 最大厚04 茎に木質付着。中央部床面出土。        M57
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第63号住居跡 (第 157図 )

位置 H3d9区。重複関係 SI-62よ り古 く,SK-81よ り新 しい。平面形 長方形。規模 4.46X

3.83m。 主軸方向 N-9°一W。 壁 直立。壁高54～ 70om。 壁滞 全周。上幅 8～ 25cm。 深さ 2

～ 5cm。 床 平坦。中央部から北東寄 りに,上端径2.0× 1.7m,深 さ50cm程の落ち込みを検出。ピ

ット  4カザ升。Pl(30× 20, -60cm) P2(33× 30, -76cm) P3(28× 25, -66cll) P4(25×

25,-73clla)Pl～ P4は 主柱穴。カマ ド 北壁中央。粘上で構築。全長125clla,幅 120cm,煙道部

の壁面への掘 り込みは約65cm。 火床は,床面とほぼ同じ高さで使用されている。覆上 自然堆積。

遣物 上師器片 (甕,不,高台付不,甑)918点。須恵器片 (甕,不,盤,蓋)132点。鉄製品

(鏃)1点。大半が小破片で,覆土からの出土である。第158図 3の甕は,南西コーナー付近 とカ

マ ドの覆土から出上した破片が接合 している。須恵器不はいずれも北側の床面や床面直上から出

上している。

備考 北東寄 りの大きな落ち込みは, より古い時期の上抗 (SK-81)の上の貼床部分が陥没し

たものである。

カマ ド土層解説表

1 褐色     粘土中量

2 暗赤褐色   粘土プロック多量

3.暗褐色

4 暗赤褐色   焼土粒子中量

5.によい暗翔 色 ローム粒子中量 焼土粒子

中量

6.極暗赤褐色  ローム粒子中量

7.赤褐色    焼土

8 暗赤褐色   焼土粒子多量

9.褐色     ローム粒子多量

10 褐色     焼けたローム

H 褐色     ローム粒子多量

Ｅ

Ｏ
．ゆ
Ｎ

引

刊く
|

第 156図 第 83号住居跡 カマ ド実測図

0               1m
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ヽ
ヽ

＼
SK割 11

土層解説喪

1.暗褐色  粘性・ しまり弱い

2.暗褐色  粘性 。しまり弱い

3.暗褐色  ローム粒子中量 粘性弱い

4.暗褐色  粘牲 弱い

5,暗褐色  ローム粒子多量 粘性・ しま

り弱しヽ

6.褐色   ローム粒子多量 ロームガヽプ

ロック中量 粘土中量

7.暗褐色  ローム粒子多量 暗褐色上小

ブロック中量 粘性 。しまり

弱しヽ

8.褐色   ローム粒子極めて多量 ロー

ム小ブロック多量 粘性弱い

9.褐色   ローム粒子中量 粘土多量

10.褐色   ローム粒子中量 ローム小ブ

ロック中量 粘土多量  しま

り弱い

11.褐色   ローム粒子多量 粘性鶉い

12.暗褐色  ローム粒子中量 粘性  しま

り弱い

13.褐色   ローム粒子多量 ローム小ブ

ロック中量

0               2m

第157図 第63号住居隊実測図
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第159図 第63号住居 Ltl出 土遣物実測図(2)

出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第158図

1

甕

土 師 器

A(166)

B〔 138〕

胴部はわずかに内彎しながら立

ち上がる。頸都は「く」の字状

に外反し, 日唇部は丸い。

日頸部内・外面,横ナデ。胴部

内面,横位のヘラナデ。外面,

ナデ。輪積み痕を残す。

砂粒

黒褐色

普通

10%  P568

カマ ド付近覆土

下層  P L46

2

甕

土  師 器

A(178)

B〔 102〕

E(192)

胴部は内彎しながら立ち上がる。

頸部から口縁部にかけて九味を

もって外反し, 日縁端部は上方

へつまみあげられる。

日頸部 内・外面,横ナデ。胴部

内面,横位のヘ ラナデ。外面 ,

ナデ。

砂粒・婁母・石英

にない橙色

普通

10%  P570

西部床面

3

甕

上 師 器

A 246
B(330〕

E(242)

胴部は内管 しなが ら立ち上が り,

上位 に最大径 をもつ。頸部か ら

日縁部 にかけて外反 して開 き,

日唇部 はやや尖 る。

口頸部内・外面,横ナデ。胴部

内面,横位のヘラナデ。外面上

位 ナデ。中位以下,横位のヘ

ラ削り後,維位のヘラ磨き。

砂粒・雲母・石 英

橙色

普通

70%  P566

カマ ド覆土,首

西 コーナー付近

床面・覆土

P L47

4

甕

器

型

師

小
　
土

A(82)
B〔 40〕

胴部 (上位)は 内傾して立ち上

がる。頸部から口縁部にかけて

丸味をもって外反する。口唇部

は九い。

口頸部,胴部 内外面,ナデ (磨

滅 )。

砂粒・スコリア

橙色

普通

20%  P573

カマ ド覆土

5

甕

土 師 器

B〔 152〕

C 101
平底。胴言団よ内彎気味に外傾し

て立ち上がる。

胴部内面,ナデ。外面,継・斜

位のヘラ磨き。底部,木葉痕。

砂粒・ 石英・長

石

にない赤褐色

普通

20%  P571

カマ ド覆土

6

甕

土 師 器

B〔 46〕

C 80
平底。胴部は内彎気味に外傾 し

て立ち上がる。

胴部内面,ナデ。外面,縦位の

ヘラ磨き。底部,木葉痕。

砂粒・石英

にぶい赤褐色

普通

5%  P572

南東部覆土

7

鉢

土 師 器

A(179)

B ■ 0

C 56

平底。胴部 は内彎 しなが ら立ち

上が る。 日縁部 は「 く」の字状

に屈 曲 して外上方へ開 く。

口縁部 内・外面,横ナデ。胴部

内面,横位 のヘ ラナデ。外面 ,

ナデ。底部,ナデ。

砂粒・石英

にない橙色

普通

70%  P567

カマ ド覆土,西

部床面 P L48

甑

土  師 器

B〔 86〕

C(106)

無底式か。 胴部内面,ナデ。内面下端,横

位のヘラ削り。外面,ナデ。輪

積み痕を部分的に残す。

砂粒・石英

橙色

普通

5%  P574
南東部覆土
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図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色詞・焼成 補    考

第158図

9

不

須 恵 器

A(138)

B 37
C(80)

平底。体部 は外傾 して立 ち上が

る。底部 との境は九味 をもつ。

口唇部は丸 い。

底部,回転ヘ ラ切 り。 砂粒・雲母

灰 自色

普通

40%  P579

カマ ド付近床面

直上   P L54

郵

須 恵 器

A(134)

B 48
C 86

平底。体部は外傾して立ち上が

り,上位でわずかに外反する。

日唇部は九い。

底部 回転ヘ ラ切 り後,ナデ。体

部内面 に,粘上の接合部 とみ ら

れ る痕跡が残 ると

砂粒・長石

灰色

普通

80%  P575

中央部床面正位

P L54

第159図

11

邪

須 恵 器

A(139)

B 52
C(93)

平底。休菩騨よ外傾 して立 ち上が

る。底部 との境 は丸味 をもつ。

口唇言Ыよやや尖 る。

底部,回転ヘ ラ削 り。 砂粒

灰色

普通

30%  P577

北東部床面正位

P L54

j7N

須 恵 器

A(132)

B 48
C(68)

平底。体部 は外傾 して立 ち上が

る。下位 に鈍 い稜 をもつ。 口唇

部 はやや尖 る。

底部,回転ヘ ラ削 り。 砂粒

灰色

普通

40%  P576

北西部床面

P L54

13

不

須 恵 器

A(129)

B 45
C(69)

平底。体音Ыよ外傾 して立 ち上が

る。下位 に稜 をもち,底部 との

間に面 を成す。 日唇吉Ыよ丸 い。

底部,回転ヘ ラ切 り後, 多方 向

のナデ。体部下端,手持 ちヘ ラ

肖Jり 。

砂粒

青灰色

普通

40%P L54 P578

カ マ ド付 近 覆

土,南西 コーナ

ー付近床面

14

不

須 恵 器

B〔 44〕

C(83)
平底。体部は外傾して立ち上が

る。底部との境は丸味をもつ。

底部,多方向のヘ ラ削 り。体部

内面 に粘上の接合部 とみ られ る

痕跡が残 る。

砂粒

灰色

普通

25%  P580

カマ ド覆土

P L54

第158図

15

蓋

須 恵 器

A(92)
B 08

天丼部は平坦で,中央がわずか

に凹む。日縁部は短 く垂下する。

つまみ欠損。

外面に 自然釉がかか る。 砂粒

灰色

普通

30%  P581

北西部覆土

図版番号 種  類 法 量 (cm) 備 考

第159図

16

鏃 全長 〔80〕  最大幅15 最大厚10 4本の鉄鏃が東になっている。東壁際覆土下層。

P L63 M61

第65号住居跡 (第 160図 )

位置 G3,o区。平面形 方形。規模 4.25× 3.98m。 主軸方向 N-22°一W。 壁 直立。壁高

35～ 47cm。 壁濤 全周。上幅14～ 20cm,深 さ 3～ 8 cm。 床 ゆるい起伏。ピッ ト 5ケ 所。Pl(20×

20, 一-36cm)P2(24× 21, -40cm)P3(34× 28, -37cm)P4(23× 18, ―-36cm)P5(24× 20, 一

10cm)PI～ P4が主柱穴。カマ ド 北壁中央。粘上で構築。全長212cm,幅 145cm,煙道部の壁面ヘ

の掘 り込みは約 60cm。 火床は,床面より25cm程深 く掘 り窪め,粘土等を含む上で埋め戻 してその

上面を使用 している。覆上 自然堆積。

遺物 土師器片 (甕,不 )392点 。須恵器片 (甕,不,高台付不,盤)43点。第162図 6の不を

除いてほとんどが小破片で,覆土か ら出上 している。
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bl

B

A

C

A25.7m

uJ‖ 。 nl

上層解脱表

1.掲色

2.暗褐色

3.暗褐色

4.暗褐色

5.暗掲色

6.暗褐色

7.黒褐色

8.暗褐色

9.暗褐色

10.黒褐色

11 暗褐色

12.黒褐色

ローム粒 子多量

ローム粒子 多量

ローム粒 子多量 炭化物中量

焼土粒子中量 焼上小 プロッ

ク中量

ローム粒 子多量

ローム粒子 多量 ローム小ブ

ロック中量  しまり弱い

ローム粒子 多量

ローム粒子 中量

ローム粒 子中量

ローム粒子 多量

ローム粒子 中量 ローム小ブ

ロック中量

13.暗褐色  ローム粒子中量 しまり弱い

14.黒褐色  ローム粒子中量 しまり53い

15.褐色   ローム粒子種めて多量 しま

り弱い

16.褐色   ローム粒子中量 粘土多量
17.褐色   ローム粒子中量 粘上多量

18.暗褐色  ローム粒子中量 しまり弱い

19.褐色   ローム粒子多量 しまり弱い

0             2m

第160図 第85号住居跡実測図
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カマ ド土層解説衰

1 褐色    ローム粒子多量

2.に ない黄褐色 粘ELMめて多量

3.に燎い言語 色 焼土粒子中量 焼土小プロック中量 粘土極めて多量

4 褐色    ローム粒子中量 粘土多量

5.黒褐色   焼土粒子中量

6.暗赤褐色  焼■ht子多量 焼土小プロック中量

7.赤褐色   焼土粒子多量 焼土小ブロック中量 粘土 中量

8.暗赤褐色  焼上粒子多量 焼土小プロック多量

9.明赤褐色  焼土粒子極めて多量 焼上小ブロック極めて多量

10.暗掲色   焼土粒子中量

11.にぶい瀬 色 ローム粒子中量 ロームイヽプロック中量 粘土中量

12.にない方鵡 色 焼土粒子多量 焼土小プロック多量 粘土 多量

13.明 掲色

14.灰褐色   焼土粒子中量 粘土多量 粘性強い

15 赤掲色   焼土粒子中量 焼と小ブロック中量 粘土中量

16.黒褐色

17 極暗赤褐色 焼土粒子中量 焼土小プロック中量

E

♀ 《1    lm

第161図 第65号住居跡カマ ド実測図

0           10cm

く
|

３

％Ｓ〓

第162図 第65号住居跡出土遺物実測図
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出土遺物観察表

図版需 器   種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色詞・焼成 備 考

第162図

1

甕

土 師 器

A(242)

B〔 98〕

頸部から口縁部にかけて丸味を

もって外反する。日縁端部は上

方へつまみ上げられる。

口頸部 内面,横ナデ。胴部内面

ヘ ラナデ。外面,Dal離 のため調

整不明。

砂粒・雲母・石英

灰褐色

普通

15%  P585

中央部床面直上

2

小 型 甕

土 師 器

B〔 10.9〕

C 58
平底。_】同部は内彎しながら外傾

して立ち上がる。

底部,木葉痕。内外面とも劉離

が著しく,調整不明。

砂粒・石英

にない赤褐色

普通

20%  P584

カマ ド付近床面

直上   P L46

3

奏

土 師 器

A(252)

B(15_2〕

E(306)

胴部は九 く張る。頸部から口縁

部にかけて丸味をもって外反し

口縁端部は上方へ軽くつまみ上

げられる。

内面に若子の輪積み痕を残す。

口頸部内・外面,横ナデ。胴部

ナデか。

砂粒

にぶい橙色

普通

30%  P583

カマ ド付近 。南

部覆土中・下層

4

不

土 師 器

A(148)

B 43
C(97)

平底。体部は内彎気味に立ち上

がり,上位で軽く外反する。

ロクロ整形。内面,ヘラ磨き,

黒色辺理。底部,ほぼ一定方向

のヘラ磨き。

砂粒

浅黄橙色

普通

40%  P587

北東部覆土中層

P L49

5

不

須  恵 器

A(128)

B 48
C(82)

平底。体部は器厚を減じながら,

タト傾して立ち上がる。底部との

境はやや九味をもつ。

底部,回転ヘラ切り後,多方向

のナデ。

砂 位

灰色

普通

40%  P589

カマ ド付近覆土

中層

ヘラ記号P L54

6

不

須 恵 器

A 12.3

B 39
C 74

平底。体部は外傾して立ち上が

る。

底部,回転ヘラ切り後,ナデ。 砂粒

灰色

普通

95%  P588

東部覆上下層

P L54

7

不

須 忘 器

B〔 24〕

C(7.3)

平底。体部下位に鈍い稜をもち,

底部との間に幅の狭い面を成す。

底部,一定方向のヘラ削り。体

部下端、手持ちヘラ削り。

砂粒

灰黄色

普通

10%  P59ユ

南西部覆土

不

須 恵 器

A(126)

B 36
C(31)

平底。体部は外傾 して立ち上が

り,口縁部でわずかに外反する。

底部,回転ヘラ切り後,ナ デか。 砂粒

灰色

普通

20%  P590

カマ ド付近覆土

下層
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第66号住居跡 (第 164図 )

位置 G3j8区。重複関係 SI-70よ り新 しく,SI-90よ り古い。平面形 長方形。規模 5.07×

4.57m。 主軸方向 N-24°一W。 壁 直立。壁高45～ 58cm。 壁薄 東壁際の一部を除き周回。上

幅10～ 24cm,深 さ5～ 8 cm。 床 平坦。ピット 5か所。Pl(30× 22,-35cm)P2(26× 25,一

58cm)P3(25× 22,-66cm)P4(21× 19,-42cm)P5(24× 22,-35cm)Pl～ P4が主柱穴。カマ

ド 北壁中央。粘上で構築。焚き口部に凝灰岩を使用。全長 〔110〕 clt,幅■5cm,煙 道部の壁面

への掘 り込みは55cm以上。火床は,床面より15cm程深 く掘 り窪め,粘土を含む上で整地して,そ

の上面を使用している。覆土 人為堆積。

遺物 土師器片 (甕,不 )483′く。須恵器片 (甕,不,高台付不,蓋)49′ミ。祗石 3′く。鉄製品

(刀子)Lミ。鉄洋 1点。第166図 5の高台付郭はほぼ完形に近いもので,南部の覆土下層から出

土している。その他は大半力朔 破ヽ片で,覆土から出上している。

第90号住居跡 (第 164図 )

位置 G3j8区。重複関係 SI-66よ り新しい。平面形 方形。規模 2.52× 2.46弾。主軸方向 N

-11° 一W。 壁 不明。確認面からの深さは50cal前後。壁濤 無。床 ゆるい起伏。ビット 無。

カマ ド 北壁中央。粘上で構築。焚き口部に凝灰岩を使用。全長70cm,幅100cm,煙道部の壁面ヘ

の掘 り込みは約30cm。 火床は,床面とほぼ同じ高さで使用されている。燃焼部左奥に凝灰岩製の

支脚が置かれていた。覆上 自然堆積。

遺物 土師器片 (甕,不)472点。須恵器片 (甕,不,蓋,壺)50点。小破片が分く,いずれも

覆土から出上している。

備考 SI-66内 に検出された小型の住居跡。カマ ドと床面の状態の違い (SI-90の床は,黒っ

ぽ く,SI-66よ り起伏が大きい)か ら,別個の遺構 として取 り扱う。平面形や規模などは床面の

検出された範囲をもとに推定した。

も
⑫

カマ ド土層解説表

1 褐色   ローム粒子中量

2.明 赤褐色 焼土粒子中量

3.灰黄褐色 粘土

4.褐色   ローム粒子中量 粘土中量

5 赤褐色  焼土極めて多量

6.褐色   ローム粒子中量

7.褐 色   ローム粒子中量 硬 ぐしまる

0                1m

第163図 第90号住居跡カマ ド実側図
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ヽキ
＼

ハ
υ
馳

S190
二
，歩

砲

A 25.3m

土層解説簑

1.褐 色

2.暗褐色

3.褐色

4,褐色

5.褐色

ローム粒子多量

ローム小ブロック

多量 粘性弱い

ローム粒子多量

粘性弱い

ローム粒子多量

粘性弱い

ローム粒子多量

ロームイヽブロック

多量

ローム粒子多量

ロームオヽブロック

中量

0              2m

第164図 第66・ 90号住居LII実測図
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A

A 25.8m
口

|

口
|

カマ ド土層解説衰

1 褐色    ローム粒子多量

2.に強い黄褐色 粘土

3.にオV功鵜 色 粘土極めて多量

4.に h・い黄褐色 粘 土 多量 粘性

強い

5 にない赤褐色 娩 土粒子中量

粘性強い

6.にない黄褐色 ローム粒子中量

粘土 多量

7.によいA4B色 粘土 多量

8 灰黄掲 色  粘性強い

9 赤褐色   焼土粒子多量

10.に 強い黄褐色 焼土粒子中量

粘 土中量

H 明褐色

12,褐 色    ロー ム粒子中量

13.に ない黄褐色 粘土 多量

14.褐 色    ローム粒子多量

粘牲 強い

0               1m

第165図 第66号住居跡カマ ド実測図

第66号住居Ltl出 土遺物観察表

図版辞 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第166図

1

不

須 恵 器

A 138
B 49
C 78

平底。体部は外反気味に外傾 し

て立ち上がる。口唇部は丸い。

底部,回転ヘ ラ切 り後,多方向

のヘ ラ削 り。

砂粒・雲母

灰白色

普通

70%  P593

カマ ド覆土

P L54
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図脹需 器  種 法量Kcm) 器 形 め 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土。色調・焼成 備   考

第166図

12

不

須 意 碁

Ａ

Ｂ

Ｃ

(1310)

3.8

8.″

辛康,体部は外傾して立ち上が

る。日唇部は丸い。

底説 多方向のヘラ肖Jり 。 砂粒 '婁母

灰色

醜

5o%  P働な

南西都床面直上

逆位  P L54

3 器

一部

恵須
．

B(34)
C 6.1

平底.体部は外頓して立ち上が

る。下位に鈍い稜をもち,猿郵

との1間に四面を成す。

磨部,回転rヽ ラ切

'後

, ナ 汎 秘

"駐

.傷多百

黄廉色

誓通

50%  P"5
カマド付近履土

申層

4

高 台村 邪

須 恵1器

A 13.6

B 5!7
D 818
G l,1

平鹿  「ハ」の字状に開〈高台が

付く。1螂t=わ ずかに外屋しな

がら立ち上がる。下位に稜をも

お,高台部との間に耳を成す.

虜部,回転ベラ割り篠 高台貼

,1付1九

砂粒

浅黄色

不良

95°/  P59C
南部羅■下層正

位   P L56

5

霊

祭 恵 器

A 200
B 50
F Z9

H l,3

天丼部はなだらかに下降し,外

周部で軽く外反する。日縁部は

短く≡下する。腰高で申央がわ

ずかに垂下するつまみが付く。

天丼乱 径13calに わたって回転

ヽラ肖Ⅲり。
蠅
廂
魏

90%  P597

カマ ド覆土

P L57

囲ほ器 種  類 法 量 lon) 備 考

6
ガ   子 全長 〔120〕  最大幅1.1 最大厚0.2 刀身,及び茎の破片。茎に本質付着。中央部覆土下層ぉ

P L64・ MS2

II

0              10Cm

第187号 第90号住居跡出土遺物実測図
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図版番号 器  種 法量 (cfll) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第167図

7

甕

器

型

師

小

土

A 169
B〔 181〕

胴部は緩やかに内彎しながら立

ち上がる。 頸営hか ら口縁部にか

けて九味をもって外反する。日

唇部は九い。

口頸部内面,横ナデ。その他,

ナデ。

砂粒・礫 (多 )・ 雲

母

にな い赤褐色

普通

80%  P679

カマ ド付近覆土

下層  P L47

甕

器

型

師

小

土

A(126)

B〔 97〕

胴言焉は内彎 しなが ら立ち上がる。

頸部 は「 く」の字状 に緩 く外反

し, 日縁端部は外上方へつ まみ

上げ られ る。

日頸部内・外面,横ナデ。胴部

内面,横位のヘラナデ。外面,

ナデ。内外面に若子の輪積み痕

を残す。

砂吟位・雲母

にな い橙色

普通

10%  P592

カマ ド覆土

邪

土 師 器

A(122)

B 44
C 64

平底。体部は外傾して立ち上が

る。 日唇部は九ヤヽ。

ロクロ整形。内面,ヘ ラ磨 き,

黒色処理。底部,一定方向のへ

ラ肖Uり 。

砂粒

に景い黄橙色

不良

40%  P681

南西部覆上下層

17N

須 恵 器

A(126)

B 47
C(64)

平底。体苫Ыよ外傾して立ち上が

り, 日唇部は九しヽ。

底部,回転ヘ ラ切 り後,ナデ。 砂粒

灰色

普通

10%  P683

北東部覆土

11

蓋

須 恵 器

A(185)

B〔 29〕

天丼部 は平坦。外周部でなだ ら

かに下降 し,屈曲 して,日縁部

は垂下す る。つ まみ欠損。

外面に自然釉がみられる。 砂粒

暗オ リー ブ色

良好

20%  P682

南西 コーナー付

近床面直上

第90号住居赫出土遣物観察表

第87号住居跡 (第168図 )

位置 G3i6区。重複関係 SI-69よ り古い。平面形 方形。規模  4.20× 3.91m。 主軸方向 N

-44° 一W。 壁 直立。壁高 0～ 20cm。 壁薄 全周。上幅■～22cm,深 さ 6 cm前後。床 平坦。ピ

ッ ト  5カザ斤。 Pl(32× 20, 一-45cm)P2(35× 20, ―-58cm)P3(32× 32, -62cm)P4(36× 32,

-49c7m)Ps(23× 23,-25cm)Pl～ P4が主柱穴。カマ ド 北西壁中央。全長137cm,幅 〔87〕 cm,

煙道部の壁面への掘 り込みは約45cm。 火床から焚き日付近を床面より25cm程深 く掘 り窪め,ロー

ムブロックを多量に含む土で整地 して,そ の上面を火床 としている。覆上 自然堆積。

遺物 土師器片 (甕,lTh,平鉢)84ィく。須恵器片 (甕,不,壺 )13′ミ。 自然釉のかかった須恵

器短頸壷の半完形品 (第170図 1)が,南東部の床面か ら伏せた状態で出上 している。その他はい

ずれも小破片で,床面及び覆土から出上している。

備考 西側は遺構確認の段階ですでに床面まで削平されてお り,カ マ ドも火床部付近が検出さ

れただけである。ここでは,短頸壺の出土が特筆 される。
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第69号住居跡 (第 168図 )

位置 G3i6区。重複関係 SI-67よ り新 しい。平面形 方形。規模 3.25× 〔2.86〕 m。 主軸方

向 N-54°一W。 壁 直立。壁高23～ 33cm。 壁濤 南西 。南東壁際に検出。上幅 8～ 24cm,深 さ

3～ 5 cm。 床 凹凸。東部に床面から26cmの 深さの落ち込み (撹乱)有 り。ピット 1か所。Pl

(19X18,-18cm) カマ ド 北西壁中央。粘土で構築。凝灰岩を使用 (床面に粘土・凝灰岩が

散乱)。 全長108cm,幅 〔62〕 cm,煙道部の壁面への掘 り込みは約30cm。 火床は,床面より5 cm程

深く掘 り窪められている。覆土 自然堆積。

B q建
_

S169

 ヽ ―

一
ヽ
、
ハ

Ａ
一　
ミ

上層解説表

1 褐色  ローム粒子多量

2.褐色  ローム粒子多量

3.褐色  ローム粒子中量

4.掲色  ローム粒子多量

5。 暗褐色 ローム粒子中量

6.褐色  ローム粒子多量

7.褐色  ローム粒子中量

8.暗褐色 ローム粒子中量

9.褐色  ローム粒子多量

10,褐 色  ローム粒子多量

11.褐 色  ローム粒子中量

12.暗 褐色 ローム粒子中量

0

しまり弱い

しまり弱い

しまり弱い

粘性弱い

粘性弱い

しまり弓説ヽ

粘性弱い

粘性弱い

2m

第168図 第G7・ 69号住居跡実測図
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遺物 土師器片 (甕,不)117点。須恵器片 (甕,不)17点。陶器片 1点。いずれ も小破片で床

面,及び覆土からまばらに出土 している。

備考 遺構は北東側 (調査区域外)へ延びてお り,全体 を捉えることはできなかった。

l⑫ l

Ｅ
Ｏ
．ゆ
劇

引
刊

ぎ
∞
．Ｒ

劃
刊

第a7号住居賄カマ ド土層解説衰

1.赤褐色  焼土小ブロック中量

2,明 赤渇色 焼土

3.褐 色   炭化粒子中量

4.褐 色   ローム粒子中量  ローム中ブロック多量

5.褐 色   ローム粒子中量

6.赤褐色  ローム粒子中量

7.明褐色

8.褐 色   ローム粒子中量  ローム小ブロック中量

第169図  第67・ 69号住居跡カマ ド実測図

第67号出土遺物観察表

第69号住居跡カマ ド土層解説表

1.褐色   ローム粒子中量

2.褐色   ローム粒子多量

3.暗赤褐色

4.褐色   焼けたローム小プロック多量

5.褐色   ローム粒子多量

6.褐色   ローム粒子中量

0                1m

剛 需 器   種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第170図

エ

童

器

頸

恵

短

須

A(12.0)

B 18.4

D(11.o)

G ll

平底。「夕ヽ」の字状に開く高台が

付 く。胴部は内管しながら立ち

上がる。上位に最大径をもち,

肩部が張る。口縁部はほぼ直立

する。

底部,ナデ,高台貼り付け。胴

部外面に自然釉。

砂粒・ 石英

暗赤灰色

良好

40%  P598

東部床面横位

P L51
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0              10cm

第170図 第87・ 60号住居跡出土遺物案測図

第39号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量lun) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第170図

2

甕

器

型

師

小

土

A(14,Ol

B〔 6.2D

胴部は内弩しなから立ち上かる。

頸部から口縁部にかt,て丸味を

持つて外反する。日縁端部は外

上方へつまみ出される。

口頸部内■外面,績ナ|デと胴部

内外画,ナ∴ 外面に輪積み痕

を着千残子ゃ

砂粒・宴母

橙色

普通

5%  P590
東部覆土

3

杯

土 師 器

A(154)

B 4.9
C(6.2)

平底。体部は内管しながら立ち

上が,,上位でわずかに外反す

る。

ロクコ整形。内面,ヘラ磨き,

暴t241外 面,及び底部,磨

滅が著しく,調整不明。

砂雄トスコリア

浅黄橙色

魏

150/.  '600

東部覆土上層

4

邦

須 恵 器

4(19.0)

B 4.β

C(o8)

平底。体部は外傾して立ち上が

る,

底部,回転ヘラ切り筏 ナ丸 ぬ

灰白色

魏

2,%  P601

カマド付近床面
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第70号住居跡 (第 172図 )

位置 H3a7区。重複関係 SI-66よ り新 しい。SK-82(新 旧不明)。 平面形 長方形。規模

5.18× 4.42m。 主軸方向 N-32° 一W。 壁 直立。壁高30～ 52cm。 壁滞 全周。上幅 9～ 30cm,

深さ 3～ 9 cm。 床 平坦。 ピッ ト 6か所。Pl(32× 24,-63cm)P2(28×26,-73cm)P3

(58× 34, -54, 一-42cm) P4(46× 37, ―-75cm) P5(32× 27, -62cm)  P。 (30× 18, ―-49

cm) Pl～ P4が主柱穴。P3は 二段掘 り込み。P6は 若千内傾。P5° P6も 本跡に伴 う柱穴と思われる

が,西壁際には対応するピットが検出されない。カマ ド 北壁中央。粘上で構築。全長125cm,幅

155cm,煙道部の壁面への掘 り込みは約75cm。 火床は,床面より15cm程深 く掘 り窪められている。

覆土 自然堆積。

遺物 土師器片 (甕,辱,鉢,平鉢)881点 。須恵器片 (甕,不,高台付不,蓋,壺,盤)154

点。手捏土器 1点。鉄製品 (鏃)1点。鉄津 1´ミ。第173図 5の鉢は内黒で,婉に近い器形をして

おり,カ マ ド付近の床面から潰れた状態で出上している。 6の平鉢は南部の床面に破片が散らば

るように出土している。第174図 13の壺は日縁部から胴部にかけての破片で,中央部の床面から出

上している。

//外

蓼

6.暗赤褐色

7 にお゙い赤褐色

8.暗赤褐色

9.にない赤褐色

10 赤褐色

11.暗 褐色

12 褐色

カマ ド土層解説表

1.に ない黄褐色 粘上多量 粘性強い

2.褐色    ローム粒子中量

3 におい黄鵜色 焼土粒子多量 粘土中量

4 にない赤褐色 焼土粒子 多量 粘上中量

5 暗赤褐色  焼土粒子多量 焼土小プロ

ック中量   ヽ

焼土粒子多量

焼土粒子中量

焼土粒子中量 粘土中量

焼土粒子多量 焼土小ブロ

ック多量

焼土

ローム粒子中量 焼土粒子

中量 黒色土プロック中量

ローム粒子中量  ローム小

プロック 中量 焼土粒子中

量

13.にぶい黄褐色 焼土小プロ /ク 中量 粘土

中量

0               1m
く

|

第171図 第70号住居跡カマ ド実測図
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A 25.7m

土層解脱表

1.褐色   ローム粒子多量

粘性弱い

2.褐色   ローム粒子多量

粘性弱い

3.褐色   ローム粒子多量

―
       ロームブロック中

量

4.褐色   ローム粒子多量

粘性・ しまり弱い

5.褐色   ローム粒子多量

ロー払小ブロック

中量

6.暗褐色  ロー ム粒 子 中 量

粘性・ しまり弱い

0               2m

第172図 第70号住居跡実測図
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0               1ocm

第173図 第70号住居跡出土遺物実測図(1)
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0              10Cm

第174図 第70号住居跡出土遺物実測図(2)

出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第173図

1

甕

土 師 器

A 222
B〔192〕

E(270)

胴音5は 内彎 しなが ら立 ち上が り,

上位に最大径 をもつ。頸部は「 く」

の字状 に屈 曲 し,日 縁端部 は外

上方へつ まみ出 され る。

口頸部内・外面,横ナデ。胴部

内面,横位のヘラナデ。外面,

ナデ。

砂粒・雲母・石英

にない橙色

普通

20%  P604

中央部床面直上

2

菱

土 師 器

A(182)

B(137〕

胴部は内彎しながら立ち上がる。

頸部は「 く」の字状に外反し,

日縁端部は上方へ軽くつまみ上

げられる。

日頸部 内・外面,横ナデ。胴部

内面,横位 のヘ ラナデ。外面 ,

縦位 のヘ ラ削 り (磨滅 )。

砂粒・石英・スコ

リア

にぶい橙色

普通

20%  P705

覆土

第174囲

3

甕

土 師 器

A 216
B(213〕

E(262)

胴部は内彎 しなが ら立ち上が り,

上位 に最大径 をもつ。頸部 か ら

口縁部 にかけて九味 をもって外

反 し, 日縁端部 は上方 につ まみ

上げ られ る。

口頸部内・外面,横ナデ。胴部

内面,横位のヘラナデ。外面上

位,ナデ。中位以下,維位のヘ

ラ肖Uり 。

砂粒・雲母・石英

に h・ い橙色

普通

30%  P603

中央部床面

第173図

4

鉢

土  師 器

A(240)

B〔122)

胴部は内彎 しなが ら立 ち上がる。

日縁部 は緩 く外反 して外上方へ

開 く。

口縁部 内・外面,横ナデ。胴部

内面,横位 のヘ ラナデ。外面 ,

ナデ。上位 に輪積み痕 を残す。

砂粒

橙色

普通

10%  P605

北壁際西部床面

直上

鉢

土 師 器

A 157
B 7_9
C 65

九底。底部から胴部にかけて内

轡しながら立ち上がる。口唇部

は九い。

内面,ヘ ラ磨 き,黒色処理。外

面,ナデ。胴部下半か ら底部 ,

磨滅のため調整不明。

砂粒・雲母

にぶい橙色

普通

90%  P607

カマ ド付近床面

P L48

平   鉢

土 師 器

A 195
B 79
C(136)

平底。体部は外傾 して立 ち上が

る。上位 は器厚 を減 じ, 口碁部

はやや尖 る。

内面,ヘ ラナデ。平滑に整 えら

れ る。外面,底部,ナデ。体部

外面に輪積 み痕 を残す。

砂粒

にない橙色

普通

中央部・南壁際

床面直上P L48

P60670%
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図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

7

手 捏 土 器

土 師 器

A(86)
B 45
C(62)

平底。体部 は内彎 しなが ら立 ち

上が る。 口唇部 は丸い。

内面,指頭 に よるナデ。外面 ,

ナデ。上位 にヘ ラナデの痕跡 を

残す。底部,木葉痕。

砂粒

にない橙色

普通

40%  P608

東部覆土

8

甕

須  志 器

B〔 75〕

C(148)

平底。胴部は外傾して立ち上が

る。

内面,横・斜位 のヘ ラナデ。外

面,斜位 の平行 叩 き。下端,横

位 のヘ ラ削 り。底部,ナデ。

砂粒・長石 雲母

灰色

普通

5%  P708
覆土

9

●
FN

須 恵 器

A 142
B 50
C 90

平底。体部 は外傾 して立 ち上が

る。下位 に稜 をもち,底部 との

間に幅の狭 い面 を成す。

底部,回転ヘラ切 り後,多方向

のヘラ削り。

砂粒

灰色

普通

90%P L54 P610

南壁際 中央部床

面直上正位

ヘ ラ記号

17N

須 恵 器

A(136)

B 47
C(84)

平底。体部は外傾 して立 ち上が

る。下位 に鈍 い稜 をもち,底部

との間に幅の狭 い面 を成す。

底部、一定方向のヘ ラ削 り。 砂粒

灰色

普通

20%  P613

東部覆土中層

ヘラ記号

第174図

11

高 台 付 杯

須  恵 器

A(152)

B 63
D 94
G 12

平底。「アヽJの字状 に開 く高台が

付 く。体部 は外傾 して立 ち上が

る。下位 に稜 をもち,高台部 と

の間に幅広の面 を成す。

底部,回転ヘラ削り後,高台貼

り付1す。

砂粒・長石

灰白色

普通

50%  P615

南東部覆土中層

P L56

12

蓋

須  恵 器

A(167)

B〔 28〕

天丼部 は浅 く丸 い。頂部か らな

だ らかに下降 し,外周部 で軽 く

外反する。日縁部は短 く垂下す

る。つまみ欠損。

天丼部,径 12cmに わたって回転

ヘ ラ削 り。

砂粒

灰 自色

普通

60%  P617

カマ ド付近床面

正位   P L57

士笠

器

頸

恵

短

須

A 99
B〔 64〕

肩部が強 く張 る。 日縁部 はほば

直立す る。

砂粒

灰色

普通

20%  P609

中央部床面

P L51

図版番号 種  類 法 量 (cln) 備 考

14 鏃 全長 〔68〕  鏃身幅12 茎幅04 最大厚02 南東部覆土中層出土。          P L63 M63

第71号住居跡 (第 175図 )

位置 E3h8区。平面形 方形。規模  4.35× 4.18m。 主軸方向 N-16°一E。 壁 直立。壁高 0

～ 7 cm。 壁滞 東壁際に検出。上幅15～ 25cm,深さ22cm。 床 平坦。 ピッ ト 2か 所。Pl(43×

35,-50cm) P2(26X25,-33cm) カマ ド 北壁中央。粘上で構築。全長104cm,幅 100cm,

煙道部の壁面への掘 り込みは約50cm。 火床は,床面より15cm程掘 り窪められている。覆土 遺構

確認の段階で大半が削平されてお り,堆積状況は不明。

遺物 土師器片 (甕,lTh)50点 ,須恵驀片 (甕,不,高台付不,高盤)6′ミ。第176図 2の高盤

は脚部が欠けてお り,東壁際の濤の上に正位の状態で出土 している。

備考 撹乱が多く,西側は床面の下まで削平されている。中央部の床面に若干焼けた跡が見 ら

才化る。
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住居鯨土層解説喪

1.暗褐色  ローム粒子中量 粘性・ しま

り弱い

2.褐色   ローム粒子中量

3,褐色   ローム粒子多量 しまり弱い

0              2m

カマ ド上層解説衰

1.に よV功鵡 色 ローム粒子多量 炭化

物中量 焼土粒子中量

2.赤褐色   焼と小ブロッタ極めて

多量

3.赤褐色   ローム粒子極めて多量

4.になV功鶉色 炭化粒子中量

5。 赤褐色   焼土

6.暗褐色   焼上粒子中量

7.赤褐色   ローム粒子多量

8.暗褐色   ローム粒子中量 炭化

物中量

0               1m

⑭

第175図 第71号住居跡 。カマ ド実測図
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0              10Cm

第176図 第71号住居跡出土遺物実測図

第72号住居Ltt(第 177図 )

位置 E3a7区。平面形 不整方形。規模 3.74× 3.40m。 主軸方向 N-14°一E。 壁 直立。壁

高 0～ 32cm。 壁滞 東壁際に検出。上幅10～ 15cm,深 さ 5 cm。 床 平坦。ビット 2ケ所。Pl(35×

30,-19cm) P2(27× 24,-60om) カマ ド 北壁中央。粘上で構築。焚き口部に凝灰岩を使

用。全長107cm,幅 95cm,煙道部の壁面への掘 り込みは約 40cnI。 火床は,床面より15cln程掘 り窪め,

ロームを多く含む土で埋め戻 して,その上面を使用している。覆上 自然堆積。

遺物 土師器片 (甕)148点。須恵器片 (甕,杯,嵩台付不,盤)19′ミ。鉄製品 (鎌 1,刀子 1,

器種不明 1)3点。第178図 4の高台付不はほぼ完形で,南東部の床面直上から正位で出土してい

る。 1・ 2・ 3の甕は,西部からカマ ド付近にかけての床面直上から出土している。 5の鎌は,

北西コーナー付近の床面に,刃 を上に向けた状態で出土している。

出土遺物観察表

図版冊 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

図７６

　

・

第
甕

土 師 器

A(22.4)

B〔204〕

E(276)

胴部は内彎しながら立ち上がる。

頸部から口縁部にかけて丸味を

もって外反し,日縁端部は上方

へつまみ上げられる。

口頸部内・外面,横ナデ。胴部

内面,縦位のヘラナデ。外面,

中位以下縦位のヘラ削り。

砂粒・雲母

橙色

普通

10%  P620

カマド覆上

2

盤

器恵

高

須

B〔 31〕 邪部破片。体部は緩やかに外傾

して立 ち上が る。脚部 には四方

に透 し孔 をもつ。

脚部貼 り付け後,透 し孔をあけ

る。
婉
随
魂

30%  P622

東壁際中央部壁

濤上面
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A

A26.6m

住居鯨土層解説表

1.褐色   ローム粒子多量

01
粘性弱い

ローム粒子中畳

粘性弱い

ローム粒子中量

粘性 。しま り弱い

ローム粒子多量

ローム粒子中量

粘性弱い

ローム粒子中量

粘性弱い

#

2.暗褐色

3.褐色

4.褐色

5.明 褐色

6 褐色

7.褐色

8.明褐色

2m

備考 南西 コーナー付近は床面ま

で削平されている。中央部から北部

の床面上にかけて,カ マ ドの構築材

と思われる凝灰岩が出上 している。

く|   く
|

0              1m

第177図 第72号住居跡・ カマ ド実測図

カマ ド土層解説表

1.褐色

2.褐色    ローム粒子多量

焼土粒子中量

3.暗赤褐色  焼土粒子多量

4.暗赤褐色  焼土粒子多量

5.暗赤褐色  焼土粒子中量

6.暗赤褐色  焼土粒子中量

7.に競Vヽ赤褐色 雄土粒子多量

8.褐色    ローム粒子多量

9.明褐色

10.明褐色
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0              10cm

第178図 第72号住居LTl出 土遺物実測図

出土遣物観察表

図版番号 器  種 法量 (cn) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第178図

1

甕

土 師 器

A(192)

B(180〕

E(240

胴部は内彎しながら立ち上がる。

頸部は「く」の字状に屈曲し,

日縁端部は外上方へつまみ出さ

オtる 。

日頸部 内・外面,横ナデ。胴部

内面,縦位 のヘ ラナデ (ハ ケ ロ

状 )。 外面,縦位 のヘ ラ削 り。

砂粒・雲母・スコ

リア

褐灰色

普通

10%  P623

西部床面直上

2

甕

土 師 器

A(178)

B〔 96〕

胴部はゆるく内彎しながら立ち

上がる。頸部は「く」の字状に

屈曲し, 日縁端部は上方へつま

み上げられる。

口頸部内・外面,横ナデ。内面

頸部直下,幅の狭いヘラナデ。

胴部内面,縦位のヘラナデ。外

面,縦位のヘラ削り。

砂粒・雲母・礫

にない澄色

普通

10%  P624

カマ ド付近床面

直上

3

小  型 養

土  師 器

B〔 12.1〕

C 7_5
平底。胴部は内彎しながら立ち

上がる。

胴部外面下位 横位のヘラ削り。

内面,ナデ。底部,粗いナデ。

砂粒・婁母

灰褐色

普通

20%  P625

カマ ド付近床面

直上
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図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

4

高 台付 不

須 恵 器

A 13.0

B 5,3
D 7.4
G 13

平底。「ハ」の字状に開く高台が

付く。体部は外反しながら立ち

上がる。下位に稜をもち,高台

部との間に幅広の面を成す。

底部,回転ヘラ切 り後,高台貼

り付1)。

粒

色

通

砂

灰

普

90%  P621

南東部床面直上

P L56

図版番号 種  類 法    量    (cm) 備 考

5
鎌 全長 (158〕  最大幅2_8 最大厚02 基端部折り返し。北西コーナー付近床面出土。

PL64 �【65

6 器 種 不 明 全長 〔69〕  最大幅27 最大厚05 器面が彎曲する。カマ ド覆土出上。       M66

7 刀   子 全長 〔42〕  最大幅19 最大厚02 刀身の一部。南東部床面出土。         M64

第73号住居Ltl(第 180図 )

位置 D3h8区。平面形 方形。規模 3.35× 3,34m。 主軸方向 N-12°一E。 壁 直立。壁高

24～ 33om。 壁薄 北壁際の一部 を除いて周回。上幅 7～ 13cm,深 さ 3～ 8 cal。 床 平坦。南壁際

の中央部がわずかに窪む。 ビッ ト 無。カマ ド 北壁中央。粘土で構築。全長88cm,幅 88cm,煙

道部の壁面への掘 り込みは約 70om。 火床は,床面より10cm弱深 く掘 り窪められている。全体に撹

乱を大 きく受けている。覆土 自然堆積。

遺物 土師器片 (甕,不,平鉢)187点。須恵器片 (甕,不,高台付不,高台付皿)8点。祗石

1点。第181図 3の高台付皿は南西コーナー付近の床面か ら出土 している。平鉢片が多 く,主 とし

てカマ ド付近か ら 6～ 7個体分出上している。

④ l

Ｅ

Ｏ
．０
劇

引

引く
|

カマ ド土層解脱表

1.褐色    ローム粒子中最

2 褐色    ローム粒子中量

3.によい赤褐色 ローム粒子多最

4,褐色    ローム粒子中量

5.褐色

6.暗褐色

0               1m

第179図 第73号住居跡カマ ド実測図
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第180図 第73号住居Ltl実測図

土層解説表

1.黒褐色  ローム粒子中量 粘性弱い

2.褐 色    ローム粒子中量 粘性弱い

3.黒褐色  粘性弱い

4.黒褐色  ローム粒子中量

5.褐色   ローム粒子中量

6.明 褐色

7.褐色   粘性弱い

8 褐色    ローム粒子中量 粘性弱い

9.暗褐色  ローム粒子多量 粘性弱い

10.明褐色  ローム粒子多量

11.褐 色

0               2m

O          scm

ー

五1仁
出
＝
Ｊ

第181図 第73号住居跡出土遺物実測図

出土遣物観察表

図版番号 器   種 法量 (cn) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第181図

1

平   鉢

上 師 器

B〔 37〕

C(106)

平底。胴部は直立して立ち上が

る。

内面,ヘラナデ。外面には輪積

み痕を残す。

砂粒

によい橙色

普通

5%  P627
カマ ド覆土

2

平   鉢

土 師 器

B〔 43〕

C(94)
平底。胴部は直立して立ち上が

る。

内面,ヘ ラナデ。外面には輪積

み痕を残す。

砂粒

橙色

普通

5%  P628
カマ ド覆土
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図版番号 器  種 法量 (clll) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

高 台付 皿

須 恵 器

A 13.4

B 30
D 70
G O.8

平底。「ハ」の字状に開く高台が

付 く。体部は内彎気味に立ち上

がり,日縁部で軽く外反する。

底部,回転ヘラ切り後,高台貼

り付け。
曲
庭
魏

95%  P629

南部床面逆位

P L57

第74号住居Ltl(第 182図 )

位置 D3i4区。平面形 方形。規模 4.16× 4.02m。 主軸方向 N-28° 一E。 壁 直立。壁高

22～ 33cm。 壁滞 全周。上幅14～ 21cm,深 さ 5 om前後。床 平坦。 ビッ ト 無。カマ ド 北壁中

央。粘上で構築。全長85cm,幅 110cm,煙 道部の壁面への掘 り込みは約 50cm。 火床は,床面より10

cln程深 く掘 り窪め られている。覆土 自然堆積。

遺物 土師器片 (甕)61点。須恵器片 (不,蓋)9点。第184図 1の甕は北東部の覆上下層から

出上 している。大半力Ⅵ 破ヽ片で,覆土からの出上である。

A26.4m

土層解説表

1.褐 色 ローム粒子多量

2.褐 色 ローム粒子多量 粘性

弱い

3.褐色 ローム粒子多量 ロー

ム月ヽプロック中量 硬

くしまる

4 褐色 粘性弱い 覆 くしまる

5,褐色 ローム粒子多量 硬 く

しまる

6 褐色 ローム粒子中量 粘土

中量 硬 くしまる

2m

第182図 第74号住居跡実測図
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カマ ド土層解説表

1.褐 色    ローム粒子多量

2.に h・い所鴫色 粘土多量

3.に4い黄褐色 ローム粒子中量

4.暗赤褐色  ローム粒子中量 焼土多量

5.褐色    ローム粒子多量 硬 くしまる

6.褐色    ローム粒子中量 粘性強い

7.によい芸弱色 粘性強い 硬 くしまる

8.にない黄掲色 ローム粒子中量 粘土極めて多量

9.褐色    粘土多量

10,褐色    焼土粒子中量 粘土中量

11.褐色    ローム粒子多量

12.暗赤褐色  ローム粒子中量 焼土粒子多量

13.赤褐色   焼上粒子多量

14.褐色    ローム粒子極めて多量

15 暗赤褐色  焼土粒子多量

16.暗褐色   ローム粒子多量

0               1m

く
|

第183図 第74号住居LTIカ マ ド実測図

出土遺物観察表

く
|

第184図 第74号住居跡出土遺物実測図

::F:F:三:こ〒「
((|'I

O          Scm

ー

図版番号 器   種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第184図

1

甕

土 師 器

A(242)

B〔 43〕

頸部は「く」の字状に屈曲し,

日縁端部は外上方へつまみ出さ

れる。

口頸部内・外面,横ナデ。 砂粒・要母

橙色

普通

5%  P630
北東部覆土下層
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佳居跡土層解説表

1.褐 色  コーム粒子中量 粘

性弱い

2 褐色  ローム粒子多量 ロ

ーム刀ヽプロック中量

粘性弱い

3 褐色  ローム粒子多量 ロ

ーム小プロック多量

粘性しまり弱い

4.褐色  ローム粒子中量

5.明褐色

カマ FA圭層解説表

1 褐色   ローム粒子中量

しまり弱い

2.褐 色

3.褐 色   ローム粒子中量

4 褐色   粘土多量

5 にぶ
'ヽ

鵜 色焼土粒子多量

6.赤褐色  ローム粒子中量

焼土粒子極めて多

量

7 明褐色  焼けたローム粒子

多量

カマ FB土層解説表

1.褐 色   ローム粒子中量

2.暗褐色  焼土粒子多量 焼

土ブロック中量

3.灰褐色  焼土粒子中量

4.にない赤褐色焼土粒子中量

5,褐色   ローム粒子中量

0               2m

口
|

く
|

0               1m

第185図 第75号住居跡・ カマ ドA・ B実測図
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第75号住居跡 (第 185図 )

位置 D3a7区。平面形 長方形。規模  3.93× 2.95m。 主軸方向 N-18°一E。 壁 直立。壁高

11～ 17cm。 壁薄 東壁際の一部 を除いて周回。上幅12～ 16cln,深さ 7～ 9 cm。 床 平坦。ピッ ト

1か所。Pl(28× 23,-31cm)カ マ ドA 北壁中央。粘上で構築。全長100cln,幅80clla,煙道部

の壁面への掘 り込みは約 55cm。 火床は床面より10cm程深 く掘 り窪められている。カマ ドB 北壁

東寄 り。粘上で構築。焚 き口部に凝灰岩を使用。全長81cm,幅 69cm,煙道部の壁面への掘 り込み

は約25cln。 火床は,床面 とほぼ同じ高さである。覆上 自然堆積。

遺物 土師器片 (甕)12点。須恵器片 (不)3点 。大半が小破片

で,覆土から出上 している。

所見 2基のカマドのうち,カ マドAの方がやや大型である。A・

Bいずれも塞いだ様子はなく,同時期に使用されたものと思われる。

第186図 第75号住居 Ltt

出土遺物実測図

出土遺物観察表

＼`、、、_____――――――IEE] 日|||||||口
''PI

O        Scm

ー

図版需 器   種 法量 (cll) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第186図

1

不

須 恵 器

B〔 19〕

C 71
平底。 底部,回転ヘラ削り 鎚

随
魏

40%  P631

南東部床面

―-222-―



第76号住居跡 (第 188図 )

位置 D3i7区。重複関係 SI-77よ り古い。平面形 方形。規模 3.36× 3.13m。 主軸方向 N

-9°一E。 壁 直立。壁高18～ 27cm。 壁滞 北壁際の一部 を除いて周回。上幅 5～ 12cm,深 さ 4～ 8

cm。 床 平坦。 ビッ ト 1か 所。Pl(45× 40,-28cm) カマ ド 北壁中央。粘上で構築。全長

70cm,幅64om,煙道部の壁面への掘 り込みは約40cm。 火床は,床面 とほ,ど同じ高さである。覆土

人為堆積。

遺物 土師器片 (甕,平鉢)135点。須恵器片 (不,高台付不)4点 。第187図 1の年は,カ マ

ド前面の床面上か ら潰れた状態で出土 している。

0           10cm

第187図 第76号住居LTl出 土
遺物実測図

出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第187図

1

不

須 恵 器

Ａ
　

Ｂ

　
Ｃ

(144)

50

82

平底。体部は外傾して立ち上が

り,日唇部はやや九い。

底部,回転ヘラ削り。 卵
廂
魏

60%  P632

カマ ド付近床面

P L54

2

高 台 付 不

須 恵 器

A(141)

B 61
D 92

平底。ほぼ直立する高台が付 く。

体部は外傾して立ち上がり,ロ

縁部でわずかに外反する。

底部,回転ヘラ切 り後,高台貼

り付け。 色
斑
願
魏

50%  P634

カマ ド付近床面

P L56
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〓パ

Щ
I

B

土層解説表

1.褐色

2.褐色   ローム粒子多量 ローム小プロック中量

3.褐色   ローム泣子中量 粘性弱い

4.暗褐色  ローム粒子多量 ローム小プロック中量

粘土中量 凝灰岩ブロック

5.暗赤褐色 炭化粒子多量 炭化物中量 焼土粒子中

量 粘性・ しまり弱い

6.赤褐色  炭化物極めて多量 焼土粒子多量

粘佐・ しまり弱い

7.暗赤褐色 ローム粒子中量 焼土粒子中量

粘性・ しまり53い

8.暗赤褐色 焼土粒子多量 粘性・ しまり弱い

9 暗褐色  ローム粒子中量 粘性・しまり弱

ローム粒子中量 炭化物多量

ローム粒子中量

ローム粒子中量 炭化粒子中量

旋化物中量 しまり弱い

ローム粒子中量

ローム粒子多量

ローム粒子中量 粘性弱い

ローム粒子多量

ローム粒子多量 粘土中量

粘土中量 粘性強い

粘性弱い

ローム粒子中量 粘性弱い

o               2m

B'

10.暗褐色

■.褐色

12.暗褐色

13.褐色

14.褐色

15.暗褐色

16.褐色

17.褐色

18.灰黄褐色

19.嗜褐色

20.暗褐色

21.褐色

Ш
l al

第188図 第76・ 77号住居Ltt実測図
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第77号住居跡 (第 188図 )

位置 D317区。重複関係 SI-76よ り新 しい。平面形 方形。規模 2.75× 2.64m。 主軸方向 N

-72° 一W。 壁 直立。壁高15～ 28cm。 壁薄 全周。上幅 7～ 18cm,深さ 2～ 5 cm。 床 平坦。ピ

ッ ト 無。カマ ド 東壁南寄 り。粘上で構築。焚き口部に凝灰岩を使用。全長78cm,幅 120cm,煙

道部の壁面への掘 り込みは約 55cm。 火床は,床面 とほぼ同じ高さである。覆土 人為堆積。

遺物 土師器片 (甕,高台付辱)80′ミ。須恵器片 (不,盤 )15点。祗石 1点。第191図 2の高台

付不の底部に墨書『午家』がみられぅ 内面には灯明皿 として使用された痕跡が認め られる。 4の

不, 6の盤 とともに 3個体 まとまって南東部の床面か ら出土している。南西 コーナー付近には,

大 きな切石 (29× 23× 14cm)が床面に置かれた状態で出土 している。上面は平坦ではないが,底

面は平坦で広 く,安定感がある。何 らかの用途をもって据えられたものと思われ る。

備考 焼失住居。焼上が夕量に堆積 し,炭化材が中央に向かって放射状に到れ込んでいる状態

で検出されている。

A

A26,6m

く
|

0               1m

Ｅ

ω
．Ｏ
Ｎ

引

引

第,6号住居RIカ マ ド上層解説表

1.褐 色    ローム粒子多量

2.によい黄褐色 粘性強い

3.褐色    ローム粒子多量

量 硬 くしまる

4 におい赤褐色 ローム粒子多量

ローム刀ヽプロック中

ロームガヽプロック中

第7,号 住居跡カマ ド土層解説表

1.にない黄掲色

2 に姑い赤褐色 ローム粒子 中量 焼土粒子中量

3.暗 赤褐色  ローム粒子中量

4 赤褐色   焼土

5 褐色    ローム粒子 中量

6.暗 赤褐色  ローム粒子 中量

7 褐色    ローム粒子中置 粘性弱い

8.褐 色    ローム粒子極めて多量

9.極暗褐色  焼土粒子中量

10.暗 褐色   ローム粒子 多量

量

5 に強い赤褐色 焼土

6.赤褐色   焼土中プロック多量

7.褐 色    硬 くしまる

8.に B.・い黄褐色 粘土多量 粘性強い

第189図 第76・ 77号住居跡カマ ド実測図
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第190図 第77号住居Ltl炭 化材検出状況実測図

第191図 第77号住居跡出土遺物実測図
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出土遣物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色詞・焼成 備   考

第191図

1

甕

土 師 器

A(230)

B〔 100〕

頸部から口縁部にかけて丸味を

もって外反し, 日縁端部は外上

方へつまみ出される。

回頸部内・外面,横ナデ。 砂粒・雲母・スコ

リア

橙色

普通

5%  P639
1ヒ壁際西寄り覆

土上層

2

高 台 付 IFh

土 師 器

A 146
B(40〕

平底。高台は,大半が欠損して

いる。体部はわずかに外反しな

がら立ち上がる。下位に稜をも

ち,高台部との間に幅の広い面

を成す。

ロクロ整形。

内面,ヘラ磨き,黒色処理。底

部,回転ヘラ削り後,高台貼り

付け。

砂粒

にぶい橙色

普通

90%  P640

墨責「午家」

南東部床面斜位

灯明皿 に転用

か。   P L49

3

不

須  恵 器

A 140
B 51
C 72

平底。体部は外傾して立ち上が

る。日唇部は九い。

底部,粗いナデ。 砂粒

灰色

普通

100%  P636

カマ ド付近覆土

中層

ヘラ言己号P L54

4

郭

須 恵 器

A 140
B 50
C 76

平底。体部は外傾して立ち上が

り, 日縁部で軽 く外反する。ロ

唇部は九い。

底部,回転ヘ ラ切 り後 , ナ ∴ 砂粒

灰色

普通

100%  P635

南東部床面正位

ヘラ記号P L54

5

盤

須  恵 器

A 167
B 4.0
D 9_6
G l.2

平底。「′＼」の字状に開く高台が

付く。体部は直線的に立ち上が

り, 日縁部は外反する。口唇部

は九い。

底部,回転ヘラ削り後,高台貼

り付け。

砂粒

灰色

普通

95%  P637

北西部床面正位

P L57

盤

須  恵 器

A 172
B 44
D 91
G l_3

平底。「ハ」の字状に開く高台が

付く。体部はゆるやかに外傾し

て立ち上がり,口縁部は外反す

る。口唇部は九い。

底部,回転ヘラ削り後,高台貼

り付け。

砂粒

灰色

普通

95%  P638

南東部床面正位

P L57
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第78号住居跡 (第192図 )

位置 D3h6区。重複関係 SI-80よ り古い。平面形 長方形。規模 3.38× 2.98m。 主軸方向

N-63°一W。 壁 直立。壁高29～ 46cm。 壁滞 南西コーナーを除いて周回。上幅 8～ 18cm,深さ

2～ 3 cm。 床 平坦。ピット 3か所。Pl(29× 25,-10cln)P2(20× 20,-22cln)P3(22X

22,-24cm)カ マ ド 北西壁南西寄 り。粘土で構築。全長120cm,幅90om,煙道部の壁面への掘

り込みは約70cm。 火床は,床面より10cm程掘 り窪められている。覆上 自然堆積。

遺物 土師器片 (甕,不,高台付不)160点。須恵器片 (甕,不,高台付不,高台付皿)31点。

第194図 2の高台付皿は,南東部の床面から伏せた状態で出土している。 3の高台付不 (底部)は

北壁直下に,壁に貼 りつ くような状態で出土している。土師器郭には,墨書が 1点含まれるが,

小破片のため判読不可能である。

所見 カマ ドの先端部がSI-80に切られていることから,SI-80よ り古い遺構 とする。

I S180

土層解説棄

1.褐色  ローム粒子多量 粘

性弱い

2.褐 色  ローム粒子中量 粘

性弱い

3 明褐色 ローム粒子多量 ロ

ーム小ブロック中量

4.褐 色  ローム粒子多量 粘

性弱い

5 褐色  ローム粒子中量

6.褐色  ローム粒子中量

7.褐 色  ローム粒子多量 ロ

ームガヽプロック中量

硬 くしまる

8.褐色  ローム粒子多量 粘

性弱い

口|。 |

ローム粒子多量 ロ

ームお`ブロック多量

ローム粒子多量

ローム粒子多量 ロ

ーム小プロック中量

ローム粒子中量

ローム粒子多量 し

まり弱いA26。7m

o              2m

色

　

色

色

　

色

色

褐

　

褐

褐

　

褐

褐

９
。
　

１０
。
■

　

１２
．
Ｌ

第192図 第78号住居跡実測図
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カマ ド土層解説表

1.褐 色   ローム粒子多量

2.褐色   ローム粒子中量

3 褐色   ローム粒子中量

4.暗赤褐色 ローム粒子中量

焼土粒子多量

暗褐色  ローム粒子中量

褐色   ローム粒子多量

ロームおヽプロック

中量

0               1m

2                            3

0           10cm

Ｅ

Ｏ
．０
劇

引
『
―

く
|

第193図 第78号住居跡カマ ド実測図

第194図 第78号住居LII出 土遺物実測図

出土遺物観察表

図版番号 器   種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 。色調・焼成 備    考

第194図

1

不

土 師 器

A(156)

B 5,3
C(7.4)

平底。体部は内彎しながら立ち

上がり, 日縁部でわずかに外反

する。

ロクロ整形。内面,ヘラ磨き,

黒色処理。底部及び体部下端付

近,回転ヘラ削り。

砂粒・パ ミス

淡赤橙色

普通

40%  P641

北東部覆土

2

高 台 付 皿

須 恵 器

A 13.9

B 29
D 75

平底。「ハ」の争伏に開く高台が

付 く。体部は内彎気味に立ち上

がり。日縁部で軽く外反する。

底部,回転ヘラ切り後,高台貼

り付1)。

砂粒

灰色

普通

90%  P644

南東部床面逆位

P L57

3

高 台付 不

須 恵 器

B〔 20〕

D 80
G ll

平底。「ハ」の字状に開く高台が

付 く。

底部,回転ヘラ切り後,高台貼

り付け。

砂粒

浅黄橙色

普通

20%  P643

北壁際中央部床

面
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第79号住居跡 (第196図 )

位置 D3g6区。重複関係 SI-80よ り古い。平面形 方形。規模 2.45× 〔1.17〕 m。 主軸方向

N-1伊一E。 壁 直立。壁高22～ 36clll。 壁薄 無j床 ゆるい起状。ビット 1か所。Pl(48X34,

-16cln)貼床下に検出。カマ ド 北壁。粘上で構築。全長■Oclll,幅 〔70〕 cIIl,煙道部の壁面への

掘 り込みら約80om。 火床は,床面とほぼ同じ高さである。覆土 自然堆積。

遺物 土師器片 (甕 )128′ミ。陶器片 1点。主に,カ マ ド付近から東部の床面及び覆上下層から

の出土である。Pュ 内から多量の焼土とともに,多数の上師器 (甕)片が出上しており,その上に

貼床がなされている。本跡から須恵器は出上していない。

備考 本跡の西側半分はSI-80に切られているc

平

＝

江
0              10Cm

第195図 第79号住居跡出土遣物実測図
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出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備    考

第195図

1

甕

土 師 器

A(250)

B(228〕

丸く張った胴部から,頸部は「く」

の字状に屈曲し, 日縁端部は外

上方へつまみ出される。

日頸部 内・外面,横ナデ。胴部

内面,ナデ。外面上位,ナデ。

中伍 横位 のヘ ラ削 り,及びナ

|「。

砂粒・長石・パ ミ

ス

にぶい桂色

普通

20%  P645

東部床面

2

甕

器

型

師

小

土

A(148)

B(135〕

】同部は内彎 しなが ら立 ち上が り,

頸部か ら口縁部 にかけて外反す

る。 口唇部 は丸 い。

口頸部内・外面及び胴部上位内

面,横ナデ。胴部外面,縦位の

ヘラ削り。

砂粒・雲母・スコ

リア

暗赤灰色

普通

20%  P646

カマ ド付近覆土

中層

甕

土 師 器

A(218)

B〔 62〕

頸部から口縁部にかけて丸味を

もって外反し, 日縁端部は上方

へつまみ上げられる。

口頸部 内・外面,横ナデ。 砂粒・雲母

橙色

普通

5%  P647
カマ ド付近覆土

中層

4

甕

上 師 器

B〔 31〕

C 86
平底。胴部下端部は外傾して立

ち上がる。

内面,横位のヘラナデ。外面,

縦位のヘラ磨き。底都,木美痕。

砂粒・長石

にない橙色

普通

5%  P648

カマ ド覆土

第30号住居Ltl(第 196図 )

位置 D3g5区。重複関係 SI-78・ 79よ り新 しい。平面形 不整方形。規模 4.30× 4。 27m。

主軸方向 N-67°一W。 壁 直立。壁高25～ 52c/m。 壁溝 北壁際の一部に検出。上幅12～ 15cm,

深さ 2～ 3 cm。 床 平坦。 ピッ ト 1か所。Pl(40× 36,-14cm) カマ ド 東壁南寄 り。粘土

で構築。焚 き口部に凝灰岩を使用。全長100cm,幅132cm,煙道部の壁面への掘 り込みは約 65cm。

火床は,床面より5 cm程深 く掘 り窪められている。覆上 自然堆積。

遺物 土師器片 (甕,不)210点,須恵器片 (甕,不,高台付不)20点。鉄滓 8点。南東コーナ

ーイ寸近の床面から覆上下層に,須恵器 (不・高台付不)が 3～ 4個体分 まとまって出上している。

第198図 6の甕は,南壁際の床面から潰れた状態で出上 している。本跡は鉄滓の出上が多いが,そ

のうち 5個は南東部の床面から比較的まとまって出上 している。

備考 本跡の周囲は北から南へ傾斜している。凝灰岩でカマ ドの焚き口部を組んだ状態が良好

に残されている。
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A

B

B

第80号住居蘇土層解説表

1.褐色  ローム粒子中量

2.褐 色  ローム粒子多量

3 明褐色 ローム粒子多量 ローム小プロ

ック多量 硬 くしまる

ローム粒子極めて多量

ローム粒子多量 ローム小アロ

ック中量 硬 くしまる

ローム粒子多量 ロームJヽアロ

ック多量 粘性弱い

褐色  ローム粒子多量 ローム小プロ

ック多量 粘性・ しまり弱い

暗褐色 ローム粒子多量 粘性弱い

褐色  ローム粒子多量 ローム小プロ

ック多量 焼土小プロック中量

褐色  ローム粒子極めて多量 ローム

イヽアロック多量 粘性 。しまり

弱い

11.明 褐色 ローム粒子多量 ローム小アロ

ック極めて多量 しまり弱い

01

第
'9号

住居鯨土層解説表

1.褐色  ローム粒子中量

2.褐色  ローム粒子中量

3.褐色  ローム粒子多量

4.褐色  ローム粒子多量

ロームJヽプロッ

ク多量

5.暗褐色 ローム粒子中量

6.明褐色 ローム粒子多量

粘性・ しまり弱

0               2m

明褐色 ローム粒子極めて多量 ローム

イヽブロック多量 粘性弱い

褐色  ローム粒手極めて多量 ローム

小プロック多量 粘性・ しまり

弱い

暗褐色 ローム粒子中量 硬 くしまる

明褐色 ローム粒子多量

明褐色 ローム粒子中量 粘性・ しまり

弱い

7.

8.

9.

10.4.褐色

5.褐 色

6.明褐色

第198図 第79080号住居跡実測図
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カマ ド土層解脱表

1 褐色

2.褐 色

3 褐色

4.に謙い赤褐色

5 赤褐色

6.明褐色

7. によい赤褐色

8.暗褐色

9.褐色

10.褐色

■.暗褐色

12.褐色

13.にない黄褐色

14 褐色

15.褐色

ローム粒子中量

ローム粒子多量

ローム粒子多量 ロームイヽブ

ロック中量

焼土粒子多量

焼土

焼けたローム

焼土粒子多量

ローム粒子中量

粘土多量

ローム粒子中量 粘土多量

ローム粒子中量 焼けた粘土

ブロック中量

ローム粒子多量

粘土多量 粘性強い

ローム粒子中量

ローム粒子多量

第197図 第80号住居LIIカ マ ド実測図

S=4/4

第198図 第80号住居ltl出 土遺物実測図(1)

0               1m

6S=%

0        10Cm
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7

0              10Cm

第199図 第80号住居跡出土造物実測図(2)

第80号住居跡出土遣物観察表

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第198図

5

菱

土 師 器

A(224)

B 305
C(86)
E(252)

平底。胴部 は内彎 しなが ら立 ち

上が り,中位 よ りやや上部 に最

大径 をもつ。頸部か ら口縁部 に

かけて強 く外反 し, 日縁端部 は

外上方へつ まみ出され る。

口頸部 内・外面,横ナデ。胴部

内面,横位 のヘ ラナデ。外面下

仏 縦位 のヘ ラ磨 き。

砂粒・雲母

橙色

普通

40%  P649

カマ ド覆土

P L47
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図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

6

甕

土 師 器

A(200)

C 90
平底。胴部は内彎気味に外額 し

ながら立ち上がる。頸言Бから口

縁部にかけて九味をもって屈曲

する。日縁端部は上方へつまみ

あげられる。

口頸部内・外面,横ナデ。胴都

外面下位,縦位のヘラ磨き。ま」

離,磨滅が著しく,調整痕は不

明瞭である。底部,木業痕。

秒粒・雲母・長石

褐灰色

普通

50%  P653

南部床面

第199図

7

甕

土 師 器

A(224)

B〔 92〕

胴部は内彎しながら立ち上がる

頸部から口縁部にかけて丸味を

もって外反し,日縁部は外上方

へつまみ出される。

口頸部内・外面,横ナデ。胴部

内・外面,ナデ。

砂粒

灰褐色

普通

5%  P652
北東部覆土

8

甕

器

型

師

小

土

A(148)

B(160〕

E(166)

胴部は内彎 しなが ら立 ち上が り,

上位 に最大径 をもつ。頸著騨よ「 く」

の字状 に屈 曲 し, 日縁端部は上

方へ軽 くつ まみ上げ られ る。

日頸部内・外面及び胴部内面上

位,横ナデ。胴部外面中・下位,

横位のヘラ削り。

砂粒・雲母

にぶい赤掲色

普通

30%  P650

中央部覆上下層

9

甕

土 師 器

B〔 46〕

C 9_6
平底。胴部は外傾 して立ち上が

る。

胴部外面,横位のヘラ削り。内

面,ナデ。底部,ナデ。

砂粒・雲母

橙色

普通

5%  P654
中央部覆上下層

小  型 甕

土 師 器

B〔 37〕

C 77
平底。胴部は外傾 して立ち上が

る。

ロクロ整形。底部,静止糸切 り

後,一部ヘ ラ削 り。胴部外面横

位のヘ ラ削 り。

砂粒・雲母・ス コ

リア

灰褐 色

普通

5%  P655
中央部覆土

●
FN

須 恵 器

A(133)

B 53
C(78)

平底。体部 は外傾 して立 ち上が

る。 日碁部 は九い。

底部,回転ヘ ラ切 り。 砂粒

灰自色

普通

20%  P658

南壁際東寄 り床

面直上 P L54

IFh

須 恵 器

A(130)

B 50
C(74)

平底。体言印ま外傾して立ちあが

る。日唇部は九い。

底部,回転ヘ ラ切 り後,ナデ。 砂粒

灰色

普通

30%  P659

西部覆土

13

不

須  恵 器

A 149
B 58
C 76

平底。体部は内彎気味に外傾し

て立ち上がり,日縁部で軽く外

反する。日碁部は丸い。底部の

器肉が厚い。

底部,回転ヘ ラ切 り後,粗 いナ

デ 。

砂粒

灰 白色

普通

80%  P661

南東 コーナー付

近床面 覆上下

層    P L54

不

須  恵 器

A 145
B 53
C 78

平底。体部 は内彎気味に外傾 し

て立 ち上 が り,日縁部 で軽 く外

反す る。 口唇部は丸 い。

底部,回転ヘ ラ切 り。 砂粒

灰 白色

普通

90%  P657

南壁際東寄り床

面・覆上下層

P L54

高 台付 不

須 恵 器

B〔 30〕

D 86
G 12

平底。「ノ＼Jの字状に開く高台が

付 く。

底部,回転ヘラ削り後,高台貼

り付け。

砂粒・礫

灰色

普通

40%  P663

中央部覆上下層

ヘラ記号

高 台 付 lTh

須  恵 器

A(lo 7)

B 50
D 60

平底。外側へふんば る高台が付

く。体部 は外傾 して立 ち上が り,

口唇部 は九 い。

底部,回転ヘラ切 り後,高台貼

り付け。

砂粒

灰 色

普通

60%  P662

南東 コーナー付

近床面逆位

-235-



第81号住居跡 (第 202図 )

位置 D31o区。重複関係 SI-84よ り古い。平面形 方形。規模  2.74× 〔2.50〕 m。 主軸方向 N

-28°一E。 壁 直立。壁高27～ 30cm。 壁薄 無。床 平坦。 ビッ ト 1か 所。Pl(20× 16,-23

cm)カ マ ド 北壁中央。粘上で構築。全長100cln,幅 〔85〕 cm。 煙道部の壁面への掘 り込みは約

50cm。 火床は床面 とほぼ同 じ高さである。覆土 人為堆積。

遣物 土師器片 (甕,郭,鉢)41点。須恵器片 (甕,邪)2点。第200図 1の甕はカマ ドの崩壊

した粘土層下か ら出上 している。その他は,いずれも小破片で覆土か らの出上である。

備考 東側 (調査区域外)へ遺構が延びてお り,全体 を捉えることはできなかった。

第84号住居跡 (第202図 )

位置 D街o区。重複関係 SI-81よ り新 しい。平面形 方形。規模 3.36× 〔3.20〕 m。 主軸方

向 N-21°一E。 壁 直立。壁高40～ 45cm。 壁薄 全周。上幅 7～ 21cm,深さ 5～ 8 cm。 床 平坦。

中央部がやや窪む。 ピッ ト 無。カマ ド 不明。北壁際の床面に凝灰岩片が散乱 していることか

ら,北壁に構築されたことが推測できる。覆上 自然堆積。

遺物 土師器片 (甕)21点。須恵器片 (甕,不,高台付不)8点。遺物の出土は極めて少ない。

第201図 1の高台付不は,南西 コーナー付近の床面上に正位で出上 している。その他は小破片で,

覆土からの出上である。

備考 SI-81の 南東部 を切って構築されている。本跡は東側の調査区域外へ延びているため,

西側菩Ь分のみの調査に留まる。

ー
第 201図 第 84号住居跡

出土遺物実測図
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hl

hl
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＼
A

Si 81

S184

A27.3m

第84号 住居蘇土層解説妻

1 黒褐色

2.褐色   ローム粒子多量

3.褐色   ローム粒子多量 ローム小プロック中量

4.褐色   ローム粒子中量

第202図 第81・ 84号住居跡実測図

B

WI

o               2m

第31号住居跡土層解説衰

1.褐 色    ローム粒子 多量

量 粘性弱 い

2.褐色    ローム粒子 多量

ローム粒子中量

量

ローム粒子 多量

量 粘性弱い

ローム粒子 多量

量

ローム粒子 多量

量 粘性弱い

7.暗褐色   ローム粒子中量

8.褐色    ローム粒子多量

量

9.黒褐色   硬 くしまる

10.によし導鵡色 粘土極めて多量

11.褐色    ローム粒子極めて多量 ローム小ブロ

ック中量 粘性弱い

12.褐色    ローム粒子中量 粘性弱い

13.暗褐色

3.褐色

4.褐色

5.褐色

6.褐色

ローム小ブロック中

ロームプロック中量

ローム小ブロック中

ローム小プロック中

ローム小プロック多

ローム小プロック中

粘性弱い

ローム小プロック中

LI
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劇
．卜
劇

引

引

カマ ド土層解説表

1.暗褐色

2.4B色    ローム粒子 多量

3 褐色    ローム粒子 多量

4 褐色    ローム粒子 多量

5.暗褐色   粘土中量

6.褐色    炭化物中量 粘土中量

7.になヤ導鵡 色 粘上プロック

8.褐色    ローム粒子極めて多量 ロー

ム小ブロック多量

0               1m

く
|

第203図 第81号住居跡カマ ド実測図

第81号住居Ltl出 上遣物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼 成 備   考

第200図

1

甕

土 師 器

A 170
B〔 75〕

頸部から回縁部にかけて丸味を

もって外反する。日縁端部は外

上方へ軽 くつまみ上げられる。

日頸部 内・外面,横ナデ。胴部

内面,ナデ。外面,横位 のヘ ラ

肖Jり 。

砂粒・雲母・石英

にぶい橙色

普通

15%  P664

カマ ド覆土

第84号住居Ltl出 土遺物観察表

曲 需 器   種 法量 (∽ ) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第201図

1

高 台付 不

須 忘 器

A 13.6

B 57
D 6.9
G 09

平底。「ハ」の字状に開く高台が

付 く。体部は外傾 して立ち上が

る。下位に鈍い稜をもち,高台

部との間に幅広の面を成す。日

唇部は九い。

底部,回転ヘラ切り後,高台貼

り付1す。

砂粒

灰白色

普通

100%  P704

南西部床面正位

P L56
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第82号住居Ltl(第 204図 )

位置 D3a5区。平面形 長方形。規模 3.84× 2.90m。 主軸方向 N-70°一W。 壁 外傾。壁

高 0～ 4 cm。 壁濤 無。床 凹凸。ピッ ト 無。カマ ド 東壁南寄 り。全長75cm,幅60cmの 範囲

で,凝灰岩の切石が火床部を囲んで,長方形に配置されたと思われる痕跡が検出された。火床は,

床面とほぼ同じ高さである。覆土 削平が著 しく,堆積状況は不明。

遺物 土師器片 (甕,不 )37点。須恵器片 (蓋,盤)2点。祗石 1点。第205図 1の甕はカマ ド

付近の床面に潰れた状態で出土してしヽる。 3の蓋は中央部, 2の盤は南東部の床面直上から正位

で出上している。遺構の保存状況は良 くないが,遺物は良好に残されている。

所見 撹乱が著 しいうえに,遺構確認の段階で既に床面近 くまで削平されてお り,極めて遺存

状態の良くない遺構である。中央部に検出された硬い床面とカマ ド,遺物の散布状況,わずかに

残った覆土の範囲などから,平面形や規模が捉えられる。カマ ドは火床付近のみの検出ではある

が,長方形に配された凝灰岩の痕跡からみて,ほかのカマ ドとは違った形態であったことが推測

される。

A

0                1m

A27.2m
口

|

2m

カマ ド土層解説表

1.にない赤褐色 ローム粒子中量  焼土粒子中量 疑灰

岩ブロック多量

ローム粒子極めて多量

第204図 第82号住居跡・ カマ ド実測図
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3

0              10Cm

第205図 第82号住居跡出土遺物実測図

第83号住居跡 (第206図 )

位置 H4j3区。重複関係 SI-52よ り古い。平面形 方形。規模 2.74× 2.50m。 主軸方向 N

-9°一W。 壁 直立。壁高 7～ 12cm(SI-52の床面 との比高。確認面からは約35～ 40cmの深さで

ある)。 壁滞 無。床 平坦。ビット 無。カマ ド 北壁中央。全長78cm,幅51cm,煙道部の壁面

への掘 り込みは約40cm。 火床は,床面とほ,F同 じ高さで使用されている。燃焼部の奥に検出され

た堤灰岩片は,支脚の一部 と思われる。覆土 人為堆積。SI-52の貼床がなされている。

S=,4

出土遺物観察表

囲版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 多 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備 考

第205図

1

甕

土 師 器

A(223)

B〔254〕

胴部は内彎 しなが ら立 ち上が り,

上位 に最大径 をもつ,頸音Ⅲよ「 く」

の字状 に屈 曲 し,日 縁端部 は外

上方につ まみ出 され る。

口頸部 内・外面,横ナデ。胴部

内面,横位 のヘ ラナデ。外面 ,

維位 のヘ ラ削 り後,ヘ ラ磨 き。

砂粒・雲母

に景い橙色

普通

20%  P665

カマ ド付近床面

2

盤

須 恵 器

A(168)

B 39
D ■ 4

平底。「ハ」の字状に開く高台が

付 く。体部はほぼ直線的に立ち

上がり,日縁部は外反する。日

唇部は九い。

底部,回転ヘラ削り後,高台貼

り付け。

砂粒

灰色

普通

60%  P666

南東部床面直上

正位

3

蓋

須 恵 器

A 162
B 39
F(24)

天丼部 は浅 く九 い。狭 く平坦 な

頂部か らなだ らかに下降 し,外

周部 で軽 く外反す る。 口縁著Ыよ

短 く垂下す る。腰高で上部が平

坦 なつ まみが付 く。

天丼部,径 8 6clnに わた り,回転

ヘ ラ削 り。

砂粒

灰色

普通

95%  P667

中央部床面正位

P L57
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く
|

住居跡土層解説喪

1.暗赤褐色  焼土泣子多量

2.暗褐色   ローム粒子中量

3 にオい赤褐色 焼土粒子多量

4.暗褐色

5,褐色    ローム粒子多量

6.明褐色

中

カマ ド土層解説表

1.暗褐色

2.によヤヽ報 色 焼土中量

3.明 褐色   焼けたロー ム

4.黒褐色   ローム粒子 中量

5 果褐色   ローム粒子中量

く
|

A 25.Om

口
|

口
|

o              2m

―

串

第206図 第83号住居 LII・ カマ ド実測図

蓋記 ′点� 繁 最 )?′ユ有融 f融 畠 ,碗 ＼
電 筆

び覆土から出上 している。

備考 本跡はSI-52調査終了後,そ のほぼ中央か ら

検出されている。

O          Scm

―
第207図 第83号住居勘出土遺物実測図

出土遺物観察表

図版番号 器   種 法量 (cn) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第207図

1

不

上  師 器

B〔 25〕

C(62)
平底。体部は内彎しながら立ち

上がる。

ロクロ整形。内面,ヘラ磨き,

黒色処理。底部,静止糸切り後,

回転ヘラ削り。体部下端付近,

手持ちヘラ削り。

砂粒・雲母

にない橙色

普通

5%  P668
北東部覆上

図版番号 種  類 法 量 (cn) 備 考

2 鏃 全長 (120〕  鏃身長3.8 鏃身幅29 西壁際床面 出土 。                M67
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第85号住居跡 (第209図 )

位置 D3c8区。平面形 方形。規模 3.65× 〔3.10〕 m。 主軸方向 N-9°一E。 壁 直立。壁

高44～ 50cm。 壁滞 無。床 平坦。 ピッ ト 無。カマ ド 北壁西寄 り。粘上で構築。焚き口部に

凝灰岩を使用。全長110c/m,幅 98cm,煙道部の壁面への掘 り込みは約50cm。 火床は,床面より15cm

程深 く掘 り窪め, ロームブロックを含む上で整地 した後,その上面が使用されている。火床奥に

ある刻ヽ さな窪みは,支脚を置いた痕跡と思われる。覆上 自然堆積。

遣物 土師器片 (甕)116点。須恵器片 (甕,不,盤,蓋)6点。カマ ド付近のほか,南部の床

面,及び覆土か ら出上 している。

備考 東側の調査区域外へ遺構が延びてお り,西側部分のみの調査に留まる。

0              10cm

第208図 第85号住居跡出土遣物実測図
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2.褐色

3 褐色

4 褐色

5.褐色

住居跡上層解説表

1.褐色  ローム粒子多量 ローム小ブロ

ック多量 粘性弱い

ローム粒子中量

ローム粒子中量

ローム粒子多量 ローム刀ヽプロ

ック多量 粘性弱い

ローム粒子多量 ロームガヽプロ

ノク中量 粘性弱い

6.褐 色  ローム粒子多量 ローム小プロ

ック中量

7.褐 色  ローム粒子中量 粘性  しまり

弱い

8 褐色  ローム粒子多量 粘性  しまり

弱い

9,褐色  ローム粒子多量 粘性弱い

10.褐 色  粘土プロック中量

o               2m

カマ ド上層解説表

1 褐色    ローム粒子多量 ローム小

プロック中量

2.に とい黄橙色 粘土多量

3 にない芸調色 粘土少量

4.暗赤褐色  焼土粒子多量 焼土小プロ

ック多量

5,赤褐色   焼土

6 褐色    焼けたローム小プロック極

めて多量

7.暗褐色   ローム粒子多量

8 褐色    ローム粒子多量

9.暗褐色   ローム粒子中量

10.に触い黄褐色 焼土ガヽプロック中量 粘土

極めて多量 粘性強い

11.褐色    ローム粒子中量

12.暗赤褐色  焼土粒子多量

0               1m

Ｅ
。
ド
Ｎ
引
『
‐

く
|

|

L

第209図 第85号住居跡・ カマ ド実測図
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出土遣物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第208図

1

甕

土 師 器

A(315)

B(151〕

胴部は内腎しながら立ち上がり,

頸部は「く」の字状に外反する。

日縁部に最大径をもつ。

口頸部内・外面,横ナデ。胴部

内・外面,ナデ。内・外面にわ

ず力〕に輪積み痕を残す。

砂粒・雲母

橙色

普通

5%  P726
カマ ド覆土

2

養

土 師 器

A(204)

B〔 95〕

胴部は内彎しながら立ち上がる。

頸部から口縁部にかけて丸味を

もって外反する。口唇部は九い。

口頸部 内・外面,横ナデ。 その

他ナデ。胴部 内面 に輪積 み痕 を

部分的に残す。

砂粒・雲母

橙色

普通

15%  P690

カマ ド覆土 。南

部覆上下層

3

甕

土 師 器

A(238)

B(250)

E(243)

胴部は内彎しながら立ち上がり,

上位に最大径をもつ。頸部は強

く外反して,日縁部は外方へ開

く。口縁端部は外上方へつまみ

出される。

日頸部内・外面,横ナデ。胴部

内面,横位のヘラナデ。外面上

位,ナデ。中位以下,縦位のヘ

ラ磨き。磨滅のため,調整痕は

不明瞭。

砂粒・雲母・石英

にない橙色

普通

30%  P669

カマ ド覆上

4

不

須 恵 器

B(3.2〕

C(88)
平底。体部は外傾して立ち上が

る。

底部,回転ヘラ切り後,夕方向

のヘラ削り。

砂粒

灰色

普通

30%  P672

南部覆上下層

杯

須 恵 器

A 135
B 45
C 7.9

平底。体部は外傾して立ち上が

り, 日唇部は九い。

底部,回転ヘ ラ切 り後,ナデ。 砂粒

灰色

不良

80%  P671

中央部覆土下層

ヘラ記号P L54

盤

須 恵 器

A(190)

B 4_0

D(■ 4)

平底。直立する高台が付 く。体

部は直線的に立ち上がり,日縁

部は軽く外反する。日唇部は丸

底部,回転ヘラ削り後,高台貼

り付1)。

砂粒・長石

灰色

普通

30%  P673

中央部床面逆位

7

蓋

須  恵 器

A 12.3

B 26
F 22
H 09

腰高で,中央が軽く盛り上がる

つまみが付 く。天丼部はなだら

かに下降し,周縁部で軽 く外反

する。日縁部は短 く垂下する。

天丼部,径7 5clnに わたって回転

ヘラ削り。

秒粒

灰白色

普通

60%  P674

北西部床面逆位

P L57
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第86号住居LII(第210図 )

位置 E3f3区。平面形 方形。規模 2.60× 〔1.65〕 m。 南北軸方向 N-6°一E。 壁 外傾。

壁高 0～ 10cm。 壁薄 無。床 平坦。 ピッ ト 無。カマ ド 北東 コーナー。粘土で構築。焚き口

部に凝灰岩を使用。全長80cm,幅 76cm,煙道部の壁面への掘 り込みは約 55cm。 火床は,床面 とほ

ぼ同じ高さである。覆土 残 りがわずかなため,堆積状況は不明。

遺物 土師器片 (甕,平鉢)■ 7′く。須恵器片 (郵)4コミ。いずれ も小破片で,主に覆土から出

土 している。

備考 本跡は,カ マ ドを含む北東部以外は,遺構確認の段階で床面以下まで削平されてお り,

全体を捉えられない。

・ｍ

く
|

く
　
　
ｏ

Ａ
一Ｂ

一

O/

④ シ| IЮ

生258≧

ジ<戸旦工蓮“岸
~

C

。              2m

第210図 第86号住居跡・ カマ ド実測図

ご

住居鯨土層解脱表

1.褐色   ローム粒子中量 粘性弱い 覆 くしまる

2.暗褐色  ローム粒子中量

3.明褐色  ローム粒子中量  ロームガヽプロック多量

粘性・ しまり弱い

4.褐色   ローム粒子多量

5.褐色   ローム粒子中量 硬 くしまる

カマ ド土層解説妻

1.褐色   ローム小プロック多量

2.暗赤褐色 焼土粒子多量

3.褐色   ローム粒子中量 ローム小プロック中量

焼土小ブロック中量

4.暗赤褐色 焼上粒子多量

5.赤褐色  焼土

B
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ー
第211図 第 86号住居 Ltl出 土遺物実測図

岳∞
0
劇

tl

住居跡土層解説表

1.褐色   ローム粒子中量 粘性・ しまり弱い

カマ ド土層解説表

1.赤褐色  焼土粒子多量 焼けたローム小プロック

中量

2.褐色   ローム粒子中量

3 明褐色  ローム粒子多量  ローム小プロック中量

4.褐色   焼けたローム

出土遺物観察表

醜 需 器   種 法量 (cn) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第211図

1

甕

土 師 器

A(227)

B〔 67)

張りの強い胴部から,頸部は九

味をもって外反し, 日縁端部は

外上方へつまみ出される。

口頸部内・外面,横ナデ。その

他,ナデか。

砂粒・雲母

にぶい橙色

普通

5%  P675
カマ ド覆土

第87号住居跡 (第 212図 )

Ａ
一　
　
Ｂ
一

生264m    引 1   -° |

o               2m

第212図 第87号住居LTt・ カマ ド実測図
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位置 E3c6区 。平面形 方形。規模  〔3.15× 3.00〕 m。 主軸方向 N-10°一E。 壁 不明。壁

溝 東壁際に検出。上幅 5～ 7 cm。 深さ 5 cm前後。床 平坦。ピット 無。カマ ド 北壁中央。

粘上で構築。焚き口部に凝灰岩を使用。火床部のみ検出。全長72cm,幅72cm,壁面への掘 り込み

は約50cm。 床面より10cm程掘 り窪められている。覆土 覆上の残 りがわずかなため,堆積状況は

不明。

遺物 土師器片 (甕,高台付邪)28点。須恵器片 (甕,不)2点。カマ ド付近の床面から極 く

少量出上している。

備考 遺構確認の段階で,床面が露出して検出された。耕作による境乱も夕く,西部は削平さ

れ,失われているが,カマ ドと中央部の硬い床面,及び東壁際の壁濤から,形状をほぼ捉えるこ

とができた。

出土遺物観察表

第88号住居跡 (第214図 )

位置 E3g5区。平面形 長方形。規模 4.17× 3.12m。 主軸方向 N-8°一E。 壁 外傾。壁高

0～ 6 cm。 壁滞 無。床 平坦。ピット 無。カマ ド 北壁中央。粘上で構築。凝灰岩を使用 (カ

マ ドに使用したと思われる凝灰岩片が,中央やや東寄 りの床面に散乱している)。 火床部のみ検出。

上端径85× 60cm,壁面への掘 り込みは約50cm。 床面より15cln程深 く掘 り窪められている。覆土 本

来の覆上の残 りがわずかなため,堆積状況は不明。

遺物 土師器片 (甕)33点。須恵器片 (甕,不)5点。中央部から南東部の床面,及び床面直

上に散乱して出上している。

0         5cm

-

図,振番号 器  種 法量 (cna) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色詞・焼成 備    考

図‐３

　

・

第 甕

土 師 器

A(242)

B〔 48〕

頸部から日縁部にかけて九味を

もって外反する。日縁端部は上

方につまみ上げられる。

内外面とも磨滅が著しく,調整

痕は不明。

砂粒・スコリア

にない橙色

普通

5%  P676
カマ ド付近床面

2

不

須 恵 器

B〔 30〕

C(78)
平底。体部は外傾 して立ち上が

る。

底部,ナ汎

色
嚇
級
範

5%  P677
中央部床面

ヘラ記号

―-247-―
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住居路土層解説表

1.褐色   コーム粒子中量 粘性 。しまり弱い

カマ ド圭層解説表

1.褥 色  ローム粒子中量

2.褐色  ローム小ブロック中

量 焼土粒子中量

3.赤褐色 焼土粒子多量

4.褐色

5.明褐色|   |
0       50cm
中

第214図 第88号住居跡・ カマ ド実測図

-248-



第89号住居Ltt(第 215図 )

位置 13d8区。平面形 方形。規模  〔3.05× 2.30〕 m。 主軸方向 N-3°一W。 壁 不明。壁

溝 北壁際の一部に検出。上幅 8 clll,深 さ 3 cm。 床 平坦。 ピッ ト 無。カマ ド 北壁。火床部

のみ検出。上端径66× 56cm,壁面への掘 り込みは約 45cal。 床面より5 cm程深 く掘 り窪め られてい

る。構築材は不明。他の遺構の例からみて粘土 と思われる。覆上 不明。遣物 無。

備考 遺構確認の段階q床 面が露出している。

,式 lh
いロ 01 ミ

Ｅ

Ｏ
．寸
劇

′ヽ
―

刊

＼

＼

口
| ＼

土層解説表

1.暗赤褐色  ローム小プロック中量 焼土

粒子中量 焼土小プロック中

量

2.赤褐色  焼土粒子多量

3.褐色   焼土粒子中量

0               2m

＼

＼
A25.Om

第215図 第89号住居跡実測図
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第 3節 濤

第 1号滞 (第217図 )

位置 E4g3区～G3i3区。規模 上幅0.65～ 1.50m,下幅0.25～ 0.77m,深 さ0.10～ 0.45m,全長

〔96.6〕 m。 主軸方向 N-19°一E。 北北東から南南西に向かってほぼ直線的に延び る。断面形 皿

状。底面高度 最高点は北部のE4h2区内 (標高26.40m)に あり,そ こから北,及び南へ傾斜する。

南端部 (標高24.40m)と の比高は 2m。 覆上 自然堆積。

遺物 土師器片 (甕)6点。須恵器片 (甕,高台付lrh)15点 。鉄滓 1点。土器はいずれも小破

片で,覆土からの出上である。中央部から北部を中心に多数の礫 (300点 弱)が出上 している。角

のとれた丸味のある礫が多く,長径は1.7～ 22.2cm(平均8.6cm)と 大小さまざまで,主 として覆

土中・上層から出土している。

備考 本跡は,細 く,浅い濤で, ピット (上端径12～ 50cm,深 さ37～ 62cm)が33か所検出され

ている。各ピット間の間隔は不規則だが,いずれも中央から東側に寄って,ほぼ全域にわたって

分布 している。本跡は,金木場遺跡を海岸側 と内陸側 とに区分する位置にあり, また,本跡と重

複する遺構は無 く,東西両側に若千の距離を置いて竪穴住居跡が検出されていることから,奈良。

平安時代の集落を区画する濤 (柵列)と 捉えることもできる。

第 2号滞 (第216図 )

位置 14d7区。規模 上幅 0.52～ 1.23m,下幅 0.28～ 0.45m,深さ0.10～ 0。 50m,

m。 主軸方向 N-37°一E。 北東か ら南西にほぼ直線的に延びる。断面形 V字状 。

……… ―一 ビ /t十 一^ ^‐   `工  ヽ,          `  ―   A___

上 自然堆積。

遣物 土師器片 (甕)2′く。

備考 遺構は東側 (調査区域外)へ

延びている。土師器片が 2点出土 して

いるが,時期・性格は特定できない◎  上

全長〔3.75〕

底面高度 北

B

第216図 第 2号滞実測図

土層解説表

1.黒褐色

2.黒褐 色

3 褐 色    ローム粒子中量

4.黄褐色   ローム土

0                1m

―-250-―
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第 4節 その他の遺構

1 掘立柱建物跡

第 1号掘立柱建物跡 (第219図 )

位置 14h7区・1417区。重複関係 SI-37(新 旧不明)。 規模

梁行方向 N-13°一W。 柱間寸法 1.75～ 2.10m。 柱掘 り方

47,-52cln) P3(54× 52,-54cm) P4(98× 85,-57cm)

褐色土を主体 とする。

遺物 土師器片 (甕,郭)33点。須恵器片 (郭)3

点。鉄製品 (鏃)1′く。 4か所の柱掘 り方から出上 し

たものの総数である。

所見 本跡は調査区域の東縁部に位置してお り,対

を成す柱の掘 り方は東側 (調査区域外)へ延びている

ものと思われる。重複するSI-37と の新旧関係は捉え

られなかったが,遺物からみて,奈良・平安時代の遺

構 と判断する。

第218図 第 1号掘立柱建物跡出土

遺物実測図

3間 (5.80m)。 梁行のみ検出。

Pェ (62× 53, -70cm) P2(57×

覆土 ローム粒子を含む暗・黒

④

0              2m

第219図 第 1号掘立柱建物鯨実測図

O          Scm

― ―

出土遺物観察表

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第218図

1

不

土 師  器

A 132
B 49
C 60

平底。体部は内彎しながら立ち

上がり,日縁部で軽く外反する。

ロクロ整形。 内面,ヘ ラ磨 き,

黒色処理。底部及び体部下端 ,

回転ヘ ラ削 り。

砂粒・雲母・スコ

リア

にない澄色

普通

70%

P2確認面

７０

　

　

　

Ｌ
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2 土抗

当遺跡で番号を付 して調査 した土抗の数は83基であるが,遺構の状況等を検討した結果,第 63・

65。 66・ 67号土抗を掘立柱建物跡,第 39～ 41,43,46,48,50,61号土抗をピットとして取 り扱

い,欠番 とした。その結果,当遺跡から検出された土抗の数は71基 となった。

これらの上抗の多くは,調査区域の南側部分に位置する。全体的に小規模で,遺物の出土量も

少なく,時期や性格を決定する資料に乏しいものが多い。特徴的な土抗としては,陥 し穴と思わ

れる第33号土抗,袋状の形態をもち,大型の第55。 81号土抗などが挙げられる。ここでは,以上

の 3基について,個別に解説を記し,そ の他は一覧表にまとめて掲載する。

第33号土抗 (第220図 )

位置 D3c5区。平面形 長楕円形。規模 上端径1.95× 0。 74m,深 さ1.20m。 長径方向 N-64°

一W。 壁 直立。底面 ゆるい起状。覆上 自然堆積。遺物 無。

備考 重複する遺構や遺物が無 く,時期の特定は困難であるが,形態からみて,縄文時代に多

い「陥し穴」と考えられる。

ローム粒子多量 硬 くしまる

ローム粒子多量

ロームプロック極めて多量 硬 くしまる

ローム粒子中量 ロームイヽプロック中量

2m

第220図 第33号土抗実測図

第55号土抗 (第221図 )

位置 H4g2区。平面形 不整楕円形。規模 上端径4.53× 3.50m,深さ2.37m。 長径方向 N―

129-W。 壁 袋状。底面 平坦。覆上 自然堆積。

遺物 縄文式土器片 5点。土師器片 (甕,鉢)12点。いずれも小破片で,覆土上層 (黒色土)

からの出上である。

備考 形態からみれば縄文時代の袋状土抗に類するもので,かなり大型である。時期,性格等

は特定されない。

A270m

土層解説表

1.暗褐色

2.褐色

3.褐 色

4 褐色

5.褐色

6.明 褐色
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A2S.lm

く`
、ミ＼フアイ

ml

上層解説表

1 暗掲色

2.黒 色  硬 くしまる

3.黒褐色 ローム粒子中量  粘性

強い

4.黒 色  粘性強い

5 黒褐色  ロー払 粒子多量

6.黒 色  粘性強い

7 暗褐色  ローふ粒子中量

8 黒褐色 ローム粒子夕量  ロー

ム小ブ ロック中量

9.明褐色 ローム

10 黒色  ローム粒子多量  ロー

ム小ブロック中量

11 明褐色 ローム粒子多量

12.黒 色  ローム粒子極め て多量

ロームイマブロック多量

13.明 掲色 砂粒極めて多量に含む

ハー ドローム 覆 くし

まる

14 明褐色 ローム粒子中量 黒色

土中量

15.明 褐色 ハー ドロームプロック

極めて多量

16 褐色  ローム粒子極めて多量

17 明褐色 ハー ドローム

18 明褐色 ローム粒子多量 ロー

ムブロック

19.明褐色 ローム粒子極めて多量

ロームイヽプロック多量

20,明 褐色 黒色土小量を含むロー

0              2m

第221号  第55号土抗実測図

鱒摯れ〃
3

D                 10cm

第222図  第55号土抗出土遣物拓影図

第222図 1～ 3は縄文式上器で,い ずれも第55号土抗から出土したものである。1は 口縁部片で,

器面全体に縄文 (単節RL)が施されている。 2は胴部片で,沈線により幾何学的に区画された

中を縄文で充損している。 3も 胴部片で,条線が横・斜位に施されている。

／

２

―-255-―



第81号土抗 (223図 )

位置 H3d9区。重複関係 SI-63よ り古い。平面形 不整

楕円形。規模 上端径3.55× 2.82m,深さ2.20m。 長径方向

N-43° 一W。 壁 袋状。底面 平坦。覆土 褐色のローム土

を主体 とし,締まりが弱い。自然堆積。

遺物 土師器片 (甕)6点 。須恵器片 (不)1点 。いずれ

も小破片で,覇土か ら出上 している。

備考 SI-63の 床面の陥没した部分か ら検出する。壁面の

崩壊が著 しく,遺存状態は良 くないが,SK-55と ほぼ同 じ形

態 と考えられる。

A

A 25.7m

第223図  第81号土抗実測図

表 2 金木場遣 LTl土 抗一覧表

番号 位 置 長径 (軸 )方 向 平 面  形
規 模

壁  面 底  面 覆 土 出 土 遺 物 備  考
長径(軸)× 短径(軸)(m) 深さ(m)

1 G4gs N-37°一E 隅九長方形 170× 105 外  傾 凹  凸
土師器片 11点,須恵器片 2

点

G3b5 N-18°一E 長 方 形 147× 100 直   立 平  坦 人為 土師器片 3点

3 G3bs N-16°一E 方 形 1_07× 107

4 G3as N-16°一E 116× 115 0 70

5 G3as N-79°一W 125× 122

6 F3J5 N-13°一E 128× 114

7 N-14°一E 長 方 形 1 92

8 G3c6 N-39°一E 隅丸長方形 〔225〕 × 130 外  傾 自然

9 N-56°一W 130× 078 0 12 直   立 凹  凸 人為

J4ea N-3°一E 方 形 082× 068 平  坦
縄文式土器片 1′点,土師器
片14点,須恵器片 1点

11 N-39°一E 不整楕 円形 235× 088 外  傾 皿  状 自然
SK―-12と

重複

12 N-37°一E 円 形 〔058〕 × 0_45 0 76 直   立 人為
SK十~11と

重複

N-79°一E 061× 043
縄文式土器片 5′点,土師器

片 1点

IttG N―■
°
一E 071× 068 土師器片 9点

N-15°一W 093× 085 0 60 凹  凸 土師器片 11点 SI-18と 重複

14h4 N-20°一W 隅 九 方 形 081× 065 土師器片 4点 sI-19と 重複
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番号 位 置 長径 (軸 )方 向 平 面 形
規 模

壁  面 底  面 覆 土 出 土 遺 物 備   考長径(軸)X短径(軸)(m) 深さ(m)

N-77°一W 不整楕 円形 139× 099 外  傾 平  坦 自然 土師器片13点

J4i3 N-79°一W 不 定 形 187× 〔113〕 凹  凸 人為
縄文式上器片 1′点,土師器
片 6点 ,須恵器片 2点

N-22°一W 不整楕円形 168× 098 皿  状
土師器片33点,須恵器片 2
占

J4e4 N-57°一W 円 形 135× 119 平  坦 自然 上師器片 2点

N-51°一E 055× (053〕 直   立 凹  凸 人為 土師器片 2点 SK-22と
重複

N-45°一W 隅 丸 方 形 063× 052 0 57 縄文式上器片 1′点,土師器
片 5点,須恵器片 1点

SK-21と
重複

J4d4 N-74°一E 橋  円 形 自然

N-30°一E 隅 九 方 形 067× 050 外  傾 人為

J4eG N-49°一E 楕  円 形 112× 069 外  傾 凹  凸 人為 土師器片 3点

N-31°一W 皿  状 自然
土師器片 2点,須恵器片 2
占

14i。 N-5°一E 080× o56 凹  凸

N-71°一E 不整楕 円形 273X102 縄文式上器片 1′点,土師器
片 5点 SI-37と 重複

14」 5 N-38°一W 円 形 061× 054

N-50°一E 楕  円 形 062× 041 直   立 皿  状
縄文式上器片 1点,土師器
片 7点,須恵器片 2点

N-12°一W 隅丸長方形 128× 09o 凹  凸 人為
土師器片25点,須恵器片 2

N-80°一E 長  方 形 120× 072 土師器片 18点,須 恵器片 5

D3c5 N-64°一W 長 楕 円 形 195× 074 自然 陥 し穴状遺構

D3dク N―■
°
一w 橋  円 形 121× 104 0 57 平  坦 人為

N-39°一E 円 形 115× 114 0 57 外  傾 皿  状

N-57°一E 不 定  形 097× 072 直   立 凹  凸

H4gG N-24°一E 楕  円 形 091× 069 皿  状

H4c2 N-38°一W 不 定 形 078× 042 凹  凸
土師器片■点,須志器片 1

′ミ

N-28°一E 不整楕 円形 140× 097 外  傾 凹  凸 自然 SI-48と 重複

N-46°一E 楕  円 形 102X070 皿  状 人為
縄文式上器片 1点,土師器
片■点,須恵器片 3点

N-51°一E 円 形 094× 086 外  傾 平  避 自然

H4g4 N-45°一E 不 整 円 形 直   立 凹  凸 土師器片 1点

H4g4 N-43°一W 円 形 070× 065 021 外  傾 平  坦 自然

H4,4 N-27°一W 不整楕 円形 200× 170 皿  状 人為

H4,5 N-43°一E 200× 12電 凹  凸 自然 土師器片 1点

H4i6 N-46°一E 不 整 円 形 167× 146 Il 状 人為

H3cO N-53°一E 097× 080 凹  凸 自然

H4g2 N-12°一W 453× 350 内  傾 平  坦
縄文式上器片 5′く,土師器
片12点
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番号 位 置 長径 (軸 )方 向 平  面  形 壁  面 底  面 覆 土 出 土 遺 物 備  考
こ径(軸 )X短径(軸 ) 深さ(m)

14e7 N-25°一E 不 定 形 〔055〕 × 050 外  傾 平  坦
土師器片 1点,須恵器片 1

′ミ
SI-40と 重複

N-47°一W 不整惰 円形 0 57 凹  凸 自然

58 N-50°一E 098× 058 人為

N-39°一W 方 形 112× 102 直   立 自然
土師器片 1点,須 恵器片 2

′点

14dc N-35°一E 椿  円 形 135× 098

N-34° W 130× 070 縄文式上器片 1点,土師器
片14点

N-49°一E 不整楕 円形 101× 052 直   立

N-50°一E 円 形 065× 062 外  傾 土師器片 4点 SI-18と 重複

N-18°一W 隅丸長方形 100× 072 直   立 凹  凸 須恵器片 1点 SI-18と 重複

H4b2 N-42°一W 円 形 074× 074 外   傾 皿 状

14hs N-38°一W 情  円 形 101× 083 0 52
上師器片 1点,須 恵器片 2
占

N-6°一E 隅九長方形 128× 〔088〕 自然
SI-19・ 68と

重複

N-25°一E 楕  円 形 078× 050 直   立 凹  凸
土師器片 4点,須恵器片 1

′点

D3f8 N-30°一E 円 形 070× 065 外  傾 皿 状 入為

D3f8 N-26°一W 不整楕 円形 077× 063 凹  凸

D3e7 N-17°一E 円 形 067× 060 皿 状

D3g4 N-22°一W 方 形 0_53× 045 0 37 直   立 平 坦 土師器片 3点

H4f2 N-37°一E 椿  円  形 080× 078

H3f9 N-4°一W 長 方 形 070× 040 皿 状 自然
土師器片 9点,須恵器片 1

点

S158と 重視 底
面が焼けている

N-15°一W 楕  円 形 073× 〔059〕 土師器片 1点 SI-39と 重複

H3d( N-43°一W 不整橋 円形 355× 282 内  傾 平 坦 自然
土師器片 6′ミ,須恵器片 1

点
SI-63と 重複

H3b7 N-40°一E 楕  円 形 151× 130 外  傾 皿  状 SI-70と 重複

N-19°一W 〔190× 045〕 SI-46と 重複
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土層解説表

1.黒褐色 ローム粒子中量
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ロームプロック多量
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第224図 土抗実測図(1)

|

SK14

-259-



―

⑬

Q

―-24.5m        ――

SK17

▼

―@ウ

°
望

―-24.8m     ――

▼
S K24

∞

-25.Om     ――

▼
SK26

01

-Op
―-25.Om   ―一

第15号土坑上層解説喪

1.褐色  ローム粒子多量

2.褐色  ローム粒子多量 ロ

ーム小ブロック多量

3.褐色  ローム粒子多量

4.褐 色  ローム小ブロック極

めて中量

第

“

号土坑土層解説表

1 褐色  ローム粒子中量

2.褐 色  ローム粒子極めて多

量 ローム小ブロッ

ク中量

3.褐 色  ローム粒子多量

4.褐色  粘性強い

第25号 土坑土層解脱表

1 暗褐色

2.明褐色

3.褐色  ローム粒子多量

4.褐色  ローム粒子多量 ロ

ーム小プロック中量

第26号土坑土層解説表

1.暗褐色

2.明褐色 ローム土多量 硬 く

しまる
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第 225図 土抗実測図 (2)
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3 集石

遺構確認の際に,確認面上で,礫が狭い範囲に集積して検出されたものを集石遺構として記録

した。当遺跡では,調査区域の中央部から2基検出されている。

第 1号集石 (第228図 )

位置 G416区。平面形 楕円形。規模 0.60 X O.55m。 長径方向

N-89°一E。 集石の状況 長径3.9～8.3cln(平均5.7ctl)の九味をも

った礫が,25点程,半円形に配されている。

遺物 縄文式土器片 3点。土師器片 2点。

備考 集石に伴う掘 り込み (土抗)は検出されない。南側に隣接

してSI-7(平安時代)が位置する。

第 2号集石 (第229図 )

位置 G4d5区。平面形 楕円形。規模 1.00×

0.72m。 長径方向 N-40°一W。 集石の状況 長径

1.7～ 22.2cll(平均8.8cln)の 礫が楕円形状に密集

し,礫の隙間は,燥を混入した黒色上で充損され

ている。礫は,角の残るものが多く。火を受けた

様子が観察される。礫の数は110点程。

遺物 礫以外の上器片等は出上していない。

備考 集石の下に,上端径1.0～ 1.lm,深さ0.12

mの上抗を検出。遺物も無 く,本跡の時期は不明で

ある。

o       50Cm

―
第228図 第 1号集石

実測図

ё
l

o       50Cm

―
引

第229図 第 2号集石実測図
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．
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Ｎ
Ｉ
Ｉ
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4 性格不明遺構

第 1号性格不明遺構 (第230図 )

位置 G413区。重複関係 SI-10よ り新 しく,SI―■より古い。平面形 楕円形。規模 上端径

1.40× 1.10m,深 さ0.27m。 長径方向 N-24°一E。 構築状況 地面を楕円形に掘 り窪め,それを

囲むように凝灰岩が置かれている。底面から壁面にかけて,内面は全体的に強 く焼けており,大

型の炉,あ るいはカマ ドの形態を示す。覆土 上層 (灰),下層 (焼土)の 2層 に分けられる。

遺物 無。

備考 SI―■の】ヒ東コーナーに位置している。当初

はSI-11の コーナーカマ ドかとも考えられた力ヽ その

規模の大きさや,覆上の状態からみて,別個の遺構 と

判断する。グリッド発掘の際に本跡の周辺から羽日の

一部と思われる小破片が出土していることや,鉄製品

の出上が多い当遺跡の状況からみて,小鍛冶に関する

遺構の可能性が考えられる。

0               2m

第230図 第 1号性格不明遺構実測図

5 ピット

平面形が円形ないし楕円形を呈し,上端径50cln前後の柱穴状の掘 り込みを持つものをピットと

して調査した。当遺跡では,調査区域の南側部分から69か所検出されているが,特に規則的な配

列は認められない。ここでは,各ピットの規模,遺物等について,一覧表にまとめて掲載する。

――-25,7m
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表 3 金木場遺訥 ピッ トー覧表

位 置
模

備考 (出 土遺物 ) 番 号 位 置
模

備考 (出 土遺物 )長径 ×短径 (cm 深さ化m〕 長径 ×短径 ( 深さ(cm)

1 (25〕 × 25 47× 31 土師器片 2点

2 〔25〕 × 21 60× 33

3 36× 33 土師器片 15点 14ea 35× 33

4 J4e6 21× 16 32× 31

5 」4e6 44× 42 36× 30

6 53× 44 土師器片 4点 51× 42 土師器片 7点 ,須恵器片 1

7 35× 31 H4JG 57× 36

8 39× 31 H4iG 26× 24

9 36× 32 苦
師器片 1点 ,須恵器片 1

H416 32× 29

10 60× 56 苦
師器片 4′ミ,須 恵器片 2

H4hs 39× 33

11 43× 35 H4h6 57× 52

61× 50 土師器片 1点 H4cI 87× 25

43× 39 土師器片 2点 H4ge 57× 51

44× 33 H4c2 41× 30 土 師器片 4点,須 恵器片 ]

占

49× 34 47 H4c3 33× 29

49× 41 土師器片 5点 H4c3 37× 33 土師器片 1点

17 35× 28 19 H4bl 38× 36

43× 37 H4bl 35× 31
土師器 片 3点,須 恵器片 1
占

19 33× 31 H4bl 35× 25 土師器片 3点

52× 42 H3b。 51× 39 土師器片 1点

50× 31 H4bl 36× 33

49× 37 H4c: 33× 32
土師器片 1点 ,須 恵器片 1
占

55× 54 H3b。 24× 20

54× 35 31× 29

60× 59 H4h 51× 50

53× 40 土師器片 1点 H4g2 44× 35

60× 48
吉

師器片 4点 ,須恵器片 1
H4c3 39× 39

37× 33 H4c4 56× 43 土師器 片 6点

14d. 46× 36 48× 43

21 H4g4 45× 52 土師器 片 4点

14d6 47× 45 1 40 H4h4 54× 52
土師器 片 13点,須 恵器片 2
占

44× 44 1 30 H4f4 56× 43 土師器 片 7点,須恵器片 2
占

-265-―



需 位 置
規   模

備考 (出土遺物) 位置
規   模

備考 (出主遺物)

長径 X短径 (cm) 深さ(耐 長径 X短径 (om) 深さ(cml

14e, 56× 53 48 土師器片 9点 68 I14g4 53X49 土師器片 2点,須恵器片 2

点

H4bl 50× 49 38 69 14d7 57× 42
上師器片 3点,須恵器Ⅲ 2

点

67 H4g4 48 X 46 上師器片 5点

―-266-



第 5節 遺構外出土遺物

当遺跡からは,グ リッ ド発掘や表土除去作業の際にも少量の遺物が出土している。土器片 (縄

文式上器,弥生式上器,土師器,須恵器)や陶器片 (緑釉陶器)のほか,鉄製品 (鎌,板状鉄製

品など),石製品 (磨製石斧,石錘),上製品 (瑛状耳飾,羽 口)な どがある。ここでは,主なも

のの実測図や拓影図を掲載 した。
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―圏一〕
|

~1    4
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ｗ
ｖ

一
　

　

　

　

３

‐“〔中）‐一

7

第231図 遣構外遺物実測図

出土遺物観察表

図版辞 種  類 長さ × 幅 × 厚さ(cln) 重量 (g) 備 考

磨231図 1 瑛 状 耳 飾 42 × (32)× PL65・ DP7

2 玉 34× 33× 2.6 滑石。孔径1 0cfllo                 PL65・ Q36

3 磨 製 石 斧 〔32)×  4.4 × 06 粘板岩。刃部破片。                PL65・ Q38

4 石    錘 4_8× 24× 07 流紋岩。4辺に刻みが入る。            PL65・ Q39

5 石    鏃 2.4X12× 04 メノウ。                              PL65。 Q37

図版番号 種   類 法       量   (cln) 備 考

6 鎌 全長 〔156) 最大幅32 最大厚03 基端部折り返し。接柄部にと師器 (内黒)片付着。  PL64・ M75

7 板状鉄製品 全長 85  最大幅61 最大厚1.2 器面が管山する。                     M73
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第232図 遣構外出土遣物拓影図(1)
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拓影図(2)

第232図 1～ 32は 縄文式土器である。 1～ 3は胴部片である。 1は撚糸文が施されている。 2は ,

竹管による円形の刺突の周囲に,縄文原体の圧痕が同心円状に施され,下半にはヘラ状工具によ

る刺突文が焔されている。 3は,縄文原体の 2条単位の押圧 と棒状工具による刺突が横位に施さ

れている。下半にはループ文 を伴 う縄文が施されている。 4は 口縁部片で, 2条単位の原体圧痕

によって三角形に区画された内部に,ヘラ状工具による刺突文が施されている。

5・ 6は ループ文の施された口縁部片である。 6の 口縁端部にはヘラ状工具による刻みが施さ

れ,中位には補修孔が穿たれている。 7～ 9は胴部片で,ループ文,あ るいは羽状縄文が施され

ている。 1～ 9の胎土には繊維が含まれている。

10。 11は 山形の波状 口縁の一部である。10は , 日縁部に沿って竹管状工具による刺突文が巡ら

されている。11は 日縁端部に刻みが施され,そ の下には,沈線を伴 う変形爪形文が施されている。

12は 口縁部片で,縄文 (単節 LR)が 施されている。13は 胴部片で,竹管状工具による横位の沈

線が施されている。

14。 15は 胴部片で,楕円形,あ るいは弧状に貼 り付けられた隆帯に沿って,棒状工具による押

引文が施されている。

16～ 25は 口縁部片である。16は 貝殻腹縁による刻みが施されている。17は , 口縁直下の 2条の

沈線間に交互刺突が加えられている。18は ,竹管状工具による横位の沈線が施されている。19は

口縁端部が肥厚 して凹面を成 し,棒状工具による押引文が施されている。外面には断面三角形の

隆帯が貼 り付けられ,そ の上下にも押引文が施されている。20は ,横位の隆帯の上に蛇行する隆

帯が貼 り付けられている。21～ 23は,ゆ るやかな波状口縁を呈する。いずれも横位の隆帯が貼 り

付けられ,下半には縄文が施されている。22・ 23は, 日縁端部,及び隆帯上にヘラ状工具による

刻みが,ま た,隆帯直下には刺突文が施されている。24・ 25は 口縁端部が内面に肥厚 し,外面に

は,縄文地文上に棒状工具による沈線が施されている。 26。 27は 胴部片で,26は縄文 (単節RL)

≦`鍋 ノ
4!

円年
　
日
―‐
」ｗ
離
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地文上に,棒状工具による4～ 5条の弧状の沈線が描かれている。27は縄文 (単節RL)が施さ

れている。

28・ 29は 口縁部片である。28は,縄文 (単節RL)地文上に横位,弧状の沈線が施され,日唇

部には 2個の刺突文が地されている。29は,低い隆帯上に刺突文が施されている。30～32は胴部

片である。30は, 5条の沈線が縦位に施されている。31は,沈線により幾何学的に区画された内

部に縄文が充填されている。32は,縄文 (単節LR)地文上に, 3～ 5条の沈線が斜位,及び弧

状に施されている。

第233図 33～43は弥生式上器である。33～ 37は胴部片である。33は縄文施文後,横位の沈線が施

されている。34は幾何学的な沈線,35は 条痕,36は撚糸文が施されている。37は,縄文 (無節)

施文後,垂下する沈線が施されている。

38は 口縁部片で, 6本の櫛描文が波状に施され, 口唇部には棒状工具による押圧がみられる。

39。 40は胴部片である。39は, 6本の櫛描文が横・斜位に施されている。40は粘土紐が波状に貼

り付けられ,下位には付加条縄文が施されている。

41～ 43は胴部下端から底部にかけての破片である。いずれも胴部には付加条縄文が施されてお

り,42の底部には布 目痕が残っている。41・ 43の底部は砂粒が多くザラザラしている。
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第 6節 まとめ

1 縄文時代

2軒の竪穴住居跡 (第 64・ 68号住居跡)が調査区域の南側から検出されている。いずれも奈良・

平安時代の住居跡と重複 しており,形状に不明確な部分 もあるが,長径がほぼ 4～ 5mの楕円形

の住居跡として捉えられた。このうち,第68号住居跡は,床面が 2段掘 り込みを呈している。外

側の壁の立ち上が りが緩やかなのに対し,内側の壁は10～ 20cmの段差をもってほぼ垂直に掘 り込

まれており,下段の床面は比較的硬 くふみしまっている。 2段掘 り込みの例 としては, 日立では

諏訪遺跡から中期の住居跡が 1軒報告されている。ち炉は,第64号住居跡から検出されている。炉

跡とした掘 り込みからは焼土等の検出は極少量ではあったが,その上端に沿った部分の床面が焼

けていることや,す ぐ横から焼けた礫がまとまって出土したことから,炉 と判断したものである。

また,同住居跡かおは 6か所のピットが検出されているが,その位置や規模からみて,主柱穴を

組むものとは思われない。

遺物は, 2軒の住居跡から少量の土器片と石器が出土している。土器のうち,器形を復元でき

たのは第64号住居跡の小型の深鉢 1点だけ全 その他はガヽ破片であるが,ループ文や羽状縄文を

主体 としていること,胎土に繊維を含むことなどから,縄文前期前半の関山式に相当するものと

思われる。石器は他の礫に混じって出土しており,特に整った形状をもつものは少ないが,磨 り

や敲きの痕跡が認められるものについて,石器 として記録 した。石質は流紋岩を主体 としている。

遺構外出土遺物には,よ り多様なものが含まれている。上器は,小破片ではあるが早期末から

後期 (堀之内式)ま で幅広い時期のものが出上しており,当地における人々の活動が,前期に限

らず,かなり長期にわたって行われていたことが窺われる。その他,小型の磨製石斧や石錐,映

状耳飾など貴重なものが含まれている。
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2 奈良 。平安時代

(1)竪穴住居跡の時期区分について

奈良・平安時代の遺構 としては,竪穴住居跡88軒,掘立柱建物跡 1棟が検出されている。これ

らは調査区域のほぼ全域にわたって分布 しているが,特に南側音Ь分に密集 している。各遺構から

出土した上器類をみると,いわゆる「常陸型」121と ぃゎれる, 口縁端部 をつまみ出す土師器甕や ,

平底で,体部が直線的に,あ るいは内鸞 したり外反した りしなが ら外傾 して立ち上がる,ロ クロ

(回転台)を利用 して整形 した土師器辱,須恵器不を主体 としていることから,基本的に奈良時

代から平安時代前期 (お よそ 8。 9世紀代)に属するもの と捉えられる。そして, この限られた

時間幅の中で,重複関係が16か所で確認されてお り,何期かの集落の変遷がみられる。

記号によって新旧関係 を図示すると,次の通 りである。

(十 日)  (新 )

③S1 83 -S152

⑩S卜57 → S156 → S161

0S158 → S卜59 → S160
ヽ

SI-63 → SI-62

→ S122   ⑫SI-70 → S166 → S卜 90

0S167 → S169

⑫SI-76 → S卜 77

°
:|:手:  〉 SI-80

0S181 -SI-84

(十 日)  (新 )

①
::::  〉 SI-6
筵):|:I与

  〉 SI-11

B:|:〔:  二: :::〔 ; 

→ SI~17

⑤SI-23 → SI-31

ぐ)SI-35  く
  :::::

⑦SI-37(不明)SB-1

〈)SI-41  く :|:::

この中で,最も多くの住居跡が重複 しているのは,第 58・ 59'60。 62・ 63号住居跡の 5軒であ

る。図示した通 り, 5軒 は③のような直線的な重複関係は示 していない。しかし,第 58号住居跡

と第63号住居跡,第59'60号住居跡と第62号住居跡はそれぞれ直接の重複はなくても,極めて近

接した位置にあるため,同時期に存在したとは考えられない。そこで,こ の部分だけからみても,

少なくとも5期に区分されることになる。その他の重複関係についてみても,それぞれの部分で

2～ 4期に区分される。

次にこれらの間の並行関係をみなければならないが,手がか りとなるのは出土土暴,特に器形

の変化を捉えやすい須恵器lTh,及 び土師器郭である。そこで, まず須恵驀不,土師器不について

器形や整形技法に基づ く分類を行った。
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須恵器郭について

底部から口縁部 まで器形を復元できたものを抽出し,口径に対す る底径の比,器形,底部の調

整技法により,次のように分類 した。

1類 口径に対する底径の比が0.65以上で,ま た,器高が低 く,底径の歩以下のものである。底

部の形状,調整技法によ9, 3類に細分できる。

1-a類 底部が若千九底気味になるもので,底部は回転ヘラ削 りが施 されている。 (口 径

12.7～ 15。 2cm,底径8.3～ 10.5cm,器高4.1～ 4.5cm,体部の傾きは59° ～65° )

1-b類 底部が平底で,休部下端が丸味をもつものである。底部は回転ヘラ削りが施されて

いる。 (口 径10.8～ 14.4cm,底径7.3～ 9.7cm,器高3.5～ 4.4cm,体部の傾 きは59° ～64° )

1-C類 休部下端があまり丸味をもたず,底部にナデが施されているものである。(口径11.6

cm,底径8.lcm,器高3.6cm,体部の傾 きは57° )

2類  口径に対する底径の比が0.55～ 0.65で,体部下端が九味をもつか,幅の狭い面を成すもの

である。底部の調整技法により4類に細分できる。

2-a類 底部に回転ヘラ削 りが施されているものである。(口径12.1～ 14.4cm,底径7.2～ 8.9

cm,器高3.2～ 5.Ocal,体部の傾 きは56°～62° )

2-b類 底部に手持ちヘラ削りが施 されているものである。(口径12.4～ 14。 4cm,底径7.6～ 9.0

c/m,器高4.0～ 5.Ocm,休部の傾 きは53° ～64° )

2-C類 底部にナデが施されているものである。(口 径11.4～ 14.3cm,底径6.6～ 8.6cm,器 高

4.3～ 5.Ocm,体部の傾 きは58° ～66° )

2-d類 底部がほとんど無調整のものである。 (口径10.8～ 13.8cm,底径6.7～ 8.Ocm,器 高

3.6～ 3.7cm,体部の傾 きは53° ～60° )

3類 口径に対する底径の比が0.55～ 0.65で,体部下端が九味や面をもたないものである。底部

の調整技法により3類に細分できる。

3-a類 底部に手持ちヘラ削りが施されているものである。(口径12.8～ 14.Ocm,底径7.3～ 8.2

cm,器高3.8～ 4.9cm,体部の傾 きは57°～64° )

3-b類 底部にナデが施されているものである。(口 径12.3～ 14.2cm,底径7.4～ 8.4cm,器 高

3.8～ 5.lcm,体部の傾 きは54° ～60° )

3-C類 底部がほとんど無調整のものである。 (口 径13.3～ 14.3cm,底径7.7～ 8.Ocm,器 高

4.3～ 5。 3cm,体部の傾 きは55° ～61° )

4類 口径に対する底径の比が0.55以下で,体部下端に九味をもつか,幅の狭い面を成すもので

ある。底部の調整技法により3類に細分できる。

4-a類 底部に回転ヘラ削 りが施されているものである。(口径13.2～ 14.8cm,底径6.8～ 7.9
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1-a類 (SI-18)
類 (S,-80)

1-C類 (SI-65)

2-C類 (SI-63)

2-d類 (SI-54)

3-a類 (S,-66)

第234図 須恵器郭分類図

4-a類 (SI-40)

4-b類 (SI-30)

5-a類 (SI-77)

類 (S,-30)

1-b類 (SI-40)

3-C類 (SI-59)

2-a類 (SI-63)

2-b類 (SI-54)
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A-1類 (SI-27) D-1類 (SI-6)

D-2類 (sI-11)

A-2類 (SI-36)

D-3類 (sI-36)

B-1類 (SI-54)

C-1類 (SI-65)
E-2類 (sI-39)

E-3類 (sI-15)
C-2類 (SI-46)

C-3類 (SI-24)

第235図 土師器郭分類図
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cm,器高4.3～ 5.4cm,体部の傾 きは57°～61° )

4-b類 底部に手持ちヘラ削りが施されているものである。・断面形からみれば次の 5類にも

似たものでも,体部下端に手持ちヘラ削りが施されているものは本類に加えた。(口径13.0～ 14.6

cm,底径6.9～ 7.8cm,器高4.2～ 4.6cm,体部の傾きは51°～56° )

4-C類 底部にナデが施されているものである。(口 径13.0～ 14.4cm,底径6.8～ 7.6cal,器高

4.5～ 5。 2cm,体部の傾きは56°～60° )

5類 口径に対する底径の比が0.55以下で,体部下端が丸味や面をもたないものである。底部の

調整技法により2類に細分できる。

5-a類 底部にナデが施されているものである。(口 径12.6～ 14.9cm,底径6.4～ 7.8cln,器高

4.1～ 5.4cm,体部の傾きは50°～59° )

5-b類 底部が無調整のものである。(日径13.7～ 14.5cm,底径6.5～ 7.8cm,器 高5。 1～ 5。 3cm,

体部の傾 きは55°～56° )

土師器郭について

底部から口縁部まで器形をほぼ復元できたものを抽出し,器形や調整技法によって,次のよう

に分類した。上師器不は,平底で体部が外傾 して立ち上がり,内面にヘラ磨きと黒色処理が施さ

れているものが大半で,これらをC～ E類に分類した。そして,こ れらに属さない数点のものに

ついては,A,B類 としてまとめた。

A類 九底を呈するものである。 2点確認しており,いずれも内面が黒色を呈するが,ヘラ磨き

の有無により, 2類に細分される。

A-1類  内面にヘラ磨きが施されていないもので,第27号住居跡から出土している。

A-2類  内面にヘラ磨きが施されているものである。第36号住居跡から出上しているが, ロ

縁部付近の形状は復元できていない。

B類 盤状を呈するものである。2点確認しているが,底部から口縁部に至るまでの形状により,

2類に細分される。

B-1類 器肉が厚 く,底部が丸底気味のもので,第 54号住居跡から出上してぃる。

B-2類 平底で,体部は直線的に立ち上が り, 日縁部は直立するもので,第40号住居跡から

出土している。

C類 口径に対する底径の比が大きく (0.55以上),体部が急な角度 (60°以上)で立ち上がる。器

高や底部の調整技法により, 3類に細分される。

C-1類 器高が4。 3cmと 低 く,底部にヘラ磨きが施されている。 (第65号住居跡出土の 1点の

み)
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C-2類 器高が 5 cm前後で,底部に回転ヘラ削りが施されている。

C-3類 器高が6.5cmと 高く,底部,及び体部下端に回転ヘラ削りが施されている。 (第24号

住居跡出上の 1点のみ)

D類 口径に対する底径の比が0.5よ りもやや大きく,体部が50～ 57°程度の傾きで直線的に立ちあ

がるものである。器形,底部の調整技法により3類に細分される。

D-1類 底部に回転ヘラ削り,体部下端に手持ちヘラ削 りが施されているものである。糸切

りの痕跡を残すものもみられる。器高が 4 cm程度のものと5 cm程度のものとがある。

D-2類 底部に手持ちヘラ削 りが施されているもので,体部下端に手持ちヘラ削 りが施 され

ているものもある。 (口 径12.2～ 12.6cm,底径6.4～ 6.6cm,器高4.3～ 4.4cm)

D-3類 体部下端が九味をもって立ち上がるもので,内面のヘラ磨き,黒色処理は施 されて

いなVヽ。 (口径13.4clla,底径8.2cm,器高4.2cln)

E類 口径に対する底径の比が0.4～ 0.5程度 と小さく,体部が50～ 55°程度の傾きで内彎 しながら

立ち上がるものである。器形,底部の調整技法により3類に細分される。

E-1類 日径12～ 14cm,底径 6～ 7 cmで,器高が4.5cm以下の低いものである。底部,及び体

部下端に回転ヘラ削りが施されている。糸切 りの痕跡を残すものもみられる。

E-2類  口径13～ 14cln,底径 6～ 7 cmで,器高が 5 clll程度のものである。底部,及び体部下

端に回転ヘラ削りが施されている。

E-3類  口径13.4～ 13.5cm,底 径5.4～ 5.8clnで,器高が5.6～ 5.7cmと 高いものである。底部

に回転ヘラ削り,体部下端に手持ちヘラ削 りが施されており,糸切 りの痕跡を残すものがあ

る。第15号住居跡から3点出土している。
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第236図 は,住居跡の重複関係を維軸に,須恵器好,土師器lThの 分類を横軸にして,時期区分 を

試みたものである。

須恵器不についてみると,ま ず,第63-60号住居跡,第76-77号住居跡,第 70-90号住居跡の

関係からみて,日径に対する底径の比が大きいものが古 く,小さいものが新しいという傾向がみ

られる。そして,底部の調整技法では, 日径に対して底径の大きなものや丸底気味のものでは,

回転ヘラ削 りや手持ちヘラ削りが主体であるのに対し,底径の小さくなるものでは,ナデや無調

整のものが主体 となる。「回転ヘラ削り→手持ちヘラ削 り→ナデ・無調整」の,て いねいな調整か

ら粗雑な調整へという流れがみられる。また,口径に対する底径の比がほぼ同じで,底部の調整

技法が同じものの場合は,第66-70号住居跡にみられるように,体部下端に九味や面をもつ もの

が, もたないものよりも先行することがわかる。図示 したように,新しい段階には 5類がそろう

ことでも,それが証明されていると思われる。反対に,器高が低 く,底部が九底気味で回転ヘラ

削りが施されているものが,当遺跡の須恵器lThの 中では最 も古い段階と考えられる。

次に土師器好であるが,器形をほぼ復元できたものは大半がD,E類 に分類される。 しかも,

D,E類が出土した住居跡同士の重複がないため,D,E類 内で新旧を確認することはできない。

しかし,D, E類が出土した住居跡は,各住居跡の重複関係でみると,最も新しい時期の住居跡

であり,須恵器不 5類 を伴うものもみられることから,当遺跡では新 しい段階のものといえよう。

A,B, C類については,個体数が少なく,重複関係や須恵器不との関係から新旧を確認するこ

とは困難である。

これらのことから,須恵器不を基準にし,土師器好で若千補足して,金木場遺跡の主な住居跡

の時期区分を行い,第 236図のように表した。

まず,須恵器好 1-a類の第18号住居跡から,5類の第90号住居跡ほかまで 6時期に区分 した。

次に,口縁部 と体部との間にわずかに稜をもつ土師器lTh(器面は者しく磨減している)を 出土 し

た第27号住居跡と,長胴形で中位に最大径をもつ土師器甕を出上した第32号住居跡が,第 18号住

居跡よりも1段階古い時期 と考えられる。 (い ずれも鬼高式的な特徴を残すものである。ただし,

覆土からの出上ではあるが,平底とみられる須恵器不の破片も若千含まれている。)

さらに,新 しい段階では,土師器郭D,E類 の新旧の問題や,須恵器郭と土師器lThと が共伴す

るものとほとんど須恵器不を伴わないものとの関係などから,さ らに時期を細分できることも考

えられる。

以上のことから,須恵器不,土師器lThの分類からみると,金木場遺跡の集落について,凱時点

では 7～ 8段階の時期区分が設定できるものと思われる。

竪穴住居跡を形態からみると, まず規模では,長軸×短軸が5.70× 5。 28mの 第20号住居跡が最

大,2.83× 1.95mの第31号住居跡が最小で,全体的には一辺が 3～ 5mの方形,ないし長方形を
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呈するものが主体である。床面はほぼ平坦で,硬 く踏み締まるものが多い。柱穴が検出された住

居跡は少なく, 4か所の主柱穴を組むものは,第 17,18,20号住居跡など20例 である。カマ ドは,

重複で破壊されたり,調査区域外へ遺構が延びているものを除いて,全部の住居跡から検出され

ている。その位置は北壁の中央部に設置されているものが多いが,やや東側,あ るいは西側へ片

寄るものもあり,中には, コーナー部や東壁に設置されるものもある。また,凝灰岩の切石 を利

用して焚き口部を構築するものも多く,第 14号住居跡などのように,カ マ ドの構築時の状態が良

好に残っている例 もみられる。東壁のカマ ドを廃棄 して北壁に作 りかえた第 5号住居跡や, 2基

のカマ ドが並んで検出された第75号住居跡が特筆される。

以上の調査内容を,前述の時期区分 と比較 してみると,一辺 4～ 5m前後の (当遺跡では)大

型の部類で,4か所の主柱穴をもち,凝灰岩をほとんど使わずにカマ ドを構築 している住居跡は,

第18,20号住居跡など古い時期 (H～ Ⅳ期)に比定されるものが多い。反面,新しい時期 (Vl期 )

に比定される住居跡は,一辺 3～ 4mとゃゃ小さくなり,主柱穴をもたず,カマ ドには凝灰岩を

利用しているものが多い。規模の大小にしても,凝灰岩の使用にしても例外はあるが,お おむね,

このような傾向があるといえよう。

また,主軸方向についてみると,調査区域の中央部から南側部分に検出された住居跡は,大半

が北からやや西へ傾いているのに対し,北側部分から検出された住居跡の主軸方向は,東へ傾い

ているものが多い。これは,第 1号濤を挟んでの海岸側 と内陸側 との違いにもなり,第 1号濤が

集落を東西に区画するものと見なすことができる根拠の一つにもなる。 しかし,北側部分は,南

方向からの支谷が入 り込む台地のくびれ部に当たり,大 きく南西方向へ傾斜している。ほば平坦

な中央部以南 との地形的条件の違いが,竪穴住居の構築にも影響 していることも考えられる。
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(2)そ の他

平鉢について

器厚のうすい底部から,休部が直立,あ るいはわずかに外傾 して立ち上が り,円筒形を呈する

土器 (土師器)を 「平鉢」とした。内面はヘラなどでていねいに整えられているが,外面は輪積

み痕や指頭状の圧痕を残し,粗雑な作 りである。 日立市内では,遠下遺跡から2点出上してお り

「シャーレ型土器」として報告されている伸ち また,石岡市の鹿の子C遺跡からも1点出土してい

る(4)。

平鉢は,法量や休部の形状から次の 2類に分類できる。

A類 口径17～ 18cm,底径14～ 15cm,器高 7～ 8 cm前後のもので,器厚が比較的厚 く,体部はや

や外傾 して立ち上がるものが多い。第16,48,70号住居跡などから出土している。

B類 口径10～ 1lcm,底径10～ ■cm,器高10cm前後の小型のもので,器厚が極くうす く,体部は

ほぼ直立する。第60,73号住居跡などから出上している。

当遺跡における平鉢の出土状態をみると,第 60,73号住居跡では,カマ ドの覆土から,第 16号

住居跡ではカマ ド前面の床面から出上しているが,その他のものは,住居跡内のほかの部分の床

面,あ るいは覆土から出土が大半であり,出土状態からその用途を特定することは困難である。

しかし,器面が加熱を受けているものが多いことから,カ マ ド内において使用されたものである

ことは十分に考えられる。

平鉢 と同じ器形のものが福島県内でも多く出土 してお り,「筒形土器」と呼ばれている。その用

途については,①カマ ドの支脚,②キャンプサイ トでの煮沸用土器,③製塩に関する土器などが

示されている。ち

成沢窯跡産の須恵器杯について

第54号住居跡から出上 した須恵器辱 (第 132図 21,PL53)は , 日径10.8cm,底径6.7cm,器高3.6

cmの小型のもので,灰黄色を呈 し,胎上には粗砂粒 を含むほか,器面に黒色粒がふき出している。

その形状,法量,色調,胎土などについて, 日立市郷土博物館に保管されている日立市成沢窯跡

出土の須恵器 と比較 したところ,極めてよく似たものであ り,同窯跡で生産されたものである可

能性が非常に高いことが判明した。ち

この郭 と全 く同じ特徴をもつ土器は,ほかには見当たらない。 しか し,た だ 1点だけでも,成

沢窯跡産 と思われる須恵器が集落跡から出上 したことが確認されたのは初めてであ り,貴重な発

見である。
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鉄製品について

金木場遺跡か ら出上 した鉄製品は,総数80点 で,器種別にみれば次の通 りである。

① 武具一一十一刀子15,鏃21,小札 2,足金具 1

② 工具一十一一斧 5

③ 農具十~~~窃も

④ 帯金具一一一餃具 2(内 1′ミは馬具の一部 と思われる)

⑤ 焼印―十一-1

⑥ 板状鉄製品-11

⑦ 器種不明一-17

焼印は,第 47号住居跡から出上しており,「子」の字状を呈するもので,中央に柄を差 し込むた

めの小孔があいている。焼印は他の地域でも出土例は少なく,県内では,大宮町小中遺跡「丈」

に次いで 2点 目,関東地方でも7点 目である171。 小中遺跡の焼印は,印部を支える柄が付いたもの

で,牛馬に押すためのものとしている。当遺跡でも,第 77号住居跡から「年家」と読める墨書土

器が出上していることから,当遺跡の焼印もやはり牛馬に関する遺物である可能性が考えられる。

板状鉄製品としたものは,三角形ないし四角形の小さな板状のもので,厚さ l cm程度のやや厚

めのものと, 7 mm程度のうすいものとがある。その用途・性格については不明であるが, まず考

えられることは,ほかの鉄製品を作るための原料鉄 (一次加工品)ではないかということである。

当遺跡では鉄製品のほかに鉄滓が27点 出上しており,小鍛治遺構の存在が推測される。そして性

格不明遺構 とした大型のカマ ド状の遺構も,周辺から羽回の月ヽ片が出土していることからみて刻ヽ

鍛治遺構である可能性も考えられることなどから,板状鉄製品を一次加工品とみてもよいのでは

ないかと思われる。ただ板状鉄製品としたものは,形はさまざまだが,共通して器面が内彎して

いることから,あ る一定の器種,た とえば鍋状のものの破片ではないかとの見方もある。ち

帯金具 (巡方)について

第54号住居跡から出上した巡方は表金具のみで,維幅2.4cm,横 幅2.6cm,厚 さ0.4cmの 法量をも

つ 。

阿部義平氏0は,鈴帯についての分類の中で,縦幅1.8cmの 巡方を付す革帯を最小幅,維幅3.9cm

の巡方を付す るものを最大幅 とし,そ の間に 3 mmずつの変化 を指摘 して 8段階に区分 したものを

A系列 としている。そして,横長の巡方を付す最小幅の Bと 合わせて 9段階を設定 し, 6位以下

の官位に対応させている。

当遺跡の巡方は縦幅2.4cmで,阿部氏の分類によれば「A6」 の段階に入 り,官位では従入位に
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相当するものと思われる。

鈴帯の使用は707年から796年,807年から810年に限られることが知 られており,遺跡の実年代

推定の貴重な資料 となるものである。

ところで, この鉾帯の使用された年代,奈良時代から平安時代初期にかけての時代は,中央政

権の主導による蝦夷征伐が行われていた時代でもある。ω。金木場遺跡の所在する滑川町付近は,

当時多珂郡道口郷に属 しており,東北地方へ通 じる官道があった地域である。また金木場遺跡か

ら南西へ約 3 km余離れた日立市助川町付近は「助川駅」の比定地であり,官道や駅家を控えた集

落として,何 らかの役割があったのではないかと思われる。巡方の出上により,下級役人や役所

的機能の存在 とともに,そ の年代観から,蝦夷征伐への交通路に沿った集落としての金木場遺跡

の歴史的環境 も思い浮かべることができる。
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(81 阿久津久氏の御教示による

(9)阿部義平「鈴帯と官位制について」『東北考古学の諸問題』 東北考古学会 昭和51年

QO 茨城県『茨城県史 原始古代編』 昭和60年
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表 4 金木場遺跡竪穴住居跡一覧表

番 位 置 主軸方向 平 面 形
規 模

床 面 ピット カマ ト 覆土 出 土 遺 物 備   考
長軸 ×短軸 (m) 壁高(cm)

1 N-18° 一W 方 形 283× 263 11～ 17 平 坦 0 北壁東寄 り 自然
土師器片84′ミ 須恵器片21

点 土製品 1点 鉄滓 1点

2 N-39° 一W 方 形 304× 293 4～ 7 平jH 0 北壁 中央 撹乱
土 師器 片 88点  須 恵器

片 7点 鉄 津 1点

3 G4a4 N-36° 一W 長  方 形 434× 380 34～ 43 平坦 2 北壁 中央 自然
土師器 片 830点  須 恵器

片14点 鉄 製品 1点

4 G4al N-32°一W 方 形 328× 319 5～ 15 平坦 0 北壁 中央 自然
土 師器 片41点  須 恵器

片 3点

5 G4c4 N-32°一W 方 形 30～ 38 平 坦 1
A北壁東寄り

B東壁南寄り
自然

土師器片 447点  須 恵器

片50点

6 G4j6 N-24°一W 方    形

(あ るいは長方形)

380× 〔278〕 平坦 2 北壁 (中 央 ) 自然
土師器片599点  須恵器片75点

鉄製品4点 祗石2点

S17.8よ り
新しい

7 G4i N-9°一W 長 方 形 356× 318 26～ 40 平担 0 北壁 中央 鉄
ヽ

土師器 片241点  須恵器

片71点
S16よ り古

8 G4jG N-4°一W (方  形 ) 447× (248〕 44～ 48 平 坦 2 北壁 中央 人為
土師器片49点 須恵器片105点 鉄

製品1点 祗石1点 土製紡錘車1点

S16よ り古

9 H4c6 N-7°一W 長 方 形 (546× 412) 40～ 48 平 坦 0 北壁西寄 り 人為
土 師器 片 70点  須 恵器

片 8点 鉄製品 2点

G4i4 N-27°一W 方 形 370× 〔320〕 30～ 36 唖猷
0 北壁 中央 入為

土師器 片 486点  須恵器

片41点 鉄製品 1′く

SI-11よ  り
古い

11 G418 N-6°一W 方 形 406× 375 42～ 57 平 坦 2 北壁 中央 自然
土師器 片 1,248点  須 恵

器片 128点
S110,12よ り
新しい

G4i3 N-26°一W 方 形 369× 366 25～ 34 平 坦 0 北壁 中央 自然
土師器 片 171点 須恵器

片17点  祗石 1点
SI-11よ  り
古い

F4da 北壁 土師器片 4点

14 G3h9 N-53°一W 方 形 310× 〔272) 44～ 62 平 坦 2 北西壁 中央 自然
土師器片 125点 須 恵器

片■点

N-4° 一W 方 形 347× 322 45～ 50 平 坦 0 北壁中央 自然
土師器片379点  須恵器片34点

鉄製品 2′点 祗石 2点

N-4°一W 方 形 353× 348 33～ 42 平坦 3 北壁東寄 り 自然
土師器 片 193点 須 志器

片28点

17 N-9°一E 方 形 550× 503 0～ 25 平坦 5 北壁 中央 人為
土師器片140点  須恵器片37点

祗石 1点 鉄滓 1′ヽ

新

２２

］

，
Ｓ‐．

お

・２

い

つ

ＳＩ

し

よ

N-19° 一W 方 形 520× 495 40～ 46 平坦 7 北壁 中央 人為
土師器片453点 須思器片56点 石

製紡錘軍1点 鉄淳1点

SI-19よ  り
古い

N-75° 一E 不 整 方 形 397× 〔385〕 24～ 26 凹 凸 0 東壁 中央 自然
土師器片968点 須忘器片88蕉 鉄

製品4点 鉄津1点

SI-18,68よ
り新しい

1412 N-5°一W 万 形 570× 528 13～ 35 平 坦 5 北壁 中央 人為
土師器片503点 須恵器片43点

鉄製品1点

21 N-13° 一W (方   形 ) 380× 〔200〕 18～ 31 平 坦 1 自然
土師器 片29点  須 恵器

片 3点
SI-20よ  り
古い

N-38° 一W 方 形 (317× 315) 0～ 8 平 坦 0 北壁中央
土 師器 片15点  須 恵器

片 2点
SI-17よ  り
新しい

N-4°一W 方 形 512× 495 25～ 42 平 坦 5 北壁 中央 自然
土lT器片1620点 須恵器片205点

陶器片1点 鉄製品6点

N-81°一E 長  方 形 478× 420 32～ 44 平 坦 1 東壁南寄 り 自恭
土師器片597点 須恵器片37点

鉄製品1点 土製品1点

N-26°一W 方 形 457× 425 14～ 23
ゆるい

起代
5 北壁 中央 人為

土師器片 185点  須恵器

片39点

N-8°一E 長  方 形 7～ 28 凹 凸 0 北壁 中央 自然
土師器片296点 須忘器片65点 陶

器片2点 鉄製品3点 悪百1点

N-4°一W 方 形 507× 475 12～ 36 平 坦 7 北壁東寄 り 自然
土師器 片239点  須恵器

片16点 鉄製品1点

N-4°一W 方 形 402× 402 0～ 25 平坦 6 北壁中央 自然
土師器 片234点  須 恵器

片2点

北壁
土 師器 片 30点  須 恵器

片2点

J4g2 N-4°一E 長 方 形 585× 498 0～ 26 平坦 5 北壁 中央 入為
土師器 片386点  須 恵器

片62点 鉄製品2点

N-6°一W 長 方 形 283× 195 10～ 14 平坦 1 北壁 中央 自然
土師 器 片228点 須 恵 器

片35点 土製紡錘車1点

S123よ り
新しい

J4g7 N-14°一E 方 形 372× 〔202〕 21～ 36 平坦 0 北壁 中央 自然
土師器片 280点  須 恵器

片4点

N-12°一W 方 形 405× 〔113〕 29～ 39 平 坦 0 北壁か 人為
土師器 片 76点  須 恵器

片74点
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位置 主軸方 向 平 面 形
規   模

床 面 ピット 方マ ト 覆土 出 土 遺 物 備   考
長軸 ×短軸 (m) 壁高(cm)

N―■
°
一W 方 形 295× (282〕 22～ 34 平坦 0 北真コーナー 人為

土師器 片131点  須 恵器
片17点

N-1°一W (方 形 ) ×〔1 25～ 30 唖
猷

0 自然
上師器 片228点  須恵器

片 20点
SI-36・ 38よ

り古い

1417 N-79°一E 長 方 形 570× 〔407〕 12～ 25 平坦 5 東壁南寄 り 人為
土師器 片882点 須 恵器

片53点 鉄製品 1点
SI-35よ  り
新しい

N-14°一W 方 形 368× 342 45～ 57 平 坦 1 北壁 中央 自然
土師器 片590点 須 恵器

片 91点 鉄製品2点

SB-1と 重複
(新 旧不明)

N-3° 一W (方  形 ) 〔274× 130〕 平 坦 0 自然
占
、

片

鰐
錬

土
片

須 恵器

14g6 N-8° 一W 長 方 形 390× 343 30～ 57 唖
猷

3 北壁 中央 自然
土師器片1207点 須恵器片123

点 鉄製品2′ヽ鉄滓1点

SI-41よ  り
新しい

N-8°一W 方 形 4 75 35～ 53 平 坦 6 北壁 中央 災
〔

土師器片857点  須恵器

片 68点 鉄製 品 1′点

41 N-77°一E 長 方 形 551× 405 15～ 30 平 坦 9 東壁南寄 り 自然
土師器 片2063点  須 恵

器片63点 土製品 1点
S139・ 42よ

り古い

N-18°一W 方    形 318× 〔160〕 平坦 0 北壁 中央 自然
土師器片 559点 須 恵審

片35点 鉄製品2点
SI-41よ  り
新しやヽ

北壁か

司ヒ壁か

N-19°一E (方  形 ) 〔350× 250〕 0～ 8 平坦 北 壁
土 師器 片10点 須 恵器
片 8点

N-19°一W 方    形 471× 456 46～ 55 平坦 5 北壁 中央 自然
土師器片1640点  須恵器

片144点  石製紡錘車1点

N-18°一W (方 形 ) 451× 〔282〕 30～ 32 平 坦 1 北壁 自然
土師器片244点  須恵器片
38点 鉄製品1点 祗石1声

N-14°一W 方 形 472× 445 38～ 47 平坦 北壁中央 人為
土師器片59点  須恵器
メ12,ミ

N-12°一M「 長 方 形 275× 238 43～ 50 平 坦 l 北壁東寄 り 人為
上師器片 103点 須 恵器

片 13点 祗石 1点

N-10°一W 方 形 402× 382 35～ 43 平 坦 4 北壁 中央 自然
土師器片744点  須恵器片146

点 陶器片1点 鉄製品4点

H4,1 N-88°一E 長 方 形 284× 248 29～ 35 平 坦 2 東壁南寄 り 自然
土師器 片805点  須 恵器

片93点 祗石 1点

H4i3 N-7°一W 方   形 474× 472 19～ 35 平坦 4 北壁 中央 自然
土師器 片1467点  須恵
器片 90点 鉄製品2点

SI-83よ  り
新しい

H4h3 N-3°一W 方    形 346× 342 23～ 35 呻
猷

1 北壁 中央 自然
土師器片1035点  須恵器片
127点 鉄製品2点 祗石1点

H411 N-9°一W 長 方 形 392× 358 54～ 67 平坦 0 北壁 中央 自然
土 師器 片1549点 須恵
器片 54点 銅製品1点

H4el N-9°一W 形 430× 376 47～ 48 平坦 1 北壁中央 人為
土師器 片399点 須 恵器

片 53点 鉄製品2点

H4e4 N-16°一W 長 方  形 528× 445 22～ 37 呻
猷

4 北壁中央 人為
土師器片628点 須恵器

片 96点 鉄製 品1点

H4d4 N-5°一W 長 方  形 402× 320 35～ 40 平 担 0 北壁 中央 自然
土師器片76点 須恵器
片17点

S156・ 61よ

り古い

H3fe N-8°一W 方 形 529× 508 64～ 78 平 坦 4 北壁 中央 自然
土師器片2299点 須恵器片467点

鉄製品6点 石製紡錘車1■ 祗石1点

S159・ 62よ

り古い

H3f8 N-15°一W 長 方 形 427× 370 75～ 82 凹 凸 0 北壁中央 自然
土師器片502′ 点須恵器片146点

鉄製品1′ヽ祗石1′ミ

H3fB N-83°一E 方 形 286× (254〕 45～ 50 平 坦 0 東壁南端 自然
土師器片 123点 須 恵器

片44点 土製紡錘草1点
SI-59よ り
新しい

H4d4 N-4°一W 方 形 296× 280 凹 凸 0 北壁 中央 自然
土師器 片192点  須 恵器
片55点 鉄津2点

S156・ 57よ

り新しい

H3e9 N-14°一W 長 方 形 498× 435 44～ 78 平坦 1 北壁中央 自然
土師器★1008点 須恵器片204′t
鉄製品3点 土製紡錘車1点 鉄津1点

SI-58・ 63よ

り新しい

H3d9 N-9°一W 長 方 形 446× 383 54～ 70 平坦 4 北壁中央 自然
土師器片918点 須 恵器
片 132点 鉄製 品1点

SI-62よ  り
古い

N-85°一W 惰 円 形 (485× 400) 5～ 18 呻
猷

炉 床面中央
から東寄り

自然
縄文式上器片■6点 憑
器 5点

S123よ り古い

(縄文前期)

G310 N-22°一W 方    形 425× 398 35～ 47 呻
猷

北壁 中央 自然
土師器 片392点 須恵器
片43点

G3i8 N-24°一W 長 方 形 507× 457 45～ 58 平 坦 北壁 中央 自然
土師器片483点 須患器片49点 鉄

製品1点 種石3点 鉄津1点

G3i6 N-44°一W 方    形 420× 391 0～ 20 平週 5 北西壁 中央 自然
土 師器 片84点  須 恵器

片 13点
SI-69よ  り
古 ヤヽ
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番号 位 置 主軸方向 平 面 形
規 模

床 面 ピット カマ ト 覆 土 出 土 遺 物 備   考
長軸 ×短軸 (m) 壁高(em)

N-10°一W 楕  円 形 395× 〔298〕 5～ 20
ゆるい
起伏

2 炉・無 自然
縄文 式 土 器 片15点  石

器3点
Sl 19よ り古い

(縄文前期)

G3,6 N-54°一W (方   形 ) 325× 〔286) 23～ 33 凹 凸 l 北西壁 中央 自然
土師器片■7点  須 恵器

片17点  陶器片1点

よ

・６７い
ＳＩ
新

H3a7 N-32°一W 長 方 形 518× 442 30～ 52 平坦 6 北壁 中央 自然
土師器★881点 須恵器片154点 手

F.土器1点 鉄製品1点 鉄淳1点

SI-66よ  り
古い

E3■ 8 N-16° 一E 方 形 435× 418 0～ 7 平 坦 北壁中央
土師器 片50点  須 恵器

片6点

E3a7 N-14° 一E 不 整 方 形 0～ 32 平 坦 2 北壁中央 自然
土師器片 148点  須 恵器

片19点 鉄 製品3点

D3hB N-12° 一E 方 形 335× 334 24～ 33 平 坦 0 北壁 中央 自然
土師器片 187点  須 恵器

片 8′点 祗石 1点

D3i4 N-28° 一E 方 形 416× 402 22～ 33 平坦 0 北壁 中央 自然
土師器 片 61点  須 恵器

片9点

D3a7 N-18°一E 長  方 形 393× 295 11～ 17 平 坦 1 北壁 中央 自然
土 師器 片 12点  須 恵器

片3点

D3:7 N-9°一E 方 形 336× 313 18～ 27 平坦 ユ 北壁 中央 人為
土師器片 135点  須 恵器

片4点
SI-77よ  り
古い

77 D3i7 N-72°一W 方 形 275× 274 15～ 28 平週 0 東壁南寄 り 人為
土 師器 片 80点  須 恵器

片15点 砥石1点

SI-76よ  り
新しい

D3ha N-63°一W 長 方 形 338× 298 29～ 46 平坦 3 北西壁西寄り 自然
土師器片 160点  須 恵器

片31点
SI-80よ  り
古い

D3gG N-19°一E 方 形 245× 〔117〕 22～ 36
ゆるい
起伏

1 北 壁 自然
上師器片 128点  陶器片

1点

SI-80よ  り
古い

D3g5 N-67°一W 不 整 方 形 430× 427 25～ 52 平坦 1 東壁南寄 り 鉄
小

土師器片210点  須 恵器

片20点 鉄 滓8点

S178'79よ り
新しい

D3iO N-28°一E 方 形 274× (250〕 27～ 30 平坦 1 北壁 中央 人為
上 師器 片4点  須 恵器

片2点

S184よ り
古い

D3a5 N-70°一W 長 方 形 384× 290 0～ 4 凹 凸 0 東壁南寄 り
土 師器 片 37点  須 恵器

片2点  祗石 1点

H4,3 N-9・ ―W 方 形 274× 250 7～ 12 平 坦 0 北壁 中央 人為
土師器片■7点  須恵器

片12点  鉄製品1点

SI-52よ  り
古 しヽ

D3j。 N-21°一E 万 形 336× 〔320〕 40～ 45 平 坦 0 自然
土 師器 片 21点  須 恵器

片8点

SI-81よ  り
新しい

D3c8 N-9° 一E 方 形 365× 〔310〕 44～ 50 平担 0 北壁西寄 り 自然
土師器片■6点 須恵器

片6点

E3f9 N-6°一E 方 形 260× 〔165〕 0～ 10 平 担 0 北東コーナー 土師器片■7点  須恵器

片4点

E3c6 N-10°一E 方 形 〔315× 300〕 平 坦 0 北壁 中央
土 師器 片 28点  須 恵器

片2点

E3g5 N-8°一E 長  方 形 417× 312 0～ 6 平 坦 0 北壁 中央
土 師器 片 33点  須 恵器

片5点

13d8 N-3°一―ヽV (方 形 ) 〔305× 230〕 平 坦 0 北壁

G3i8 N―■
°
一W 形万 252× 246 ゆるい

起伏
0 北壁 中央 自然

土師器片 472点  須 恵器

片50点
SI-66よ
新しい

り
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第 4章 向 畑 遺 跡

第 1節 遺跡の概要

向畑遺跡は,金木場遺跡の北西側に隣接する標高27～ 30mの台地上に位置する。『茨城県遺跡地

図』によると,北から南へ傾斜する台地上全面が,縄文,及び奈良・平安時代の遺跡として捉え

られており,今回の調査範囲は,そ の東縁部に当たる。

調査によって検出された遺構は,竪穴住居跡 3軒,掘立柱建物跡 1棟,濤 1条,上坑24基, ピ

ット35か所である。このうち,溝は調査区域の北端部に位置しているが,そ の他の遺構はいずれ

も中央部から南東部にかけて分布 している。竪穴住居跡のうち,第 1号住居跡は縄文時代前期に

属するもので,第 2・ 3号住居跡,及び掘立柱建物跡は奈良・平安時代に属するものである。

当遺跡から出土した遺物の量は,遺物収納箱 (54× 34× 20cm)に 4箱程度である。縄文式土器

(前 。中期),土師器・須恵器のほか,石齢,鉄製品が数′点出上している。土器はほとんどが小破

片の状態で出土しており,全体的に量も少ない。

第 2節 竪穴住居跡

1 縄文時代

第 1号住居跡 (第237図 )

位置 Blio区。平面形 不整惰円形。規模

壁高10～ 29cm。 壁薄 無。床 凹凸。 ピッ ト

然堆積。

3.42× 3.06m。 長径方向 N-2°一 E。 壁 外傾。

1か所。 Pュ (32× 21,-17cm)炉 無。覆土 自

遣物 縄文式上器片61点。石器 (磨石 3,敲石 2)5点。土器はいずれも河ヽ破片で,住居跡内

全体からまばらに出上している。

備考 本跡は,出土遺物から,縄文時代前期前半に比定される。
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土層解説表

第237図 向畑遣跡第 1号住居跡実測図

1.褐色   ローム粒子中量

2.褐色  ローム粒子中量

3.褐色  硬 くしまる。

0               2m

第 1号住居跡出土遺物 (第 238図 )

1～ 13は縄文式上器である。 1は 口縁部片で,縄文地文上に竹管状工具による爪形文が横・斜

位に施されている。 2・ 3も 口縁部片で,縄文が施されている。 4～ 13は胴部片である。 4・ 7・

8・ 12・ 13は ,ループ文 を伴 って縄文が羽状に施されている。 5。 6・ 9・ 10は 羽状縄文のみが ,

■は 7段のループ文が施 されている。いずれの上器 も胎土に繊維が含 まれている。 (PL66)

唖 需 種  類 長さ × 幅 × 厚さ(cf l) 重量 (g) 備 考

第238図

14
敲   石 106× 3_0× 20 流紋岩。2面に使用痕が認められる。東壁際床面出土。  PL66・ Q9

敲   石 〔75〕 × 6.4 × 4_2 流紋岩。3面に使用痕が認められる。中央部床面出土。  PL66・ Q8

磨   看 131× 79× 2.6 444 4 流紋岩。1面 に使用痕が認められる。中央部覆土中層出土。PL66・ Q3

17 磨   石 14,4 × 103 × 37 流紋岩。1面に使用痕が認められる。南西部覆土下層出土。PL66・ Q6

磨   石 100× 7_9× 26 流紋岩。2面に使用痕が認められる。南西部覆土下層出土。    Q5
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2 奈良 。平安時代

第 2号住居跡 (第 240図 )

位置 Blg7区。重複関係 SI-3よ り古い。SB-1(新旧不明)。 平面形 方形。規模 4.09×

〔1.77〕 m。 南北軸方向 N-5°一W。 壁 直立。壁高40～ 65cm。 壁濤 無。床 平坦。ピッ ト 無。

カマ ド 不明。覆上 自然堆積。

遣物 土師器片 (甕,不,平鉢)56点。須恵器片 (甕,不,高台付辱)12点。鉄製品 (板状鉄

製品)2点。第239図 3の高台付年は,本跡内では唯―の完形品。その他はいずれ も破片で,覆土

中・上層から出土している。

備考 遺豚の主要部がSI-3に 切 られてお り,東部から南部にかけての狭い範囲だけが調査され

る。

―
(  |

5

第239図 向畑遺跡第 2号住居跡出土遺物実測図

0              1ocm

出土遺物観察表

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼 成 備 考

第239図

1

不

土 師 器

A(112)

B 48
C(49)

平底。体部は内彎気味に立ち上

がり,口唇部は丸い。

ロクロ整形。 内面,ヘ ラ磨 き,

黒色処理。底部及ιド体部下端 ,

手持 ちヘ ラ削 り。

砂粒

にな い責橙 色

普通

20%  P4
北東部覆土中層

2

jTh

土 師 器
B〔 17〕

C 79

平底。体部 は内彎気味に外傾 し

て立 ち上が る。

ロクロ整形。内面,ヘラ磨き,

黒色処理。底部,多方向のナデ。

砂粒・雲母

にない橙色

普通

40%  P3
北東部覆土中層

3

高 台 付 不

須 恵 器

A(130)

B 56
D 66
G 12

平底。外側へ軽 くぶんば る高台

が付 く。体部 は外傾 して立 ち上

が り, 回縁部 で軽 く外反す る。

下位 に鈍 い稜 をもち,高台部 と

の間に幅広の面 を成す。

底部,回転ヘラ切り後,高台貼

り付け,ナデ。

砂粒・長万

灰色

普通

90%  P■

北東部覆土中層

PL67

4

高 台 付 邪

須 恵 器

A(132)

B 50
D 68

平 底 。 外側 ヘ メ、ん ば る高 台が

付 く。体部 は外傾 して立 ち上が

る。下位 に鈍 い稜 をもち,高台

部 との間に幅の狭 い面 を成す。

底部,回転ヘラ切り後,高台貼

り付け。

砂粒・長石

灰色

普通

50%  P13

東部覆土中層

図版番号 種  類 法       量  (cm) 偏 考

5 板状鉄製品 全長 〔59〕  最大幅28 最大厚06 北東部覆土中層出土。                  M2
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A 29.2ml照21t【
♀

1,

土層解説表

1.黒褐色 耕作土

2 黒褐色 粒状 を呈 し ザ クザ クす る

3.褐色  ローム粒子中量

4.褐色  ローム粒子多量 硬 くしまる

5.褐色  ローム粒子多量 硬 くしまる

6.褐色  ローム粒子極めて多量 硬 くし

まる

0 2m

第240図  向畑遺跡第 2・ 3住居跡実測図

第 3号住居LII(第 240図 )

位置 Blg7区。重複関係 SI-2よ り新 しい。SB-1(新旧不明)。 平面形 方形。規模 3.98×

〔1.38〕 m。 主軸方向 N-10°一W。 壁 直立。壁高40～ 67clll。 壁濤 無。床 平坦。ビット 無。

カマ ド 北壁東寄 り。崩壊が著 しく,構築材の粘土 と凝灰岩が壁に貼 り付 くようにして残ってい

る程度。煙道部は約90clll壁面を掘 り込んでいる。覆上 自然堆積。

遺物 土師器片 (甕,不,高台付不)810′く。須恵器片 (甕,不,高台付不,甑,盤,壺)104

点。祗石1点。鉄製品 (刀子 1,鏃 1,板状鉄製品 2,器種不明 1)5′点。住居跡内ほぼ全体に破

片が散乱 した状態で出土している。

備考 SI-2と は床面の高さがほとんど同じ全 覆土でも明瞭な差違を区別できなかったが,北

東部の壁の形状 と貼床部分の上層の違いから,本跡がSI-2よ り新 しい遺構であると判断する。西
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側の調査区域外へ遺構が延びてお り,

してSB-1が検出されている。

第241図  向畑遺 Ltl第 3号住居跡出土遺物実測図
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出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第241図

6

甕

土 師 器

A(196)

B〔 269〕

E(230)

胴部 は内彎気味に立 ち上が り,

上位 に最大径 をもつ。頸部か ら

日縁吉るにかけて丸味 をもって外

反 し, 日縁端音Ыよ上方へつ まみ

上 げ られ る。

口頸部 内・外面,横ナデ。胴部

内面,ナデ。外面,縦位 のヘ ラ

肖Uり 。

砂粒・雲母・ス

コリア

にない橙色

普通

60%  Pl
東部床面直上

P L67

7

甕

土 師 器

B〔 57〕

C 156
底部片。平底。胴部は外傾 して

立ち上がる。

胴部内面,横位のナデ。外面,

横位のヘラ削り (磨減のため不

明瞭)。 底部,ナ デ。内面下端に

輪積み痕がわずかに残る。

砂粒・雲母

にない責橙色

普通

10%  P7
東部覆土中層

8

17N

土 師 器

A 133
B 38
C 66

平底。体部は内彎気味に外傾し

て立ち上がり, 日碁部は九い。

ロ クロ整形。 内面,ヘ ラ磨 き。

黒色処理 は不十分。底部及 び体

部下位,回転ヘ ラ肖Uり 。

砂粒・雲母

橙色

普通

60%  P2
東部覆土中層

PL67

9

不

土 師 器

A(151)

B 45
C 63

平底。体部 は内彎 しなが ら立 ち

上が り,日 縁部 で軽 く外反す る。

日唇部 は九 い。

ロクロ整形。内面,ヘ ラ磨き,

黒色処理。外面下位,工具によ

る沈線が巡る。底部, 多方向の

ヘラ削り後,外周部,ナデ。

砂粒

にぶい橙 色

普通

50%  P8
南東部覆土中層

PL67

高 台 付 郭

土  師 器

A(174)

B 56
D(92)

平底。短く「ハ」の字状に開く

高台が付 く。体苫Ыよ内彎気味に

外傾して立ち上がり、口縁部で

軽く外反する。口唇部は丸い。

ロクロ整形。 内面,ヘ ラ磨 き,

黒色処理。底部,ナデ調整後 ,

高台貼 り付 け。

砂粒・婁母

にぶい橙色

普通

10%  P6
北東部覆上下層

11

甑

須  忘 器

B〔 64)

C(140)

胴部 は外傾 して立 ち上が る。底

音躊に, 透 し子しの しき りをもつ。

孔数 は不明。

胴部下位外面,横位のヘラ削り。 砂粒

灰色

普通

5%  P14
北東部覆土中層

12

不

須  恵 器

A(126)

B 41
C 65

平底。体部 は内彎気味に外傾 し

て立 ち上が り,日縁部 でわずか

に外反す る。 日唇部 は九 い。

底部,ナデ。 砂粒

灰色

普通

30%  P10

北東部覆上下層

ヘラ記号

高 台 付 不

須  恵 器

A(136)

B 50
D(68)

平底。「ハ」の字状に開く高台が

付 く。体部は外傾 して立ち上が

り, 日縁部で外反する。

底部,回転ヘラ切 り後,高台貼

り付け。

砂粒

灰色

普通

40%  P12

東部覆土下層

PL13

士霊

器

頸

恵

長

須

B〔 182〕

D 105
平底。短 く「ハ」の字状に開 く

高台が付 く。胴音騨ま内彎 しなが

ら立 ち上が る。頸部 は外反気味

に直立す る。

底部 ,ナデ後,高台貼 り付 け。

外面 に 自然釉がみ られ る。

砂粒

にぶい責橙色

普通

20%  P9
北東部覆土中・

下層

図版番号 種  類 法       量   (cln) 偏 考

板状鉄製 品 全長62 最大幅50 最大厚09 器面がわずかに彎曲する。北東部覆土中層出土。    PL67・ Mユ

刀    子 全長 〔82) 最大幅14 最大厚03 刀身先端部 茎欠損。南東部覆土出土。        PL67・ M5

鏃 全長 〔74〕  最大幅04 最大厚04 基の一部。南東部覆土出土。                M6
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第 3節 掘立柱建物跡

ヽ
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土層解説楽

Pl

l.暗褐色 ローム粒子中量

2.褐色  ローム粒子多量

P2

3.褐色

4.褐色  ローム粒子中量

5,黄褐色 ローム土多量

P3

6.褐色  ローム粒子中量 し

まり弱い

7.褐色  硬 くしまる

3.褐色  ローム粒子多量 硬

くしまる

P4

9,褐色  ローム粒子中量

10.褐色

11.褐色  ローム粒子多量

12.褐色  ローム粒子多量

P5

13.掲色  ローム粒子多量

14.褐色

15,明褐色 ローム粒子多量

P6

16.褐色  ローム粒子多量

まり弱い

17.褐色  ローム粒子多量

18.褐色  ローム粒子中量

19.褐色  ローム粒子中量

17～ 19層  硬 くしまる

PB

20.褐色  ローム粒子中量

21.褐色

22.

P9

23.

24.

第242図  向畑遺ltl第 1号掘立柱建物跡実測図

"‖
m

▼>
褐色   ローム粒子中量

暗褐色

褐色  ローム粒子中量

全体に硬くしまる
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第 1号掘立柱建物跡 (第242図 )

位置 Blg8・ Blh8区。重複関係 SI-2・ 3(新旧不明)。 規模  6間 (10.20m)× 〔2間 (4.68

m)〕 。梁行方向 N-3°一E。 柱間寸法 桁行2.30～ 2.38m,梁 行1.58× 1.82m。 柱掘り方 Pl(80×

76,-75cm)P2(68× 58,-64cm)P3(88× 66,-83cm)P4(58× 53,-42cm)Ps(70× 66,-60cm)

P7(56× 49,-71cm)P8(60× 60,-62cm)P9(67× 60,-73cm)。 覆土 ローム粒子を多量に含む

褐色上で,全体的に硬 く締まる。

遺物 土師器片 (甕,不)26点。須恵器片 (甕,不)4点。いずれもおヽ破片で,覆土からの出

上である。点数は, 9か所の柱掘 り方から出土したものの総数である。土師器不は,内面にヘラ

磨き・黒色処理を施したものである。

備考 本跡は,Ы-2。 3を取 り囲むようにして位置しているが,西側の調査区域外へ遺構が

延びていたため,全体を提えられない。わずかではあるが,土師器片・須恵器片を出上している

ことから,奈良 。平安時代の遺構 と判断する。

第 4節  その他 の遺構

1 土坑

当遺跡で番号を付して調査した土坑の数は33基であるが, このうち,第 17・ 18・ 20・ 23・ 24・

29。 30。 31・ 32号土坑は掘立柱建物跡として取り扱うことにしたため,欠番とした。その結果,

当遺跡から検出された土坑の数は24基 となった。

これらの上坑は,調査区域の中央部から南東部にかけて位置 している。全体的に小型のものが

多 く,遺物の出土量 も少な くて,時期や性格を決定する資料に乏 しいものが多い。特徴的な上坑

としては,縄文式上器が多量に出上 した第 8号土坑が挙げられる。ここでは,各土坑の規模・形

状・出土遺物等について一覧表にまとめて掲載する。

表 5 向畑遺跡土坑一覧表

番号 位 置 長径 (軸 )方向 平 面  形
規  模

壁  面 底  面 覆 上 出 土 遺 物 備   考
長径(軸)X短径(軸 )(m) 深さ(m)

ユ Bld6 N-47°一E 円    形 105× 091 外  傾 皿  状 自然

2 Bld6 N-45° 一W 楕  円 形 0,95× 066 1 02 直  立 平  坦 人為
土師器 片 4点 須 恵器 片
1点

3 Blfe N-5°一W 不 定 形 295× 198 外  傾
縄文式上器片7点

土師器片5点 須恵器片1点

4 Bld6 N-35° 一E 152× 066 凹  凸 土師器片 6点

5 Bld7 N-12° 一W 不整惰円形 土師器片 6点

6 Ble7 N-43°一 Vヽ 円    形 132× 121 0 53
縄文式上器片 2′ミ
土師器片4点 須恵器片3点
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番 位置 長径 (軸)方 向 平 面 形
規 模

壁  面 底  面 覆 土 出 土 遺 物 備  考
長径(軸)X短径 (軸)(m) 深さ(ml

7 N-37°一E 不整楕 円形 0_83 外  傾 皿  状 自恭

Blc。 N-48°一E 楕  円 形 不 明 縄文式上器片47点 (縄文時代)

N-90°一E 不 整 台 形 凹  凸 人為 土師器片 1点 SK-26と 重複

N-32°一 Vヽ 円 形 0 76 0 73 直   立 平 lH

N-4°一 Vヽ 不 定 形 外  傾
縄文 式 上器 片 9点 土 師
器片 6点

Blhe N-13° W 円 形 0.24 縄文式上器片 2点 土師
器片■点

Blg。 N-88°一E 不整楕円形 直   立 皿  状 自然
縄文式上器片 2点 上師
器片 2点

Blg9 N-9°一W 円 形 1.10× 095 外  傾 平  坦 土師器片 2点

N-49°一W 隅九長方形 133× 079 四  凸 人為

B2i3 N-36°一W 円 形 099× 090 平 坦 自然
縄文式土器片 3点 土師
器片 1点

B2gl N-29°一E 不  定  形 089× 0.55 凹  凸 不 明

B五。 N-18°一W 不整惰円形 2.14× 0.88 皿 状 人為

Blhe N-6°一W 不 定 形 3_98× 16ユ 0 32 凹  凸
縄文式土器片1点

上師器片1点 須恵器片1点

Ble7 N-10°一W 円 形 0.55× 052 直   立 皿 状 自然

Bld9 N-61°一E 楕  円 形 119× 096 外  傾 凹  凸 不 明 縄文式上器片 2点 SK-9と 重
複

BlhO N―-59°一E 長 楕 円 形 154× 0_29 0 28 自然

Bli9 N-45°一E 楕  円 形 082× 0_46 皿 状 土師器片 1点

Blh8 N-17°一W 円 形 0,94× (079〕 0.23 崩
縄文 式 上 器 片 1点  土 師
器片 1点
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第243図  向畑遺跡土抗実測図 (1)
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土坑出土遺物 (第245図 )

1～ 3は第 8号土坑から出上した縄文式上器の回縁部から胴部上位にかけての破片である。 1

は口径が54cln(推定)を測る大きなもので,口唇部から胴部にかけて全面に縄文 (単節RL)が

施されており,内面はていねいなヘラナデが施されている(P L66)。  2は ,波状貝殻文が 4段に

わたって施されている。 3は , 口唇部に粘土紐が鋸歯状に貼り付けられ,そ の後に, 日唇部から

胴部にかけて縄文 (単節RL)が施されている。

4は ,第 6号土坑から出上した土師器不である。平底で,体部はわずかに内彎 しながら外傾 し

て立ち上がる。内面はヘラ磨き,黒色処理が施され,外面は,底部,及び体部下端に回転ヘラ削

りが施されている。 (口径 (13.5)cm,器高4.2cm,底径 (6.2)cla)
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5は ,第 3号土坑から出土 した磨製石斧 (P L66)で ある。 (現存長5.2cm,幅6.6cm,厚 さ2.4

cm,重量115。 4g)

6～ 13は縄文式土器である。 6～ 8は 第11号土坑から出上している。 6は胴部片で,沈線で区

画された中に竹管状工具による変形八形文が横位に 2条施され,そ の上位に横位の沈線,下位に

竹管状工具による連続刺突文が施されている。上端に,斜位の刻みがみられる。 7は 口縁部片で,

日縁直下に縦位の刻み,下位に変形爪形文が施されている。 8は胴部片で,縄文 (単節RL)地

文上に波状の沈線が描かれている。 9。 10は 第 9号土坑出上の口縁部片である。 9は ,口縁端部

に刻みが施され,下位には波状貝殻文が施されている。10は ,竹管による横位の刺突文が施され

ている。口唇部には,上面に刺突を加えた「W」 字状の貼 り付け文が施されている。■・12は 第

12号土坑から出上 している。11は 口縁部片で, 日縁端部への刻み,及び波状貝殻文が施されてい

る。12は胴部片で, 2条の沈線の下に竹管状工具による連続刺突文が横位に施されている。13は

第26号土坑出上の胴部片で,竹管状工具による連続刺突文が横・斜位に施されている。

2濤

第 1号濤 (第246図 )

位置 Alf3区 ～Ale4区。規模 上幅

0.80～ 1.02m,下幅0.56～ 0.85m,深 さ

0.10～ 0.24m,全長 〔5,70〕 m。 主軸方

向 N-82°一E。 ほぼ東西に直線的に延

びる。断面形 皿状。北側がわずかに

低 く, 2段に掘 り込まれている。底面

高度 ほぼ水平。東部で標高29.77m,

西端部で標高29.74m。 覆上 自然堆

積。遺物 土師器片 (甕)1点。須恵

器片 (不)1点。いずれも小破片で,

覆土から出上している。

備考 本跡は調査区域の北端部に位

置する。北壁に沿って,小ピット (上

端径10～ 25cm,深 さ25～64cm)が 4か

所,0。 9～ 1.7m程の間隔で検出されてお

り,柵列を伴 うことも考えられる。

A

B

A 30.2m    
――

B

C

C

土層解説表

1.褐 色  ローム粒子中量 硬 くしまる

2,褐色  粘性やや強い

0               1m

第246図 向畑遺跡第 1号落実測図
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3 ピット

当遺跡からは,35か所のピットが検出されている。調査区域の中央部から南東部にかけて分布

しているが,規則的な配列はみられない。ここでは,各ピットの規模・遺物等について,一覧表

にまとめて掲載する。

表 6 向畑遣 Ltlピ ッ トー覧表

番号 位 置
規 模

備 考 (出 土遺物 ) 需 位置
規 模

備 考 (出土遺物)長径 ×短径 (cnl) 深 さ (cn) 長径 ×短径 (clll) 深 さ (cm)

1 Blec 60× 40
土師器片 3′ミ
須恵器 1点 Bli8 37× 32

2 Blbe 66× 35 Blig 〔40)× 36
縄文式土器片 1´ヽ
土師器片 1点

Bles 48× 40 Blia 〔62〕 × 46
縄文式上器 片 1点 土師
器片 1点

4 Bles 69× 50
土師器片 2点
須恵器片 2点 Blh。 49× 39

5 Ble9 43× 42 B2hi 27× 24

6 Blea 38× 87 土師器片 1点 Blg9 46× 45 縄文式上器片 1点 土師
器片 1点

7 Blh。 60× 35 Blhe 58× 35

8 B2,2 42× 38 Blh。 42× 〔35〕

9 B212 42× 37 BlhO 〔31〕 × 25 50

B2il 37× 36 Bld, 47× 35

B211 35× 31 Bld7 50× 37
土師器 片 5点
須恵器片 1点

B巧 1 36× 29 Blgs 49× 33

B%2 38× 31 Blbる 4× 33

64× 57 Blh。 50× 40

Blg。 31× 24 Bl■9 36× 〔32〕

Blge 23× 23 Blh9 〔48〕 × 42

17 Blg9 30× 27 Blf 49× 4

Blf9 46× 30
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第 5節 遺構外出土遺物

当遺跡からは,グ リット発掘,表土除去作業の際にも少量の遺物が出上 している。縄文式上器

の破片が中心で,ほかに土師器片,須恵器片 も若千含 まれる。ここでは,主なものの拓影図を掲

載 した。

Ｗ
〃

壽曇μI麟

T6

鵡Ⅵ∈
蛉響 V7

，

‐１０

で
~pH

2
0              10Cm

第247図 向畑遣 Ltl遣構外出土遣物拓影図

第247図 1～ 15は縄文式土器である。 1～ 3は胴部片で,胎土に繊維が含 まれている。 1は縄文

原体圧痕の上下に竹管状工具による刺突文が施 されている。 2はループ文, 3は 羽状縄文が施 さ

れている。 4～ 9は 口縁部片である。 4は 無文である。 5は ,上半に有節平行沈線,下半に沈線

が施さ絶ている。 6～ 9は 貝殻腹縁による変形爪形文が施されたもので, 6は 日縁端部に刻みを

もち, 7。 9は ,変形爪形文の上から斜位の刻みが施 されている。10は 胴部片で,竹管状工具 に

よる変形爪形文が 4条施されている。11。 12は 日縁部片で,いずれも口縁端部に刻みをもち,竹

管状工具による連続刺突文が施されている。12は 縄文地文上に刺突が施されている。13・ 14は 日

縁部片で, 口唇部に棒状工具による押圧が施されている。14は ゆるやかな波状口縁で,突起が欠

損している。15は 胴部片で,粘土紐が「V」 字状に貼 り付けられ,それに沿って沈線が 4条施さ

れている。13～ 15は 同一個体 と思われる。
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第 6節 まとめ

縄文時代のものとしては,竪穴住居跡が 1軒検出されている。形状は,北側がやや張 り出す不

整楕円形を呈 してお り,長軸方向はほ,F北 を向 く。床面は比較的凹凸が大 きく,炉や柱穴は検 出

されない。出土 した上器は関山式に相当し,金木場遺跡の第64・ 68号住居跡とほぼ同時期の もの

と思われる。また,第 8号土坑は,上端径が1.04 X O.60mで深さ16cm程度の小型の土坑だが,縄文

式上器片 (前期後半)が 3個体分出土 した点で特徴的である。

奈良・平安時代のものとしては,竪穴住居跡 2軒,掘立柱建物跡 1棟が検出されている。第 2・

3号住居跡は互いに重複しているうえ,調査区域外へ遺構が延びているため,全体を捉えること

はできなかったが,出土遺物からみて,金木場遺跡のⅦ期前後に比定される。掘立柱建物跡は,

第 2・ 3号住居跡を取り囲むようにして位置しているのが注目される。

向畑遺跡は,現在は市道の走る切通しによって金木場遺跡と分断されているが,かつてはひと

つづきの台地であったことが容易に推測できる。当遺跡から校出された遺構・遺物は,内容から

みて金木場遺跡とほぼ同時期のものであり,金木場遺跡とは一連の集落であるとみることもでき

よう。

表 7 向畑遺跡竪穴住居跡一覧表

位 置 主軸方向 平 面 形
規   模

床 面 ピット カマ ド 覆 土 出 土 遺 物 備  考
長軸 ×短軸 (m) 壁高(cm)

1 Bli。 N-2 ― E 不整楕 円形 10～ 29 凹 凸 1 炉・無 自然
縄文式上器片61点
石器 5点 (縄文前期)

2 Blg7 N-5°一W (方 形 ) 4.09× 〔177〕 40～ 65 平 担 自然
土 師器 片56点 須 恵器

片12点  鉄製品 2点

SI-3よ り苦
しヽ SB-1(新
「日不明 )

3 Blg7 N-10°一W (方 形 ) 398× 〔138〕 40～ 67 平 坦 北壁東寄 り 自然
土師器片810点  須忘器片104

点 鉄製品 5′  ヽ祗石 1点

S1 2よ り
新 しい・SB―
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工早

茨城県日立市滑川町において,一般国道 6号 (日 立バイパス)改築工事に先立ち,その予定地

内に所在する金木場遺跡と向畑遺跡の発掘調査を実施 した。調査の結果,縄文時代,及び奈良・

平安時代の遺構・遺物を確認することができた。

縄文時代の遺構 としては,金木場遺跡から2軒,向畑遺跡から1軒の竪穴住居跡が検出されて

いる。出土遺物からみて,いずれも前期前半の関山式期に比定されるものである。そのほか,金

木場遺跡では陥し穴状遺構が検出されている。遺構外出上のものも合わせると,遺物は早期から

後期まで幅広い時期のものが認められる。

また,遺構は検出されなかったが,弥生式上器片 (中・後期)も 若千出上しており,かなり長

い期間にわたって人々の生活の場となっていたことが窺われる。

奈良・平安時代の遺構 。遺物は圧倒的に多い。金木場遺跡から88軒,向畑遺跡から2軒の竪穴

住居跡が検出され,それに伴い,多数の遺物 (上師器,須恵器,鉄製品など)が出土している。

中には,巡方や焼印など注目される遺物も含まれている。

金木場遺跡がのる台地は,こ の周辺では最 も広い平坦面をもつ台地であり,集落を営むには良

好な条件があったものと思われる。また,こ の滑川町付近は,古代には多珂郡道口郷に属 してお

り,官道も通っていた。余良時代から平安時代初期にかけて蝦夷征伐が行われていた時代には,

その交通路に沿った集落として,金木場の人たちが何 らかの役割を果たしていたことも考えられ

よう。

以上のように,金木場 。向畑遺跡の発掘調査によって得られた成果をまとめてきた。十分な形

で報告できたことは言い難いが, 日立市の歴史を解明する上でささやかな一助となれば幸いであ

る。

最後に,発掘調査か ら報告書作成に至るまで,日 立市教育委員会はじめ,関係各位から御指導 ,

御協力をいただいたことに対 し,感謝の意を表 したい。
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第45号住居跡 第45号住居跡遺物出土状況

第46号住居跡 第46号住居跡カマ ド

第46号住居跡遺物出土】犬況

鞣簿五r導

第46号住居跡遺物出土状況

第46号住居跡遺物出土状況 第47号住居跡



第47号住居跡遺物出土状況

PL21

第47号住居跡遺物出土状況

第48号住居跡

第48号住居跡カマ ド

第47号住居跡遺物出土状況

第49号住居跡

第49号住居跡カマ ド 第49号住居跡遺物出土状況
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韓義

一

第50号住居跡カマ ド

難麟
ｉ
子
“
一
洋
鉾

ｆ
轟

第50号住居跡遺物出土状況

第50号住居跡遺物出上状況 第50号住居跡遺物出土状況

第51号住居跡 第51号住居跡カマ ド
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第51号住居跡遺物出土状況 第51号住居跡遺物出土状況

第52号住居跡 第52号住居跡カマ ド

第52号住居跡遺物出土状況 第52号住居跡遺物出土状況

第53号住居跡 第53号住居跡カマ ド
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第53号住居跡

第54号住居跡遺物出土状況 第54号住居跡遺物出上状況

第54号住居跡遺物出土状況 第54号住居跡遺物出土状況

第54号住居跡遺物出土状況 第54号住居跡カマ ド
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第55号住居跡 第55号住居跡遺物出上状況

第56号住居跡 第56号住居跡カマ ド

第56号住居跡遺物出土状況 第56号住居跡遺物出土状況

第57・ 61号住居跡 第57・ 61号住居跡遺物出―土状況
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第57号住居跡遺物出土状況 第61号住居跡カマ ド

第58号住居跡 第58号住居跡遺物出土状況

第58号住居跡遺物出土状況 第59号住居跡

第59号住居跡遺物出土状況 第60号住居跡
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第58号住居跡カマ ド 第59号住居跡カマ ド

第58・ 59・ 60・ 62号住居跡

第60号住居跡カマ ド 第62号住居跡カマ ド
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第60号住居跡遺物出土状況

第62号住居跡 第62号住居跡遺物出土状況

.  !|■ ||| ―
|●  道罐露

第63号住居跡カマ ド

第63号住居跡遺物出土状況 第63号住居跡遺物出土状況



PL29

第64号住居跡遺物出土状況 第64号住居跡遺物出土状況

第65号住居跡 第65号住居跡遺物出土状況

第65号住居跡遣物出土状況 第66。 90号住居跡

第66号住居跡カマ ド 第90号住居跡カマ ド
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第66号住居跡遺物出土状況 第66号住居跡遺物出土状況

第67・ 69号住居跡

第67号住居跡遺物出土状況 第69号住居跡遺物出土状況
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第68号住居跡遺物出土状況 第68号住居跡遣物出土状況

第70号住居跡 第70号住居跡カマ ド
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第70号住居跡遺物出土状況 第70号住居跡遺物出土状況

第71号住居跡 第71号住居跡カマ ド

第71号住居跡遺物出土状況 第72号住居跡

第72号住居跡遺物出土状況 第72号住居跡遺物出土状況
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第72号住居跡カマ ド 第73号住居跡

第73号住居跡遺物出土状況 第73号住居跡遺物出土状況

第74号住居跡 第74号住居跡カマ ド

第74号住居跡遺物出土状況 第74号住居跡遺物出土状況
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Ⅲ  Ⅲ・  I III,||‐ . |

第75号住居跡カマ ド

第76。 77号住居跡

第77号住居跡遺物出土状況

第77号住居跡遺物出土状況 第77号住居跡カマ ド
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第78号住居跡遺

→. |ヽ |■flそⅢ,i'I

第79号住居跡

物出土状況 第78号住居跡遺物出土状況

第79号住居跡カマ ド
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第79・ 80号住居跡 第80号住居跡カマ ド

第80号住居跡遺物出土状況 第80号住居跡遺物出土状況

第80号住居跡遺物出土状況 第80号住居跡遺物出土状況

第81号住居跡カマ ド第81・ 84号住居跡
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第82号住居跡

ⅢⅢII繋

1幾
J豪:
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第82号住居跡遺物出土状況

| |■ ■|||■ :||■―■|■ ■|■

第83号住居跡カマ ド

メ

第85号住居跡 第85号住居跡カマ ド
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第85号住居跡遺物出土状況

第86号住居跡 第86号住居跡カマ ド

第87号住居跡 第87号住居跡遺物出土】犬況

第87号住居跡カマ ド 第88号住居跡



PL39

■ (

第88号住居跡遺物出土状況第88号住居跡カマ ド

麹 .Iか

第33号 土坑

|`〆 ■

第89号住居跡 第89号住居跡カマ ド

11ケ |
||プ

第 2号 集 石第 81号 土 坑
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第 1号性格不明遺構 第 1号 溝

第 1号 溝

第 1号 溝

第 1 号 溝
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基 本 土 層 遺構外出土遺物

遺構外出土遺物 遺構外出土遺物

金木場遺跡南部
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向畑遺跡調査前風景

第 1号住居跡 第 1号住居跡遺物出土状況

第 1号住居跡遺物出土状況

向 畑 遺 跡

第 1号住居跡遺物出土状況
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第 2・ 3号住居跡 第2号住居跡遺物出土状況

第 2・ 3号住居跡遺物出土状況

第 2・ 3号住居跡遺物出土状況

第 1号掘立柱建物跡

向 畑 遺 跡

第 8号 土 坑
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Sr 32-4

S=1/4.5

S,16■ 1

SI1 2013.

土師器甕 (1)

Si 32-1



Si 54・8
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S1 52-2

S1 26-4

土師器甕 12)

S i 150i3Si 46-2

S=1/4.5
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S1 64-9

Si 54-2

上師器甕 (31 S=1/4.5



S1 90-7

上師器甕 141

PL47

S1 58■5

S1 59‐2

S1 63-3

S1 8015

S1 62と3

S=1/4.5
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S1 25-7                 1
SI S8‐8

S1 25-4

S=1ん

一
　

す

Sr 60-3
浄
S1 60-4

S1 63-7
S1 25-5

S1 25=6
Si 25・3

S1 70-5 S1 20-4

土師器 (平鉢・鉢)
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S1 6-8

S1 15-4

S1 19-5

S1 54-19

Si 39 -11

Sl ll-5

Si 19-3

S1 24■ 2

SB l-1

Sl 19-7

感jlll中拿‡専                                  
―

|S1 24-3

Sl 19-9

Sl l卜 6

Si 39-6

S=1/3

Si 6-6

S1 65=4

土師器 O不・高台付郭・皿 。高台付皿)

Si 39-12
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S1 25-8

S1 20-5

Si 36-8

Si 36-7S1 2316

S1 52-4
S1 62-5

土師器・須恵器 (甑) S=1/4.5



S1 23‐3

S i23・ 12(S■ 1/2)
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S1 70-13

S1 59-14

Si 36-16

須恵器 (甕・ 壺)
S=1/4.5
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Si 3-3

Sr 23-9

Sl 14-7

S1 24-5

S1 26-8

Si 30-5

si 30■ 6(s=1/4.5)

S1 23・ 10

S1 25-11

S1 24-6

S1 25-12

'1咆

歳 逮 け

∬

Si 36-14

SⅢ 26■ 9

Si 30-8

須恵器士不 (1)

Si 42-5 Si 47-6

S=1/3
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S1 40-7

Si 46-18

S1 40-9

S1 46-19

S1 40-8

S, 47-4

Si 50-5

S1 54-21

S1 54-24

S1 53-5

Si 54-22

Si 54-25

Si 54-23

S1 54-26
SI う4-28

Si 47-5

Si 53-4

S1 55-6

須恵器士不 12)

St 47-3

S1 58-12

S=1/3
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S163-9

S1 62-6

Si 63-12

S1 65-5

S1 63-13

St 70-9
SI.66・ 2

S1 77-3

S180-13(S=1/4.5)

須恵器士不 (3)

S1 80-14 S1 85-5

S=V3
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S1 7-7

S,130,9Si 17-2

Si 40-12

S1 50-8

須恵器高台付郭 (1)

S1 7-4

Si 14-5

S=1/3

S1 50-10
S1 50-9
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S1 54-29

S1 58-16

S170=H

Si 76-2

須恵器高台付郭 偉)

SI S8-17

S1 62-7

S159-11

S, 66工 4

St 80-16

S1 72-4

S1 24-8S1 84-1

S=1/3
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S1 82-3

S1 85-7

Si 58-24

S1 46-24

S1 77-6

S1 70-12

Si 41-20

S1 58・21

Si 3・ 4

Si 46…25

S1 66-5

S1 77‐ 5

S173-3 S1 78‐ 2

須恵器 (蓋・盤・高台付皿 )
S=1/3
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S1 20-9

Si 12

SI1 56■ 9

Si 73

須恵器 (摘鉢 。転用硯・高郭),砥石

S, 66

綾

鴛

け

Ｓ‐６
S166

S=1/3
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Si 31‐ 21 S1 8-5

Sl l■う

SI. 24-10 S=Vl.5
Si 41-21

紡錘車・土製品 。支脚

S1 40

S=1/3



S=1/2S1 64-4
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S1 64-1

1 64-6

‐ ６４
．

５

S1 64-3

Si 64-2

s=1/3

縄文式上器・石器



S1 8-6
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・
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S19-3

S1 6-15

S1 15-11

壌

‐９
．

‐３

違
霰
極
轟
鬱
　
　
　

Ｓｉ

S1 9-2

鉄 製 品 (1)

Sl 19-15 S1 19-14

S=1/2
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S1 23-17

鉄 製 品 似)

S1 19ヽ 12 S1 23… 15

Si 30-13

S1 23と 16

S1 27-4

S1 26Ⅲ 14

Si 40-11

S=1/2

Si 36… 17
Si 37・ 6

Si 39-16



S1 42-9

Si 50-15

Si 56-11

Si 37-7

St 47-9

S1 62-12

PL63

S1 70… 14

‐ ５０
【 14

鷺

‐ ５３
．

７Ｓ

S=1/2

Si 58-29
S1 63-16

鉄 製 品 13)
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６

鉄製品・鉄滓 (4) S=1/2



遣構外 (緑釉)

Si 54-31

PL65

遺構外-5

遺構外-2

陶器・巡方 。その他

遺構外 (BB日 )
遺構外-4

S=1/1



PL66

Sl l■

Sl l-6

Sl l-2

S1 1-15

S1 1-5

S=1/2

S1 1-16

S1 1-17

SK 3-5

(S=1/4.5)

向畑遺跡出土遺物 (1)

S=1/3
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S,36(S=1/4.6)

S1 2-3

向畑遺跡出土遺物 12)

3-8Si

S=1/3

螂
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｓ‐２

３．Si 3-16

向畑遺跡全景



PL68



納

茨城県教育財団文化財調査報告第59集

一般国道 6号 (日 立バイパス)改築

工事地 内埋蔵文化財調査報告書

攀泉場遺跡

尚 嫡 遺 跡

平成 2年 3月 27日  印刷

平成 2年 3月 31日 発行

財団法人 茨城県教育財団

水戸市南町 3丁 目4番57号  T E L 0292-256587

富士オフセット印刷株式会社

水戸市根本 3丁 目1534-2 TEL 0292-31-4241








